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＊
凡
例

1
．
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）（
略
称
を
Ｄ
Ｓ
Ｂ
と
す
る
）
の
訳
・
注
で
あ
る
本
稿
の
底
本
に
は
次
の
版
を

使
用
。

D
eutsches Sagenbuch von Ludw

ig Bechstein. M
it sechzehn H

olzschnitten nach Zeichnungen von A
. Ehrhardt. Leipzig, Verlag von 

Georg W
igand. 1853.; Reprint. N

abu Press. 

初
版
リ
プ
リ
ン
ト
。
因
み
に
一
〇
〇
〇
篇
の
伝
説
を
所
収
。

2
．
Ｄ
Ｓ
Ｂ
所
載
伝
説
の
番
号
・
邦
訳
題
名
・
原
題
は
分
載
試
訳
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
に
記
す
。

3
．
ヤ
ー
コ
プ
と
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
グ
リ
ム
兄
弟
編
著
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
略
称
を
Ｄ
Ｓ
と
す
る
）
を
参
照
し
た
場
合
、
次
の
版
を
使
用
。

D
eutsche Sagen herausgegeben von Brüdern G

rim
m

. Zw
ei Bände in einem

 Band. M
ünchen, W

inkler Verlag. 1981. Vollständige 
A

usgabe, nach dem
 Text der dritten A

uflage von 1891. 

因
み
に
五
八
五
篇
の
伝
説
を
所
収
。

　

な
お
稀
に
で
は
あ
る
が
、
Ｄ
Ｓ
の
英
語
訳
で
あ
る
次
の
版
（
略
称
を
Ｇ
Ｌ
と
す
る
）
も
参
照
し
た
。

T
he G

erm
an L

egends of the Brothers G
rim

m
. Vol.1/2. Edited and translated by D

onald W
ard. Institute for the Study of H

um
an 

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
十
三
）

鈴
　
木
　
　
滿
　
訳
・
注
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Issues. Philadelphia, 1981. 

4
．
Ｄ
Ｓ
Ｂ
所
載
伝
説
と
Ｄ
Ｓ
所
載
伝
説
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
は
、
分
載
試
訳
冒
頭
に
記
す
Ｄ
Ｓ
Ｂ
の
番
号
・
邦
訳
題
名
・
原
題
の
下
に
、
ほ
ぼ
該
当
す
る

Ｄ
Ｓ
の
番
号
・
原
題
を
記
す
。
た
だ
し
、
Ｄ
Ｓ
Ｂ
所
載
記
事
の
僅
か
な
部
分
が
Ｄ
Ｓ
所
載
伝
説
に
該
当
す
る
場
合
は
こ
こ
に
は
記
さ
ず
、
本
文
に
注
番
号
を
附

し
、「
Ｄ
Ｓ
＊
＊
＊
に
詳
し
い
」
と
注
記
す
る
に
留
め
る
。

5
．
地
名
、
人
名
の
注
は
文
脈
理
解
を
目
的
と
し
て
記
し
た
。
史
実
の
地
名
、
人
名
と
の
食
い
違
い
が
散
見
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
殊
更
言
及
し
な

い
こ
と
を
基
本
と
す
る
。
た
だ
し
、
注
で
こ
れ
が
明
白
に
な
る
分
は
い
た
し
か
た
な
い
。

6
．
語
ら
れ
て
い
る
事
項
を
、
日
本
に
生
き
る
現
代
人
が
理
解
す
る
一
助
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
、
と
、
訳
者
が
判
断
し
た
場
合
に
は
、
些
細
に
亘
り
過
ぎ
る

弊
が
あ
ろ
う
と
も
、
あ
え
て
注
に
記
し
た
。
こ
う
し
た
注
記
に
お
け
る
訳
者
の
誤
謬
へ
の
ご
指
摘
、
お
よ
び
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
注
記
が
必
要
、
と
い
っ

た
ご
高
教
を
賜
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ま
こ
と
に
幸
い
で
あ
る
。

7
．
伝
説
タ
イ
ト
ル
の
ド
イ
ツ
語
綴
り
は
原
文
の
ま
ま
。

8
．
本
文
お
よ
び
注
に
お
け
る
〔　
　
　

〕
内
は
訳
者
の
補
足
で
あ
る
。

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
一
）　
　
　

一
─
─　
　

六
〇	

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
四
巻
第
一
・
二
号

�

一
一
七
〜
二
三
五
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
二
）　
　

六
一
─
─　
　

九
〇	

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
四
巻
第
三
号

�

四
六
三
〜
五
三
〇
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
五
年
二
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
三
）　
　

九
一
─
─　

一
三
四	

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
四
巻
第
四
号

�

七
五
〜
一
七
六
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
五
年
三
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
四
）　

一
三
五
─
─　

一
八
四	

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
五
巻
第
一
・
二
号

�

一
五
七
〜
二
八
五
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
五
十
一
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
五
）　

一
八
五
─
─　

二
二
五	

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
五
巻
第
三
・
四
号

�

九
五
〜
一
八
〇
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
六
年
三
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
六
）　

二
二
六
─
─　

二
八
八	
所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
六
巻
第
一
号

�

二
〇
九
〜
三
三
〇
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
六
年
十
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
七
）　

二
八
九
─
─　

三
三
九	

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
六
巻
第
二
号
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�

一
五
一
〜
二
四
六
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
六
年
十
二
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
八
）　

三
四
〇
─
─　

三
九
四	

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
六
巻
第
三
・
四
号　

�

一
〜
九
八
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
七
年
三
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
九
）　

三
九
五
─
─　

四
四
四	

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
六
巻
第
三
・
四
号

�

九
九
〜
一
九
六
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
七
年
三
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
十
）　

四
四
五
─
─　

四
八
四	

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
七
巻
第
一
号

�

八
三
〜
一
七
八
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
七
年
十
二
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
十
一
）
四
八
五
─
─　

五
四
四　

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
七
巻
第
二
号

�

五
五
〜
一
五
六
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
八
年
三
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
十
二
）
五
四
五
─
─　

六
〇
九　

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
七
巻
第
三
・
四
号

�

一
〜
一
〇
九
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
八
年
三
月

＊
本
分
載
試
訳
（
そ
の
十
三
）
の
伝
説

六
一
〇　

�

魔
法
使
い
の
少
年 D

ie Zauberjunge.

六
一
一　

ア
ウ
ア
ー
バ
ッ
ハ
の
酒
蔵
に
お
け
る
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士 D

oktor Faust in A
uerbachs K

eller.

六
一
二　

�

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
近
傍
の
女ニ

ク

セ

の
水
の
精
の
出
る
川 N

ixenflüsse bei Leipzig.　
　
　

*D
S53 D

er W
asserm

ann an 

der Fleischerbank. / *D
S60 D

ie Erbjungfer und das Saalw
eiblein. / *D

S61 W
asserrecht. / *D

S64 D
ie 

W
assernixe und der M

ühlknappe.

六
一
三　

�

ア
イ
レ
ン
ブ
ル
ク
伯
と
小
人
た
ち D

er Graf von Eilenburg und die Zw
erge.　

　
　

*D
S31 D

es kleinen V
olks 

H
ochzeitfest.

六
一
四　

�

オ
ー
シ
ャ
ッ
ツ
と
い
う
名 D

er N
am

e von O
schatz.
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六
一
五　

�

ル
ッ
カ
の
会
戦 D

ie Schlacht bei Lukka.

六
一
六　

�

メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
梨な

し D
ie M

elanchthons-Birne.
六
一
七　

二
匹
の
蟇ひ

き
が
え
る蛙 D

ie beiden K
röten.

六
一
八　

呪
わ
れ
て
立
つ Zum

 Stehen verw
ünscht.　

　
　

*D
S231 Zum

 Stehen verw
ünscht.

六
一
九　

シ
ュ
ネ
ー
ベ
ル
ク
の
悪
魔
召
喚
者 Schneeberger T

eufelsbanner.

六
二
〇　

妖
精
縁ミ

ュ

ッ

ツ

ヒ

ェ

ン

無
し
帽
子
小
人 Geist M

ützchen.

六
二
一　

神
の
審
判 Gottes Gericht.

六
二
二　

修
道
士
の
口
癖 D

es M
önchs Sprüchw

ort.

六
二
三　

真
珠
の
莢さ

や D
ie Perlenschoten.

六
二
四　

山
の
贈
り
物 Berggaben.

六
二
五　

親マ
イ
ス
タ
ー方
ヘ
ン
マ
ー
リ
ン
グ M

eister H
äm

m
erling.　

　
　

*D
S2 D

er Berggeist.

六
二
六　

エ
ル
ツ
山ゲ

ビ
ル
ゲ地

の
荒ダ

ス
・
ヴ
ュ
ー
テ
ン
デ
・
ヘ
ー
ア

れ
狂
う
同
勢 D

as w
ütende H

eer auf dem
 Erzgebirge.

六
二
七　

十
字
架
と
聖
杯 K

reuz und K
elch.

六
二
八　

旗
手
の
跳
躍 D

es Fahnenjunkers Sprung.

六
二
九　

ハ
ン
ス
・
ヤ
ー
ゲ
ン
ト
イ
フ
ェ
ル H

ans Jagenteufel.　
　
　

*D
S310 H

ans Jagenteufel.

六
三
〇　

ド
レ
ー
ス
デ
ン
の
修
道
士 D

er D
resdner M

önch.

六
三
一　

薔ば

ら薇
の
花は

な
わ環 D

er Rosenkranz.

六
三
二　

聖
ザ
ン
ク
トゲ
オ
ル
ク
の
旌せ

い
き旗 Sankt Georgs Panier.
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六
三
三　

性
悪
な
猫
ど
も D

ie bösen K
atzen. 

六
三
四　

彷さ
ま
よ徨
い
歩
く
長
靴 D

ie um
irrenden Stiefeln.

六
三
五　

小ツ
ヴ
ェ
ル
ク人

の
悪
戯 Zw

ergschabernack.
六
三
六　

オ
イ
ビ
ン
の
跳
躍
伝
説 Sprungsage vom

 O
ybin.　
　
　

*D
S321. D

er Jungfersprung.

六
三
七　

キ
ュ
ナ
ス
ト
の
花
嫁 D

ie Braut vom
 K

ynast.

六
三
八　

星ホ
ロ
ス
コ
ー
プ

占
い D

as H
oroskop.

六
三
九　

�

揺リ
ュ
ッ
テ
ル
ヴ
ァ
イ
プ

さ
ぶ
り
女
た
ち D

ie Rüttelw
eiber.　
　
　

*D
S271. D

er N
achtjäger und die Rüttelw

eiber.

六
四
〇　

山
の
精
リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル Berggeist Rübezahl.

六
四
一　

リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
の
お
気
に
入
り
た
ち Rübezahls Gunstgenossen.

六
四
二　

リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
の
か
ら
か
い
の
数
数 Rübezahls N

eckereien.

六
四
三　

リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
の
馬
た
ち Rübezahls Pferde.

六
四
四　

リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
の
樹 Rübezahls Baum

.

六
四
五　

シ
レ
ジ
ア
の
酒
豪 Ein schlesischer Zecher.

六
四
六　

黄
デ
ア
・
ギ
ュ
ル
ド
ネ
・
エ
ー
ゼ
ル

金
の
驢
馬 D

er güldne Esel.

六
四
七　

子
ど
も
た
ち
の
信
心 K

inder-A
ndacht.

六
四
八　

ツ
ォ
プ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
話 V

om
 Zobtenberge.　

　
　

*D
S144 D

ie M
änner im

 Zottenberg.

六
四
九　

市
参
事
会
員
の
頭 D

er K
opf des Rathsm

annes.　
　
　

*D
S359. D

er Schw
eidnitzer Ratsm

ann.  

六
五
〇　

ラ
イ
ヒ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
の
起
源 Reichenbachs U

rsprung.
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六
五
一　

ラ
イ
ヒ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
の
舞
踏
狂
た
ち D

ie T
anzw

üthigen zu Reichenbach.

六
五
二　

悪
ト
イ
フ
ェ
ル
ス
グ
ラ
ー
ベ
ン

魔
の
溝 T

eufels-Graben.
六
五
三　

ブ
レ
ス
ラ
ウ
の
鐘
の
鋳
造 D

er Glockenguß zu Breslau.　
　
　

*D
S126. D

er Glockenguß zu Breslau.
六
五
四　

忝ハ
ー
ベ
ダ
ン
ク

な
い H

abedank.

六
五
五　

ザ
ガ
ン
な
る
名
前 Sagan’s N

am
e.

六
五
六　

グ
ラ
ー
ツ
の
異
教
の
姫
君 D

ie heidnische Jungfrau zu Glatz.　
　
　

*D
S318. D

ie H
eidenjungfrau zu Glatz.

六
五
七　

巫シ
ビ
ュ
ラ女

の
科リ

ン

デ

の
木 D

ie Linde der Sibylle.

六
五
八　

ロ
ム
ニ
ッ
ツ
の
奇き

せ
き蹟

の
泉 D

er W
underbrunnen zu Lom

nitz.

六
五
九　

ト
ロ
ス
キ
イ
城
の
姉
妹 D
ie Schw

estern von T
roßky.
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六
一
〇　
魔
法
使
い
の
少
年

一
七
〇
七
年
の
こ
と
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ（

（
（

の
あ
る
軽
は
ず
み
な
徒
弟
が
渡
り
者
の
粉こ

な
ひ挽

き
職
人
と
組
ん
で
、
悪
魔
を
召
喚
し
、
宝
を
手

に
入
れ
よ
う
と
も
く
ろ
ん
だ
。
職
人
か
ら
は
金か

ね

と
引
き
替
え
に
か
の
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
の
呪
文
書（

（
（

の
筆
写
本
と
金
属
製
の
占

ヴ
ュ
ン
シ
ェ
ル
ル
ー
テ

い
棒
を（

（
（

受
け
取
り
、
と
あ
る
週
の
金
曜
日
、
師
匠
の
家
の
穴
蔵
で
全
て
儀
式
に
則の

っ
と

り
、
魔
法
と
召
喚
を
開
始
し
た
。
三
度
目
の
呼
び
出
し
で

地
面
か
ら
煙
が
立
ち
昇
り
、
煙
は
ち
い
ち
ゃ
な
小
人
の
姿
に
な
っ
た
。
全
身
灰
色
の
紗し

ゃ

を
被か

ぶ

っ
て
い
る
み
た
い
に
ぼ
ん
や
り
し
て
い

た
。
小
人
は
二
枚
の
二
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ン
貨
幣（

（
（

を
徒
弟
に
差
し
出
し
、「
こ
れ
で
満
足
か
」
と
訊た

ず

ね
、
徒
弟
は
「
う
ん
」
と
答
え
た
。
別

の
週
の
金
曜
、
ま
た
し
て
も
召
喚
を
行
う
と
、
同
じ
現
象
が
起
こ
っ
た
。
そ
の
他
に
地
面
が
開
い
て
、
財
宝
が
見
え
た
。
精
霊
は
こ
の

時
思
い
掛
け
な
く
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク（

（
（

十
六
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ン
貨
幣
を
一
枚（

（
（

差
し
出
し
、
ま
た
し
て
も
「
こ
れ
で
満
足
か
」
と
訊
ね
た
─

─
も
っ
と
も
灰
色
小
人
は
少
し
も
身
動
き
せ
ず
、
唇
も
動
か
さ
な
か
っ
た
の
だ
が
。
徒
弟
は
や
は
り
「
う
ん
」
と
答
え
、
お
定
ま
り
の

儀
式
に
全
て
従
い
、
蠟ろ

う
そ
く燭
を
消
し
、
後
ず
さ
り
で
穴
蔵
か
ら
退
散
す
る
な
ど
し
た
。
こ
れ
は
十
月
二
十
八
日
の
こ
と
。
そ
し
て
十
一
月

四
日
に
こ
の
若
い
魔
法
使
い
は
再
び
も
っ
と
き
つ
い
召
喚
を
や
ら
か
し
始
め
た
。
す
る
と
ま
た
し
て
も
魔
物
が
姿
を
顕あ

ら
わ

し
た
が
、
今
度

は
ご
ろ
ご
ろ
と
い
う
物
凄
い
音
を
立
て
な
が
ら
だ
っ
た
。
そ
し
て
地
面
は
す
っ
か
り
開
き
、
釜か

ま

が
一
つ
せ
り
あ
が
っ
て
来
た
。
こ
れ
に

は
刻
印
を
打
た
れ
た
貨
幣
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
た
。
け
れ
ど
も
金
の
上
に
は
鞭
み
た
い
な
物
が
乗
っ
て
い
て
、
頭
が
そ
の
先
に
つ

い
て
お
り
、
こ
れ
は
ひ
っ
き
り
な
し
に
動
い
て
い
た
。
こ
の
強
力
な
召
喚
の
際
、
魔
法
使
い
の
少
年
が
聖
な
る
三
位
一
体
を
否
定
す
る

と
、
黒
枠
付
き
で
両
側
に
赤
い
字
が
書
か
れ
て
い
る
、
縦
長
に
切
ら
れ
た
全
紙
半
分
の
紙
片
一
枚
が
、〔
尖
端
を
〕
逆
に
削そ

が
れ
た
黒

い
羽
根
洋ペ

ン筆
と
共
に（

（
（

出
現
。
そ
し
て
例
の
灰
色
小
人
は
─
─
最
初
と
そ
の
次
に
現
れ
た
時
も
そ
う
だ
っ
た
の
だ
が
─
─
そ
の
紙
片
と
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同
じ
の
判
の
細
長
い
本
で
土
地
台
帳
み
た
い
な
の
を
小
脇
に
抱
え
て
い
た
。
更
に
穴
蔵
の
天
井
か
ら
一
粒
の
砂
か
一
滴
の
水
の
よ
う
な

冷
た
い
物
が
魔
法
使
い
の
少
年
の
片
手
に
落
ち
た
。
若
者
が
手
を
挙
げ
て
、
見
る
と
、
そ
れ
は
血
だ
っ
た
。
若
者
は
思
い
き
っ
て
紙
と

洋ペ

ン筆
を
取
り
、
血
を
洋ペ

ン筆
に
含
ま
せ
、
Ｊ 

─
ｏ
と
書
き
始
め
た
─
─
（
彼
は
ヨ
ハ
ン
ネ
スJohannes

と
い
う
名
だ
っ
た
の
で
あ
る
）。

そ
の
時
、
だ
れ
か
が
早
足
で
穴
蔵
の
階
段
を
下
り
て
来
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
朋
輩
だ
な
、
と
思
っ
た
が
、
振
り
返
る
わ
け
に
は
行
か

ず
、
洋ペ

ン筆
を
落
と
し
、
急
い
で
蠟
燭
を
消
し
、
そ
れ
を
水み

ず
た
る樽

に
投
げ
入
れ
、
魔
法
圏
を
し
つ
ら
え
た
糸
を
引
き
ち
ぎ
り
、
後
ず
さ
り
で

穴
蔵
か
ら
出
る
と
、
邪
魔
し
に
来
た
者
を
見
定
め
よ
う
と
し
た
が
、
だ
れ
も
い
は
し
な
か
っ
た
。
一
週
間
後
魔
法
使
い
の
少
年
は
ま
た

も
や
穴
蔵
に
入
っ
た
が
、
一
番
下
の
段
に
来
た
時
、
言
い
知
れ
ず
ぞ
ぞ
っ
と
し
、
下
り
き
る
こ
と
が
ど
う
し
て
も
で
き
ず
、
そ
こ
か
ら

引
き
返
し
た
。
次
の
金
曜
日
、
ま
た
地
下
へ
行
っ
て
仕
事
を
続
け
よ
う
と
思
っ
た
が
、
親
方
に
教
会
へ
行
か
さ
れ
た
。
そ
の
ま
た
次
の

金
曜
日
に
は
穴
蔵
で
壁
工
職
人
が
働
い
て
い
て
駄
目
だ
っ
た
。
─
─
し
か
し
若
者
は
四
六
時
中
安
ら
ぐ
暇
が
な
か
っ
た
。
あ
の
灰
色
小

人
が
付
き
纏ま

と

い
、「
や
い
や
い
」
と
言
い
続
け
て
止
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
彼
は
す
っ
か
り
錯
乱
し
、
酔
っ
払
っ
た
よ
う
な

て
い
た
ら
く
で
、
目
は
涙
で
一
杯
に
な
っ
た
。
親
方
は
徒
弟
を
厳
し
く
問
い
詰
め
た
が
、
若
者
は
何
も
白
状
し
な
か
っ
た
。
親
方
が
、

聖せ
い
さ
ん餐
拝
領
の
準
備
を
し
ろ
、
と
繰
り
返
し
忠
告
す
る
と
、
魔
法
使
い
の
少
年
は
そ
の
た
び
に
、「
聖
餐
は
戴い

た
だ

け
ま
せ
ん
。
命
に
関
わ
る

ん
で
さ
」
と
答
え
る
の
だ
っ
た
。
と
ど
の
つ
ま
り
、
若
者
は
召
喚
の
書
を
取
っ
て
引
き
裂
き
、
火
に
投
げ
込
ん
で
逐
電
し
、
あ
る
友
だ

ち
の
と
こ
ろ
で
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
友
だ
ち
が
若
者
の
主
人
に
事
の
し
だ
い
を
打
ち
明
け
た
。
そ
こ
で
親
方
は
若
者
の
聴
罪
師（

（
（

に
来
て

も
ら
っ
た
。
若
者
は
な
に
も
か
も
懺ざ

ん
げ悔
し
た
が
、
そ
の
際
ひ
ど
い
不
信
心
者
で
あ
る
こ
と
を
告
白
、
穴
蔵
へ
行
き
た
く
て
堪
ら
な
か
っ

た
、
で
も
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
見
張
ら
れ
て
い
て
邪
魔
が
入
っ
た
、
と
も
言
っ
た
。
そ
の
後
彼
は
す
っ
か
り
改
心
し
て
聖
餐
に
も
与

あ
ず
か

っ

た
。
た
だ
し
親
方
は
徒
弟
の
残
り
の
年
季
を
免
除
し
て
や
り
、
奉
公
の
契
約
を
解
き
、
父
親
を
呼
び
寄
せ
て
身
柄
を
引
き
渡
し
、
厄
介

払
い
が
で
き
た
の
を
喜
ん
だ
。
な
に
し
ろ
丸
三
週
間
こ
や
つ
の
こ
と
で
散
散
気
苦
労
を
重
ね
た
後
の
こ
と
と
て
。
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六
一
一　
ア
ウ
ア
ー
バ
ッ
ハ
の
酒
蔵
に
お
け
る
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士

フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
─
─
げ
に
も
夥

お
び
た
だし

い
不
幸
を
惹
起
し
、
げ
に
も
夥
し
い
人
間
の
分
別
と
魂
の
安
息
を
詐
取
し
た
か
の
呪
文
書
の
著

者
と
名
指
さ
れ
る
─
─
が
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク（

（
（

に
住
ん
で
い
た
折
、
何
人
も
の
家
柄
の
良
い
大
学
生
─
─
彼
ら
は
湯
水
の
よ
う
に
金か

ね

を

浪
費
し
た
─
─
と
知
己
と
な
り
、
も
ろ
と
も
に
そ
ち
こ
ち
へ
遊
ん
だ
が
、
あ
る
時
速
い
馬
車
に
乗
り
込
み
、
丁
度
大メ

ッ
セ市
が（

（1
（

開
か
れ
て
い

る
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
へ
赴
い
た
。
こ
の
馬
車
旅
に
は
ほ
ん
の
数
時
間
し
か
掛
か
ら
な
か
っ
た（

（1
（

。
翌
日
一
行
は
市
街
と
大メ

ッ
セ市
の
雑
踏
を
見
物

し
た
が
、
や
が
て
泊
ま
っ
た
旅は

た
ご
や

籠
屋
の
向
か
い
に
酒
蔵
が
あ
る
の
に
気
付
い
た
。
葡ワ

イ

ン

萄
酒
運
搬
人
─
─
白ヴ

ァ
イ
ス
キ
ッ
テ
ル

上
っ
張
り
と
も
い
わ
れ
る
─

─
が
四
人
か
五
人
掛
か
り
で
満
杯
の
八は

ち
お
け
だ
る

桶
樽
を（

（1
（

運
び
出
そ
う
と
し
て
い
た
の
だ
が
、
結
局
で
き
な
い
で
中
止
、
も
っ
と
何
人
か
が
来
て

力
を
貸
し
て
く
れ
る
ま
で
待
っ
て
い
る
の
だ
っ
た
。
す
る
と
フ
ァ
ウ
ス
ト
は
お
ち
ゃ
ら
か
す
よ
う
な
口
ぶ
り
で
運
搬
人
ら
に
こ
う
声
を

掛
け
た
。「
そ
ん
な
樽
を
相
手
に
ど
う
し
て
ま
あ
そ
う
だ
ら
し
が
な
い
ん
だ
ね
。
あ
ん
た
ら
そ
れ
ほ
ど
掛
か
っ
て
た
か
が
樽
一
つ
に
言

う
こ
と
を
聞
か
せ
ら
れ
ん
の
か
。
全
く
の
話
、
伎わ

ざ倆
さ
え
あ
り
ゃ
あ
、
一
人
で
だ
っ
て
そ
れ
く
ら
い
の
こ
と
は
で
き
る
っ
て
の
に
」。

こ
の
運
搬
人
た
ち
は
腕
っ
節
の
強
い
連
中
で
、
口
も
拳げ

ん
こ固
も
容
赦
が
な
く
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
こ
う
し
た

嘲ち
ょ
う
ろ
う弄
に
対
し
て
黙
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。「
わ
っ
ち
ら
の
仕
事
に
旦だ

ん
な那
が
つ
べ
こ
べ
嘴

く
ち
ば
し

入
れ
る
こ
た
あ
あ
ん
め
え
。
こ
の
樽
を
一
人
で

担
い
で
階
段
を
持
ち
上
げ
ら
れ
る
っ
て
ほ
ど
旦
那
が
学
問
を
し
こ
た
ま
仕
込
ん
で
ん
な
ら
よ
う
、
そ
の
わ
ざ
っ
て
え
の
を
見
せ
て
も

ら
お
う
じ
ゃ
あ
ね
え
か
。
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
悪
魔
の
名
に
か
け
て
運
び
上
げ
て
み
な
」。
フ
ァ
ウ
ス
ト
が
こ
ん
な
具
合
に
運
搬
人
連
の

鄭て
い
ち
ょ
う重
な
ご
挨あ

い
さ
つ拶
を
承
っ
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、
ア
ウ
ア
ー
バ
ッ
ハ
の
酒
蔵（

（1
（

の
亭
主
が
や
っ
て
来
て
、
事
の
し
だ
い
を
耳
打
ち
さ
れ
、
悪
口

雑
言
の
理
由
を
知
る
と
、
む
っ
と
し
て
こ
う
言
っ
た
。「
あ
ん
た
ら
の
だ
れ
か
が
、
こ
の
樽
を
一
人
で
運
び
上
げ
ら
れ
な
い
の
は
お
か
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し
い
っ
て
思
う
ほ
ど
力
持
ち
の
巨
人
だ
っ
ち
ゅ
う
な
ら
、
や
っ
て
ご
ら
ん
な
せ
え
。
お
で
き
に
な
っ
た
ら
、
樽
を
進
上
し
ま
さ
あ
」。

そ
う
こ
う
す
る
内
更
に
何
人
も
の
大
学
生
が
現
場
に
行
き
合
わ
せ
て
、
立
ち
止
ま
っ
て
い
た
。
フ
ァ
ウ
ス
ト
は
学
生
た
ち
を
呼
び
寄

せ
て
酒
蔵
の
亭
主
の
言
葉
の
証
人
に
な
っ
て
も
ら
い
、
酒
蔵
へ
下
り
る
と
、
馬
に
乗
る
み
た
い
に
樽
の
上
に
臀し

り

を
据
え
、「
進
め
え
」

と
言
っ
た
。
─
─
そ
れ
か
ら
、
衆
人
が
仰
天
し
た
こ
と
に
、
樽
に
跨

ま
た
が

っ
て
階
段
を
上
が
っ
た
。
一
番
仰
天
し
た
の
は
亭
主
で
、「
こ
い

つ
ぁ
真
っ
当
な
こ
っ
ち
ゃ
な
い
」
と
叫
ん
だ
が
、
後
悔
先
に
立
た
ず
。
後
で
フ
ァ
ウ
ス
ト
と
大
学
生
た
ち
は
樽
の
飲
み
口
を
開
け
、
最

後
の
一
滴
が
流
れ
出
る
ま
で
酒
盛
り
を
や
ら
か
し
た
が
、
こ
ち
ら
の
方
は
ま
こ
と
に
真
っ
当
な
所
業
だ
っ
た
。

六
一
二　
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
近
傍
の
女ニ

ク

セ

の
水
の
精
の
出
る
川

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
近
傍
を
流
れ
る
静
か
な
小
さ
な
河
川
、
エ
ル
ス
タ
ー（

（1
（

と
か
プ
ラ
イ
セ（

（1
（

に
は
女ニ

ク

セ

の
水
の
精
が
い
く
ら
も
棲す

ん
で
い
て
、
毎

年
生い

け
に
え贄
を
要
求
す
る
。
河
を
渡
っ
た
り
、
水
浴
び
を
し
た
り
し
な
い
方
が
よ
い
、
と
言
わ
れ
る
の
は
特
に
洗ヨ

ハ

ン

ニ

ス

タ

ー

ク

礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
の
祝
日
で（

（1
（

あ
る
。
だ
れ
か
が
溺
死
す
る
た
び
、
女ニ

ク

セ

の
水
の
精
た
ち
が
河か

わ
も面

で
踊
っ
て
い
る
の
が
し
ば
し
ば
目
撃
さ
れ
る
。
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
は

町
の
通
り
で
女ニ

ク

セ

の
水
の
精
の
娘
っ
こ
に
遇
う
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
。
背し

ょ負
い
籠か

ご

を
担
ぎ
、
農
家
の
女
た
ち
に
混
じ
っ
て
、
食
料
品
を

買
い
に
来
る
の
だ
が
、
だ
れ
と
も
一
言
も
喋し

ゃ
べ

ら
な
い
の
だ
っ
た
。
品
物
を
指
し
、
値
段
を
聞
く
と
、
値
切
っ
て
そ
れ
よ
り
少
な
く
金
を 

出
し
、
結
局
手
に
入
れ
て
、
立
ち
去
る
。
挨あ

い
さ
つ拶
を
し
て
や
っ
て
も
、
返
礼
さ
れ
な
い
。
あ
る
時
二
人
の
女
が
そ
う
し
た
奇
妙
な
娘
っ
こ

の
後
ろ
を
歩
い
て
い
て
、
娘
が
小
さ
な
水
溜
ま
り
に
背
負
い
籠
を
置
く
の
を
見
た
。
す
る
と
電
光
石
火
、
娘
は
籠
ご
と
消
え
た
の
だ
。

女ニ

ク

セ

の
水
の
精
の
跡
を
追
う
と
、
点
点
と
道
に
水
が
滴
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
な
に
し
ろ
纏ま

と

っ
て
い
る
服
の
裾
が
手
幅
二
つ
ぶ
り
ほ

ど
ぐ
っ
し
ょ
り
濡
れ
て
い
る
か
ら
で
。
─
─
同
じ
話
が
至
る
と
こ
ろ
で
語
ら
れ
て
い
る
。
河
川
や
湖
が
あ
る
ほ
と
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
場
所
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で
。
こ
ん
な
伝
承
も
一
般
的
で
あ
る
。
女ニ

ク

セ

の
水
の
精
が
肉
屋
の
店
へ
や
っ
て
来
て
、
親
指
を
肉
塊
の
上
に
置
く
と
、
肉
屋
が
そ
れ
を
切

り
落
と
す
。
そ
の
血
の
痕あ

と

を
辿た

ど

る
と
湖
畔
な
い
し
川
辺
に
達
す
る
。
さ
て
こ
の
肉
屋
が
こ
の
非
道
な
行
為
を
命
で
償
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
確
か
で
あ
る
。
女ニ

ク

セ

の
水
の
精
が
岸
辺
に
坐す

わ

っ
て
髪
を
梳

く
し
け
ず

っ
て
い
る
の
を
見
て
、
銃
を
撃
ち
掛
け
た
あ
の
粉こ

な
ひ挽

き
の
小
僧
の

よ
う
に
。
女ニ

ク

セ

の
水
の
精
は
急
い
で
川
の
中
に
身
を
躍
ら
せ
、
憤
然
と
指
を
振
っ
て
脅
か
し
た
。
三
日
後
小
僧
は
水
浴
び
を
し
て
い
て
行

方
不
明
に
な
っ
た
。
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
近
く
の
ロ
ー
ゼ
ン
谷タ

ー
ル

の
奥
深
く
、
草
原
に
縁
取
ら
れ
、
森
の
ざ
わ
め
く
エ
ル
ス
タ
ー
と
プ
ラ
イ

セ
の
岸
辺
を
遡

さ
か
の
ぼる
と
、
大
層
神
秘
的
で
不
気
味
な
静
け
さ
に
満
ち
て
い
る
の
で
、
旅
人
は
な
ん
と
も
知
れ
ず
ぞ
く
ぞ
く
す
る
。
ひ
そ
や

か
な
流
れ
の
中
か
ら
女ニ

ク

セ

の
水
の
精
が
姿
を
現
す
の
を
見
掛
け
て
も
、
不
思
議
に
は
思
う
ま
い
。

六
一
三　
ア
イ
レ
ン
ブ
ル
ク
伯
と
小
人
た
ち

ザ
ク
セ
ン
地
方
の
ア
イ
レ
ン
ブ
ル
ク（

（1
（

─
─
現
在
は
プ
ロ
イ
セ
ン
領
─
─
で
は
城
の
下
に
小
人
た
ち
が
棲
ん
で
い
た
。
彼
ら
は
婚
礼
の

祝
宴
を
催
す
こ
と
に
な
り
、
老
伯
爵
が
高
い
天
蓋
付
き
寝
台
で
眠
っ
て
い
る
広
間
で
そ
れ
を
や
ろ
う
と
し
た
。
そ
こ
で
鍵
穴
、
扉
の
裂

け
目
、
窓
の
隙
間
な
ど
か
ら
ポ
ン
ポ
ン
パ
ラ
パ
ラ
跳
び
込
み
、
そ
の
音
と
い
っ
た
ら
脱
穀
場
に
豌え

ん
ど
う
ま
め

豆
豆
が
振
り
撒ま

か
れ
る
よ
う
だ
っ
た

の
で
、
伯
爵
は
目
を
覚
ま
し
た
。
す
る
と
伝
令
官（

（1
（

の
よ
う
な
身
な
り
を
し
た
小
人
が
歩
み
寄
り
、
極
め
て
鄭て

い
ち
ょ
う重
に
、
祝
宴
を
挙
げ
る
こ

と
を
お
許
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ま
た
こ
れ
に
ご
臨
席
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
し
か
し
な
が
ら
ご
家
来
衆
そ
の
他
ど
な
た
に
せ
よ
覗の

ぞ

き
見
な
さ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
、
と
頼
ん
だ
。
こ
れ
は
か
の
小
都
市
ロ
イ
エ
ン
ブ
ル
ク（

（1
（

の
プ
ラ
ッ
セ
ン
城
で
ア0

〔
傍
点
訳
者
〕
イ
レ
ン

ブ
ル
ク
男
爵（

（2
（

が
ち

フ
ィ
ン
ガ
ー
リ
ン
グ

び
指
族
〔
の
王
〕
へ
の
〔
息
女
の
〕
嫁
入
り
の
際
に
要
請
さ
れ
た
の
と
同
じ
条
件
で
あ
る
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
七
三
）。
伯

爵
は
、
目
を
覚
ま
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
、
お
付
き
合
い
い
た
そ
う
、
と
承
諾
し
た
。
と
な
る
と
小
人
た
ち
は
伯
爵
の
許も

と

に
と
て
も
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ち
っ
ぽ
け
な
踊
り
相
手
を
連
れ
て
来
た
の
で
、
伯
爵
は
舞
踏
の
際
相
手
を
見
失
わ
な
い
よ
う
苦
労
し
た
。
舞
踏
は
蟋こ

お
ろ
ぎ蟀

楽
団
の
澄
ん
だ

高
ら
か
な
演
奏
で
始
ま
っ
た
。
ち
い
ち
ゃ
な
娘
っ
こ
の
踊
り
ぶ
り
は
な
ん
と
も
敏び

ん
し
ょ
う捷

で
、
老
殿
様
の
周
り
を
ぐ
る
ぐ
る
旋
回
し
た
の

で
、
こ
ち
ら
は
息
が
止
ま
り
そ
う
、
か
つ
、
胸
は
ど
き
ど
き
。
羽
根
の
よ
う
に
軽
か
っ
た
か
ら
し
っ
か
り
摑つ

か

ま
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
─
─
し
か
し
突
然
音
楽
は
途と

ぎ切
れ
、
舞
踏
は
止
み
、
大
混
乱
と
あ
い
な
っ
た
。
だ
れ
も
か
れ
も
怯お

び

え
て
広
間
の
天
井
を
見
上

げ
た
り
、
隙
間
と
い
う
隙
間
か
ら
逃
げ
出
し
た
り
。
天
井
に
は
穴
が
一
つ
開
い
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
老
伯
爵
夫
人
─
─
上
の
広
間
で
寝

て
い
た
の
で
あ
る
─
─
が
浮
か
れ
大お

お
い
ち
ざ

一
座
を
見
下
ろ
し
て
い
た
わ
け
。
こ
の
窃せ

っ
し視

に
小
人
た
ち
は
い
た
く
憤
慨
、
そ
の
場
に
留
ま
っ
て

い
た
連
中
の
い
わ
く
。

大
工
を
呼
び
に
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
。 

踊
り
場
の
穴
を
塞ふ

さ

が
せ
な
く
ち
ゃ
。 

踊
り
場
の
床
に
ゃ
穴
が
あ
る
。

そ
し
て
一
人
の
小
人
が
ふ
う
っ
と
上
へ
向
か
っ
て
息
を
吹
き
掛
け
た
。
さ
て
例
の
小
人
は
伯
爵
に
身
を
屈か

が

め
、
礼
を
述
べ
て
か
ら
こ
う

言
っ
た
。「
天
井
に
ご
ざ
る
あ
の
老お

い
ぼ耄
れ（

（2
（

の
せ
い
で
我
ら
が
華か

し
ょ
く燭
の
典
の
歓よ

ろ
こ

び
に
も
我
ら
が
舞
踏
に
も
飛
ん
だ
邪
魔
が
入い

り
申
し
た
。

さ
れ
ば
殿
の
ご
一
門
が
一
度
に
七
人
以
上
に
な
る
こ
と
は
決
し
て
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
ぞ
」。
─
─
そ
れ
か
ら
そ
れ
ま
で
居
合
わ
せ
た
者
た

ち
も
さ
っ
と
消
え
失
せ
、
大
広
間
は
し
ん
と
静
ま
り
か
え
り
、
伯
爵
は
独
り
ぽ
つ
ね
ん
と
取
り
残
さ
れ
た
。
翌
朝
伯
爵
夫
人
が
起
き
る

と
、
昨
夜
下
を
覗
き
見
し
た
方
の
目
に
膜
が
懸
か
っ
て
い
た
。
以
来
ア
イ
レ
ン
ブ
ル
ク
伯
爵
家
で
七
人
目
の
男
子
が
誕
生
す
る
と
、
存

命
し
て
い
る
六
人
の
だ
れ
か
が
死
ぬ
の
だ
っ
た
。
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ゲ
ー
テ
が
そ
の
祝
婚
歌
─
─
「
我
ら
是
非
に
か
の
伯
爵
の
事
ど
も
を
歌
い
か
つ
語
ら
ん（

（2
（

」
─
─
の
下
敷
き
に
部
分
的
に
も
せ
よ
こ
の

伝
承
を
用
い
た
の
は
疑
い
な
い
。
こ
の
伝
説
の
変
化
形
で
、
東オ

ス
ト

プ
ロ
イ
セ
ン
の
ロ
イ
エ
ン
ブ
ル
ク
─
─
現
在
は
村
、
か
つ
て
は
小
都
市

─
─
で
オ
イ
レ
ン
ブ
ル
クEulenburg

─
─
こ
の
名
は
ロ
イ
エ
ン
ブ
ル
クLeuenburg

の
綴
り
の
中
に
字
母
を
置
換
し
て
含
ま
れ
て
い

る
─
─
一
門
の
あ
る
御
仁
が
、
ザ
ク
セ
ン
地
方
の
老
ア
イ
レ
ン
ブ
ル
ク
伯
─
─
こ
の
一
門
の
名
は
か
つ
て
オ
イ
レ
ン
ブ
ル
ク
と
も
書
か

れ
た
─
─
と
同
様
の
運
命
に
見
舞
わ
れ
る
話
が
あ
る
の
は
奇
妙
で
あ
る
。

六
一
四　
オ
ー
シ
ャ
ッ
ツ
と
い
う
名

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
と
ド
レ
ー
ス
デ
ン
の
間
に
あ
る
小
都
市
オ
ー
シ
ャ
ッ
ツ（

（2
（

に
つ
い
て
は
こ
ん
な
言
い
伝
え
が
あ
る
。
い
わ
く
。
町
が
建

設
さ
れ
た
も
の
の
ま
だ
名
無
し
だ
っ
た
時
、
ザ
ク
セ
ン
邦
の
支
配
者
は
こ
の
町
が
大
層
お
気
に
召
し
、
お
妃き

さ
き

と
共
に
近
く
の
カ
ル
ヴ
ァ

リ
山

ベ
ル
ク

山
頂
に
立
ち
、
そ
こ
か
ら
町
を
遠
望
し
、
お
妃
に
、
命
名
す
る
よ
う
、
と
の
御ぎ

ょ
い意

を
伝
え
た
。
奥
方
は
困
っ
て
目
を
伏
せ
、
さ
よ

う
な
こ
と
は
で
き
ま
せ
ぬ
、
と
答
え
よ
う
と
し
、
お
ず
お
ず
と
「
お
お
、
あシ

ャ
ッ
ツ

な
た
…
…
」
と
言
い
掛
け
た
。
す
る
と
君
侯
た
る
背
の
君

は
妻
の
言
葉
を
遮さ

え
ぎ

り
、「
奥
や
、
相
分
か
っ
た
」
と
叫
ん
だ
の
だ
、
と
。
そ
う
い
う
わ
け
で
こ
の
町
は
以
後
オ
ー
シ
ャ
ッ
ツ
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
、
今
日
に
至
る
ま
で
変
わ
る
こ
と
な
く
オ
ー
シ
ャ
ッ
ツ
と
い
う
名
な
の
で
あ
る
。

六
一
五　
ル
ッ
カ
の
会
戦

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方

ラ
ン
ト
グ
ラ
ー
フ

伯
に
し
て
マ
イ
セ
ン
辺マ

ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
で（

（2
（

あ
る
、
頰ほ

ほ

に
嚙か

ま
れ
傷
の
あ
る
、
ま
た
楽

デ
ア
・
フ
ロ
イ
デ
ィ
ゲ

天
家
と
も
添
え
名
さ
れ
た
フ
リ
ー
ド
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リ
ヒ（

（2
（

が
、〔
ド
イ
ツ
〕
王
ア
ー
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ナ
ッ
サ
ウ（

（2
（

─
─
方
伯
の
父
、
ろデ

ア
・
エ
ン
ト
ア
ル
テ
テ

く
で
な
し
の
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト（

（2
（

が
二に

そ
く
さ
ん
も
ん

束
三
文
で（

（2
（

テ
ュ
ー

リ
ン
ゲ
ン
邦
を
売
り
渡
し
た
相
手
─
─
と
戦
っ
た
折
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
、
弟
で
あ
る
善
良
な
辺
境
伯
デ
ィ
ー
ツ
マ
ン（

（2
（

─
─
同
年
中
に

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
暗
殺
さ
れ
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
を
い
た
く
悲
し
ま
せ
た
─
─
と
同
盟
、
闘
い
取
れ
れ
ば
の
話
だ
が
、
兄
弟
共
に
マ
イ
セ

ン
邦
と
プ
ラ
イ
セ
ン
邦（

（3
（

の
支
配
者
た
ら
ん
と
し
た
。
と
い
う
の
は
こ
れ
ら
の
領
邦
も
ア
ー
ド
ル
フ
が
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
か
ら
駈か

り
催
し

た
幾
つ
か
の
部
隊
で
占
領
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
果
敢
に
も
一
軍
を
糾き

ゅ
う
ご
う合

、
強
行
軍
で
ザ
ク
セ
ン
に
向
か
い
、
プ

ラ
イ
セ
川
流
域
は
ル
ッ
カ
と
グ
ロ
イ
ッ
チ
ュ
の
曠こ

う
や野

な
る
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
と
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
の
中
間
で
敵
に
挑い

ど

ん
だ
。
配
下
の
軍ぐ

ん
ぴ
ょ
う兵

に
大
将
が
そ
れ
と
は
っ
き
り
分
か
る
よ
う
、
磨
き
上
げ
た
冑か

ぶ
と

の
上
に
、
マ
イ
セ
ン
邦
、
プ
ラ
イ
セ
ン
邦
お
よ
び
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
邦
を

表
す
三
つ
の
冑
飾
り
を
付
け
た
。
こ
れ
ら
は
今
日
な
お
ど
の
紋
鑑
に
あ
っ
て
も
三
領
邦
の
紋
章
冑
の
上
に
描
か
れ
て
い
る
。
プ
ラ
イ
セ

ン
邦
は
芸ヘ

ン
ル
ー
ダ香
葉
飾
り
の
あ
る
斜
め
中
帯
に
添
え
て
孔く

じ
ゃ
く雀
の
尾
を
飾
っ
た
高
い
帽
子
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
邦
は
緑
の
和ク

ロ

ー

ヴ

ァ

ー

蘭
紫
雲
英
を
あ
し

ら
っ
た
白し

ろ
が
ね銀
の
角
笛
、
マ
イ
セ
ン
邦
は
赤
白
縞
の
帽
子
と
衣
装
を
着
け
ぬ
っ
と
突
っ
立
っ
て
い
る
男
─
─
俗
称
ユユ

ー
デ
ン
コ
プ
フ

ダ
ヤ
人
頭
。
フ
リ
ー

ド
リ
ヒ
は
こ
れ
ら
三
つ
の
冑
飾
り
を
自
分
の
一
つ
冑
の
上
に
し
っ
か
と
結
び
付
け
、
加
え
て
こ
ん
な
言
葉
を
口
に
し
た
と
い
う
。

今こ
ん
に
ち日
我
の
戴い

た
だ

く
は 

マ
イ
セ
ン
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
、
プ
ラ
イ
セ
ン
。 

な
べ
て
祖
先
の
授
か
り
し
邦く

に

ぞ
。 

神
よ
、
我
が
征
旅
に
ご
加
護
を
授
け
た
ま
え
。

そ
し
て
神
は
ご
加
護
を
授
け
た
も
う
た
。
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
兵
は
撃
破
さ
れ
、
逃
げ
ら
れ
る
限
り
ど
こ
ま
で
も
落
ち
延
び
た
。
こ
の
連
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中
、
戦
の
始
ま
ら
ぬ
内
は
大
言
壮
語
し
て
い
た
の
で
、
彼
ら
を
笑
い
種ぐ

さ

に
し
て
こ
ん
な
か
ら
か
い
文
句
が
で
き
た
。
だ
れ
か
が
、
ど
う

も
う
ま
く
行
き
そ
う
も
な
い
の
に
そ
れ
を
や
っ
て
み
せ
る
、
と
言
っ
た
場
合
─
─
。

ま
あ
さ
、
お
ま
え
は
首
尾
良
く
で
き
る
さ
。 

ル
ッ
ケ
〔
＝
ル
ッ
カ
〕
の
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
人
み
た
よ
に
な
。

六
一
六　
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
梨な

し

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
と
グ
ロ
イ
ッ
チ
ュ
の
間
に
あ
る
ペ
ガ
ウ
の
教
区
監
督
館
庭
園
に
は
梨
の
樹
が
一
本
あ
り
、
そ
の
果
実
と
き
た
ら
な
ん

と
も
一
種
独
特
な
風
味
を
持
ち
、
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
梨（

（3
（

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
由
来
を
同
市
の
教

ズ
ー
パ
ー
イ
ン
テ
ン
デ
ン
ト

区
監
督
を
務
め
た
〔
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン

の
〕
同
時
代
人
Ｍ
・
ア
ン
ド
レ
ー
ア
ス
・
ゲ
ヒ（

（3
（

が
真
情
籠こ

め
て
書
き
残
し
て
い
る
。
こ
の
梨
の
品
種
は
元
来
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
と
メ
ル
ゼ

ブ
ル
ク
の
間
に
位
置
す
る
ツ
ェ
ッ
セ
ン
（
ツ
ェ
ッ
シ
ェ
ン（

（3
（

）
─
─
Ｍ
・
ゲ
ヒ
は
も
と
も
と
こ
こ
の
牧
師
だ
っ
た
─
─
地
生
え
の
も
の

で
、
そ
こ
で
は
レ
ー
ヴ
ォ
ッ
ツ
（
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ツ
）
梨
で
通
っ
て
い
た
。
熱
心
な
果
樹
栽
培
家
で
も
あ
っ
た
ゲ
ヒ
師
は
後
に
ペ
ガ
ウ
の

教
区
監
督
に
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
ペ
ガ
ウ
で
も
こ
の
梨
を
育
て
よ
う
と
、
接つ

ぎ
枝
を
運
ば
せ
た
も
の
。
と
り
わ
け
素
晴
ら
し
い
品
種
の

こ
の
梨
は
片
側
に
は
紅
色
の
、
片
側
に
は
黄
色
の
斑
点
が
散
っ
て
お
り
、
瑞み

ず
み
ず瑞

し
く
、
と
び
き
り
美
味
で
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
女
伯
梨
に
似

て
い
る
。
あ
る
時
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
殿
が
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
ア
ウ
グ
ス
ト（

（3
（

か
ら
、
ご
来ら

い
が駕

を
乞
う
、
と
要
請
さ
れ
た

折
、
ツ
ェ
ッ
セ
ン
経
由
で
道
中
し
、
こ
の
町
の
牧
師
殿
の
客
と
な
っ
て
一
息
つ
い
た
。
牧
師
殿
は
こ
の
訪
問
を
大
層
あ
り
が
た
が
り
、

名
士
の
お
も
て
な
し
に
逸
品
の
梨
も
供
し
た
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
は
こ
の
梨
に
殊
の
外
感
じ
入
っ
た
の
で
、
ほ
ぼ
一
シ
ョ
ッ
ク（

（3
（

贈
呈
さ
れ
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た
。
そ
こ
で
彼
は
こ
れ
を
選
帝
侯
お
よ
び
侯
妃
へ
の
お
土
産
と
し
た
の
だ
が
、
た
ま
た
ま
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
選
帝
侯
も
侯
夫
妻
を
訪

ね
て
来
て
賓
客
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
好
機
に
、
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
が
や
ん
ご
と
な
き
ご
主
君
に
仕
事
熱
心
な
ツ
ェ
ッ
セ
ン
の
牧
師
殿

を
ご
推す

い
ば
ん輓

申
し
上
げ
る
と
、
こ
の
推
輓
は
殊
の
外
う
ま
く
行
き
、〔
ザ
ク
セ
ン
〕
選
帝
侯
は
牧
師
殿
に
優ゆ

う
あ
く渥

な
る
恩
寵
を
垂
れ
た
も
う

た
ば
か
り
か
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
を
も
君フ

ュ
ル
ス
テ
ン
シ
ュ
ー
レ

侯
立
学
校
に（

（3
（

給
費
生
と
し
て
入
学
さ
せ
て
や
っ
た
。
Ｍ
・
ゲ
ヒ
は
こ
の
こ
と
を
感
謝
し
て
あ

る
本
に
記
し
、
自
分
の
後
継
者
に
対
し
、
家
の
す
ぐ
傍
に
立
っ
て
い
る
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
梨
の
樹
─
─
な
に
し
ろ
こ
の
果
樹
栽
培
家
は

一
五
六
〇
年
こ
の
樹
を
そ
う
名
付
け
た
の
で
あ
る
─
─
を
い
た
わ
り
、
育は

ぐ
く

み
、
こ
の
品
種
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
に
、
と
頼
ん
で
い
る
。

こ
れ
は
そ
の
後
忠
実
に
守
ら
れ
た
。

六
一
七　
二
匹
の
蟇ひ

き
が
え
る蛙

ル
ッ
カ
と
マ
イ
セ
ン
の
間
に
あ
る
小
さ
な
都
市
ラ
イ
ス
ニ
ヒ（

（3
（

─
─
小
さ
い
な
が
ら
、
マ
イ
セ
ン
邦
の
脂

シ
ュ
マ
ル
ツ
グ
ル
ー
ベ
穴
と（

（3
（

の
名
が
あ
っ
た
─
─ 

の
市
教
会
の
傍
ら
に
、
男
の
子
二
人
を
向
こ
う
に
回
し
、
両
手
を
脇
腹
に
当
て
て
肘ひ

じ

を
張
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
男
の
石
像
が
長
い

こ
と
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
こ
ん
な
伝
説
が
あ
る
。
男
は
で
き
そ
こ
な
い
の
倅せ

が
れ

を
二
人
持
っ
た
父
親
だ
っ
た
。
そ
う
し
て
男
は
、
倅
ど
も

が
ろ
く
で
も
な
い
こ
と
を
や
ら
か
し
て
手
に
負
え
な
く
な
る
た
び
、
そ
れ
相
応
に
け
じ
め
を
喰く

ら
わ
せ
て
や
れ
ば
よ
か
っ
た
の
だ
が
、

そ
う
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
、
諺

こ
と
わ
ざに
申
す
通
り
、「
子
ど
も
に
笞む

ち

を
惜
し
ま
ぬ
人
は
、
神
の
お
手
数
省
き
ま
す（

（3
（

」。
さ
て
こ
そ
、
こ
ん
な
し

ま
つ
に
な
っ
た
。
あ
る
日
の
こ
と
、
男
の
子
両
人
が
ま
た
し
て
も
悪
事
を
働
い
た
の
で
、
父
親
が
叱
り
つ
け
る
と
、
子
ど
も
ら
は
罵の

の
し

り

返
し
、
犬
さ
な
が
ら
に
ぎ
ゃ
ん
ぎ
ゃ
ん
吠ほ

え
立
て
た
。
そ
の
上
そ
れ
で
止
め
は
せ
ず
、
い
や
も
う
、
あ
ろ
う
こ
と
か
あ
る
ま
い
こ
と

か
、
父
親
の
顔
に
唾つ

ば

を
吐
き
掛
け
る
と
い
う
見
下
げ
果
て
た
所
業
に
及
ん
だ
。
そ
こ
で
老
父
は
天
に
ま
し
ま
す
神
に
、
こ
ん
な
非
道
の
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報
い
を
蒙こ

う
む

ら
せ
て
く
だ
さ
い
、
と
叫
び
、
倅
た
ち
を
恐
ろ
し
い
言
葉
で
呪じ

ゅ
そ詛
し
た
。
ろ
く
で
な
し
の
息
子
ど
も
の
方
も
呪
い
返
そ
う
と

し
た
が
、
突
然
口
籠ご

も
っ
た
。
口
の
中
で
何
か
が
も
そ
も
そ
と
膨
れ
上
が
り
、
大
き
く
、
そ
し
て
氷
の
よ
う
に
冷
た
く
な
り
、
腐ふ

し
ょ
く蝕
す

る
毒
の
よ
う
に
ひ
ど
く
咬か

ん
だ
。
そ
れ
か
ら
そ
れ
は
何
か
生
き
物
に
な
っ
て
口
の
中
か
ら
這は

い
出
し
た
。
男
の
子
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
舌

が
生
き
た
お
ぞ
ま
し
い
蟇
蛙
に
変
じ
た
の
で
あ
る
。
以
来
彼
ら
は
唾つ

ば

を
吐
く
こ
と
は
お
ろ
か
、
物
を
呑
み
込
む
こ
と
も
で
き
ず
、
ま
し

て
や
喚わ

め

く
こ
と
も
吠
え
立
て
る
こ
と
も
叶か

な

わ
ず
、
黙
り
こ
く
り
、
絶
望
し
、
激
し
い
悲
嘆
に
喘あ

え

ぎ
な
が
ら
、
地
獄
に
堕お

ち
て
行
か
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
忘
れ
ぬ
た
め
、
人
人
は
そ
の
後
父
子
三
人
の
姿
─
─
男
の
子
た
ち
の
口
の
中
か
ら
見
る
も
お
ぞ
ま
し
い

蟇
蛙
が
頭
を
突
き
出
し
て
い
る
─
─
を
石
に
刻
み
、
教
会
の
傍
ら
に
置
い
た
。

六
一
八　
呪
わ
れ
て
立
つ

マ
イ
セ
ン
の
邦く

に

の
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク（

（4
（

に
、
そ
の
名
を
ロ
ー
レ
ン
ツ
・
リ
ヒ
タ
ー
と
い
う
織
り
工
が
住
ん
で
い
た
。
十
四
歳
の
息
子
が
い

た
が
、
こ
れ
に
は
頗す

こ
ぶ

る
付
き
の
不
従
順
と
い
う
欠
点
が
あ
っ
た
。
父
親
が
強
情
な
倅せ

が
れ

に
言
う
こ
と
を
聞
か
せ
よ
う
と
し
て
も
、
男
の

子
は
そ
う
し
な
い
か
、
そ
れ
と
は
正
反
対
の
こ
と
を
わ
ざ
と
や
り
、
ひ
ね
く
れ
ぶ
り
を
発
揮
し
て
父
親
が
業
を
煮
や
す
の
を
お
も
し
ろ

が
っ
た
。
そ
う
し
て
あ
る
日
こ
ん
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
父
親
が
同
じ
煖シ

ュ
ト
ゥ
ー
ベ

房
部
屋
で（

（4
（

傍
に
い
た
男
の
子
に
、
急
い
で
何
か
を
や
る
よ
う

言
い
付
け
た
と
こ
ろ
、
こ
や
つ
、
の
ん
び
り
そ
の
場
に
突
っ
立
っ
た
ま
ん
ま
で
、
親お

や
じ爺

の
命
令
な
ど
ど
こ
吹
く
風
の
面
構
え
だ
っ
た
。

父
親
は
言
い
付
け
を
繰
り
返
し
た
が
、
少
年
は
て
ん
か
ら
聞
こ
え
な
い
ふ
り
で
、
あ
っ
け
ら
か
ん
と
立
っ
て
い
る
だ
け
。
そ
こ
で
父
親

は
怒
り
の
余
り
我
を
忘
れ
、「
お
や
、
そ
う
か
い
、
そ
れ
じ
ゃ
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
悪
魔
の
名
に
か
け
て
そ
う
や
っ
て
立
っ
て
ろ
。
こ
の

忌
忌
し
い
で
き
そ
こ
な
い
の
餓が

き鬼
め
。
き
さ
ま
が
未
来
永え

い
ご
う劫

そ
の
場
所
か
ら
動
け
な
い
よ
う
に
」
と
怒
鳴
っ
た
。
す
る
と
激
し
い
驚き

ょ
う
が
く愕
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が
少
年
の
体
を
走
っ
た
か
と
思
う
と
、
全
身
が
硬
直
、
立
ち
っ
ぱ
な
し
で
動
け
な
く
な
っ
た
。
今
度
は
言
わ
れ
た
通
り
に
し
よ
う
と

し
た
の
だ
が
、
ぴ
く
り
と
も
で
き
な
い
。
父
親
は
息
子
に
跳
び
付
い
て
そ
こ
か
ら
も
ぎ
放
す
か
歩
か
せ
よ
う
と
し
た
が
、
ど
う
に
も
な

ら
な
か
っ
た
。
少
年
は
立
っ
た
ま
ま
、
床
板
に
ぴ
っ
た
り
呪
縛
さ
れ
て
全
く
無
力
だ
っ
た
。
人
人
は
彼
を
持
ち
上
げ
よ
う
、
運
び
去
ろ

う
、
と
試
み
た
が
い
ず
れ
も
徒
労
で
、
少
年
の
足
は
床
に
根
を
生
や
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
彼
は
三
年
も
の
間
、
一
つ
場
所
─
─

煖だ
ん
ろ炉

と
扉
の
近
く
に
立
ち
尽
く
し
、
部
屋
に
出
入
り
す
る
者
の
邪
魔
に
な
っ
た
。
置
い
て
も
ら
っ
た
斜
面
机
で
頭
と
両
手
を
支
え
る
こ

と
が
で
き
た
が
、
眠
る
の
も
立
ち
眠
り
で
、
こ
れ
を
見
る
の
は
両
親
に
は
苦
し
み
の
種
、
町
の
衆
に
は
驚
き
の
種
だ
っ
た
。
聖
職
者
た

ち
が
彼
の
救
済
を
求
め
て
祈
り
を
捧
げ
、
遂
に
総
力
を
挙
げ
て
体
を
持
ち
上
げ
、
さ
ほ
ど
邪
魔
に
な
ら
な
い
部
屋
の
別
の
隅
に
移
そ
う

と
し
た
。
こ
れ
に
は
成
功
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
も
少
年
は
そ
こ
に
立
ち
続
け
た
。
床
板
に
は
足
跡
が
深
く
刻
み
込
ま
れ
た
。
他
の
場
所

に
運
ぼ
う
と
す
る
と
、
痛
が
っ
て
大
き
な
叫
び
を
挙
げ
、
狂
っ
た
よ
う
に
暴
れ
る
の
だ
っ
た
。
こ
う
し
て
こ
の
己お

の

が
不
従
順
の
償つ

ぐ
な

い
人び

と

は
、
帳

カ
ー
テ
ンに
隠
さ
れ
、
憂
愁
に
閉
ざ
さ
れ
、
顔
は
悲
哀
に
満
ち
満
ち
て
、
イ
ン
ド
の
苦
行
者
よ
ろ
し
く
立
ち
通
し
、
と
う
と
う
神
が
そ
の

傍
ら
に
設し

つ
ら

え
ら
れ
た
寝
台
に
横
た
わ
る
の
を
許
し
た
も
う
ま
で
ま
た
ま
た
四
年
の
歳
月
が
必
要
だ
っ
た
。
こ
の
時
彼
は
慎
ま
し
や
か
に

へ
り
く
だ
り
、
恭
謙
温
和
に
自
然
死
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
足
跡
は
長
い
こ
と
煖
房
部
屋
と
そ
の
隣
の
小
部
屋
（
後
で
壁
で
仕
切

ら
れ
た
の
だ
）
に
見
ら
れ
、
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
と
ど
う
な
る
か
、
両
親
が
子
ど
も
た
ち
を
戒
め
た
け
れ
ば
、
近
場
で
事
足
り
た
。

六
一
九　
シ
ュ
ネ
ー
ベ
ル
ク
の
悪
魔
召
喚
者

悪
魔
召
喚
や
宝
探
し
が
疫
病
さ
な
が
ら
に
蔓ま

ん
え
ん延
、
あ
の
イ
エ
ナ
の
降ク

リ
ス
ト
ナ
ハ
ト

誕
祭
の
夜
の・

ト
ラ
ゲ
ー
デ
ィ
エ

悲
劇
が（

（4
（

演
じ
ら
れ
た
時
代
の
こ
と
、
ザ
ク
セ
ン

領
エ
ル
ツ
山ゲ

ビ
ル
ゲ地
縁（

（4
（

辺
の
町
シ
ュ
ネ
ー
ベ
ル
ク（

（4
（

に
有う

ぞ
う
む
ぞ
う

象
無
象
が
相あ

い
つ
ど集
い
、
精
霊
を
呼
び
出
し
、
そ
の
助
け
を
借
り
て
宝
物
を
見
つ
け
よ
う
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と
し
た
。
張
本
人
は
通
称
農バ

ウ
ア
ー夫
シ
ュ
ヌ
ル
な
る
男
。
こ
や
つ
が
幾
人
か
の
仲
間
を
語
ら
っ
た
の
で
あ
る
。
麦
芽
貯
蔵
庫
の
広
い
屋
根
裏

で
大
仕
事
が
始
ま
っ
た
。
外
縁
三
十
四
肘エ

レ尺
に
も
及
ぶ
三
重
の
環わ

が
白
墨
で
引
か
れ
、
環
の
内
部
に
十
字
、
聖
句
、
諸
惑
星
の
徴し

る
し

、
符

号
が
幾
つ
も
描
か
れ
た
。
環
の
真
ん
中
に
は
血
を
振
り
撒ま

か
れ
た
白
布
で
覆
わ
れ
た
卓テ

ー
ブ
ル子

が
据
え
ら
れ
、
そ
の
上
に
は
磔
刑
像
が
一

つ
、〔
旧
約
〕
聖
書
、
詩
篇
、
福
音
書
が
載の

っ
て
い
た
。
卓テ

ー
ブ
ル子

の
下
に
は
石
炭
と
薫
香
の
入
っ
た
香
炉
が
一
つ
。
環
の
入
口
と
し
て
九

肘エ

レ尺
の
開
口
部
が
一
箇
所
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
四
福
音
史
家
な
ら
び
に
使
徒
た
ち
の
肖
像
画
と
〔
旧
約
〕
聖
書
一
冊
で
閉
ざ
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
外
側
に
は
一
脚
の
木
製
長
椅
子
が
据
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
精
霊
の
頭

か
し
ら

分ぶ
ん

が
腰
を
下
ろ
せ
る
よ
う
に
と
い
う
礼
儀
上
の
計
ら
い

だ
っ
た
。
思
慮
分
別
あ
る
精
霊
が
現
れ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
更
に
ま
た
あ
る
子
ど
も
─
─
こ
の
子
は
し
ば
ら
く
前
に
行
方
不
明
に

な
っ
た
の
だ
─
─
の
頭ず

が
い
こ
つ

蓋
骨
も
あ
っ
た
。
精
霊
召
喚
儀
式
が
始
ま
っ
た
が
、
ま
こ
と
に
恐
ろ
し
い
限
り
、
そ
の
伎わ

ざ倆
は
壮
大
で
、
妖
術

使
い
の
呼
び
出
し
は
完か

ん
ぺ
き璧
だ
っ
た
─
─
し
か
し
な
が
ら
、
何
も
来
な
か
っ
た
。
魔
降
ろ
し
の
呪
文
は
ま
す
ま
す
も
の
凄す

さ

ま
じ
く
な
り
、

麦
芽
貯
蔵
庫
屋
根
裏
の
梁は

り

も
屋
根
も
び
り
び
り
震
え
ん
ば
か
り
。
と
う
と
う
得
体
の
知
れ
ぬ
も
の
が
出
現
し
よ
う
と
い
う
気
配
が
あ
っ

た
。
何
か
が
階
段
を
が
た
が
た
登
っ
て
来
た
。
幾
つ
も
の
大パ

ラ
シ
ュ刀

や（
（4
（

拍
車
が
が
ち
ゃ
が
ち
ゃ
当
た
る
か
の
ご
と
き
音
。
精
霊
の
こ
う
し
た

接
近
ぶ
り
は
主
役
の
魔
法
使
い
に
し
て
精
霊
召
喚
者
た
る
農バ

ウ
ア
ー夫
シ
ュ
ヌ
ル
に
は
ど
う
も
好
ま
し
く
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
御
仁
、

屋
根
の
隙
間
か
ら
抜
け
出
し
、
家
家
の
屋
根
伝
い
に
猫
の
ご
と
く
逃
げ
去
っ
た
。
次
な
る
者
も
同
じ
径
路
で
こ
れ
に
続
い
た
。
残
り
の

面
面
は
も
っ
と
沈
着
冷
静
を
決
め
込
み
、
そ
の
場
を
動
か
ず
に
い
た
が
─
─
階
段
を
登
っ
て
来
た
め
で
た
き
町
シ
ュ
ネ
ー
ベ
ル
ク
の
誉

れ
高
き
警
察
と
い
う
〔
僕し

も
べ

の
精
霊
な
ら
ぬ
〕
公
僕
ら
に
す
ぐ
さ
ま
絡か

ら

め
取
ら
れ
、
拘
禁
さ
れ
た
。
一
人
は
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
の
技
工
で
、
そ

の
技
術
は
シ
ュ
ネ
ー
ベ
ル
ク
の
麦
芽
貯
蔵
庫
屋
根
裏
で
行
き
止
ま
り
と
あ
い
な
り
、
い
ま
一
人
は
ヴ
ィ
ル
デ
ン
フ
ェ
ル
ス
の
粉こ

な
ひ挽

き

で
、
そ
の
碾ひ

き
臼う

す

は
ど
う
や
ら
水
か
ら
穀
物
、
そ
れ
か
ら
麵パ

ン麭
へ
と
い
う
三
つ
の
行
程
を
終
了
し
た
よ
う
だ
し
、
三
人
目
の
鍛か

じ冶
職
人

は
、
己お

の

が
幸
運
の
鍛
冶
屋
に
な
ろ
う（

（4
（

と
志
し
、
熱
い
内
に
鉄
を
打
と
う
と
し
た
の
だ
が
、
今
や
冷
た
い
鉄
に
繫つ

な

が
れ
た
し
だ
い
。
な
お
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う
ま
う
ま
逃
げ
果お

お

せ
た
男
は
ハ
ン
ス
・
テ
ィ
ー
ツ
ェ
な
る
名
で
、
ザ
ン
ガ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
の
者
だ
っ
た
。
土
地
柄
すデ

ア
・
エ
ン
ト
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー

っ
跳
び
伯
ル
ー
ト

ヴ
ィ
ヒ
の
話（

（4
（

を
よ
く
心
得
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
か
く
し
て
イ
エ
ナ
の
降ク

リ
ス
ト
ナ
ハ
ト

誕
祭
の
夜
の・

ト
ラ
ゲ
ー
デ
ィ
エ

悲
劇
と
対
を
成
す
シ
ュ
ネ
ー
ベ
ル
ク
の
こ
の
事

件
は
一い

ち
じ
ょ
う場

の
悲
喜
劇
と
し
て
幕
を
降
ろ
し
た
。

六
二
〇　
妖
精
縁ミ

ュ

ッ

ツ

ヒ

ェ

ン

無
し
帽
子
小
人

フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
近
郊
に
ち
ょ
っ
と
し
た
雑
木
林
が
あ
り
、
い

デ
ア
・
ハ
イ
ミ
ッ
シ
ェ
・
ブ
ッ
シ
ュ

け
ず
の
藪
で（

（4
（

通
っ
て
い
る
。
そ
の
昔
こ
こ
に
縁ミ

ュ

ッ

ツ

ヒ

ェ

ン

無
し
帽
子
小
人
─
─
こ

の
名
は
か
の
名
高
い
家コ

ー
ボ
ル
ト精

帽ヒ
ュ
ー
ト
ヒ
ェ
ン

子
小
人
を（

（4
（

思
い
起
こ
さ
せ
る
─
─
と
呼
ば
れ
る
悪コ

ー

ボ

ル

ト

戯
妖
精
が（

（5
（

棲
ん
で
い
た
。
こ
の
妖
精
縁ミ

ュ

ッ

ツ

ヒ

ェ

ン

無
し
帽
子
小
人

は
魔
物
おホ

ッ
ケ
ル
メ
ン
ヒ
ェ
ン

ん
ぶ
小
人
の
仲
間
で
あ
る
。
おホ

ッ
ケ
ル
メ
ン
ヒ
ェ
ン

ん
ぶ
小
人
は
旅
人
と
か
森
に
生な

り
わ
い業
を
営
む
人
た
ち
に
お
ぶ
さ
り
、
相
手
が
疲ひ

ろ
う
こ
ん
ぱ
い

労
困
憊
、
息
も

絶
え
絶
え
に
な
っ
て
く
ず
お
れ
る
ま
で
遠
道
を
運
ば
せ
た
。
背
中
に
乗
ら
れ
た
者
が
も
う
こ
や
つ
を
運
べ
な
く
な
る
と
、
突
然
ぴ
ょ
い

と
跳
び
下
り
、
手
近
の
木
に
す
る
す
る
登
り
、
か
ら
か
ら
と
哄こ

う
し
ょ
う笑
を
投
げ
掛
け
る
の
だ
っ
た
。
妖
精
縁ミ

ュ

ッ

ツ

ヒ

ェ

ン

無
し
帽
子
小
人
は
と
り
わ
け

一
五
七
三
年
に
こ
う
し
た
悪わ

る
じ
ゃ
れ

洒
落
を
繰
り
返
し
、
お
ぶ
さ
ら
れ
た
人
人
が
た
く
さ
ん
病
気
に
な
っ
た
。
縁ミ

ュ

ッ

ツ

ヒ

ェ

ン

無
し
帽
子
小
人
は
あ
ら
ゆ
る

点
で
ワ
ー
ン
ス
ラ
ン
ト
の
オ
ッ
シ
ャ
ー
ル
ト
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
四
九
）
に
似
て
お
り
、
姿
を
見
せ
よ
う
と
い
う
気
に
な
っ
た
折
に
は
、
な
ん

と
も
奇
妙
奇き

て
れ
つ

天
烈
な
顰し

か

め
っ
面
を
し
て
の
け
た
。
あ
る
牛バ

タ
ー酪
売
り
の
女
だ
が
い
け
ず
の
藪や

ぶ

で
素
晴
ら
し
い
乾チ

ー
ズ酪
の
塊
を
見
つ
け
、
拾
い

物
に
ほ
く
ほ
く
、
こ
れ
が
ど
れ
く
ら
い
の
値
に
な
る
か
皮
算
用
し
、
背し

ょ負
い
籠か

ご

に
入
れ
た
。
す
る
と
籠
が
ひ
ど
く
重
く
な
っ
た
。
重
荷

に
潰つ

ぶ

さ
れ
て
へ
た
へ
た
と
膝
を
突
い
た
彼
女
が
籠
を
抛ほ

う

り
出
す
と
、
籠
か
ら
石い

し
う
す臼

が
藪
の
中
へ
ご
ろ
ご
ろ
と
転
げ
込
ん
だ
。
そ
し
て
藪

か
ら
縁ミ

ュ

ッ

ツ

ヒ

ェ

ン

無
し
帽
子
小
人
が
げ
ら
げ
ら
笑
い
な
が
ら
顔
を
覗の

ぞ

か
せ
た
。
そ
う
い
う
し
だ
い
で
か
ら
か
ら
げ
ら
げ
ら
大
笑
い
す
る
者
の
こ
と

を
「
悪コ

ー

ボ

ル

ト

戯
妖
精
の
よ
う
に
笑
う
」
と
言
う
。
ま
た
縁ミ

ュ

ッ

ツ

ヒ

ェ

ン

無
し
小
帽
子
は
こ
の
妖
精
を
見
え
な
く
す
る
隠ネ

ー
ベ
ル
カ
ッ
ペ

れ
頭
巾
の（

（5
（

名
称
で
も
あ
る
。
妖
精
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が
こ
れ
を
脱
ぐ
と
、
姿
が
現
れ
る
が
、
し
ば
し
ば
、
ま
た
突
然
こ
れ
を
被
れ
ば
、
瞬
時
に
し
て
消
え
失
せ
る
の
だ
っ
た
。
そ
こ
で
こ
ん

な
言
い
回
し
が
で
き
た
。
だ
れ
か
が
何
か
を
探
し
て
い
て
、
あ
る
場
所
に
見
え
た
と
確
信
し
た
の
に
、
や
っ
ぱ
り
見
つ
か
ら
な
く
な
っ

た
場
合
、
こ
う
言
う
。「
は
は
ん
、
こ
こ
に
あ
る
こ
と
は
あ
る
ん
だ
が
、
縁ミ

ュ

ッ

ツ

ヒ

ェ

ン

無
し
小
帽
子
を
被
っ
て
る
ん
だ
な
」。
縁ミ

ュ

ッ

ツ

ヒ

ェ

ン

無
し
小
帽
子
と

は
、
つ
ま
り
、
小
人
の
姿
を
隠
す
ち
い
ち
ゃ
い
隠ネ

ー
ベ
ル
カ
ッ
ペ

れ
頭
巾
の
こ
と
で
あ
る
。

六
二
一　
神
の
審
判

ス
ラ
ヴ
人
の
使
徒
と
謳う

た

わ
れ
た
聖

ザ
ン
ク
トベ

ン
ノ（

（5
（

─
─
マ
イ
セ
ン（

（5
（

近
傍
の
聖ハ

イ
リ
ゲ
ン
タ
ー
ル

者
の
谷
で
蛙か

え
る

ど
も
が
鳴
か
な
い
よ
う
に
し
た
例た

め

し
が
あ
る
─
─

は
神
の
僕し

も
べ

で
あ
り
、
四
十
年
に
亘わ

た

り
マ
イ
セ
ン
司
教
職
を
務
め
、
大
い
な
る
奇き

せ
き蹟
を
行
っ
た
。
支
配
者
た
る
マ
イ
セ
ン
辺マ

ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
オ
ッ

ト
ー（

（5
（

は
教
会
の
所
領
を
接
収
し
た
。
地
上
の
富
は
教
会
の
も
の
で
は
な
い
、
教
会
に
は
天
上
の
富
で
満
足
し
て
も
ら
お
う
、
と
考
え
た

か
ら
で
あ
る
。
聖

ザ
ン
ク
トベ

ン
ノ
は
辺
境
伯
に
向
か
い
に
こ
や
か
に
、
か
よ
う
な
ご
所
業
は
罪
で
ご
ざ
い
ま
す
、
召
し
上
げ
ら
れ
た
も
の
を
教

会
に
お
返
し
に
な
る
べ
き
で
す
、
さ
も
な
い
と
あ
ら
ゆ
る
不
正
を
み
そ
な
わ
し
、
報
復
な
さ
る
か
の
公
正
な
審
判
者
を
恐
れ
る
羽
目
に

な
り
ま
す
る
ぞ
、
と
説
い
た
。
こ
う
意
見
さ
れ
て
辺
境
伯
オ
ッ
ト
ー
は
め
っ
ぽ
う
機
嫌
を
損
ね
、
手
を
挙
げ
て
司
教
の
頰ほ

ほ

に
猛
烈
な
横

び
ん
た
を
喰く

ら
わ
せ
た
。
す
る
と
聖

ザ
ン
ク
トベ
ン
ノ
は
「
神
は
こ
の
打

ち
ょ
う
ち
ゃ
く
擲
の
報
復
を
一
年
後
の
今
日
そ
な
た
に
な
さ
る
で
あ
ろ
う
ぞ
、
辺
境

伯
」
と
叫
ん
だ
。
─
─
け
れ
ど
も
辺
境
伯
は
笑
い
飛
ば
し
て
こ
う
嘲

あ
ざ
け

っ
た
。「
し
て
み
る
と
お
ぬ
し
、
ど
う
や
ら
、
主し

ゅ

な
る
神
の
相
談

役
で
天
国
の
国
事
尚
書
と
で
も
い
う
格
ら
し
い
な
」。
司
教
は
沈
黙
し
、
気
色
を
害
し
、
そ
の
日
か
ら
患わ

ず
ら

い
始
め
、
そ
の
後
間
も
な
く

敬け
い
け
ん虔
に
祈き

と
う禱
を
捧
げ
な
が
ら
亡
く
な
り
、
聖
人
と
し
て
尊
崇
さ
れ
、
哀
悼
さ
れ
た
。
こ
の
歳
一
一
〇
六
年
が
移
り
行
き
、
例
の
日
が
再

び
巡
っ
て
来
た
が
、
辺
境
伯
は
ぴ
ん
し
ゃ
ん
し
て
お
り
、
何
も
悪
い
徴
候
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
日
が
ほ
と
ん
ど
過
ぎ
去
っ
た
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時
、
伯
は
司
教
と
そ
の
威い

か
く嚇

の
予
言
を
想
い
出
し
て
い
わ
く
「
は
て
、
ベ
ン
ノ
の
予
言
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
や
ら
。
あ
の
予
言
は
壺
の

中
へ
落
ち
た
の
だ（

（5
（

」。
辺
境
伯
が
こ
う
言
っ
た
途
端
、
急
激
な
死
の
手
が
ぐ
い
と
彼
の
骨
髄
を
摑つ

か

ん
だ
の
で
、
突
然
ば
っ
た
り
倒
れ
、

「
助
け
て
く
れ
い
、
助
け
て
く
れ
い
」
と
叫
ぶ
ば
か
り
と
な
っ
た
。
け
れ
ど
助
け
る
者
も
助
か
る
道
も
な
く
、
全
能
の
死
の
手
が
伯
を

神
の
審
判
へ
と
拉ら

ち致
し
去
っ
た
の
で
あ
る
。

六
二
二　
修
道
士
の
口
癖

マ
イ
セ
ン
の
聖

ザ
ン
ク
トア

フ
ラ
修
道
院
に
い
た
あ
る
修
道
士
だ
が
、
こ
の
御
仁
、
並
外
れ
た
女
嫌
い
で
─
─
か
の
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
伯 

（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
九
〇
）
の
よ
う
に
─
─
厭い

と

わ
し
い
口
癖
が
慣
わ
し
と
な
っ
て
い
た
。
女
児
に
洗
礼
を
施
さ
ね
ば
な
ら
な
い
か
、
女
児
に
洗

礼
を
授
け
る
た
め
教
会
に
連
れ
て
行
く
洗
礼
行
列
に
行
き
合
っ
た
り
す
る
た
び
、「
洗
礼
済
ん
だ
ら
、
溺
ら
せ
ち
ま
え（

（5
（

」
と
口
ず
さ
む

の
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
不
条
理
な
嫌
悪
と
こ
う
し
た
憎
ま
れ
口
は
か
な
り
高
齢
に
な
る
ま
で
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
あ
る
日
マ
イ
セ
ン
の

エ
ル
ベ
橋
─
─
木
製
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
当
時
は
ド
イ
ツ
全
土
で
最
も
工た

く
み匠

の
伎わ

ざ倆
を
尽
く
し
た
も
の
と
し
て
讃
え
ら
れ
て
い
た

─
─
を
渡
っ
て
い
る
と
、
大
勢
の
随
行
者
と
傍
を
押
し
合
い
へ
し
合
い
し
て
来
る
物
見
高
い
連
中
を
従
え
た
洗
礼
行
列
に
ま
た
し
て

も
ぶ
つ
か
っ
た
。
修
道
士
は
脇
に
身
を
避
け
、
橋
の
欄
干
に
凭も

た

れ
て
呟つ

ぶ
や

い
た
。「
ま
た
女
か
。
へ
ん
、
洗
礼
済
ん
だ
ら
、
溺
ら
せ
ち
ま

え
。
そ
れ
が
な
に
よ
り
な
の
じ
ゃ
が
な
あ
」。
こ
の
時
欄
干
が
壊
れ
、
修
道
士
は
真
っ
逆
さ
ま
に
流
れ
に
落
ち
、
無ぶ

ざ
ま様
に
溺
れ
死
ん
だ
。

一
五
〇
五
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
修
道
士
は
─
─
ド
レ
ー
ス
デ
ン
の
修
道
士
と
同
様
─
─
長
い
こ
と
エ
ル
ベ
橋
に
幽
霊
と
な
っ
て

出
没
す
る
羽
目
に
な
っ
た
。
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六
二
三　
真
珠
の
莢さ

や

上オ
ー
バ
ーエ

ル
ツ
山ゲ

ビ
ル
ゲ地

に
あ
る
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト
＝
ヴ
ィ
ー
ゼ
ン
タ
ー
ル（

（5
（

で
あ
る
時
大
い
な
る
死
〔
＝
黒ペ

ス

ト

死
病
〕
が
流は

や行
っ
た
。
そ
の
頃

こ
の
小
さ
な
山
の
町
に
ミ
ヒ
ェ
ル
・
ロ
ー
デ
ル
フ
ァ
ー
と
い
う
ボ
ヘ
ミ
ア
地
方
は
ル
ー
テ
ィ
ツ
出
身
の
亡
命
者（

（5
（

が
住
ん
で
い
た
。
彼

は
、
三
十
年
戦
争
が
勃
発
し
た
折
、
宗
教
上
の
理
由
で
妻
と
七
人
の
子
ど
も
を
連
れ
て
ザ
ク
セ
ン
邦
へ
逃
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
男
に

は
七
歳
に
な
る
女
の
子
が
い
た
が
、
こ
の
子
は
壊
さ
れ
た
古
い
穴
蔵
の
塵ご

み芥
の
山
で
甘カ

プ
ザ
ー
メ
ン

藍
の
種
（（

（5
（

カ
ッ
プ
ス
は
甘キ

ャ
ベ
ツ藍
）
の
く
っ
つ
い
て

い
る
茎
を
拾
い
集
め
、
父
親
の
菜
園
の
土
に
播ま

い
た
。
種
は
こ
こ
で
ち
ゃ
ん
と
根
付
き
、
花
が
咲
き
、
熟
し
た（

（6
（

。
小
さ
い
莢
が
熟
す

と
、
子
ど
も
は
そ
れ
を
摘
み
取
っ
て
叩
い
た
。
す
る
と
銀
色
に
輝
く
ち
い
ち
ゃ
な
粒
が
出
て
来
た
。
子
ど
も
は
こ
れ
を
集
め
て
父
親
の

と
こ
ろ
に
持
っ
て
行
き
、
こ
う
言
っ
た
。「
見
て
、
父
ち
ゃ
ん
、
あ
た
し
が
見
つ
け
た
も
の
。
父
ち
ゃ
ん
、
き
れ
え
な
お
ね
ん
ず

0

0

0

0

（
＝

念ね
ん
じ
ゅ珠

）
よ
う（

（6
（

」。
父
親
が
見
る
と
、
こ
れ
ら
が
本
物
の
真
珠
だ
っ
た
の
で
、
び
っ
く
り
仰
天
し
た
。
自
分
で
も
調
べ
る
と
、
ど
の
莢
に

も
幾
粒
か
の
真
珠
が
入
っ
て
い
た
。
子
ど
も
と
一
緒
に
集
め
た
ら
、
小
さ
な
乾チ

ー
ズ酪
鉢ば

ち

一
杯
に
な
っ
た
。
ロ
ー
デ
ル
フ
ァ
ー
に
真
珠
を
見

せ
ら
れ
た
人
人
は
皆
目
を
瞠み

は

り
、
本
物
だ
と
認
め
た
。
と
り
わ
け
や
は
り
ボ
ヘ
ミ
ア
か
ら
亡
命
、
ヴ
ィ
ー
ゼ
ン
タ
ー
ル
に
滞
在
し
て
い

た
何
人
も
の
貴
族
た
ち
が
。
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン（

（6
（

伯
爵
夫
人
な
ど
は
わ
ざ
わ
ざ
ア
ン
ナ
ベ
ル
ク（

（6
（

か
ら
馬
車
で
や
っ
て
来
て
、
ロ
ー
デ

ル
フ
ァ
ー
の
家
に
立
ち
寄
り
、
女
の
子
に
幾
つ
か
の
莢
を
開
け
て
も
ら
い
、
こ
れ
ま
た
、
本
物
の
真
珠
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。
夫
人

も
自
ら
莢
を
開
い
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
以
前
に
試
み
た
他
の
者
た
ち
の
場
合
と
同
様
、
真
珠
が
露
の
滴
さ
な
が
ら
こ
ろ
こ
ろ
指
の
間
に
転

げ
出
た
。「
な
ん
と
ま
あ
」
と
伯
爵
夫
人
い
わ
く
。「
こ
れ
は
こ
の
至
福
の
子
が
授
か
っ
た
素
晴
ら
し
い
天
分
、
素
晴
ら
し
い
恩
寵
で

す
。
わ
た
く
し
、
お
父
さ
ん
さ
え
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
こ
の
子
を
引
き
取
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
わ
」。
別
の
さ
る
ボ
ヘ
ミ
ア
貴
族
も
父
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親
を
七
人
の
子
ど
も
ら
と
も
ど
も
招
い
て
、
こ
の
奇き

せ
き蹟

を
目
の
当
た
り
に
し
、
子
ど
も
ら
の
服
を
新
調
し
て
や
っ
た
。
真
珠
を
見
つ
け

た
こ
の
女
性
は
七
十
四
歳
に
な
っ
て
も
ま
だ
こ
の
話
を
物
語
っ
た
。

六
二
四　
山
の
贈
り
物

エ
ル
ツ
山ゲ

ビ
ル
ゲ地

の
ア
ン
ナ
ベ
ル
ク
近
傍
に
シ
ュ
レ
ッ
ケ
ン
山ベ

ル
ク

が
あ
る
。
そ
の
銀
生
産
量
が
豊
富
だ
っ
た
の
で
ま
ず
同
地
で
美
し
い
貨

幣
が
鋳
造
さ
れ
た
。
こ
れ
は
シ
ュ
レ
ッ
ケ
ン
ベ
ル
ガ
ー
と
呼
ば
れ
、
価
値
は
三
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ン
半
な
い
し
マ
イ
セ
ン
鋳
造
グ
ル
デ
ン

銀
貨
の
六
分
の
一
に
相
当
し
た
。
片
面
に
は
ザ
ク
セ
ン
の
紋
章
を（

（6
（

持
つ
天エ

ン
ゲ
ル使

が
刻
ま
れ
て
い
る
の
で
、
天エ

ン
ゲ
ル使

グ
ロ
ッ
シ
ェ
ン
と
も
い

う
。
こ
の
山
は
ま
た
そ
の
胎
内
に
棲す

ま
う
山
の
精
た
ち
と
森
林
に
出
没
す
る
妖
怪
ど
も
に
よ
っ
て
も
名
高
い
。
ア
ン
ナ
ベ
ル
ク
近
傍
に

は
シ
ャ
イ
ベ
ン
山ベ

ル
ク

と
同
名
の
村
が
あ
る
。
山
上
は
や
は
り
不
気
味
な
気
配
で
、
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
不
可
思
議
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
。

一
六
〇
五
年
シ
ャ
イ
ベ
ン
ベ
ル
ク
村
に
Ｍ
・
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
な
る
牧
師
が
い
た
が
、
そ
の
妻
の
許も

と

に
ア
ン
ナ
ベ

ル
ク
の
女
友
だ
ち
が
何
人
か
や
っ
て
来
た
。
そ
こ
で
牧
師
夫
人
は
こ
の
嬉う

れ

し
い
お
客
様
た
ち
を
シ
ャ
イ
ベ
ン
山ベ

ル
ク

の
山
頂
や
ら
周
辺
や
ら

を
案
内
し
、
山
の
佇た

た
ず

ま
い
と
そ
こ
か
ら
の
景
色
を
見
せ
よ
う
と
し
た
。
一
行
は
道
端
に
泉
の
よ
う
な
窪く

ぼ

み
を
見
つ
け
た
。
段
段
が
三
つ

付
い
て
い
て
、
穴
の
底
に
は
黄き

ん金
の
よ
う
に
ピ
カ
ピ
カ
キ
ラ
キ
ラ
明
る
く
輝
く
何
か
の
塊
が
あ
っ
た
。
ご
婦
人
連
は
訝い

ぶ
か

し
が
り
、
ま
た

い
く
ら
か
は
怖
が
り
も
し
、
そ
れ
に
何
か
を
投
げ
て
み
よ
う
と
い
う
勇
気
も
出
な
か
っ
た
。
で
、
急
い
で
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
師
の
と
こ
ろ

に
戻
り
、
見
た
も
の
の
話
を
し
、
穴
を
見
つ
け
た
森
の
中
へ
連
れ
立
っ
て
引
き
返
し
た
が
、
い
く
ら
探
し
て
も
、
あ
の
窪
み
を
見
つ
け

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

シ
ャ
イ
ベ
ン
ベ
ル
ク
村
の
若
い
恋
人
同
士
が
あ
る
婚
礼
に
招
待
さ
れ
た
が
、
ひ
ど
く
貧
乏
で
、
慣
わ
し
と
な
っ
て
い
る
ご
祝
儀
を
新
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郎
新
婦
に
贈
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
結
婚
式
に
は
行
か
な
い
つ
も
り
に
し
て
い
た
。
二
人
が
シ
ャ
イ
ベ
ン
山ベ

ル
ク

に
出
掛
け
た

と
こ
ろ
、
偶
然
柏

ア
イ
ヒ
ェ

製
の
扉
の
付
い
た
縦
坑
を
見
掛
け
た
。
底
ま
で
数
段
の
階
段
が
下
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
こ
ん
な
坑
道
を
こ
れ
ま
で

見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
階
段
を
下
り
、
中
を
覗の

ぞ

い
た
。
一
番
下
の
段
に
は
狐き

つ
ね

が
一
匹
横
た
わ
っ
て
い
た
の
に
ど
っ
き
り
し
た
け

れ
ど
も
、
狐
が
身
動
き
し
な
か
っ
た
の
で
、
若
者
は
一ひ

と
け蹴

り
し
て
み
た
。
す
る
と
狐
は
死
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
が
、
死
ん
で
か

ら
ま
だ
そ
う
経
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。「
い
や
あ
」
と
若
者
。「
狐
が
死
ね
ば
、
皮
残
す（

（6
（

」。
で
、
こ
れ
を
担
い
で
家
に
戻
り
、
皮
を
剝は

い
で
お
金
に
換
え
、
愛い

と

し
い
ひ
と
と
一
緒
に
婚
礼
に
出
席
、
そ
こ
で
楽
し
い
時
を
過
ご
し
た
。
若
者
は
そ
の
後
縦
坑
の
入
口
を
再
び
探

し
出
そ
う
と
し
た
が
、
ど
ん
な
に
努
力
し
て
も
叶か

な

わ
な
か
っ
た
。

六
二
五　
親マ

イ
ス
タ
ー方
ヘ
ン
マ
ー
リ
ン
グ

多
く
の
採
鉱
場
に
は
山
の
精
が
現
れ
る
。
修
道
士
の
恰か

っ
こ
う好

だ
っ
た
り
鉱
夫
姿
だ
っ
た
り
だ
が
、
大
抵
は
巨
大
な
身
の
丈
で
、
目
は
皿

の
よ
う
に
大
き
く
、
燃
え
る
よ
う
で
あ
る
。
人
間
を
助
け
て
く
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
、
実
直
な
鉱
夫
に
好
意
を
持
ち
、
守
護
し
て

く
れ
る
一
方
、
悪
い
連
中
は
虐し

い
た

げ
、
処
罰
す
る
。
罵ば

り
ぞ
う
ご
ん

詈
雑
言
を
憎
み
、
こ
れ
に
は
こ
の
上
も
な
い
罰
を
与
え
る
。
こ
う
し
た
山
の
精
を

鉱
夫
ら
は
親マ

イ
ス
タ
ー方
ヘ
ン
マ
ー
リ
ン
グ（

（6
（

、
あ
る
い
は
修
道
士
の
恰
好
で
出
て
来
る
と
こ
ろ
で
は
山ベ

ル
ク
・
メ
ン
ヒ

の
修
道
士
と
呼
ぶ
。
常
に
単
独
で
出
現

し
、
山

ベ小
人
、
地エ

ー
ル
ト
コ
ー
ボ
ル
ト

中
の
山
の
精
─
─
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人

族
に
属
し
、
し
ば
し
ば
集
団
で
現
れ
る
。
他
方
伝
説
に
登
場
す
る
巨
人
は
普
通
一
人
、
せ

い
ぜ
い
二
人
で
あ
る
─
─
と
取
り
違
え
ら
れ
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
。
シ
ュ
ネ
ー
ベ
ル
ク
の
聖

ザ
ン
ク
トゲ

オ
ル
ク
坑
に
は
か
つ
て
黒
衣
の
修
道

士
の
姿
を
し
た
精
が
現
れ
、
深
い
縦
坑
の
中
で
不
作
法
な
振
る
舞
い
を
し
た
鉱
夫
に
襲
い
掛
か
り
、
体
を
持
ち
上
げ
、
昔
は
銀
が
ど
っ

さ
り
採
れ
た
鉱
坑
に
し
た
た
か
に
落
と
し
た
の
で
、
臀し

り

当
て
革
が
弾
け
飛
び
、
肋
骨
が
悉

こ
と
ご
とく

折
れ
て
し
ま
っ
た
。
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ア
ン
ナ
ベ
ル
ク
に
は
数

ロ
ー
ゼ
ン
ク
ラ
ン
ツ

珠
と
い
う
名
の
坑
道
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
十
二
人
の
鉱
夫
が
働
い
て
い
た
が
、
彼
ら
は
お
互
い
同
士
ふ
ざ

け
た
お
喋し

ゃ
べ

り
を
し
散
ら
し
た
あ
げ
く
、
相
手
を
例
の
山
の
精
で
怖
が
ら
せ
よ
う
と
し
、
と
う
と
う
こ
れ
を
、
あ
ん
な
の
は
あ
ほ
ら
し
い

案か

か

し

山
子
み
た
い
な
代
物
さ
、
と
否
定
し
た
。
す
る
と
面
前
に
頸く

び

の
長
い
、
額
に
火
の
よ
う
な
目
玉
を
付
け
た
馬
が
出
現
、
一
同
を
死
ぬ

ほ
ど
驚き

ょ
う
が
く愕

さ
せ
た
。
次
い
で
馬
は
本
来
の
山ベ

ル
ク
・
メ
ン
ヒ

の
修
道
士
に
変
わ
り
、
黙
っ
た
ま
ま
鉱
夫
た
ち
に
近
寄
り
、
一
人
一
人
に
ふ
っ
と
息
を
吹

き
掛
け
た
。
し
か
し
こ
の
息
は
坑
内
に
発
生
す
る
有
毒
瓦ガ

ス斯
の
よ
う
な
も
の
で
、
鉱
夫
た
ち
は
精
の
息い

ぶ
き吹

に
当
た
っ
て
ば
た
ば
た
斃た

お

れ

た
。
た
だ
一
人
が
や
が
て
意
識
を
取
り
戻
し
、
や
っ
と
の
こ
と
で
出
口
に
辿た

ど

り
着
き
、
事
の
し
だ
い
を
話
し
て
か
ら
、
こ
れ
も
や
は
り

死
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
銀
の
富
鉱
だ
っ
た
ロ
ー
ゼ
ン
ク
ラ
ン
ツ
は
廃
坑
と
な
り
、
も
は
や
掘
削
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

六
二
六　
エ
ル
ツ
山ゲ

ビ
ル
ゲ地
の
荒ダ

ス
・
ヴ
ュ
ー
テ
ン
デ
・
ヘ
ー
ア

れ
狂
う
同
勢

シ
ュ
レ
ッ
ケ
ン
山ベ

ル
ク

、
シ
ャ
イ
ベ
ン
山ベ

ル
ク

の
頂
き
や
、
エ
ル
ツ
山ゲ

ビ
ル
ゲ地
の
尾
根
へ
向
か
っ
て
は
、
や
は
り
荒デ

ィ
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
ヤ
ー
ク
ト

れ
狂
う
狩
り
が
行
わ
れ
、

ほハ

ッ

ロ

ー

う
い
ほ
い
の
掛
け
声
、
角
笛
の
吹
鳴
、
猟
犬
ど
も
の
吠
え
声
と
と
も
に
中な

か
ぞ
ら空

と
山や

ま
か
い峡

を
駈か

り
立
て
て
行
く
。
あ
る
宵
の
口
の
こ
と
、

年
老
い
た
司
祭（

（6
（

が
馬
車
で
ヴ
ィ
ー
ゼ
ン
タ
ー
ル
か
ら
ア
ン
ナ
ベ
ル
ク
へ
赴
こ
う
と
し
た
。
小
さ
な
ヴ
ァ
イ
パ
ー
ト
の
町
ま
で
道
は
ザ
ク

セ
ン
と
ボ
ヘ
ミ
ア
の
邦く

に
ざ
か
い境
に
ぴ
っ
た
り
沿
っ
て
森
ま
た
森
の
中
を
通
っ
て
い
た
。
お
坊
さ
ん
の
旅
は
宵
も
ま
だ
ご
く
早
い
内
だ
っ
た
。

す
る
と
森
の
奥
で
ピ
シ
リ
パ
シ
リ
、
ど
う
ど
う
ざ
わ
ざ
わ
と
狩
猟
の
大
音
響
が
挙
が
っ
た
─
─
そ
れ
な
の
に
勢せ

こ子
も（

（6
（

猟
師
も
姿
を
現
わ

さ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
聴
い
た
例た

め

し
の
な
い
こ
う
し
た
物
音
に
怯お

び

え
た
司
祭
は
、
あ
の
騒
ぎ
は
い
っ
た
い
何
で
あ
ろ
う
、
と

馭ぎ
ょ
し
ゃ者
に
訊た

ず

ね
た
。
す
る
と
馭
者
は
「
ご
心
配
な
さ
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
す
よ
、
神
父
様
。
あ
り
ゃ
あ
荒ダ

ス
・
ヴ
ュ
ー
テ
ン
デ
・
ヘ
ー
ア

れ
狂
う
同
勢
で
し
て
。

神
の
御み

な名
の
下
に
旅
を
し
て
る
あ
っ
し
た
ち
は
そ
っ
と
し
と
い
て
く
れ
ま
す
」
と
答
え
、
し
っ
か
り
馬
車
を
進
め
た
。
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ハ
ン
マ
ー
グ
ー
ト
・
デ
ル
セ
ル
の
荘
園
主
、
ル
ー
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ア
ツ
ィ
ン
グ
な
る
お
家
柄
の
郷
士
が
あ
る
日
の

夕
刻
ア
ン
ナ
ベ
ル
ク
で
─
─
ク
ロ
イ
ツ
ブ
ル
ク
の
ト
レ
フ
フ
ル
ト
近
く
で
の
ヘ
ラ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン
騎
士
ヘ
ル
マ
ン
み
た
い
に（

（6
（

─
─
か
な

り
酒
を
聞
こ
し
召
し
た
。
そ
し
て
ご
同
様
、
ご
機
嫌
で
た
だ
一
人
家
路
を
目
指
し
た
。
ブ
ー
フ
ホ
ル
ツ
を
左
手
、
デ
ル
セ
ル
を
右
手
に
、

シ
ュ
レ
ッ
タ
ウ（

（7
（

を
通
っ
て
駒
を
進
め
、
下

ウ
ン
タ
ーシ

ャ
イ
ベ
ン
ベ
ル
ク
管
轄
区
を
抜
け
シシ

ャ

イ

ベ

ン

ベ

ル

ガ

ー

・

ミ

ュ

ー

レ

ャ
イ
ベ
ン
ベ
ル
ク
の
水
車
小
屋
へ
の
道
を
取
ろ
う
と

思
っ
た
。
す
る
と
フ
ィ
ヒ
テ
ル
山ベ

ル
ク

へ
と
連
な
る
高
み
の
上
で
角
笛
の
吹
鳴
と
猟
犬
の
吠
え
声
と
い
う
狩
猟
の
物
音
が
す
る
の
を
耳
に
し
、

こ
れ
を
長
い
こ
と
追
っ
て
い
る
内
、
と
う
と
う
す
っ
か
り
迷
っ
て
し
ま
い
、
乗
馬
が
湿
地
に
嵌は

ま
り
込
ん
だ
。
や
っ
と
こ
さ
っ
と
こ
身

一
つ
で
も
が
き
出
る
の
に
成
功
、
分フ

ォ
ア
ヴ
ェ
ル
ク

農
場
に（

（7
（

辿
り
着
き
、
人
手
を
駈か

り
催
し
て
、
綱
や
棹さ

お

で
馬
を
泥
沼
か
ら
引
っ
張
り
出
し
た
。

ヴ
ィ
ー
レ
ナ
ウ
エ
ン
山
の
麓
で
馬
一
頭
を
使
っ
て
畑
を
耕
し
て
い
た
あ
る
男
の
と
こ
ろ
に
突
然
馬
具
を
着
け
た
見
知
ら
ぬ
白
馬
が

走
っ
て
来
て
、
も
う
一
頭
の
馬
と
自
分
か
ら
一
連
と
な
っ
〔
て
犁す

き

を
牽ひ

い
〕
た
。
そ
こ
で
野
良
仕
事
は
お
そ
ろ
し
く
速
く
捗

は
か
ど

っ
た
が
、

農
夫
は
な
ん
だ
か
悪
い
予
感
が
し
て
な
ら
ず
、
ど
う
し
た
も
の
や
ら
途
方
に
暮
れ
た
。
正
午
に
な
っ
た
の
で
、
馬
た
ち
を
犁
か
ら
外
そ

う
と
し
た
と
こ
ろ
、
見
知
ら
ぬ
馬
は
牽
き
具
に
繫つ

な

が
れ
た
ま
ま
農
夫
の
馬
を
む
り
や
り
道
連
れ
に
し
て
逸
走
、
近
く
の
沼
へ
と
駈か

け
て

行
っ
た
。
仰
天
し
た
農
夫
も
一
緒
に
走
り
、
怒
鳴
っ
た
り
祈
っ
た
り
し
た
。
結
局
例
の
馬
は
牽
き
具
か
ら
体
を
捥も

ぎ
離
し
、
沼
地
に
跳

び
込
ん
だ
。
農
夫
は
自
分
の
馬
を
捉つ

か
ま

ま
え
た
も
の
の
─
─
い
や
も
う
驚
い
た
の
な
ん
の
っ
て
。

六
二
七　
十
字
架
と
聖
杯

ア
ン
ナ
ベ
ル
ク
の
下
手
、
チ
ョ
パ
ウ
の
せ
せ
ら
ぎ（

（7
（

の
畔ほ

と
り

に
小
都
市
ヴ
ォ
ル
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン（

（7
（

が
あ
る
。
そ
し
て
高
い
巖が

ん
じ
ょ
う上
か
ら
同
名

の
城
が
こ
の
町
を
見
下
ろ
し
て
い
る
。
さ
す
ら
い
の
旅
人
は
こ
の
険
し
い
巖い

わ
か
べ壁

に
大
き
な
十
字
架
と
聖
杯
が
深
く
刻
ま
れ
て
い
る
の
を
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目
に
す
る
。
こ
れ
に
は
次
の
よ
う
な
言
い
伝
え
が
あ
る
。
い
わ
く
。
一
四
二
六
年
ア
ウ
ス
ィ
ヒ
近
郊
で
の
フ
ス
派
と
の
会
戦（

（7
（

─
─
ザ
ク

セ
ン
軍
に
と
っ
て
こ
れ
は
壊
滅
的
だ
っ
た
─
─
が
行
わ
れ
た
あ
の
時
代
、
敵
勢
は
ザ
ク
セ
ン
邦
に
闖ち

ん
に
ゅ
う入

、
エ
ル
ツ
山ゲ

ビ
ル
ゲ地

に
も
侵
攻
し
て

地
域
を
荒
廃
さ
せ
た
。
こ
の
時
フ
ス
派
は
小
都
市
ヴ
ォ
ル
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
も
包
囲
し
て
奪
取
、
そ
れ
か
ら
城
に
攻
撃
を
し
か
け

た
。
城
で
は
一
人
の
司
祭
が
雄
雄
し
く
防ぼ

う
ぎ
ょ禦

す
る
よ
う
守
備
隊
を
鼓
舞
し
た
。
司
祭
は
片
手
に
剣
の
代
わ
り
に
十
字
架
を
持
ち
、
昔
な

が
ら
の
信
仰
の
た
め
言
葉
の
剣
で
戦
っ
た
。
遂
に
城
塞
が
占
拠
さ
れ
、
勇
敢
な
司
祭
が
敵
に
捕
ら
え
ら
れ
る
と
、
フ
ス
派
の
頭
領
は
、

聖
杯
の
兄
弟
た
ち（

（7
（

の
仲
間
に
な
っ
て
命
を
全ま

っ
と

う
す
る
よ
う
迫
っ
た
。
し
か
し
司
祭
は
毅き

ぜ
ん然

と
し
て
、
昔
な
が
ら
の
信
仰
の
た
め
に
生

き
、
か
つ
死
ぬ
、
と
答
え
た
。
後
者
、
す
な
わ
ち
死
は
た
だ
ち
に
彼
に
与
え
ら
れ
た
。
敵
勢
は
司
祭
を
十
字
架
も
ろ
と
も
ヴ
ォ
ル
ケ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
の
垂
直
な
巖
壁
か
ら
突
き
落
と
し
て
こ
の
敬け

い
け
ん虔

な
人
の
五
体
を
激
し
い
衝
撃
で
砕
き
、
そ
れ
か
ら
歓
呼
し
な
が
ら
城
壁
越

し
に
聖
杯
を
描
い
た
方バ

ナ
ー旗
を
翻
し
た
。
や
が
て
フ
ス
派
が
こ
の
地
域
か
ら
立
ち
去
っ
た
後
、
信
心
深
い
者
た
ち
が
殉
教
者
の
記
念
に
十

字
架
と
聖
杯
を
巖
に
刻
ん
だ
の
だ
、
と
。

六
二
八　
旗
手
の
跳
躍

エ
ル
ベ
川
左
岸
、
マ
イ
セ
ン
を
見
晴
る
か
す
眺
め
の
好
い
山
上
に
シ
ャ
ル
フ
ェ
ン
ベ
ル
ク
城（

（7
（

の
廃は

い
き
ょ墟
が
あ
る
。
築
城
を
始
め
た
の
は

皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
一
世
で
、
皇
帝
オ
ッ
ト
ー
一
世
が
こ
れ
を
完
成
し
た
由
。
城
は
そ
の
後
次
次
と
幾
つ
か
の
著
名
な
騎
士
一
門
の
封
地

と
な
っ
た
。
フ
ィ
ッ
ツ
ト
ゥ
ー
ム（

（7
（

・
フ
ォ
ン
・
エ
ッ
ク
シ
ュ
テ
ッ
ト
、
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ラ
イ
ニ
ッ
ツ
、
フ
ォ
ン
・
ミ
リ
テ
ィ
ッ
ツ（

（7
（

な
ど

で
あ
る
。
ミ
リ
テ
ィ
ッ
ツ
家
の
一
員
ハ
ウ
ボ
ル
ト（

（7
（

は
三
十
年
戦
争
後
間
も
な
く
城
を
全
く
新
し
く
造
営
し
た
。
け
れ
ど
も
一
七
八
三
年

八
月
落
雷
に
よ
り
火
災
が
起
き
、
炎
上
し
て
廃
墟
と
化
し
た
。
三
十
年
戦
争
中
城
に
は
守
備
兵
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
敵
の
奇
襲
が
あ
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り
、
弱
小
な
城
側
部
隊
を
制
圧
し
た
。
軍
旗
を
摑つ

か

ん
だ
旗
手
は
一
歩
一
歩
防
ぎ
つ
つ
闘
い
な
が
ら
後
退
─
─
仲
間
は
次
次
に
斃た

お

れ
た
。

し
っ
か
と
軍
旗
を
護
持
し
た
旗
手
は
遂
に
た
っ
た
独
り
と
な
り
、
激
し
く
挑
み
掛
か
る
敵
に
囲
ま
れ
た
。「
お
れ
が
生
き
て
い
る
限
り
、

こ
の
旗
は
お
ま
え
ら
に
渡
さ
ぬ
ぞ
」
と
彼
は
叫
ん
だ
。
戦
闘
が
上
階
の
一
部
屋
ま
で
移
り
、
危
険
が
頂
点
に
達
し
た
時
、
一
陣
の
突
風

が
部
屋
─
─
こ
こ
ま
で
来
る
と
旗
手
は
防
ぐ
の
も
も
う
や
っ
と
だ
っ
た
─
─
の
観
音
開
き
の
鎧よ

ろ
い
ど戸

を
押
し
開
け
た
。
旗
手
は
こ
れ
を
天

の
お
告
げ
と
受
け
取
り
、
旗
を
結
び
つ
け
た
槍
の
一
撃
で
二
人
の
敵
を
突
き
伏
せ
る
な
り
、
ぱ
っ
と
身
を
翻

ひ
る
が
えし
、
旗
を
外
へ
抛な

げ
う

つ
や
い

な
や
、
神
に
身
を
委
ね
、
窓
を
背
に
し
て
深
い
崖
下
へ
と
跳
躍
し
た
。
す
る
と
奇き

せ
き蹟
的
に
旗
と
も
ど
も
無む

き
ず疵
で
下
に
着
い
た
。
後
に
広

ま
っ
た
伝
承
で
は
、
シ
ャ
ル
フ
ェ
ン
ベ
ル
ク
城
正
面
に
あ
る
紋
章
旗
を
捧
げ
る
騎
士
の
像
こ
そ
こ
の
雄
雄
し
い
戦
士
の
も
の
で
、
そ
の

勳い
さ
おを

永と

わ遠
に
記
念
し
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

六
二
九　
ハ
ン
ス
・
ヤ
ー
ゲ
ン
ト
イ
フ
ェ
ル

ド
レ
ー
ス
デ
ン（

（8
（

で
の
こ
と
だ
が
、
一
六
四
四
年
十
月
十
三
日
の
日
曜
日
、
あ
る
女
が
娘
と
も
ど
も
森

ハ
イ
デ

に（
（8
（

行
き
、
昼
の
十
一
時
ま
で

柏ア
イ
ヒ
ェの
実（

（8
（

を
拾
っ
た
。
説
教
を
告
げ
る
鐘
の
音
が
聞
こ
え
た
の
で
、
既
に
結
婚
し
て
い
た
娘
は
母
親
と
別
れ
て
町
へ
帰
っ
て
行
っ
た
。

激
し
い
雨
に
な
っ
た
。
十
五
分
後
母
親
は
ララ

ー
デ
ベ
ル
ギ
ッ
シ
ェ
・
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ

ー
デ
ベ
ル
ク
街
道
の（

（8
（

左
手
、
水

ダ
ス
・
フ
ェ
ア
ロ
ー
ル
ネ
・
ヴ
ァ
ッ
サ
ー

無
し
川
と（

（8
（

呼
ば
れ
る
場
所
の
近
く
の
森
の
隅
に
い

た
。
す
る
と
狩
り
の
角
笛
の
吹
鳴
が
高
ら
か
に
響
き
、
次
い
で
ど
っ
と
木
が
倒
れ
る
よ
う
な
音
が
し
た
。
そ
こ
で
女
は
、
森
番
が
来
た

の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
、
柏

ア
イ
ヒ
ェの

実
を
詰
め
た
袋
を
繁し

げ

み
に
隠
し
た
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
度
角
笛
の
響
き
が
聞
こ
え
、
そ
の
直
後
葦あ

し
げ毛

の
馬
に
乗
っ
た
頭
を
持
た
ぬ
猟
人
が
姿
を
現
し
た
。
猟
銃
、
鹿

ヒ
ル
シ
ュ
フ
ェ
ン
ガ
ー

猟
刀
、
狩
猟
喇ら

っ
ぱ叭
と
い
っ
た
諸
道
具
を
携
え
、
灰
色
の
長
上
着
を
纏ま

と

い
、
長
靴
を
履
き
、
拍
車
を
着
け
て
い
る
。
初
め
は
い
く
ら
か
速そ

く
ほ歩

で
進
ん
で
い
た
が
、
や
が
て
ゆ
っ
く
り
と
な
り
、
ひ
そ
や
か
に
通
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り
過
ぎ
て
行
っ
た
。
そ
こ
で
女
は
か
な
り
遠
く
ま
で
見
送
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
あ
と
女
は
柏

ア
イ
ヒ
ェの

実
探
し
を
続
け
、
午
後
に
な
っ
て

や
っ
と
家
へ
帰
っ
た
。
九
日
後
こ
の
女
は
独
り
で
森ハ

イ
デ

に
出
掛
け
、
ま
た
柏

ア
イ
ヒ
ェの

実
を
集
め
、
ラ
ー
デ
ベ
ル
ク
街
道
の
右
手
、
フ
ュ
ル
ス
テ

ン
山

ベ
ル
ク

山
麓
の
繁
み
の
中
に
腰
を
下
ろ
し
、
林り

ん
ご檎

の
皮
を
剝む

き
始
め
た
。
す
る
と
背
後
で
だ
れ
か
が
こ
う
言
う
の
が
聞
こ
え
た
。「
お
ま

え
、
袋
は
一
杯
な
の
か
。
没
収
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。
森
番
た
ち
は
人
が
好
い
よ
う
だ
な
」。
彼
女
は
「
森
番
さ
ん
が
た
は
信
心
深
い

お
人
ら
で
、
あ
た
し
に
ゃ
何
も
し
や
し
ま
せ
ん
。
あ
あ
、
神
様
、
あ
た
し
み
た
い
な
罪つ

み
び
と人

に
も
お
慈
悲
を
垂
れ
た
ま
え
」
と
答
え
て
、

見
上
げ
る
と
、
こ
の
前
と
同
じ
男
が
傍
に
い
る
の
が
目
に
入
っ
た
。
も
っ
と
も
今
度
は
馬
は
い
な
か
っ
た
。
男
は
茶
っ
ぽ
い
縮
れ
毛
の

頭
を
小
脇
に
抱
え
て
お
り
、
こ
う
言
っ
た
。「
罪
人
の
赦ゆ

る

し
を
乞
う
た
の
は
結
構
な
こ
と
だ
─
─
わ
し
は
さ
よ
う
に
ま
い
ら
な
ん
だ
が
。

森
番
た
ち
も
結
構
な
こ
と
だ
。
貧
乏
人
に
あ
ま
り
辛
く
当
た
ら
ん
と
あ
ら
ば
な
。
そ
の
せ
い
で
わ
し
は
百
三
十
一
年
間
と
い
う
も
の
呪

わ
れ
て
来
た
。
わ
し
の
父
、
お
お
、
わ
し
が
父
の
跡
継
ぎ
だ
っ
た
と
は
な
あ
、
わ
し
の
父
は
わ
し
と
同
じ
く
ハ
ン
ス
・
ヤ
ー
ゲ
ン
ト
イ

フ
ェ
ル（

（8
（

と
い
う
た
。
わ
し
は
父
の
一
人
息
子
だ
。
わ
し
ら
両
人
は
こ
こ
の
森
番
だ
っ
た
。
人
人
に
告
げ
て
く
れ
い
。
悔
い
改
め
よ
、
と

の
う
。
神
は
ド
レ
ー
ス
デ
ン
に
大
い
な
る
罰
を
下
し
た
も
う
ぞ
─
─
や
が
て
新
規
に
軍
勢
が
二
つ
襲
っ
て
来
る
。
し
て
一
つ
は
既
に
近

づ
い
て
お
る
の
だ
。
神
は
墓
掘
り
人
が
間
に
合
わ
ぬ
ほ
ど
の
大
い
な
る
死
〔
＝
黒ペ

ス

ト

死
病
〕
も
て
脅
し
た
も
う
で
あ
ろ
う
。
悪
行
を
止
め

る
よ
う
人
人
に
言
う
が
よ
い
。
さ
す
れ
ば
神
は
来
年
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
果
物
の
豊
作
を
お
恵
み
く
だ
さ
る
で
あ
ろ
う
」。
こ
う
聞
か
さ

れ
て
仰
天
し
た
女
は
口
も
利
け
ず
、
震
え
る
ば
か
り
だ
っ
た
が
、「
告
げ
る
つ
も
り
が
あ
る
の
か
」
と
男
に
念
を
押
さ
れ
、「
も
、
申
し

ま
す
」
と
ど
も
り
ど
も
り
答
え
た
。「
そ
れ
な
ら
〔
約
束
の
徴し

る
し

と
し
て
〕
わ
し
の
手
を
握
れ
」。
そ
こ
で
女
が
仕
方
な
く
そ
う
す
る
と
、

男
の
手
は
雪
の
よ
う
に
冷
た
か
っ
た
。
女
は
ひ
ど
く
ぞ
っ
と
し
て
び
く
っ
と
手
を
引
っ
込
め
た
。
し
か
し
男
は
ま
た
し
て
も
こ
う
言
っ

た
。「
怖
が
る
こ
と
は
な
い
。
お
ま
え
、
ど
う
や
ら
わ
し
の
手
が
冷
た
い
と
感
じ
た
な
。
と
こ
ろ
が
わ
し
に
は
こ
の
手
は
永と

こ
し
え久
に
果
て

る
こ
と
な
く
灼や

け
る
よ
う
に
熱
い
の
だ
。
─
─
わ
し
は
だ
れ
を
も
苛さ

い
な

む
こ
と
は
な
い
。
お
お
、
わ
し
は
自
分
自
身
に
苛さ

い
な

ま
れ
て
い
る
の
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だ
」。
そ
う
洩
ら
す
や
い
な
や
、
安
息
を
得
ら
れ
な
い
亡
霊
ハ
ン
ス
・
ヤ
ー
ゲ
ン
ト
イ
フ
ェ
ル
は
消
え
失
せ
た
。
女
は
体
験
し
た
こ
の

出
来
事
を
確
か
に
町
の
衆
に
告
げ
た
が
、
彼
ら
は
ろ
く
す
っ
ぽ
改
心
な
ど
せ
ず
、
や
り
た
い
放
題
に
振
る
舞
い
、
自
身
ヤ
ー
ゲ
ン
ト
イ

フ
ェ
ル
の
ま
ま
だ
っ
た
。

六
三
〇　
ド
レ
ー
ス
デ
ン
の
修
道
士

そ
の
昔
ド
レ
ー
ス
デ
ン
に
跣せ

ん
そ
く足
修
道
士（

（8
（

の
修
道
院
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
マ
イ
セ
ン
辺マ

ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
ハ
イ
ン
リ
ヒ
高

デ
ア
・
エ
ア
ラ
オ
ホ
テ

貴
伯
が（

（8
（

居
城
の
隣
に
建

立
し
た
も
の
で
、
そ
の
頃
こ
の
派
の
修
道
士
た
ち
は
木
靴
な
い
し
〔
革
〕
涼サ

ン
ダ
ル鞋

を（
（8
（

履
い
て
い
た
た
め
、
パパ

ラ
プ
テ
ン
ク
ロ
ス
タ
ー

タ
パ
タ
修
道
院
と
の
名
も

あ
っ
た
。
修
道
院
は
城
と
〔
地
下
〕
通
路
で
結
ば
れ
て
お
り
、
今
日
タ
ッ
シ
ェ
ン
ベ
ル
ク（

（8
（

と
呼
ば
れ
て
い
る
地
域
の
傍
に
立
っ
て
い

た
。
時
が
経
ち
、
修
道
院
が
〔
宗
教
改
革
の
結
果
〕
廃
止
さ
れ
て
も
、
ま
だ
跣
足
修
道
士
が
一
人
残
っ
て
い
て
、
灰
色
の
僧
衣
を
纏ま

と

い
、
片
手
に
角ラ

ン
タ
ン灯

を
携
え
て
あ
ち
こ
ち
に
出
没
し
た
。
小
脇
に
何
か
抱
え
て
い
た
が
、
こ
の
何
か
は
修
道
士
の
頭
だ
っ
た
。
な
ぜ
、
ま

た
い
か
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
、
こ
の
修
道
士
が
あ
る
べ
き
場
所
か
ら
自
分
の
頭
を
失
っ
た
の
か
、
も
は
や
だ
れ
も
知
ら
な
い
。
と
に
か

く
こ
の
御
仁
は
こ
ん
な
風
に
一
種
の
夜
間
巡
視
を
行
っ
た
。
ま
ず
出
現
す
る
の
は
城
の
近
く
、
そ
れ
か
ら
旧
市
街
を
囲
む
市
壁
と
稜り

ょ
う
ほ堡

を
歩
き
回
り
、
市
内
に
も
や
っ
て
来
た
。
徘は

い
か
い徊
は
真
夜
中
の
み
の
こ
と
で
、
哨
兵
た
ち
も
こ
れ
に
慣
れ
て
い
た
。
危
害
を
加
え
ら
れ
た

者
は
お
ら
ず
、
修
道
士
が
ど
こ
か
ら
出
て
、
ど
こ
へ
消
え
る
の
か
見
届
け
た
者
も
な
い
。
短
い
間
隔
で
何
度
も
姿
を
見
ら
れ
る
時
に

は
、
い
つ
も
選
帝
侯
家
の
だ
れ
か
が
死
去
す
る
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
災
難
に
遭
う
前
知
ら
せ
だ
っ
た
。
一
六
九
八
年
十
月
五
日
全
て

の
市
門
、
と
り
わ
け
ピ
ル
ナ
ー
イ
ッ
シ
ェ
ス
門

ト
ー
ア

に（
（9
（

現
れ
た
。
も
っ
と
も
そ
の
四
年
半
前
、
一
六
九
四
年
四
月
二
十
二
日
に
も
ま
ざ
ま
ざ

と
見
ら
れ
た
。
こ
の
時
（
四
月
二
十
七
日
）
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
ヨ
ー
ハ
ン
・
ゲ
オ
ル
ク
四
世（

（9
（

が
痘と

う
そ
う瘡

で
亡
く
な
っ
た
。
一
六
九
八
年
に
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は
十
一
月
九
日
、
雨
暴
風
と
雪
嵐（

（9
（

の
最
中
、
雷
が
ド
レ
ー
ス
デ
ン
の
城
の
塔
に
落
ち
、
こ
れ
を
炎
上
さ
せ
た
。
そ
の
翌
日
ザ
ク
セ
ン
＝

ア
イ
ゼ
ナ
ハ
公
ヨ
ー
ハ
ン
・
ゲ
オ
ル
ク（

（9
（

が
こ
れ
ま
た
痘
瘡
で
死
ん
だ
。
多
く
の
者
が
修
道
士
の
出
現
を
前
兆
と
見
な
し
た
。
こ
の
よ
う

な
修
道
士
の
出
現
は
過
去
現
在
に
亘わ

た

り
決
し
て
吉
事
を
意
味
し
な
い
の
で
あ
る
。

六
三
一　
薔ば

ら薇
の
花は

な
わ環

エ
ル
ベ
河
畔
の
ピ
ル
ナ（

（9
（

─
─
免
罪
符
売
り
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
テ
ッ
ツ
ェ
ル（

（9
（

は
こ
こ
で
生
ま
れ
た
─
─
で
、
教
会
の
祝
祭
の
際
、
だ
れ
か

敬け
い
け
ん虔

な
乙
女
が
咲
き
誇
る
薔
薇
の
花
環
─
─
も
し
く
は
薔
薇
の
枝
─
─
を
教
会
の
壁
に
吊
し
、
何
か
誓
い
を
立
て
た
、
あ
る
い
は
そ
の

誓
い
と
密
接
に
結
び
付
く
願
い
事
を
唱
え
た
。
花
環
は
と
っ
く
に
枯
れ
て
し
ま
っ
て
も
取
り
去
ら
れ
ず
、
だ
れ
も
も
う
注
意
し
な
く

な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
六
三
四
年
の
こ
と
、
こ
ん
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
大
層
高
齢
の
婆ば

あ
さ
ま様
が
教
会
に
詣も

う

で
、
熱
烈
な
祈き

と
う禱
を
捧
げ
て

神
に
懇
願
し
た
。「
あ
あ
、
お
恵
み
深
き
神
様
」
と
老
女
は
祈
っ
た
。「
七
十
年
前
こ
の
あ
な
た
様
の
神
殿
で
是
非
に
と
頼
み
ま
い
ら
せ

た
わ
た
し
の
願
い
事
を
あ
な
た
様
は
叶か

な

え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
一
つ
の
お
願
い
を
な
に
と
ぞ
ご
嘉か

の
う納

あ
そ
ば
し
て
、
ご
恩
寵
と
ご

憐れ
ん
び
ん憫
の
証あ

か
し

を
お
示
し
く
だ
さ
い
。
我
ら
が
こ
の
小
さ
な
町
を
荒
れ
狂
う
戦い

く
さ

の
災
い
か
ら
守
り
、
町
に
は
平
和
、
わ
た
し
に
は
平
穏
な
至

福
の
死
を
与
え
た
ま
え
」。
─
─
す
る
と
な
ん
と
い
う
こ
と
、
婆
様
が
あ
の
か
さ
か
さ
に
な
っ
た
薔
薇
の
花
環
─
─
七
十
年
前
自
分
の

手
で
壁
の
あ
の
場
所
に
懸
け
た
─
─
に
目
を
向
け
る
と
、
お
お
、
な
ん
と
い
う
こ
と
、
花
環
は
緑
に
な
り
、
若
い
蕾つ

ぼ
み

を
膨
ら
ま
せ
、
薔

薇
の
花
が
咲
い
た
で
は
な
い
か
。
婆
様
は
と
い
う
と
、
永
遠
の
安
ら
ぎ
に
赴
い
た
。
そ
れ
か
ら
彼
女
の
最
後
の
願
い
も
成
就
し
た
。
す

な
わ
ち
ま
さ
に
同
じ
時
、
ピ
ル
ナ
に
お
い
て
皇
帝
と
ザク

ー

ア

ザ

ク

セ

ン

ク
セ
ン
選
帝
侯
邦
の
間
で
和
議
が
講
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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六
三
二　
聖

ザ
ン
ク
トゲ
オ
ル
ク
の
旌せ

い
き旗

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方

ラ
ン
ト
グ
ラ
ー
フ

伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
温デ

ア
・
ミ
ル
デ

良
方
伯
が（

（9
（

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
赤デ

ア
・
ロ
ー
ト
バ
ル
ト

髭
王
・
帝
や
そ
の
他
多
く
の
ド
イ
ツ
国
諸
侯
ら
と
共
に
、

聖
墓
を
手
に
入
れ
る
た
め
再
び
渡
海
し
よ
う
と
し
た
時
、
こ
ん
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
聖
者
騎
士
ゲ
オ
ル
ク
の
旌
旗
が
神
の
御み

て手
に
よ

り
、
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
の
町
に
天
か
ら
送
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
都
市
は
聖

ザ
ン
ク
トゲ
オ
ル
ク
を
守
護
聖
人
と
し
、
棕し

ゅ
ろ櫚
と
十
字
盾
と
旌
旗
を
持

ち
、
鎖く

さ
り
か
た
び
ら

帷
子
を
纏ま

と

っ
た
聖
者
を
大
印
章
の
図
柄
に
し
て
い
た
。
方
伯
は
こ
の
神
聖
な
方バ

ナ
ー旗
を
掲
げ
、
皇
帝
軍
の
真
っ
先
駈か

け
て
数
数
の

勳い
さ
おを

挙
げ
た
が
、
配
下
の
皇
帝
の
封
臣（

（9
（

と
彼
自
身
は
二
人
と
も
ド
イ
ツ
の
故
郷
と
再
会
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
、
帰
還
し
た
騎
士

た
ち
が
聖

ザ
ン
ク
トゲ
オ
ル
ク
の
栄
光
に
満
ち
た
旌
旗
を
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
持
ち
帰
り
、
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
に
し
っ
か
と
安
置
し
た
。
や
が

て
年
移
り
、
マ
イ
セ
ン
辺マ

ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
が
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
邦
の
君
主
と
し
て
昔
日
の
方
伯
に
取
っ
て
代
わ
る
と
、
こ
の
よ
う
な
君
主
の
い
ず

れ
か
の
時
代
に
、
理
由
は
不
明
だ
が
、
聖

ザ
ン
ク
トゲ

オ
ル
ク
の
旌
旗
が
持
ち
去
ら
れ
、
マ
イ
セ
ン
の
タ
ー
ラ
ン
ト
城
─
─
ド
レ
ー
ス
デ
ン
か
ら

程
遠
か
ら
ぬ
─
─
に
運
ば
れ
、
こ
こ
に
長
い
こ
と
あ
っ
た
。
し
か
し
あ
る
時
こ
の
城
に
火
事
が
起
こ
り
、
炎
上
し
た
が
、
そ
の
折
城
の

窓
の
一
つ
─
─
東
方
を
向
い
て
い
る
─
─
か
ら
か
の
旌
旗
が
飛
び
出
し
て
天
高
く
翻

ひ
る
が
えり
、
東
天
の
輝
き
の
中
に
消
え
る
の
が
目
撃
さ
れ

た
。
そ
の
後
二
度
と
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

六
三
三　
性
悪
な
猫
ど
も

ザ
ク
セ
ン
の
小
都
市
ブ
ー
フ
ホ
ル
ツ（

（9
（

─
─
ア
ン
ナ
ベ
ル
ク
近
傍
に
あ
る
─
─
郊
外
に
猫カ

ッ
ツ
ェ
ン
・
ミ
ュ
ー
レ

の
粉
挽
き
場
と
呼
ば
れ
る
粉こ

な
ひ挽

き
場
が
あ
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る
。
こ
れ
を
初
め
て
建
て
た
男
は
な
ん
と
も
奇
妙
奇き

て
れ
つ

天
烈
な
目
に
遭
っ
た
。
さ
れ
ば
か
く
な
る
し
だ
い
。
粉
挽
き
場
は
で
き
た
も
の

の
、
穀
物
が
挽
け
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
経
営
し
て
行
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
な
に
し
ろ
悪
魔
も
し
く
は
そ
の
同
類
の

意
地
悪
な
妖コ

ー
ボ
ル
ト魔

が
棲す

み
着
い
て
い
た
の
で
。
こ
や
つ
、
厩う

ま
や

に
家
畜
が
、
中
庭
に
犬
や
雄お

ん
ど
り鶏

が
、
屋
根
に
鳩
が
い
る
こ
と
も
許
さ
な
か
っ

た
。
そ
し
て
装
置
が
動
き
出
す
た
び
、
何
も
か
も
ば
ら
ば
ら
に
弾
け
飛
ば
ん
ば
か
り
に
、
ド
ン
ド
ン
ガ
タ
ガ
タ
音
が
し
た
。
そ
こ
で
粉

挽
き
は
大
層
窮
乏
か
つ
心
労
し
、
家
屋
敷
を
明
け
渡
す
か
、
留
ま
っ
た
ま
ま
自
滅
す
る
羽
目
に
な
る
か
だ
と
恐
れ
た
。
す
る
と
あ
る
時

こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
幾
頭
か
の
大
き
な
熊
を
連
れ
て
村
か
ら
村
へ
と
渡
り
歩
き
、
若
者
た
ち
の
お
慰
み
に
獣
を
踊
ら
せ
る
熊
使
い

の
二
人
組
が
夕
刻
粉
挽
き
場
に
来
た
。
そ
し
て
こ
の
日
は
も
う
そ
れ
以
上
先
に
行
け
な
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
に
一
晩
泊
め
て
も
ら
え
ま

い
か
、
と
粉
挽
き
に
声
を
掛
け
た
。
粉
挽
き
は
余よ

そ
も
の

所
者
ら
に
向
か
っ
て
こ
う
言
っ
た
。「
な
る
ほ
ど
う
ち
の
厩
は
空
い
と
る
が
、
あ
す

こ
に
ゃ
妖あ

や

し
い
こ
と
が
起
こ
る
で
の
う
。
飼
い
物
は
い
た
た
ま
れ
な
い
で
、
暴
れ
た
り
、
嘶い

ば

え
た
り
、
蹴
っ
た
り
す
る
だ
」。
け
れ
ど

も
熊
使
い
た
ち
い
わ
く
「
わ
っ
ち
ら
の
飼
い
物
は
そ
ん
な
に
怖
が
り
で
も
ね
え
し
、
そ
ん
な
に
感
じ
や
す
く
も
ね
え
で
す
。
ど
う
か
宿

ら
せ
て
お
く
ん
な
せ
え
」。
そ
こ
で
そ
う
い
う
こ
と
に
な
り
、
熊
使
い
た
ち
は
連
れ
て
い
る
熊
た
ち
と
と
も
ど
も
粉
挽
き
の
厩
に
寝
支

度
を
調
え
た
。
─
─
夜
中
に
突と

っ
ぴ
ょ
う
し

拍
子
も
な
い
ど
た
ば
た
騒
ぎ
が
厩
に
勃ぼ

っ
ぱ
つ発

、
粉
挽
き
は
そ
れ
で
目
を
覚
ま
さ
れ
、
お
っ
そ
ろ
し
く
心
配

に
な
り
、
余
所
者
ら
の
頼
み
を
お
い
そ
れ
と
引
き
受
け
て
や
っ
た
の
を
後
悔
、
あ
の
連
中
に
怪
我
災
難
が
あ
っ
た
ら
、
わ
し
の
親
切
の

せ
い
だ
、
と
思
っ
た
。
し
か
し
一
番
鶏ど

り

が
刻と

き

を
作
る
と
騒
ぎ
は
収
ま
り
、
朝
方
、
熊
使
い
た
ち
は
け
ろ
り
と
し
て
厩
か
ら
出
て
来
た
。

粉
挽
き
が
、
夜
は
ど
ん
な
具
合
だ
っ
た
、
と
訊た

ず

ね
る
と
、
返
辞
は
こ
う
。「
ま
ず
ま
ず
っ
て
と
こ
で
ご
ざ
ん
し
た
。
も
っ
と
も
熊
の
や

つ
ら
あ
、
ち
っ
と
ば
か
し
落
ち
着
き
や
せ
ん
で
し
た
が
ね
」。
─
─
そ
れ
か
ら
彼
ら
は
粉
挽
き
に
も
て
な
し
の
礼
を
述
べ
る
と
、
熊
た

ち
と
立
ち
去
っ
た
。
そ
の
日
粉
挽
き
は
近
く
の
村
で
用
事
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
村
を
指
し
て
谷
間
を
歩
い
て
行
く
と
、
繁し

げ

み
の
後
ろ
か

ら
だ
れ
か
が
首
を
突
き
出
し
て
、
粉
挽
き
を
ぎ
ろ
ぎ
ろ
凄す

ご

い
目
付
き
で
見
詰
め
た
。
粉
挽
き
は
す
ぐ
こ
れ
が
例
の
悪
魔
も
し
く
は
悪
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魔
の
眷け

ん
ぞ
く属
だ
と
看
て
取
っ
た
。
こ
や
つ
は
こ
う
訊き

い
た
。「
お
い
、
粉
挽
き
や
い
、
あ
の
で
っ
か
く
て
性
悪
で
乱
暴
な
猫
ど
も
は
ま
だ

お
ま
え
の
厩
に
お
る
ん
か
」。「
お
る
と
も
、
お
る
と
も
」
と
粉
挽
き
。「
あ
す
こ
に
お
る
。
そ
れ
も
こ
れ
か
ら
ず
う
っ
と
な
」。「
う
っ

ひ
ゃ
あ
、
な
ん
と
、
な
ん
と
。
そ
れ
じ
ゃ
、
お
い
ら
、
ど
う
し
よ
う
も
ね
え
べ
」。
妖コ

ー
ボ
ル
ト魔

は
こ
う
叫
ぶ
な
り
消
え
失
せ
た
。
以
来
粉
挽

き
場
は
平
穏
無
事
に
稼
動
、
家
畜
は
厩
で
、
犬
や
雄
鶏
は
中
庭
で
安
泰
に
過
ご
し
、
粉
挽
き
は
裕
福
に
な
っ
た
。

六
三
四　
彷さ

ま
よ徨
い
歩
く
長
靴

ラ
ウ
ジ
ッ
ツ
地
方（

（9
（

の
ラ
ウ
バ
ン（

（10
（

─
─
か
つ
て
は
リ
ュ
ッ
ベ
ン
と
呼
ば
れ
た
─
─
で
三
十
年
戦
争
時
代
以
下
に
述
べ
る
よ
う
な
こ
と

が
起
こ
っ
た
。
ゲ
ル
リ
ッ
ツ（

（10
（

か
ら
バ
ト
ラ
ー
指
揮
下
の
龍
騎
兵
一
個
連
隊（

（10
（

が
や
っ
て
来
た
。
到
底
上
上
の
連
中
と
は
言
い
か
ね
た
か

ら
、
市
民
は
こ
れ
を
憚

は
ば
か

っ
て
戦せ

ん
せ
ん
き
ょ
う
き
ょ
う

戦
兢
兢
、
更
に
は
横
行
跋ば

っ
こ扈
さ
れ
る
苦
痛
に
も
耐
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
無
頼
な
徒
党
の

一
人
で
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
の
背
高
の
っ
ぽ
が
靴
屋
に
や
っ
て
来
て
、
乗
馬
用
長
靴
─
─
彼
ら
戦
慣
れ
し
た
ご
ろ
つ
き
が
履
く
よ
う
な

筒カ
ノ
ー
ネ
ン

長
靴
─（

（10
（

─
を
一
足
欲
し
が
り
、
見
事
な
で
き
の
長
大
な
や
つ
を
見
つ
け
た
。
こ
れ
は
こ
の
男
に
ぴ
っ
た
り
合
っ
た
。
な
に
せ
三
十
年

戦
争
時
代
の
兵
士
な
ん
て
の
は
、
自
ら
を
称
し
て
「
あ
た
し
ゃ
あ
身
な
り
に
は
重ち

ょ
う
ほ
う宝
な
体
を
し
と
り
ま
す
ん
で
。
な
ん
で
も
あ
た
し

に
ゃ
あ
ぴ
っ
た
り
合
い
ま
す
」
と
言
う
古
着
屋
稼
業
の
ユ
ダ
ヤ
人
と
ご
同
様
だ
っ
た
の
で
ね
。
で
、
お
っ
か
な
い
古こ

へ
い兵
は
そ
の
長
靴
に

足
を
突
っ
込
み
─
─
代
わ
り
に
憐あ

わ

れ
憫び

ん
ぜ
ん然

た
る
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
長
靴
を
脱
ぎ
捨
て
て
の
上
だ
が
─
─
、
古
い
方
に
付
い
て
い
た
拍
車
を
外

し
て
新
し
い
の
に
取
り
付
け
、「
こ
の
新
品
の
長
靴
は
い
っ
て
え
い
く
ら
だ
っ
て
ん
だ
」
と
訊き

い
た
。
靴
匠
が
値
段
を
言
う
と
、
龍
騎

兵
は
提
げ
て
い
た
斬ハ

ウ
デ
ー
ゲ
ン

擊
剣
を（

（10
（

ぎ
ら
り
と
引
き
抜
き
、
靴
屋
の
腕
を
摑つ

か

む
な
り
、
か
わ
い
そ
う
な
市
民
が
要
求
し
た
シ
ュ
レ
ッ
ケ
ン
ベ
ル

ガ
ー
銀
貨（

（10
（

の
数
だ
け
口
に
出
し
て
数
え
な
が
ら
平ひ

ら

打
ち
を
喰く

ら
わ
せ
た
。
こ
ち
ら
は
苦
痛
と
恐
怖
と
驚き

ょ
う
が
く愕

の
た
め
抵
抗
で
き
な
い
で
い
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た
が
、
や
っ
と
こ
さ
体
を
振
り
ほ
ど
き
、
声
を
挙
げ
て
こ
う
呪
っ
た
。「
や
れ
ま
あ
、
こ
の
長
靴
と
こ
れ
を
履
い
て
い
る
あ
ん
た
の
足

が
決
し
て
安
息
を
見
出
せ
な
い
よ
う
に
。
あ
ん
た
が
生
き
て
い
よ
う
が
死
ん
で
い
よ
う
が
な
」。
な
す
す
べ
も
な
い
激
し
い
怒
り
に
身

を
震
わ
せ
て
い
る
靴
屋
に
哄こ

う
し
ょ
う笑

を
浴
び
せ
た
乗
馬
兵
は
、
ラ
ウ
バ
ン
の
ご
ろ
た
石
舗
装
の
通
り
を
チ
ャ
リ
ン
チ
ャ
リ
ン
と
拍
車
を
響
か

せ
て
よ
ろ
め
き
去
っ
た
。
こ
ん
な
舗
装
と
こ
ん
な
石
を
供
給
し
た
山
を
罵
り
な
が
ら
。
そ
の
後
間
も
な
く
こ
の
龍
騎
兵
連
隊
は
他
へ
移

動
を
命
じ
ら
れ
た
。
─
─
と
こ
ろ
が
後
に
リ
ュ
ッ
ツ
ェ
ン
の
会
戦（

（10
（

が
行
わ
れ
た
折
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
軍
の
砲
弾
が
馬
身
を
貫
き
、
こ
の

龍
騎
兵
の
両
足
を
捥も

ぎ
取
り
、
彼
は
戦
場
で
失
血
死
し
た
。
そ
の
後
二
つ
の
長
靴
が
休
む
こ
と
な
く
、
ま
た
持
ち
主
も
な
く
、
た
だ
し

靴
の
中
に
血
ま
み
れ
の
足
の
残
り
株
を
入
れ
て
、
行
進
し
て
ゆ
く
の
が
目
撃
さ
れ
た
。
長
靴
は
リ
ュ
ッ
ツ
ェ
ン
か
ら
マ
ル
ク
ア
ン
シ
ュ

テ
ッ
ト
へ
、
次
い
で
リ
ッ
パ
ッ
ハ
─
─
こ
の
地
で
そ
の
名
も
高
き
不
滅
の
ハ
ン
ス
・
フ
ォ
ン
・
リ
ッ
パ
ッ
ハ
殿（

（10
（

な
ど
は
我
と
我
が
目
で

こ
れ
を
実
見
し
た
─
─
を
通
っ
て
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
へ
向
か
い
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
か
ら
ヴ
ル
ツ
ェ
ン
、
オ
ー
シ
ャ
ッ
ツ
、
ツ
ェ
ー
レ
ン
、

マ
イ
セ
ン
、
そ
れ
か
ら
ド
レ
ー
ス
デ
ン
へ
、
そ
こ
か
ら
休
む
こ
と
な
く
ビ
シ
ョ
ー
フ
ス
ヴ
ェ
ア
ダ
、
バ
ウ
ツ
ェ
ン
、
レ
バ
ウ
、
ラ
イ

ヒ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
を
通
っ
て
ゲ
ル
リ
ッ
ツ
へ
、
そ
こ
か
ら
漸よ

う
や

く
大
急
ぎ
で
ラ
ウ
バ
ン
を
目
指
し
、
ま
こ
と
に
長
い
行
程
を
ひ
た
す
ら
進
み

続
け
た
。
で
、
こ
の
小
都
市
に
踏
み
込
む
と
、
例
の
靴
屋
に
願
い
事
が
成
就
し
た
の
を
お
目
に
掛
け
よ
う
と
で
も
い
う
か
の
よ
う
に
、

そ
の
家
の
傍
を
通
っ
た
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
ぐ
る
り
と
向
き
を
変
え
、
龍
騎
兵
が
罵

の
の
し

っ
た
舗
装
の
父
た
る
シ
ュ
タ
イ
ン
ベ
ル
ク（

（10
（

に
登

り
、
そ
こ
の
稜り

ょ
う
か
く角
鋭
き
玄
武
岩
柱
上
に
出
没
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ど
す
ど
す
と
跫あ

し
お
と音
を
立
て
る
の
も
聞
こ
え
た
。
長
靴
が
姿
を
現
す

の
を
見
掛
け
て
─
─
こ
れ
は
だ
れ
に
で
も
あ
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
が
─
─
追
い
掛
け
、
捉つ

か

ま
え
よ
う
と
し
た
者
は
、
蹴け

と飛
ば
さ
れ
て

ご
ろ
た
石
の
上
に
ぶ
っ
倒
れ
、
肋あ

ば
ら
ぼ
ね骨

を
へ
し
折
っ
た
。
長
靴
は
自
分
の
物
だ
か
ら
、
と
取
り
戻
そ
う
と
し
た
靴
屋
さ
ん
は
真
っ
先
に
こ

う
し
た
憂
き
目
に
遭
っ
た
そ
う
な
。
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六
三
五　
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人
の
悪
戯

ツ
ィ
ッ
タ
ウ（

（10
（

近
傍
に
あ
る
ブ
ラ
イ
テ
ン
山ベ

ル
ク

に
は
お
と
な
し
い
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人

ら
が
棲す

ん
で
い
て
、
し
ば
し
ば
町
や
周
辺
の
村
村
に
現
れ
、
人
間

た
ち
に
援
助
を
惜
し
ま
ず
、
ま
た
好
ん
で
─
─
目
に
は
見
え
な
く
て
も
─
─
人
間
た
ち
の
喜
怒
哀
楽
に
関
わ
り
を
持
っ
た
。
宴
会
な

ど
が
あ
る
と
、
こ
れ
を
よ
い
こ
と
に
大
い
に
愉た

の

し
ん
だ
が
、
自
分
た
ち
が
頂ち

ょ
う
だ
い戴
し
た
分
は
別
の
形
で
お
返
し
し
た
。
あ
る
日
、
あ
る
女

が
家
を
出
て
行
く
亭
主
に
「
急
い
で
、
す
ぐ
帰
っ
て
来
て
ね
。
あ
た
し
た
ち
が
ご
婚
礼
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
」
と
後
ろ
か
ら
声
を
張
っ

た
。
こ
れ
を
幾
人
か
の
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人

ら
が
聞
き
付
け
、
仲
間
─
─
静
か
な
人
た
ち（

（11
（

─
─
に
、
婚
礼
が
あ
る
っ
て
よ
う
、
と
触
れ
を
回
し
た
。
即

座
に
一
群
れ
が
集
ま
り
、
揃そ

ろ

っ
て
出
掛
け
よ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
彼
ら
の
相
談
を
ブ
ラ
イ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
麓ふ

も
と

で
働
い
て
い
た
男
が
耳

に
し
、「
お
ぬ
し
た
ち
が
目
に
見
え
な
い
よ
う
に
婚
礼
に
行
く
ち
ゅ
う
な
ら
、
お
い
ら
も
一
緒
に
連
れ
て
け
や
、
な
あ
、
お
友
だ
ち
さ

ん
が
た
」
と
呼
び
掛
け
た
。
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人

ら
は
い
さ
さ
か
た
じ
ろ
い
だ
が
、
そ
れ
で
も
男
の
望
み
を
叶か

な

え
て
や
る
、
と
承
諾
し
た
。「
だ
ど
も
、

条
件
が
一
つ
あ
る
だ
。
好
き
な
だ
け
飲
み
食
い
し
て
い
い
け
ん
ど
、
懐
に
突
っ
込
ん
で
持
っ
て
帰
ろ
う
な
ん
て
こ
と
た
あ
、
絶
対
し

ち
ゃ
な
ん
ね
え
」。
─
─
こ
う
し
て
一
同
う
ち
連
れ
、
姿
を
消
し
て
婚
礼
が
あ
る
家
に
や
っ
て
来
る
と
、
な
る
ほ
ど
も
う
お
客
で
一
杯

だ
っ
た
が
、
ち
っ
ち
ゃ
い
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人
た
ち
は
ろ
く
す
っ
ぽ
場
所
は
取
ら
な
い
の
で
、
め
い
め
い
お
客
と
お
客
の
間
に
坐す

わ

り
込
ん
だ
。
彼
ら
が

連
れ
て
来
て
や
っ
た
田た

ご
さ
く

吾
作
ど
ん（

（11
（

は
一
人
前
の
席
を
占
め
た
が
、
も
と
よ
り
婚
礼
の
晴
れ
着
を
纏ま

と

っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
だ

れ
か
に
見み

と
が咎

め
ら
れ
た
ら
、
招
か
れ
ざ
る
客
と
し
て
追
っ
払
わ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
男
は
し
た
た
か
に
飲
み
、
が
つ
が
つ
食
っ
た
が
、

女
房
が
傍
に
い
な
い
の
が
残
念
で
な
ら
な
か
っ
た
。
な
に
せ
こ
の
御
仁
、
根
は
優
し
い
性
分
な
の
で
、
自
分
一
人
で
愉
し
み
た
く
は
な

か
っ
た
の
だ
。
そ
こ
で
女
房
可
愛
さ
の
あ
ま
り
約
束
を
破
り
、
隠ポ

ケ
ッ
トし

に
ち
ょ
い
と
何
か
入
れ
た
。
こ
れ
を
見
た
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人

た
ち
は
気
を
悪
く
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し
、
そ
そ
く
さ
と
席
を
立
っ
た
。
そ
し
て
田
吾
作
ど
ん
の
す
ぐ
傍
に
い
た
の
が
隠ネ

ー
ベ
ル
カ
ッ
ペ

れ
頭
巾
を
そ
の
頭
か
ら
引
っ
掠さ

ら

い
、
他
の
仲
間
も
ろ

と
も
消
え
失
せ
た
。
そ
こ
で
田
吾
作
ど
ん
は
汚
い
上
っ
張
り
姿
で
口
一
杯
ほ
お
ば
り
、
も
ぐ
も
ぐ
や
り
な
が
ら
そ
の
場
に
出
現
し
た
わ

け
。
満
座
の
衆
は
こ
の
へ
ん
て
こ
り
ん
な
客
を
凝
視
し
た
。
こ
の
御
仁
、
ま
だ
今
日
の
よ
う
に
有
名
人
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
田
吾

作
ど
ん
は
あ
つ
か
ま
し
く
手
を
伸
ば
し
、
器
の
中
の
も
の
を
嚙か

ん
で
呑
み
込
み
続
け
た
。
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人

の
帽
子
は
軽か

ろ

や
か
な
の
で
、
こ
れ
が
自

分
の
南か

ぼ
ち
ゃ瓜
頭
か
ら
失な

く
な
っ
た
こ
と
に
一
向
気
付
か
な
か
っ
た
の
で
ね
。
し
か
し
や
が
て
八
方
か
ら
ひ
っ
ぱ
た
か
れ
る
は
、
小こ

づ突
か
れ

る
は
。
そ
し
て
焙や

き
肉
の
後
か
ら
羹ス

ー
プ汁
が
出
た
。
つ
ま
り
拳げ

ん
こ
つ骨
羹ス

ー
プ汁
の（

（11
（

お
も
て
な
し
〔
＝
さ
ん
ざ
ん
ぶ
ん
殴
ら
れ
た
〕。
そ
れ
か
ら
家

か
ら
叩
き
出
さ
れ
、
は
て
、
こ
り
ゃ
ま
あ
い
っ
た
い
な
ん
の
こ
っ
ち
ゃ
い
な
あ
、
と
痛
む
体
を
抱
え
て
首
を
捻ひ

ね

る
ま
ま
に
さ
れ
た
。

そ
の
後
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人

ら
は
ブ
ラ
イ
テ
ン
ベ
ル
ク
か
ら
退
去
し
た
。
ボ
ヘ
ミ
ア
な
る
リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル（

（11
（

の
領
国
に
入
っ
た
の
だ
、
と
言
わ
れ

る
。
ま
た
、
こ
う
も
言
わ
れ
る
。
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人
ら
を
駆
逐
し
た
の
は
、
夥

お
び
た
だし
い
鐘
の
響
き
と
夥
し
い
犬
ど
も
な
の
だ
、
と
。、
上

オ
ー
バ
ーお
よ
び
下

ニ
ー
ダ
ーオ

ル
バ
ー
ス
ド
ル
フ（

（11
（

の
農
夫
た
ち
が
飼
っ
て
い
る
犬
ど
も
で
あ
る
。
こ
こ
い
ら
一
帯
で
は
家
数
と
犬
数
が
際
限
も
な
く
増
え
続
け
、
ど
の

家
か
ら
も
ワ
ン
公
が
跳
び
出
し
て
、
オ
イ
ビ
ン
か
ら
の
徒
歩
旅
行
者
に
咬か

み
つ
く
よ
う
に
吠ほ

え
か
か
る
の
だ
。
ハ
イ
ネ
ヴ
ァ
ル
デ（

（11
（

の
あ

る
農
夫
だ
が
、
二
台
の
馬
車
で
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人
の
一
群
と
そ
の
財
宝
全
て
を
運
ん
で
や
り
、
た
っ
ぷ
り
礼
を
も
ら
っ
た
そ
う
な
。
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人
ら
は
こ
う

言
っ
た
由
。
ザ
ク
セ
ン
の
邦く

に

が
ボ
ヘ
ミ
ア
の
も
の
に
な
れ
ば
、
つ
ま
り
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
に
な
れ
ば
、
わ
し
ら
は
ま
た
戻
っ
て
来
る
、

と
。
実
際
戻
っ
て
来
る
か
ど
う
か
は
分
か
り
っ
こ
な
い
。

六
三
六　
オ
イ
ビ
ン
の
跳
躍
伝
説

高
峰
オ
イ
ビ
ン（

（11
（

─
─
ツ
ィ
ッ
タ
ウ
か
ら
一
時
間
半
、
そ
れ
か
ら
こ
れ
を
測
っ
た
狐き

つ
ね

が
更
に
付
け
加
え
た
分（

（11
（

の
行
程
─
─
は
素
晴
ら
し
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い
山
地
の
環わ

の
た
だ
な
か
に
毅き

ぜ
ん然

か
つ
堂
堂
と
聳そ

び

え
立
っ
て
い
る
。
昔
こ
こ
に
ク
ヴ
ァ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
カ
な
る
騎
士
に
よ
っ

て
建
て
ら
れ
た
狩
猟
の
家
が
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
盗
賊
城
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
ラ
イ
ッ
パ
の
殿
た
ち
の
所
有
だ
っ
た
。
皇
帝
カ
ー

ル
四
世
は
御お

ん
み
ず自

ら
攻
囲
し
て
破
却
す
る
と
い
う
大
い
な
る
栄
誉
を
こ
の
城
塞
に
与
え
た
。
高
み
に
は
更
に
二
つ
の
巖い

わ

、
皇カ

イ
ザ
ー
ベ
ッ
テ

帝
の
寝
台
、

皇カ
イ
ザ
ー
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ル

帝
の
椅
子
が（

（11
（

見
え
る
。
陛
下
は
こ
の
上
で
休
息
し
、
堅
固
な
山
城
の
壊
滅
を
眺
め
た
。
並
び
に
か
の
信
心
深
い
お
方
は
こ
の
山
の
佇

た
た
ず

ま
い
が
修
道
院
造
営
に
絶
好
と
思
い
、
こ
れ
を
創
建
、
十
二
名
の
ケ
レ
ス
テ
ィ
ン
会
派
修
道
士
を
置
い
た
。
こ
の
天
に
近
い
居
所
は

坊
様
が
た
の
お
気
に
召
し
た
。
周
辺
の
村
村
が
悉

こ
と
ご
とく

オ
イ
ビ
ン
修
道
院
に
仔こ

ひ
つ
じ羊

胴（
（11
（

と
ミ
カ
エ
ル
鶏

に
わ
と
り

を（
（12
（

貢こ
う
そ租

と
し
て
数
限
り
な
く
納
め

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
な
お
さ
ら
の
こ
と
。
当
時
華
麗
で
装
飾
豊
か
な
修
道
院
教
会
が
建
立
さ
れ
た
が
、
そ
の
側
壁
の
一
つ
は
ま

る
ご
と
巖
か
ら
斫き

り
出
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
教
会
の
横
手
の
あ
る
場
所
ま
で
道
が
通
じ
て
い
る
が
、
こ
こ
か
ら
ぞ
っ
と
す
る
よ
う

な
深
い
谷
を
見
下
ろ
せ
る
。
こ
の
絶
壁
は
乙ユ

ン
グ
フ
ァ
ー
ン
シ
ュ
プ
ル
ン
グ

女
の
跳
躍
と
い
う
。
昔
追
い
詰
め
ら
れ
た
乙
女
が
谷
底
へ
驚
く
べ
き
跳
躍
を
敢
行
、
操

み
さ
お

を
守
っ
た
お
蔭か

げ

で
奇き

せ
き蹟
的
に
助
か
っ
た
。
ケ
レ
ス
テ
ィ
ン
修
道
会
士
の
ど
な
た
か
が
こ
の
無
邪
気
な
仔こ

ひ
つ
じ羊
を
自
分
が
所
有
権
を
持
つ

貢
租
の
鶏
と
見
な
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
追
い
掛
け
た
の
か
、
そ
れ
と
も
ど
こ
か
の
騎
士
か
猟
師
か
が
─
─
ア
ル
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
近
郊
の

乙ユ
ン
グ
フ
ァ
ー
ン
シ
ュ
プ
ル
ン
グ

女
の
跳
躍
で（

（12
（

の
よ
う
に
─
─
非
騎
士
的
に
振
る
舞
っ
て
罪
の
な
い
少
女
を
こ
う
し
た
危
険
に
曝さ

ら

し
た
の
か
、
伝
説
は
明
ら
か
に
し

て
い
な
い
。
あ
ち
ら
の
乙

ユ
ン
グ
フ
ァ
ー
ン
シ
ュ
プ
ル
ン
グ

女
の
跳
躍
に
も
す
ぐ
近
く
に
王

ケ
ー
ニ
ヒ
ス
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ル

の
椅
子
な
る
巖
山
が
、
そ
し
て
い
く
ら
か
離
れ
て
騎

リ
ッ
タ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン

士
巖
な
る
巖
が
あ
る
。

六
三
七　
キ
ュ
ナ
ス
ト
の
花
嫁

ヘ
ル
ム
ス
ド
ル
フ（

（12
（

─
─
ヴ
ァ
ル
ム
ブ
ル
ン（

（12
（

か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
─
─
を
見
下
ろ
す
キ
ュ
ナ
ス
ト
城（

（12
（

に
ク
ニ
グ
ン
デ
と
い
う
騎
士
令
嬢
が

い
た
が
、
こ
の
お
姫
様
、
激
烈
な
男
嫌
い
。
求
婚
者
全
て
に
度
胸
試
し
を
課
し
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
こ
れ
が
危
険
極
ま
る
も
の
で
、
無
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事
に
や
っ
て
の
け
る
な
ん
て
ま
ず
で
き
っ
こ
な
か
っ
た
。
求
婚
者
た
ち
は
城
郭
を
ぐ
る
り
と
取
り
巻
い
て
い
る
高
く
か
つ
幅
の
狭
い
城

壁
の
上
を
騎
馬
で
廻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
進
み
出
し
て
初
め
は
ま
あ
う
ま
く
行
っ
て
も
、
今
日
な
お
奈ヘ

レ落
と
呼
ば
れ
る
、
険

し
い
絶
壁
が
深
淵
に
落
ち
込
ん
で
い
る
場
所
に
さ
し
か
か
る
と
、
人
馬
も
ろ
と
も
に
目
が
眩く

ら

み
、
深
い
谷
底
に
顚て

ん
ら
く落

し
て
微み

じ
ん塵

に
砕
け

散
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
が
ク
ニ
グ
ン
デ
の
望
み
で
、
彼
女
は
夫
な
ど
毛
頭
欲
し
く
は
な
か
っ
た
の
だ
。
夥

お
び
た
だし

い
騎
士
た
ち
が
こ
の
よ
う
に

惨
死
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
求
婚
者
た
ち
が
皆
そ
う
し
た
噂う

わ
さ

に
た
じ
ろ
い
だ
わ
け
で
は
な
い
。
ク
ニ
グ
ン
デ
の
冷
た
い
美
貌
に
惹ひ

か

れ
て
、
も
し
か
す
る
と
姫
の
幾
つ
も
の
櫃ひ

つ

や
手
箱
に
詰
ま
っ
て
い
る
冷
た
い
金
銀
に
も
っ
と
惹
か
れ
て
、
彼
ら
は
瞞ま

ん
ち
ゃ
く着
さ
れ
た
犠い

け
に
え牲
の

数
を
増
や
し
続
け
た
の
で
あ
る
。
す
る
と
こ
ん
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
あ
る
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方

ラ
ン
ト
グ
ラ
ー
フ伯
─
─
ア
ル
バ
ー
ト（

（12
（

と
す
る
説
と

そ
の
子
息
の
楽デ

ア
・
フ
ロ
イ
デ
ィ
ゲ

天
方
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
と
す
る
説
が
あ
る
─
─
が
、
居
城
の
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
で
危
険
な
芸
当
の
練
習
に
励
ん
だ
。
彼

は
居
城
の
城
壁
を
毎
日
一
回
騎
馬
で
一
周
し
、
忠
実
で
怜れ

い
り悧
な
愛
馬
を
着
実
な
目
配
り
と
足
並
み
に
習
熟
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
な
に
し

ろ
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
の
古
く
荘
厳
な
城
郭
は
断
崖
上
に
屹き

つ
り
つ立
し
て
い
る
の
で
。
そ
れ
か
ら
遂
に
方
伯
は
武
装
し
た
一
隊
を
引
き
連
れ

て
シ
レ
ジ
ア
へ
騎
行
、
山
城
の
キ
ュ
ナ
ス
ト
へ
立
ち
寄
り
、
こ
れ
は
一
介
の
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
騎
士
に
て
候

そ
う
ろ
う、

と
名
乗
り
出
た
。
こ

の
素
晴
ら
し
い
男
性
を
見
た
ク
ニ
グ
ン
デ
は
な
ん
と
も
妙
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。
さ
し
も
の
剛こ

わ

い
情じ

ょ
う

が
く
な
く
な
と
和や

わ

ら
ぎ
、
ま
だ
若

若
し
い
騎
士
に
惚ほ

れ
込
み
、
騎
馬
で
の
度
胸
試
し
を
し
な
い
よ
う
切
願
す
る
始
末
。
し
か
し
相
手
は
申
し
出
を
翻

ひ
る
が
えす
こ
と
な
く
、
騎
乗

の
一
周
を
敢
行
、
危
険
な
冒
険
を
無
事
に
成
し
遂
げ
た
。
ク
ニ
グ
ン
デ
は
歓
声
を
挙
げ
、
飛
び
立
つ
よ
う
に
迎
え
、「
わ
た
く
し
の
切

な
い
物
思
い
は
悉

こ
と
ご
とく

癒い

や
さ
れ
ま
し
た
。
わ
た
く
し
は
喜
ん
で
あ
な
た
様
だ
け
の
も
の
に
な
り
た
い
。
あ
な
た
を
熱
愛
す
る
妻
に
な
り

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
言
っ
た
。
し
か
し
方
伯
は
峻し

ゅ
ん
げ
ん厳

な
眼
差
し
で
彼
女
の
抱
擁
を
拒
み
、
次
い
で
掛
け
た
言
葉
は
彼
女
を
心
底
震し

ん
が
い駭

さ
せ
た
。
そ
の
中
の
「
わ
た
し
は
既
に
幸
せ
な
結
婚
を
し
て
い
る
の
だ
」
と
い
う
宣
告
は
姫
に
と
っ
て
最
も
苛
酷
な
も
の
だ
っ
た
。
─

─
方
伯
が
あ
れ
ほ
ど
多
か
っ
た
犠
牲
者
の
復ふ

く
し
ゅ
う讐

を
成
し
遂
げ
て
立
ち
去
る
や
、
ク
ニ
グ
ン
デ
姫
は
城
壁
に
登
り
、
目め

じ路
の
限
り
そ
の
姿
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を
見
送
り
、
そ
れ
か
ら
奈ヘ

レ落
の
底
へ
と
我
と
我
が
身
を
投
げ
た
。
深
刻
な
こ
の
伝
承
を
滑こ

っ
け
い稽

化
し
た
者
も
い
て
、
い
わ
く
。
ク
ニ
グ
ン

デ
は
衝
撃
の
あ
ま
り
醜
い
木
像
に
変
身
し
た
の
だ
、
と
。
こ
れ
は
「
キブ

ラ
ウ
ト
・
フ
ォ
ム
・
キ
ュ
ナ
ス
ト

ュ
ナ
ス
ト
の
花
嫁
」
と
い
わ
れ
て
な
お
現
存
、
接く

ち
づ
け吻

し
て
く
だ

さ
い
、
と
旅
行
者
た
ち
に
差
し
出
さ
れ
る
。
し
か
し
接
吻
す
る
の
が
厭い

や

な
ら
ば
─
─
な
に
し
ろ
こ
の
木
像
、
髪
と
眉
毛
の
代
わ
り
に

針は
り
ね
ず
み鼠

の
皮
が
貼
っ
て
あ
る
と
い
う
代
物
で
し
て
ね
─
─
小
銭
を
幾い

く
ば
く何

か
献
じ
て
ご
勘
弁
願
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
─
─
こ
の
伝
承
は
テ
オ

ド
ー
ア
・
ケ
ル
ナ
ー（

（12
（

、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
リ
ュ
ッ
カ
ー
ト（

（12
（

、
そ
の
他
ド
イ
ツ
の
文
人
が
譚バ

ラ
ー
デ詩

の
素
材
と
し
て
い
る
。

六
三
八　
星ホ

ロ
ス
コ
ー
プ

占
い

山
城
キ
ュ
ナ
ス
ト
に
は
小
さ
い
頃
か
ら
馴な

ら
さ
れ
た
狼

お
お
か
みが
飼
わ
れ
て
い
て
、
番
犬
さ
な
が
ら
駈か

け
回
っ
て
い
た
。
い
や
、
そ
れ
ど
こ

ろ
か
、
犬
並
み
に
幾
つ
か
の
芸
当
を
仕
込
ま
れ
て
も
い
た
。
一
六
三
五
年
三
月
二
日
、
城
主
に
し
て
伯
爵
領
領
主
シ
ャ
ー
フ
ゴ
ッ
チ
ュ

伯
ヨ
ー
ハ
ン
・
ウ
ル
リ
ヒ（

（12
（

は
夥

お
び
た
だし
い
友
人
を
迎
え
、
上
級
家
臣
を
招
い
て
、
自
身
の
誕
生
祝
い
を
開
い
た
。
こ
れ
に
は
キ
ュ
ナ
ス
ト
城

の
す
ぐ
下
に
あ
る
ギ
ー
ア
ス
村ド

ル
フ

の
司
祭
ヨ
ー
ハ
ン
・
ア
ン
ド
レ
ー
ア
ス
・
テ
ィ
ー
メ（

（12
（

も
参
加
し
て
い
た
。
こ
の
人
は
占ア

ス
ト
ロ
ロ
ー
グ

星
家
で
、
三
十

年
戦
争
時
代
に
は
ま
だ
尊
重
さ
れ
て
い
た
学
問
の
信
奉
者
だ
っ
た
。
評
判
の
予
言
者
が
居
合
わ
せ
た
の
で
、
そ
の
伎わ

ざ倆
が
客
人
た
ち
の

話
題
に
上
り
、
伯
爵
の
誕
生
日
と
い
う
こ
と
か
ら
、
天
宮
図
で
伯
爵
の
運
命
を
占
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
テ
ィ
ー
メ

は
そ
う
し
た
。
と
っ
く
り
調
べ
、
計
算
し
、
幾
つ
も
の
徴し

る
し

を
描
き
、
そ
れ
か
ら
物
思
わ
し
げ
に
こ
う
発
言
し
た
。「
伯
爵
閣
下
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
冷
た
い
鉄
に
よ
り
横
死
を
遂
げ
ら
れ
ま
し
ょ
う
」
と
。
満
座
は
仰
天
し
、
こ
ん
な
言
明
を
非
難
し
た
。
伯
爵
自
身
も
こ

れ
を
甚
だ
喜
ば
な
か
っ
た
が
、
厭い

と

わ
し
い
予
言
に
も
な
ん
と
か
泰
然
自
若
と
構
え
、
こ
の
知
っ
た
か
ぶ
り
の
坊
主
め
を
ち
ょ
い
と
か
ら

か
っ
て
や
ろ
う
、
と
考
え
た
。
一
匹
の
仔こ

ひ
つ
じ羊
を
部
屋
に
連
れ
て
来
る
よ
う
手
配
し
、
客
た
ち
を
集
め
、
司
祭
に
こ
の
仔
羊
の
運
勢
を
占
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星
図
で
す
ぐ
さ
ま
占
う
よ
う
命
じ
、
こ
れ
は
何
者
が
食
べ
る
の
だ
、
と
訊き

い
た
。
自
ら
の
伎
倆
を
こ
の
よ
う
に
嘲
弄
さ
れ
た
占
星
術
師

は
気
を
悪
く
し
て
、
言
い
付
け
に
従
う
の
を
随
分
拒
ん
だ
。
テ
ィ
ー
メ
師
は
こ
の
術
を
崇
高
な
も
の
だ
と
考
え
て
い
た
の
だ
。
な
に
し

ろ
聖
書
で
た
び
た
び
言
及
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
地
位
は
深
遠
な
意
義
を
有
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。
イ
ザ
ヤ
書
が
主し

ゅ

の
来
た
れ
る
日
を

こ
う
予
言
し
て
い
る
よ
う
に
。
す
な
わ
ち
、
天
の
諸

も
ろ
も
ろの

星
と
ほ
し
の
宿や

ど
り

は
光
を
は
な
た
ず
日
は
い
で
て
く
ら
く
月
は
そ
の
光
を
か
が
や

か
さ
ざ
る
べ
し
、
と（

（13
（

。
け
れ
ど
も
と
う
と
う
テ
ィ
ー
メ
は
仔
羊
が
い
た
群
れ
の
羊
飼
い
の
許も

と

に
人
を
遣
り
、
そ
の
誕
生
の
日
時
を
問

い
質た

だ

し
、
こ
れ
を
聞
き
知
る
と
、
ま
た
し
て
も
計
算
し
て
、
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
発
言
を
し
た
。「
こ
の
仔
羊
を
喰く

ら
う
の
は
狼
で

し
ょ
う
」
と
。
こ
れ
を
耳
に
し
た
者
は
悉

こ
と
ご
とく
哄こ

う
し
ょ
う笑
、
伯
爵
自
身
か
ら
か
ら
と
う
ち
笑
い
な
が
ら
「
我
ら
自
身
が
そ
の
狼
に
な
ろ
う
で
は

な
い
か
。
料
理
番
に
、
す
ぐ
さ
ま
こ
れ
を
殺
し
て
焙あ

ぶ

り
、
我
ら
が
狩
り
か
ら
戻
っ
た
ら
、
夕ゆ

う
げ餉

の
食
卓
に
上の

ぼ

せ
よ
、
と
申
せ
」
と
言
っ

た
。
料
理
番
は
仔
羊
を
殺
し
、
焙や

き
串ぐ

し

に
刺
し
た
。
事
の
経
緯
は
ま
る
で
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
何
気
な
く
例
の
馴
れ
た
狼
の
前
脚
に

串
の
回
転
を
委
せ（

（13
（

、
ち
ょ
っ
と
の
間
厨ち

ゅ
う
ぼ
う房
を
離
れ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
狼
、
誕
辰
の
賀
宴
の
お
客
様
が
た
と
そ
の
お
も
て
な
し
の
せ

い
で
、
食し

ょ
く
じ餌

係
の
下
僕
か
ら
す
っ
か
り
忘
れ
ら
れ
て
い
た
も
の
だ
か
ら
、
こ
れ
ぞ
正
真
正
銘
で
あ
る
狼
の
空
き
っ
腹
〔
＝
物も

の
す
ご凄

い
飢
餓

感
〕
に
駈か

ら
れ
て
い
た
。
ぎ
ゃ
ん
ぎ
ゃ
ん
吠ほ

え
立
て
る
胃
袋
を
抱
え
な
が
ら
、
他
人
様
の
た
め
に
焙
き
肉
の
串
を
回
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
な
ん
て
、
狼
に
と
っ
て
厭い

や

で
堪
ら
ぬ
労
役
だ
っ
た
し
、
で
な
く
と
も
長
い
こ
と
新
鮮
な
肉
を
賞
味
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た（

（13
（

狼
君
、

仔
羊
の
焙
き
肉
を
こ
の
上
も
な
い
大
満
足
で
貪む

さ
ぼ

り
喰
い
、
空
腹
を
と
こ
と
ん
鎮
め
た
。
料
理
番
が
戻
っ
て
来
て
こ
の
燔は

ん
さ
い祭
供
犠
に
邪
魔

を
入
れ
、
散
散
に
ぶ
ん
殴
っ
て
せ
っ
か
く
の
焙
き
肉
の
風
味
を
塩
辛
く
〔
＝
台
無
し
に
〕
す
る
ま
で
ね
。
と
に
か
く
起
こ
っ
た
こ
と
は

い
た
し
か
た
な
い
。
ど
ん
な
に
ひ
っ
ぱ
た
い
た
と
こ
ろ
で
狼
が
平
ら
げ
た
仔
羊
が
元
通
り
跳
び
出
し
て
来
る
わ
け
じ
ゃ
な
し
、
予
備
の

仔
羊
は
な
し
。
と
い
う
し
だ
い
で
料
理
番
は
別
の
焙
き
肉
の
準
備
に
取
り
掛
か
っ
た
。
こ
う
し
て
晩ば

ん
さ
ん餐
は
善
美
を
尽
く
し
て
調
え
ら
れ

た
。
客
人
た
ち
─
─
テ
ィ
ー
メ
も
再
び
陪
席
し
て
い
た
─
─
は
伯
爵
と
共
に
食
卓
に
着
き
、
も
う
何
品
も
の
ご
馳
走
が
運
ば
れ
、
下
げ
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ら
れ
た
が
、
伯
爵
は
い
ら
い
ら
と
戸
口
を
見
遣
り
、
給
仕
の
近
侍
に
「
あ
の
仔
羊
は
早
く
参
ら
ぬ
の
か
」
と
訊た

ず

ね
た
。
近
侍
は
人
を

や
っ
て
料
理
番
に
問
い
合
わ
せ
た
。
す
る
と
料
理
番
自
身
が
周し

ゅ
う
し
ょ
う
ろ
う
ば
い

章
狼
狽
の
態て

い

で
現
れ
、「
御
前
様
、
伯
爵
様
、
お
赦ゆ

る

し
く
だ
さ
い
ま
し
。

そ
の
う
、
あ
の
仔
羊
に
は
ち
と
障
り
が
生
じ
ま
し
て
。
あ
れ
は
…
…
串
か
ら
…
…
落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
ん
で
」
と
口
籠ご

も
っ
た
。

「
な
ん
と
、
串
か
ら
落
ち
た
と
な
」。「
さ
よ
う
で
、
御
前
様
…
…
あ
ん
ち
く
し
ょ
う
、
焙
き
肉
回
し（

（13
（

め
が
…
…
あ
の
狼
が
…
…
喰
っ
ち

ま
っ
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
」。
─
─
一
同
驚き

ょ
う
が
く愕

し
て
し
ん
と
静
ま
り
か
え
っ
た
。
伯
爵
は
小ナ

イ
フ刀

と
肉フ

ォ
ー
ク叉

を
は
た
と
置
き
、「
主し

ゅ

の
御み

む
ね旨

が

行
わ
れ
ま
す
よ
う
に
」
と
唱
え
、
食
卓
を
立
ち
、
怏お

う
お
う怏

と
し
て
引
き
揚
げ
た
。

そ
の
後
ま
る
五
箇
月
と
経
た
な
い
内
に
、
シ
ャ
ー
フ
ゴ
ッ
チ
ュ
伯
ヨ
ー
ハ
ン
・
ウ
ル
リ
ヒ
は
皇
帝
の
命
令
に
よ
り
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル

ク
で
首
を
刎は

ね
ら
れ
た
。

六
三
九　
揺リ

ュ
ッ
テ
ル
ヴ
ァ
イ
プ

さ
ぶ
り
女
た
ち

キ
ュ
ナ
ス
ト
一
帯
を
、
そ
れ
か
ら
最
寄
り
の
リ
ー
ゼ
ン
ゲ
ビ
ル
ゲ（

（13
（

方
向
へ
と
、
荒デ

ア
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
イ
ェ
ー
ガ
ー

れ
狂
う
猟
師
が
も
ろ
も
ろ
の
眷け

ん
ぞ
く属

を
従
え
、

轟ご
う
ご
う轟
と
巡
行
す
る
。
住
民
は
た
だ
単
に
夜ナ

ハ
ト
イ
ェ
ー
ガ
ー

の
猟
師
と
呼
ぶ
。
あ
の
界
隈
で
も
、
フ
ォ
イ
ク
ト
ラ
ン
ト
で
の
よ
う
に
、
荒デ

ア
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
イ
ェ
ー
ガ
ー

れ
狂
う
猟
師

は
苔モ

ー
ス
ロ
イ
テ

男
苔
女
や
森

ヴ
ァ
ル
ト
ヴ
ィ
ヒ
テ
ル

小
人
を
狩
り
立
て
苛さ

い
な

む
、
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
人
人
は
ち
い
ち
ゃ
な
苔

モ
ー
ス
ヴ
ァ
イ
プ
女
を
揺リ

ュ
ッ
テ
ル
ヴ
ァ
イ
プ

さ
ぶ
り
女
と
名
付
け
て
い
る
。

苔モ
ー
ス
ヴ
ァ
イ
プ
女
た
ち
が
夜ナ

ハ
ト
イ
ェ
ー
ガ
ー

の
猟
師
に
追
わ
れ
て
捕
ま
る
の
を
免
れ
る
に
は
一
つ
だ
け
方
法
が
あ
る
。
木
を
伐
る
男
が
木
が
倒
れ
る
時
「
神
よ
、

御み
こ
こ
ろ心

の
ま
ま
に（

（13
（

」
と
唱
え
た
木
の
幹
に
辿た

ど

り
着
け
ば
、
も
う
安
全
で
の
ん
び
り
で
き
る
の
だ
。
け
れ
ど
も
唱
え
詞こ

と
ば

が
「
御
心
の
ま
ま

に
、
神
よ（

（13
（

」
だ
と
、
倒
れ
て
い
る
木
の
幹
は
苔

モ
ー
ス
ヴ
ァ
イ
プ
女
を
救
っ
て
は
く
れ
な
い
の
で
、
更
に
更
に
遠
く
ま
で
夜ナ

ハ
ト
イ
ェ
ー
ガ
ー

の
猟
師
か
ら
逃
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。
あ
の
辺
り
の
子
ど
も
が
駄
駄
を
こ
ね
て
泣
き
喚わ

め

い
た
り
す
る
と
、
こ
う
言
い
聞
か
せ
る
。「
好
い
子
に
し
な
。
夜ナ

ハ
ト
イ
ェ
ー
ガ
ー

の
猟
師
の
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音
が
す
る
べ
え
。
あ
れ
が
来
る
だ
ぞ
。
お
と
な
し
く
し
て
い
に
ゃ
あ
子
は
、
あ
れ
に
連
れ
て
か
れ
ち
ま
う
だ
に
」。

六
四
〇　
山
の
精
リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル

キ
ュ
ナ
ス
ト
か
ら
リ
ー
ゼ
ン
ゲ
ビ
ル
ゲ
ま
で
は
そ
う
遠
く
な
い
。
こ
こ
が
広
く
そ
の
名
を
謳う

た

わ
れ
る
山
の
精
リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル（

（13
（

の

領
国
で
あ
る
。
か
く
も
多
く
の
民
間
伝
承
─
─
古
く
か
ら
あ
る
本
物
や
ら
新
た
な
創
作
や
ら
い
ろ
い
ろ
─
─
に
登
場
す
る
精
霊
は
ま

た
と
な
い
。
あ
の
山ゲ

ビ
ル
ゲ地
に
は
リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
の
名
が
付
い
て
い
る
場
所
が
夥

お
び
た
だし
い
。
村
で
も
あ
り
礬ば

ん

類
鉱
山
で
も
あ
る
シ
ュ
ラ
イ

バ
ー
ス
ア
ウ（

（13
（

か
ら
エ
ル
プ
滝フ

ァ
ル

、
ツ
ァ
ッ
ケ
ン
滝フ

ァ
ル

、
カ
ッ
ヘ
ル
滝フ

ァ
ル

、
そ
れ
か
ら
大

ダ
ス
・
グ
ロ
ー
セラ

ー
ト
山（

（13
（

、
コ
ッ
ペ
山（

（14
（

へ
と
登
っ
て
み
る
が
よ
い
。

途
中
リリ

ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
ス
フ
ェ
ス
ト
ゥ
ン
グ

ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
の
砦
、
そ
の
球バ

ル

、（
（14
（

階ト
レ
ッ
ペ段
、
石シ

ュ
タ
イ
ン
カ
ン
ツ
ェ
ル

の
説
教
壇
、
穴ケ

ラ
ー蔵
、
庭ガ

ル
テ
ン園
、
池タ

イ
ヒ

、
玉ト

ゥ
ロ
ー
ン座
、
そ
の
他
彼
が
お
み
こ
し
を
据す

え
た

所
が
数
数
見
つ
か
る
。
リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
は
ド
イ
ツ
・
ス
ラ
ヴ
神
話
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ウ
ス
的
存
在（

（14
（

で
あ
る
。
遍あ

ま
ね

く
知
ら
れ
て
い
な

が
ら
、
い
ま
だ
に
は
っ
き
り
と
正
体
が
摑つ

か

め
な
い
の
だ
。
コ
ー
ボ
ル
ト
的
性
格（

（14
（

で
、
善
良
に
し
て
意
地
悪
、
陰
険
と
い
う
よ
り
悪
戯
好

き
。
し
か
し
な
が
ら
怒
り
っ
ぽ
い
質た

ち

で
、
か
ら
か
い
に
掛
か
る
と
し
ば
し
ば
残
酷
に
な
る
。
森
で
暮
ら
し
を
立
て
る
人
人
の
あ
ら
ゆ
る

姿
を
取
る
。
鉱
夫
、
猟
師
、
木き

こ
り樵
、
炭
焼
き
、
行
商
人
、
案ガ

イ

ド

内
人
、
飛
脚
な
ど
。
た
だ
し
修
道
士
や
ら
苔モ

ー
ス
マ
ン男
に
な
っ
た
り
、
獣
に
化
け

た
り
し
た
こ
と
も
あ
る
。
彼
は
地
水
火
風
の
四
大
お
よ
び
地
中
の
あ
ら
ゆ
る
財
宝
─
─
彼
は
こ
れ
ら
財
宝
守
護
者
の
頭か

し
ら

で
あ
る
─
─
を

支
配
し
て
い
る
。
周
知
の
話
だ
が
、
こ
の
精
は
リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
な
る
名
を
我
慢
で
き
ず（

（14
（

、
彼
を
こ
う
呼
ん
で
嘲あ

ざ
け

る
連
中
に
手
ひ
ど

く
仕
返
し
を
す
る
由
。
こ
れ
を
咎と

が

め
だ
て
は
で
き
な
い
。
ど
ん
な
物
分
か
り
の
良
い
御
仁
で
も
、
そ
ん
じ
ょ
そ
こ
ら
の
洒し

ゃ
れ
も
の

落
者
風ふ

ぜ
い情

に

誉
れ
あ
る
名
前
を
汚
さ
れ
辱
め
ら
れ
た
ら
、
堪
忍
袋
の
緒
を
切
る
道
理
だ
も
の
。
も
っ
と
も
こ
の
森
の
精
の
本
当
の
名
を
知
る
者
は

い
な
い
。
そ
こ
で
人
人
は
山ゲ

ビ
ル
ゲ地

の
主ぬ

し

、
山
の
主ぬ

し

と
呼
ん
だ
。
ま
た
薬
草
探
し
の
男
女
は
彼
を
ヨド

ミ

ヌ

ス

・

ヨ

ハ

ン

ネ

ス

ハ
ン
ネ
ス
の
ご
主
人
様
と（

（14
（

唱
え
て
崇
め
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た
。
な
に
し
ろ
彼
は
薬
草
採
り
た
ち
に
実
に
効
き
目
の
あ
る
草
根
類
香
草
類
を
教
え
た
し
、
愛う

い
や
つ
、
何
か
遣
わ
す
だ
け
の
こ
と
が

あ
る
わ
い
、
と
お
気
に
召
せ
ば
、
綺
麗
な
貴
石
を
い
ろ
い
ろ
拾
わ
せ
て
く
れ
も
し
た
か
ら
で
あ
る
。、
ス
イ
ス
の
ピ
ラ
ト
ゥ
ス
湖ゼ

ー

、（
（14
（

な

い
し
ボ
ヘ
ミ
ア
と
バ
イ
エ
ル
ン
の
境
を
な
す
山
岳
地
帯
に
あ
る
バ
イ
エ
ル
ン
湖
─
─
地
元
で
は
「
あ

イ
ン
・
イ
ェ
ー
ナ
ー
・
ヴ
ェ
ル
ト

の
世
の
」
と
呼
ば
れ
る
─
─
が

石
を
投
げ
込
ま
れ
る
と
轟ご

う
ご
う轟

荒
れ
狂
い
、
大
浪
を
立
て
て
そ
れ
を
吐
き
戻
す
よ
う
に
、
山ゲ

ビ
ル
ゲ地

の
精
は
綽あ

だ
な名

を
言
い
囃は

や

さ
れ
る
と
隠
忍
自

重
し
て
は
お
ら
れ
ず
、
彼
を
怒
ら
せ
、
煙
突
の
下
の
下
ま
で
掃
除
さ
せ
よ
う
〔
＝
憤ふ

ん
ま
ん懣

を
と
こ
と
ん
ぶ
ち
ま
け
さ
せ
よ
う
〕
と
ま
で
挑

発
し
た
無
礼
な
が
さ
つ
者
ど
も
に
こ
っ
ぴ
ど
く
思
い
知
ら
せ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
だ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
語
り
種ぐ

さ

が
多
多
あ
ろ

う
。
明
明
白
白
自
分
を
罵

の
の
し

っ
た
こ
う
い
う
粗
野
下
賤
な
者
ど
も
を
彼
は
ど
う
し
た
か
。
あ
る
者
に
は
雹ひ

ょ
う

を
と
も
な
う
嵐
を
そ
の
襟
首
に

送
り
付
け
た
し
、
ま
た
あ
る
者
の
場
合
は
堆
肥
熊く

ま
で手

で
そ
や
つ
の
煙
突
を
掃
除
し
た
。
植
物
採
集
を
し
て
い
た
医
学
生
の
頸く

び

根
っ
こ
を

へ
し
折
っ
た（

（14
（

。
あ
る
羊
飼
い
の
頭
に
牡お

う
し牛
の
角
を
二
本
生
や
し
た
。
シ
ュ
ネ
ー
ベ
ル
ク
市
参
事
会
の
下
役
人
の
両
耳
を
高
高
と
引
っ
張

り
上
げ
た
の
で
、
か
の
黄お

う
ご
ん金
の
驢ろ

ば馬
の（

（14
（

耳
さ
な
が
ら
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
あ
る
飛
脚
は
早そ

う
ぎ
ょ
う暁
か
ら
真
っ
暗く

ら
く
ら暗
の
夜
を
籠こ

め
て
と
う

と
う
翌
朝
に
な
る
ま
で
魔
法
の
掛
か
っ
た
古
城
の
廃は

い
き
ょ墟
の
中
を
ぐ
る
ぐ
る
引
き
回
さ
れ
た
。
あ
る
農
夫
は
天

ナ
ー
ゼ
ン
ケ
ー
ニ
ヒ

狗
鼻
に（

（14
（

さ
れ
て
し
ま
い
、

洟は
な

を
か
も
う
と
す
る
た
び
、
腕
を
伸
ば
せ
る
だ
け
伸
ば
し
て
顔
か
ら
手

フ
ァ
ツ
ィ
ネ
ッ
ト巾

を（
（15
（

遠
ざ
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
森
で
山
の
精
を
お
ち
ゃ

ら
か
し
た
唄
を
歌
っ
て
い
た
草
刈
り
娘（

（15
（

に
こ
ち
ら
は
恋
人
に
化
け
て
近
づ
き
、
顎あ

ご

の
下
に
手
を
や
っ
て
、
山や

ぎ羊
の
髯ひ

げ

を
貼
り
付
け
た
の

で
、
娘
は
生
涯
そ
れ
を
生
や
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
精
を
莫ば

か迦
に
し
た
農
夫
た
ち
が
納
屋
で
打
穀
し
て
い
る
と
、
そ
ん
な

つ
も
り
は
あ
り
ゃ
し
な
い
の
に
、
殻か

ら
さ
お棹
を
穀
物
に
で
は
な
く
お
互
い
の
頭
や
背
中
に
打
ち
下
ろ
し
て
し
ま
い（

（15
（

、
お
蔭か

げ

で
籾も

み

よ
り
青あ

お
あ
ざ痣

の
方
を
し
た
た
か
に
こ
し
ら
え
た
。
精
は
、
旋つ

む
じ毛

を
曲
げ
る
と
、
こ
う
し
た
処
罰
を
し
ば
し
ば
、
そ
し
て
し
こ
た
ま
下
し
た
も
の
で 

あ
る
。
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六
四
一　
リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
の
お
気
に
入
り
た
ち

山ゲ
ビ
ル
ゲ地

の
主ぬ

し

の
愛
顧
は
気
前
の
好
い
人
助
け
と
い
っ
た
形
で
示
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
時
時
は
意
地
悪
な
喜
び
が
ち
ょ
っ
ぴ
り
、
い

く
ら
か
の
無
愛
想
が
加
味
さ
れ
る
。
愛
顧
を
与
え
る
場
合
、
結
構
気
紛
れ
な
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
そ
れ
で
も
人
人
を
た
く
さ
ん
幸
せ

に
し
た
。
あ
る
貧
し
い
小
百
姓
が
山
地
に
入
っ
て
山や

ま
り
ん
ご

林
檎
を（

（15
（

集
め
よ
う
と
し
た
時
、
山
の
精
は
煤す

す

だ
ら
け
の
炭
焼
き
の
姿
で
現
れ
、
そ

れ
と
な
く
自
分
の
庭
園
へ（

（15
（

案
内
し
、
山
林
檎
を
や
っ
た
が
、
多
過
ぎ
る
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
。
農
夫
は
そ
れ
を
も
ら
っ
て
背し

ょ負
っ
て
帰

り
、
冬
ま
で
取
っ
て
お
い
た
。
そ
し
て
こ
れ
を
子
ど
も
の
た
め
ち
い
ち
ゃ
な
降ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

誕
祭
樹
に
吊
し
た
ら
、
ひ
ど
く
重
た
か
っ
た
。
一
つ
剝む

い
て
み
る
と
、
芯し

ん

と
種
は
純
金
だ
っ
た
。
こ
の
幸
せ
者
は
ド
ゥ
カ
ー
テ
ン
金
貨
五
十
枚
を
取
り
出
し
た
の
で
あ
る
。

薬
草
採
り
の
女
が
山
地
で
迷
っ
た
。
精
は
農
夫
の
姿
で
現
れ
、
道
を
教
え
て
や
っ
た
が
、
女
の
背し

ょ負
い
籠か

ご

か
ら
女
が
せ
っ
か
く
集
め

た
薬
草
を
出
し
て
投
げ
捨
て
て
し
ま
い
、
木
の
葉
を
枝
か
ら
払
い
落
と
し
て
、
こ
れ
を
籠
に
詰
め
込
ん
だ
。
案
内
人
が
女
を
残
し
て
立

ち
去
る
と
、
女
は
ま
だ
道
端
に
あ
っ
た
入
用
な
薬
草
を
見
つ
け
、
木
の
葉
を
籠
か
ら
振
る
い
出
し
た
。
で
、
僅
か
数
枚
の
葉
っ
ぱ
が
籠

の
中
に
引
っ
掛
か
っ
て
残
っ
た
だ
け
だ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
ほ
ん
の
数
枚
が
、
家
に
帰
っ
て
み
る
と
、
純
良
な
ド
ゥ
カ
ー
テ
ン
金
貨
に

な
っ
て
い
た
。
女
は
走
り
戻
り
、
捨
て
て
し
ま
っ
た
葉
を
探
そ
う
と
し
た
が
無
駄
だ
っ
た（

（15
（

。

ま
た
あ
る
貧
し
い
女
が
骨
を
折
っ
て
巖い

わ

肌
を
あ
ち
こ
ち
よ
じ
登
り
、
野の

ば

ら

薔
薇
の
繁し

げ

み
か
ら
実
─
─
ハ
ー
ネ
ブ
ッ
テ（

（15
（

と
呼
ば
れ
る

─
─
を
摘
ん
で
集
め
た
。
こ
れ
を
し
ま
っ
て
お
い
て
、
別
の
時
に
ヴ
ァ
ル
ム
ブ
ル
ン
の
旅は

た
ご
や

籠
屋
の
亭
主
─
─
湯
治
客
に
出
す
美
味
な

葡ヴ
ァ
イ
ン
ズ
ッ
ペ

萄
酒
羹
汁
を（

（15
（

作
る
の
に
必
要
と
し
た
─
─
の
許も

と

に
運
ん
で
行
こ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
ハ
ー
ネ
ブ
ッ
テ
が
黄き

ん金
の
粒
に
変
わ
っ
て
い
る
の

を
発
見
し
た
。
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ま
た
別
の
女
が
接に

わ
と
こ

骨
木
の
果ジ

ャ
ム醤

─
─
こ
れ
を
用
い
る
と
し
た
た
か
に
発
汗
し
、
水す

い
し
ゅ腫

を
治
す
効
能
が
あ
る
─
─
を
作
る
た
め
に
接
骨

木
の
実（

（15
（

を
摘
み
、
山
か
ら
下
り
る
と
、
ど
の
房
に
も
実
で
は
な
く
純
金
の
褐
色
の
粒
が
ぎ
っ
し
り
下
が
っ
て
い
た
。 

苺い
ち
ご

摘
み
に
出
掛
け
た
貧
し
い
娘
が
家
に
帰
っ
て
み
る
と
、
壺つ

ぼ

に
は
苺
の
代
わ
り
に
三
プ
フ
エ
ニ
ヒ
銀
貨（

（15
（

、
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ン
銀
貨
、

ド
ゥ
カ
ー
テ
ン
金
貨
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
お
り
、
素
晴
ら
し
い
持
参
金
に
な
っ
た
。

手
職
人
の
若
者
が
山
の
精
─
─
例
の
綽あ

だ
な名

自
体
精
が
い
く
ら
か
は
畑
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
─
─
の
豌え

ん
ど
う豆

畑
に

出
く
わ
し
て
、
す
て
き
な
未グ

リ
ー
ン
ピ
ー
ス

熟
青
豌
豆
に
あ
り
つ
き
、
飢
渇
を
鎮
め
た
が
、
そ
の
際
い
く
ら
か
が
隠ポ

ケ
ッ
トし

に
落
ち
た
。
も
う
随
分
精
の
領

国
か
ら
遠
退
い
て
か
ら
、
た
ま
た
ま
隠ポ

ケ
ッ
トし

に
手
を
突
っ
込
む
と
、
豌
豆
が
あ
っ
た
の
で
、
莢さ

や

か
ら
出
し
た
。
う
わ
あ
、
驚
い
た
─
─
豌

豆
は
黄き

ん金
の
粒
だ
っ
た
。
さ
あ
、
若
者
は
我
と
我
が
身
を
引
き
裂
き
た
く
な
っ
た
。
お
伽
話
の
ル
ン
ペ
ル
シ
ュ
テ
ィ
ル
ツ
ヒ
ェ
ン（

（16
（

み
た

い
に
怒
り
の
あ
ま
り
い
っ
そ
真
っ
二
つ
に
な
れ
た
ら
な
あ
、
っ
て
ね
。
そ
う
す
り
ゃ
先
刻
貪む

さ
ぼり
喰く

っ
て
体
に
入
れ
た
お
宝
を
取
り
戻
せ

た
か
も
知
れ
な
い
も
の
。
さ
は
さ
り
な
が
ら
一
旦
呑
み
込
ん
じ
ゃ
っ
た
も
の
は
再
び
帰
ら
ず
。
若
者
は
尻
に
帆
掛
け
て
引
っ
返
し
、
豌

豆
畑
を
探
し
、
摘
ん
で
貯
え
に
し
よ
う
、
と
思
っ
た
が
、
い
や
あ
、
お
あ
い
に
く
様
で
し
た
。

喉の
ど

が
渇
い
た
旅
人
が
─
─
人
呼
ん
で
リリ

ュ

ー

ベ

ツ

ァ

ー

ル

ス

タ

イ

ヒ

ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
の
池
と
い
う
、
な
か
な
か
簡
単
に
は
行
き
着
け
な
い
─
─
あ
の
黒
黒
と
し

た
池
の
畔ほ

と
り

に
や
っ
て
来
て
、
た
っ
ぷ
り
飲
み
、
冷
た
い
水
晶
の
よ
う
な
水
で
携
え
て
い
た
水
筒
を
満
た
し
た
。
か
な
り
歩
い
て
中
身
を

飲
も
う
と
す
る
と
、
壜び

ん

が
と
て
も
重
い
上
、
一
滴
も
水
が
出
て
来
な
か
っ
た
。
石
み
た
い
に
堅
い
塊
が
中
に
入
っ
て
い
る
よ
う
な
の

で
、
旅
人
が
硝ガ

ラ
ス子
壜
を
壊
し
て
み
る
と
、
中
か
ら
は
黄お

う
ご
ん金
の
よ
う
に
燦き

ら

め
く
、
頗す

こ
ぶる
純
粋
な
黄ト

パ
ー
ズ玉
が
出
て
来
た
。
旅
人
は
こ
れ
を
売
っ

て
金
を
ど
っ
さ
り
手
に
入
れ
た
。

極
貧
の
女
が
乳

ミ
ル
ク

壺
を
抱
え
て
山
を
下
り
て
来
る
農
夫
の
恰か

っ
こ
う好
の
リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
に
出
逢
い
、
な
ん
ぞ
お
恵
み
を
、
と
声
を
掛
け

た
と
こ
ろ
、
相
手
は
壺
ご
と
そ
っ
く
り
く
れ
、
そ
の
乳ミ

ル
ク

は
少
し
だ
け
飲
ん
で
、
残
り
は
酸
っ
ぱ
く
な
る
ま
で
置
い
と
い
て
、
そ
れ
で
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乾チ
ー
ズ酪
を
こ
し
ら
え
な
、
と
忠
告
し
た
。
女
は
言
わ
れ
た
通
り
に
し
た
。
乾チ

ー
ズ酪
が
熟
成
し
て
美お

い味
し
そ
う
に
黄
色
く
な
る
ま
で
随
分
時
間

が
掛
か
っ
た
が
、
で
き
て
み
る
と
、
乾チ

ー
ズ酪
は
純
金
だ
っ
た（

（16
（

。

手
職
人
の
若
者
が
三
人
、
豪
勢
な
馬
車
に
乗
っ
て
や
っ
て
来
る
ど
こ
か
の
殿
様
に
山
地
で
出
く
わ
し
、
お
ね
だ
り
を
し
た
と
こ
ろ
、

殿
様
は
め
い
め
い
に
志

こ
こ
ろ
ざ
しを

よ
こ
し
た
が
、
こ
れ
は
入
念
に
紙
で
く
る
ん
で
あ
り
、
次
の
宿
に
落
ち
着
く
ま
で
包
み
を
開
く
で
な
い
ぞ
、

と
の
お
指
図
付
き
だ
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
、
一
人
は
好
奇
心
に
駈か

ら
れ
て
、
馬
車
が
ま
だ
見
え
て
い
る
内
に
開
け
て
し
ま
っ
た
。
─
─

す
る
と
出
て
来
た
の
は
、
な
ん
に
も
買
え
っ
こ
な
い
古
ぼ
け
た
数レ

ッ

ヒ

ェ

ン

プ

フ

ェ

ニ

ヒ

取
り
用
の
模
造
貨
幣
が
二
枚
。〔
も
っ
と
後
で
開
き
は
し
た
が
〕
言

わ
れ
た
時
ま
で
待
ち
き
れ
な
か
っ
た
も
う
一
人
が
見
つ
け
た
の
は
古
い
ボ
ヘ
ミ
ア
・
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ン
銀
貨
が
二
枚（

（16
（

。
ち
ゃ
ん
と
宿
ま
で

待
っ
た
三
人
目
は
ド
ゥ
カ
ー
テ
ン
金
貨
を
二
枚
授
か
っ
た
。

薬
草
根
掘
り
が
雪せ

ん
ち隠
黄こ

が

ね

金
虫
を（

（16
（

一
山
見
つ
け
、
ヒ
ル
シ
ュ
ベ
ル
ク
の
薬
剤
師
の
と
こ
ろ
に
持
っ
て
行
け
ば
、
こ
の
虫
ど
も
を
蒸
溜
し

て
肺
の
病
に
効
く
水
薬
を
作
る
だ
ろ
う
、
と
考
え
、
集
め
て
背は

い
の
う嚢
に
入
れ
た
。
─
─
と
こ
ろ
が
甲か

ぶ
と
む
し虫
は
カ
サ
カ
サ
ゴ
ソ
ゴ
ソ
お
ぞ
ま
し

く
這は

い
回
り
、
加
え
て
背
嚢
が
ど
ん
ど
ん
重
た
く
な
っ
た
の
で
、
男
は
腹
を
立
て
て
目も

く
ろ
み

論
見
を
諦
め
、
途
中
で
甲
虫
を
払
い
落
と
し

た
。
た
ま
た
ま
何
匹
か
が
背
嚢
の
襞ひ

だ

に
引
っ
掛
か
っ
て
残
っ
た
だ
け
。
け
れ
ど
も
こ
の
僅
か
な
や
つ
が
、
家
に
戻
っ
て
み
る
と
、
金
貨

に
変
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る（

（16
（

。

馬
具
職
人
が
六
頭
立
て
の
見
事
な
馬
車
に
行
き
逢
っ
た
。
し
か
し
、
ど
の
馬
に
も
脚
が
三
本
し
か
な
く
、
馬
車
の
車
輪
は
一
つ
だ

け
、
そ
れ
か
ら
へ
ん
て
こ
な
鳥
た
ち
が
馬
車
の
周
り
を
翔と

び
回
っ
て
い
た
。
車
輪
に
付
い
た
轍わ

だ
ち

の
汚
泥
が
黄
金
の
よ
う
に
光
っ
て
い
た

の
で
、
馬
具
作
り
は
指
で
そ
れ
を
い
く
ら
か
搔か

き
落
と
し
た
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
─
─
失サ

ル

ヴ

ァ

ー

・

ヴ

ェ

ニ

ア

ー

礼
ノ
ホ
ド
オ
許
シ
ア
レ
─（

（16
（

─
糞く

そ

、
あ
り
き
た

り
の
糞
だ
っ
た
の
で
、
職
人
は
古
い
襤ぼ

ろ褸
布
に
な
す
り
つ
け
た
。
で
も
宿
に
入
っ
た
ら
、
汚
れ
た
布
切
れ
に
ド
ゥ
カ
ー
テ
ン
金
貨
が
六

枚
く
っ
つ
い
て
い
た
。
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山
の
精
が
ご
機
嫌
麗
し
く
結
構
な
贈
り
物
を
し
て
く
れ
た
と
い
う
伝
説
は
こ
ん
な
具
合
で
、
多
分
何
百
何
千
と
あ
る
だ
ろ
う
。

六
四
二　
リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
の
か
ら
か
い
の
数
数

リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
の
か
ら
か
い
を
体
験
し
、
我
慢
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
者
は
少
な
く
な
い
。
か
ら
か
い
と
い
っ
て
も
悪
ふ

ざ
け
と
そ
う
違
わ
な
い
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
る
。

あ
る
薬
草
根
掘
り
が
、
脚
部
痛
風
患
者（

（16
（

に
頼
ま
れ
て
山ゲ

ビ
ル
ゲ地

で
ちツ

ィ

ッ

パ

ー

ラ

イ

ン

ょ
こ
ち
ょ
こ
ど
ん
〔（

（16
（

＝
足そ

く

痛
風
〕
に
効
く
根
っ
こ（

（16
（

を
探
し
た
が
、

一
向
見
つ
か
ら
な
い
で
い
た
。
す
る
と
別
の
薬
草
根
掘
り
─
─
山
地
で
仕
事
を
し
て
い
る
の
に
出
く
わ
し
た
の
だ
─
─
が
場
所
を
教

え
、
そ
の
上
た
っ
ぷ
り
大
人
の
腕
ほ
ど
も
長
い
、
黒
い
根
っ
こ
を
掘
り
出
す
の
に
手
を
貸
し
て
く
れ
た
。
で
、
こ
ち
ら
は
喜
ん
で
そ
れ

を
注
文
主ぬ

し

の
許も

と

に
運
ん
で
行
っ
た
。
─
─
と
こ
ろ
が
、
わ
あ
大
変
、
根
っ
こ
が
突
然
全
部
蛇
に
変
わ
っ
た
。
や
れ
ま
、
痛
風
患
者
が
寝

床
か
ら
跳
び
出
す
の
の
速
か
っ
た
の
な
ん
の
っ
て
。
脚
は
元
通
り
、
そ
し
て
走
れ
た
の
だ
。
患
者
は
そ
れ
っ
き
り
ちツ

ィ

ッ

パ

ー

ラ

イ

ン

ょ
こ
ち
ょ
こ
ど
ん

と
縁
が
切
れ
た（

（16
（

。

リ
ー
ベ
タ
ー
ル（

（17
（

の
あ
る
仕
立
屋
の
と
こ
ろ
へ
田で

ん
し
ん紳
姿（

（17
（

の
山
地
の
主ぬ

し

が
や
っ
て
来
て
、
服
地
を
持
参
し
た
上
、
上
品
な
衣
装
を
一
着

作
っ
て
欲
し
い
、
と
注
文
し
た
。
仕
立
屋
は
服
地
を
大
層
鷹お

う
よ
う揚
に
裁
断
し
た
が
、
結
局
、〔
裁た

ち
台
の
下
の
〕
端

ヘ

レ

切
れ
入
れ
に（

（17
（

ち
ょ
ろ

ま
か
す
分
だ
け
で
は
満
足
で
き
ず
、
あ
ろ
う
こ
と
か
服
地
を
掏す

り
換
え
て
、
よ
り
品
質
の
劣
っ
た
服
地
で
在
郷
の
旦だ

ん
な那
の
上
着
を
こ
し

ら
え
、
こ
れ
を
指
図
さ
れ
た
住
所
に
送
っ
た
。
と
こ
ろ
が
…
…
で
あ
る
。
仕
立
屋
が
、
こ
れ
で
自
分
自
身
の
た
め
に
晴
れ
着
を
縫
お

う
、
と
横
領
し
た
上
物
の
服
地
を
取
り
出
し
て
み
る
と
、
な
ん
と
ま
あ
、
古
腐
っ
た
蘆あ

し

の
筵む

し
ろ

で
、
中
に
は
ま
だ
い
ろ
ん
な
生
き
物
が
蠢

う
ご
め

い
て
い
た
。
─
─
そ
の
後
間
も
な
く
仕
立
屋
が
山
地
越
え
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
時
、
例
の
田
舎
貴
族
に
ば
っ
た
り
出
逢
っ
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た
。
郷
士
は
牡お

や

ぎ

山
羊
に
ま
た
が
っ
て
い
た
が
、
こ
の
山
羊
、
ひ
っ
き
り
な
し
に
メ
エ
メ
エ
啼な

い
て
い
た
。
郷
士
は
「
親マ

イ
ス
タ
ー方
、
織
物
を
掏

り
換
え
た
あ
の
上
着
の
仕
立
賃
を
取
り
立
て
に
わ
し
ん
と
こ
に
参
ろ
う
ち
ゅ
う
の
か
の
う
。
親マ

イ
ス
タ
ー方
、
新
し
い
上
着
を
蘆
の
筵
で
作
成
中

か
の
う
。
親マ

イ
ス
タ
ー方

、
そ
れ
に
ゃ
あ
ど
ん
な
釦ぼ

た
ん

を
付
け
る
こ
と
に
な
る
ん
か
の
う
」
と
問
い
質た

だ

し
、
そ
れ
か
ら
、
ど
ん
な
犬
も
お
ぬ
し
の
手

か
ら
餌え

さ

を
も
ら
う
ま
い
ぞ
〔
＝
お
ぬ
し
は
だ
れ
に
も
相
手
に
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
〕、
と
嘲

あ
ざ
け

っ
た
。
以
来
仕
立
屋
は
牡
山
羊
の
メ
エ
メ
エ

と
い
う
啼
き
声
に
我
慢
が
な
ら
な
く
な
っ
た
。「
親マ

イ
ス
タ
ー方
、
親マ

イ
ス
タ
ー方
」
と
詰
問
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る（

（17
（

。

あ
る
織
物
商
人
が
山
の
精
─
─
商
人
は
相
手
を
間
抜
け
な
田
舎
郷
士（

（17
（

と
思
っ
た
─
─
に
ま
こ
と
に
粗
悪
な
布
地
を
上
物
と
偽
り
、

ド
ゥ
カ
ー
テ
ン
金
貨
五
十
枚
で
売
り
つ
け
た
。
家
へ
帰
っ
て
財
布
を
引
っ
張
り
出
し
、
せ
し
め
た
金
貨
を
手
箱
に
入
れ
よ
う
と
し

た
時
、
財
布
の
中
か
ら
生
き
た
二は

つ

か

十
日
鼠ね

ず
みが

五
十
匹
跳
び
出
し
、
家
中
に
散
ら
ば
り
、
こ
の
い
か
さ
ま
師
に
と
っ
て
五
十
ド
ゥ
カ
ー

テ
ン
以
上
に
な
る
上
等
の
織
物
を
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
に
喰く

い
破
っ
た
。
自
分
を
騙だ

ま

さ
な
か
っ
た
他
の
三
人
の
織
物
商
人
を
山
地
の
主ぬ

し

は
太
っ
腹
な
ご
機
嫌
で
か
ら
か
っ
た
。
彼
は
ピ
カ
ピ
カ
の
ド
ゥ
カ
ー
テ
ン
金
貨
で
支
払
っ
た
が
、
三
人
が
家
で
見
る
と
、
真し

ん
ち
ゅ
う鍮
の

数レ

ッ

ヒ

ェ

ン

プ

フ

ェ

ニ

ヒ

取
り
用
の
模
造
貨
幣
だ
っ
た
。
三
人
は
び
っ
く
り
仰
天
、
山
地
へ
引
き
返
し
、
山
の
殿
様
が
丁
度
馬
車
で
出
掛
け
よ
う
と
し
て
い
た

の
に
行
き
逢
い
、
文
句
を
申
し
立
て
た
。
見
掛
け
は
贋に

せ
が
ね金
で
あ
る
代
物
─
─
本
当
は
た
っ
ぷ
り
重
み
の
あ
る
純
良
な
ド
ゥ
カ
ー
テ
ン
金

貨
だ
っ
た
の
だ
が
─
─
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
精
は
織
物
商
人
た
ち
に
向
か
っ
て
、
今
度
は
銀
貨
で
支
払
お
う
、
と
申
し
出
、
金
貨
の
方

は
ま
た
取
り
収
め
た
。
お
ち
ゃ
ら
か
さ
れ
た
三
人
が
ラ
イ
ヒ
ス
タ
ー
ラ
ー
銀
貨（

（17
（

を
携
え
て
帰
宅
す
る
と
、
財
布
の
中
で
へ
ん
て
こ
り
ん

な
音
が
す
る
で
は
な
い
か
。
調
べ
て
み
る
と
、
古
い
壺つ

ぼ

の
か
け
ら
だ
っ
た
。
わ
あ
、
大
変
。
彼
ら
に
は
も
う
一
度
引
き
返
す
元
気
な
ん

て
あ
り
ゃ
し
な
い
。
け
れ
ど
も
翌
日
陶
片
は
ラ
イ
ヒ
ス
タ
ー
ラ
ー
に
変
わ
っ
て
い
た（

（17
（

。

欲
張
り
な
探
鉱
者
が
巖い

わ

の
割
れ
目
に
火

フ
ォ
イ
ア
ーの
よ
う
に
燦き

ら
め

め
い
て
い
る
金
塊
を
発
見
。
慌
て
て
手
を
伸
ば
し
て
摑つ

か

ん
だ
ら
、
こ
れ
が

火フ
ォ
イ
ア
ー
ク
レ
ー
テ

蛙
。（

（17
（

触
っ
た
せ
い
で
手
の
皮
膚
が
真
っ
黒
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
皮
膚
を
ご
し
ご
し
こ
そ
げ
取
る
羽
目
に
。
と
こ
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ろ
が
こ
そ
げ
取
っ
た
皮
膚
が
純
金
の
薄
板
に
変
わ
っ
た
の
だ
。
こ
れ
で
こ
の
男
、
こ
れ
か
ら
は
と
こ
と
ん
好
い
や
つ（

（17
（

に
な
ろ
う
、
と

思
っ
た
。

あ
る
時
ご
機
嫌
に
な
っ
た
山
地
の
主
は
靴
屋
に
化
け
て
近
く
の
市い

ち

に
出
掛
け
て
屋
台
店
を
出
し
、
豪ご

う
し
ゃ奢

な
靴
の
数
数
を
法
外
な
安
値

で
売
っ
た
。
特
に
ご
婦
人
が
た
に
ね
。
こ
の
肌
触
り
の
良
い
、
柔
ら
か
く
、
し
な
や
か
な
緑
色
の
靴
の
履
き
心
地
と
き
た
ら
な
ん
と
も

素
晴
ら
し
か
っ
た
。
た
だ
残
念
な
こ
と
に
、
ち
ょ
っ
と
経
っ
た
ら
、
日
に
当
た
っ
た
牛バ

タ
ー酪

み
た
い
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
材
料
の
布
と
革

は
山
の
牧
場
で
集
め
ら
れ
た
代
物
、
革
の
製
造
元
は
牝め

う
し牛

ど
も
だ
っ
た
ん
で（

（17
（

。

あ
る
い
は
ま
た
寝ナ

イ
ト
キ
ャ
ッ
プ

間
帽
子
作
り
に
な
っ
て
売
り
弘
め
た
こ
と
も
あ
る
。
大
層
な
商
い
を
し
た
も
の
。
し
か
し
後
で
こ
れ
ら
は
あ
の

ち
ょ
い
と
口
で
は
言
え
な
い
白
い
物
で
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の
原
料
、
昔
薬
局
で
白し

ろ
り
ん
ど
う

龍
胆
の
名
で
取
り
引
き
さ
れ
た

が
、
こ
の
名
の
薬
草
の
根
と
は
全
く
の
別
物
の
あ
れ
だ
っ
た（

（18
（

。

か
ら
か
い
好
き
の
精
が
ヴ
ァ
ル
ム
ブ
ル
ン（

（18
（

で
理
髪
師（

（18
（

兼
鬘か

つ
ら

師
の
店
を
出
し
た
こ
と
が
あ
る
。
瞞だ

ま

さ
れ
て
鬘
を
買
っ
た
人
は
、
翌
朝

鬘
台（

（18
（

に
、
針は

り
ね
ず
み鼠
の
皮
、
鵲

か
さ
さ
ぎの
巣
、
弁
髪
の
代
わ
り
に
尻
尾
が
だ
ら
り
と
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
驢ろ

ば馬
の
皮
で
で
き
た
鬘
、
そ
の
他
い
ろ
ん

な
動
物
の
巣
を
見
つ
け
た（

（18
（

。

派
手
好
き
で
男
の
気
を
惹ひ

き
た
が
る
お
洒
落
婆ば

あ

さ
ん
に
精
が
紅べ

に

を
一
箱
売
り
つ
け
た
。
そ
の
色
は
紅
苔（

（18
（

が
、
香
り
は
山
地
の
高
い
尾

根
に
あ
る
菫

す
み
れ

巖い
わ

が（
（18
（

付
け
た
も
の
。
し
か
し
ご
婦
人
が
こ
れ
で
化
粧
す
る
と
、
棒
状
硝
酸
銀
に
腐ふ

し
ょ
く蝕
さ
れ
た
み
た
い
に
肌
が
黒
褐
色
に
染

ま
っ
て
し
ま
い
、
死
ぬ
ま
で
そ
の
ま
ま
、
森

ヴ
ァ
ル
ト
シ
ュ
ラ
ー
ト

の
精
さ
な
が
ら
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ヒ
ル
シ
ュ
ベ
ル
ク（

（18
（

の
あ
る
市
民
の
許も

と

へ
精
が
薪ま

き

割
り
人
の
姿
で
や
っ
て
来
て
、
薪
割
り
仕
事
を
さ
せ
て
く
だ
せ
え
、
と
申
し
出
た
。

労
賃
と
し
て
は
担
げ
る
だ
け
の
薪
が
条
件
。
市
民
は
、
四
棚（

（18
（

の
薪
を
割
っ
て
く
れ
、
と
言
い
、
そ
れ
か
ら
─
─
男
が
斧お

の

を
持
っ
て
い
な

い
も
の
だ
か
ら
─
─
「
し
か
し
な
あ
、
あ
ん
た
、
い
っ
た
い
斧
は
あ
る
の
か
」
と
訊き

い
た
。「
あ
い
さ
、
持
っ
て
お
り
や
す
」
─
─
精
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は
こ
う
答
え
て
─
─
左
足
を
体
か
ら
引
っ
こ
抜
き
、
凄す

さ
ま

ま
じ
い
勢
い
で
薪
を
割
り
始
め
た
の
で
、
市
民
は
い
や
も
う
啞あ

ぜ
ん然
茫ぼ

う
ぜ
ん然
、
う
ち

の
中
庭
か
ら
さ
っ
さ
と
退
散
し
て
く
れ
、
と
叫
ん
だ
。「
う
ん
に
ゃ
、
そ
う
は
い
か
ね
え
」
と
精
。「
お
ら
あ
、
ま
ず
骨
折
り
代
を
稼
が

に
ゃ
な
ん
ね
え
」。
そ
し
て
切
っ
た
り
割
っ
た
り
を
続
け
、
と
う
と
う
材
木
が
全
部
細こ

ま

か
い
薪
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
精
は
体
を
ど
ん

ど
ん
大
き
く
し
、
恐
ろ
し
く
で
っ
か
く
な
っ
て
、
背
中
に
ぱ
っ
と
四
棚
の
薪
を
な
ん
て
こ
と
な
く
担
ぎ
上
げ
、
げ
ら
げ
ら
笑
い
な
が
ら

い
な
く
な
っ
た
。

ク
ル
ム
ヒ
ュ
ー
ベ
ル（

（18
（

の
あ
る
農
夫
の
許
へ
山
の
精
が
肉
屋
に
な
っ
て
や
っ
て
来
た
。
農
夫
は
豚
を
潰つ

ぶ

し
た
か
っ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た（

（19
（

。

農
夫
が
、
労
賃
は
い
く
ら
欲
し
い
の
か
、
と
訊た

ず

ね
る
と
、「
あ
あ
、
労
賃
な
ん
て
よ
う
が
す
」
と
ふ
ざ
け
屋
の
精
は
答
え
た
。「
わ
っ

し
が
満
腹
す
る
だ
け
の
腸ソ

ー
セ
ー
ジ

詰
め
を（

（19
（

喰く

わ
せ
て
く
れ
れ
ば
え
え
」。
こ
う
言
わ
れ
て
農
夫
は
ほ
く
ほ
く
し
た
。
だ
っ
て
ね
え
、
こ
う
考
え

た
の
だ
か
ら
。
─
─
聖
書
に
ゃ
書
か
れ
と
る
で
ね
え
か
。「
穀
物
を
碾こ

な

す
牛
に
口く

つ
ご籠
を
か
く
可べ

か

ら
ず（

（19
（

」
と
な
あ
。
こ
い
つ
は
そ
の
牛
み

た
い
な
も
ん
だ
て
、
と
。
さ
て
、
豚
ど
も
が
皆
解
体
さ
れ
て
、
腸ソ

ー
セ
ー
ジ

詰
め
が
茹ゆ

で
ら
れ
、
食
事
に
あ
い
な
る
と
、
山
の
精
は
饗
宴
を
お
っ

ぱ
じ
め
た
。
腸ソ

ー
セ
ー
ジ

詰
め
を
一
本
ぱ
く
り
。
も
う
一
本
ぱ
く
り
。
さ
ら
に
ま
た
ぱ
く
り
。
─
─
と
う
と
う
農
夫
は
、
こ
れ
で
充
分
だ
ろ
う
、

と
思
っ
た
の
だ
が
、
さ
に
あ
ら
ず
。
肉
屋
は
ま
だ
ま
だ
長
い
こ
と
も
う
結
構
と
は
せ
ず
、
喰
ら
い
に
喰
ら
い
続
け
、
百
と
五
十
本
の

腸ソ
ー
セ
ー
ジ

詰
め
を
平
ら
げ
、
も
っ
と
無
い
か
、
と
後
ろ
を
振
り
返
っ
た
が
、
何
も
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
口
を
拭
い
て
い
わ
く
「
わ
っ

し
ら
が
あ
れ
っ
ぱ
か
り
し
か
腸ソ

ー
セ
ー
ジ

詰
め
を
作
ら
な
か
っ
た
の
は
な
ん
と
も
残
念
さ
ね
。
も
う
す
ぐ
ま
た
豚
公
を
潰
さ
な
に
ゃ
な
ら
ね
え
だ

な
」。
そ
し
て
消
え
失
せ
た
。
─
─
ま
ん
ま
と
瞞だ

ま

く
ら
か
さ
れ
た
の
に
気
付
い
た
農
夫
と
そ
の
お
か
み
さ
ん
、
そ
れ
か
ら
子
ど
も
た
ち

は
、
失な

く
な
っ
た
見
事
な
腸ソ

ー
セ
ー
ジ

詰
め
を
惜
し
が
っ
て
わ
い
わ
い
泣
き
喚わ

め

い
た
。
で
も
そ
の
後あ

と

、
燻く

ん
せ
い製

室
へ
豚

ハ

ム

の
塩
漬
け
腿
肉
を
運
ん
で
行

く
と
、
な
ん
と
ま
あ
、
百
五
十
本
の
腸ソ

ー
セ
ー
ジ

詰
め
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
実
に
壮
観
だ
っ
た
。
一
同
大
喜
び
し
た
。
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六
四
三　
リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
の
馬
た
ち

山ゲ
ビ
ル
ゲ地

の
主ぬ

し

が
、
他
の
独
裁
君
主
と
同
様
、
六
頭
立
て
の
馬
車
に
乗
る
の
を
好
ん
だ
こ
と
は
既
に
触
れ
た
。
あ
る
時
、
白
馬
を
揃そ

ろ

え
た

こ
う
し
た
仕
立
て
の
馬
車
で
進
む
精
に
、
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
副
連
隊
長（

（19
（

〔
＝
陸
軍
中
佐
〕
が
行
き
逢
っ
た
。
頃
は
三
十
年
戦
争
の

最
中
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
兵
な
る
も
の
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
兵
と
ご
同
様
、
自
分
の
所
有
で
な
い
物
を
な
ん
で
も
ひ
ど
く
欲
し
が
っ
た
連
中

だ
が
、
あ
い
に
く
そ
の
節
は
休
戦
中
だ
っ
た
の
で
、
副
連
隊
長
殿
は
あ
え
て
お
お
っ
ぴ
ら
に
巻
き
上
げ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
彼
は

側
近
の
部
下
を
従
え
、
シ
レ
ジ
ア
の
貴
族
の
だ
ろ
う
と
推
量
し
た
馬
車
の
扉
際
に
馬
を
乗
り
付
け
、
羽
根
飾
り
付
き
帽
子
を
ち
ょ
い
と

持
ち
上
げ
て
言
っ
た
。「
御ご

ぜ
ん前
、
い
か
が
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
、
御
前
の
白
馬
を
我
ら
の
輜し

ち
ょ
う
ば

重
馬
と
取
り
替
え
て
戴い

た
だ

け
ま
せ
ん
で
し
ょ

う
か
。
我
ら
は
ま
だ
ま
だ
何
哩マ

イ
ルも
行
軍
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
が
、
馬
ど
も
は
疲
れ
切
っ
て
お
り
ま
す
。
御
前
は
お
近
く
の
町
へ
行
か
れ

る
だ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。
お
帰
り
の
砌み

ぎ
り

、
我
ら
、
お
馬
と
我
ら
の
馬
匹
を
ま
た
取
り
替
え
ま
す
る
が
」。
い
か
に
も
雅
や
か
な
礼

儀
作
法
を
心
得
た
貴
紳
然
と
し
た
山
の
精
は
、
こ
ち
ら
も
被
っ
て
い
る
三
角
帽
に
手
を
触
れ
て
会
釈
を
返
し
て
い
わ
く
「
わ
し
の
白
馬

ど
も
は
貴
官
の
ご
随
意
に
お
使
い
く
だ
さ
れ
い
。
交
換
の
儀
は
一
向
構
い
ま
せ
ぬ
」。
そ
こ
で
副
連
隊
長
は
こ
っ
そ
り
指
図
し
て
、
輜

重
馬
の
内
最
も
憐あ

わ

れ
憫び

ん
ぜ
ん然
た
る
六
頭
を
こ
の
田
舎
貴
族
の
馬
車
の
前
に
繫つ

な

が
せ
、
今
や
我
が
物
と
な
っ
た
見
事
な
白
馬
た
ち
を
眺
め

て
お
腹
の
中
で
大
笑
い
し
た
。
だ
っ
て
ね
え
、
こ
れ
を
ま
た
き
ち
ん
と
ご
返
却
つ
か
ま
つ
ろ
う
な
ん
て
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
の
だ
か

ら
。
そ
れ
か
ら
双
方
と
も
鄭て

い
ち
ょ
う重

に
挨あ

い
さ
つ拶

を
交
わ
し
て
別
れ
た
。
と
こ
ろ
が
翌
朝
宿
営
先
で
、
副
連
隊
長
の
部
下
の
兵へ

い
た
ん
し
ゃ

站
車
輌り

ょ
う
ち
ょ
う

長
が
白

馬
た
ち
に
再
び
馬
具
を
着
け
よ
う
と
し
た
時
、
飼か

い
ば
お
け

葉
桶
に
結
ば
れ
て
い
た
の
は
六
つ
の
大
き
な
藁わ

ら
た
ば束
で
、
白
馬
た
ち
は
人
知
れ
ず
お
さ

ら
ば
を
決
め
込
ん
で
い
た
。
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六
四
四　
リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
の
樹

あ
る
農
夫
に
地
主
貴
族
が
殿
様
と
し
て
、
大
き
な
柏

ア
イ
ヒ
ェを

一
本
森
か
ら
運
ん
で
来
る
よ
う
命
じ
た
。
農
夫
は
馬
を
一
頭
荷
馬
車
に
繫つ

な

い

で
森
の
中
へ
と
出
掛
け
た
が
、
太
い
柏

ア
イ
ヒ
ェの
巨
木
を
車
に
載
せ
る
な
ん
て
、
い
わ
ん
や
一
頭
立
て
で
そ
こ
か
ら
運
び
出
す
な
ん
て
、
で

き
っ
こ
な
い
こ
と
に
す
ぐ
気
付
い
た
。
け
れ
ど
も
無
慈
悲
な
領
主
の
怒
り
と
罰
も
恐
ろ
し
く
、
さ
な
が
ら
木
木
に
向
か
っ
て
、
助
け
て

く
れ
え
、
と
懇
願
す
る
か
の
よ
う
に
、
森
の
中
で
わ
い
わ
い
嘆
き
悲
し
ん
だ
。
す
る
と
猟
服
を
着
た
男
が
森
か
ら
出
て
来
て
、
農
夫
に

何
を
嘆
い
て
い
る
の
か
問
い
質た

だ

し
、
安
心
し
ろ
、
と
慰
め
、
空
手
で
家
に
帰
る
が
い
い
、
自
分
が
配
下
の
猟
師
助
手
や
木き

こ
り樵

た
ち
の
手

を
借
り
、
無
報
酬
で
、
た
だ
ち
に
樹
を
郷
士
の
許も

と

に
届
け
よ
う
、
と
言
っ
て
く
れ
た
。
農
夫
は
胸
の
重
荷
が
取
れ
て
浮
き
浮
き
と
家

に
帰
っ
た
。
一
方
山
の
精
は
夜
更
け
に
例
の
柏

ア
イ
ヒ
ェを
逞た

く
ま

し
い
大
枝
も
何
も
す
っ
か
り
丸
ご
と
背
中
に
背し

ょ負
っ
て
郷
士
邸
の
玄
関
前
に
運
ん

だ
。
で
っ
か
い
そ
の
幹
が
玄
関
の
扉
を
が
っ
ち
り
押
さ
え
た
の
で
、
だ
れ
一
人
出
入
り
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
郷
士
が
窓
か
ら
奉
公
人

た
ち
に
、
す
ぐ
樹
を
片
付
け
ろ
、
と
言
い
付
け
る
様
子
は
愉
快
な
眺
め
だ
っ
た
。
し
か
し
樹
は
鉄
で
で
き
て
い
る
か
の
よ
う
に
ど
っ
し

り
動
か
な
い
。
そ
こ
で
郷
士
は
、
樹
を
鋸

の
こ
ぎ
りで
挽ひ

き
切
り
、
斧お

の

で
割
っ
て
、
扉
の
前
を
空
け
ろ
、
と
怒
鳴
っ
た
。
し
か
し
斧
と
い
う
斧
は

相
手
が
響き

ょ
う
が
ん岩
で（

（19
（

で
も
あ
る
か
の
よ
う
に
ぼ
ろ
り
と
砕
け
て
し
ま
い
、
鋸
は
ど
れ
も
こ
れ
も
歯
が
欠
け
て
、
鋭
さ
は
提

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
琴
の
弓
以
下
に
な

る
と
い
う
始
末
。
柏

ア
イ
ヒ
ェは

石
と
な
っ
た
の
か
、
石
み
た
い
に
な
っ
た
の
か
、
い
ず
れ
に
せ
よ
殿
様
邸
の
前
に
転
が
っ
た
ま
ま
で
び
く
と
も

し
な
い
。
そ
こ
で
郷
士
は
玄
関
を
新
た
に
開
け
さ
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
の
小
改
造
は
建
築
職
人
、
壁
工
、
大
工
、
指
物
師
、
錠
前
師
、

漆し
っ
く
い喰
屋
を
大
勢
必
要
と
し
、
柏

ア
イ
ヒ
ェの
値
打
ち
の
三
倍
も
物
入
り
だ
っ
た
。

こ
れ
と
そ
っ
く
り
の
伝
説
が
オ
ラ
ン
ダ
に
も
あ
り
、
こ
れ
は
、
あ
る
お
助
け
妖
精
が
苛
酷
過
ぎ
る
郷
士
の
玄
関
前
に
樹
を
一
本
投
げ
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出
し
、
だ
れ
一
人
出
入
り
で
き
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
も
の
。

リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
の
伝
説
は
広
く
流
布
し
て
い
て
、
あ
ま
り
に
も
そ
の
数
が
多
い
の
で
、
そ
の
紹
介
は
ま
ず
ま
あ
こ
ん
な
と
こ
ろ

で
良
し
と
し
よ
う
。
周
知
の
「
蕪

リ
ュ
ー
ベ
ン
ツ
ェ
ー
レ
ン

数
え
」
に
関
す
る
言
い
伝
え（

（19
（

は
こ
れ
に
は
入
ら
な
い
。
こ
の
物
語
は
近
世
の
所
産
で
あ
る
。
民
衆

は
近
世
の
幾
つ
か
の
本
や
旅
人
を
通
じ
て
初
め
て
こ
れ
を
知
る
の
で
あ
り
、
リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
古
文
献
に
は

一
言
半
句
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

六
四
五　
シ
レ
ジ
ア
の
酒
豪

ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
騎
士
ボ
ー
ス
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
八
〇
）
や
最
後
の
ク
レ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
伯
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
九
七
）
が
酒
道
に
精
進
し
て
雄
雄
し

く
勳い

さ
お

を
挙
げ
た
よ
う
に
、
神
の
嘉よ

み

し
た
も
う
邦く

に

シ
レ
ジ
ア（

（19
（

も
ま
た
勇
猛
果
敢
な
ご
同
輩
に
事
欠
か
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
や
は
り
長
靴

片
っ
ぽ
丸
丸
で
も
へ
い
ち
ゃ
ら
だ
っ
た（

（19
（

の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
こ
う
し
た
人
人
を
生
み
出
し
た
の
は
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ン
ハ
ウ
ス（

（19
（

を
居
城
と

す
る
い
と
も
高
貴
な
る
一
族
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ニ
ヒ
ェ
ン
の
殿
た
ち（

（19
（

で
あ
る
。
そ
の
始
祖
た
る
や
膂り

ょ
り
ょ
く力

は
ア
ナ
ク
の
子（

（20
（

の
ご
と
く
、
強
い
猟

人
と
し
て
さ
な
が
ら
ニ
ム
ロ
ド（

（20
（

の
ご
と
し
だ
っ
た
。
彼
は
自
分
目
掛
け
て
突
進
し
て
来
た
荒
れ
狂
う
牡

お
す
い
の
し
し
猪
の
両
耳
を
引
っ
摑つ

か

み
、
す
っ

か
り
お
と
な
し
く
な
る
ま
で
ぐ
い
ぐ
い
振
り
回
し
、
そ
れ
か
ら
粉
袋
み
た
い
に
肩
に
ど
さ
り
と
懸
け
、
担
い
で
戻
っ
た
。
そ
の
報
償
と

し
て
ボ
ヘ
ミ
ア
の
女
王
リ
ブ
ッ
サ（

（20
（

の
義
兄
と
な
っ
た
─
─
あ
り
が
た
い
こ
と
に
女
王
の
姉
姫
カ
ー
シ
ャ
が
結
婚
を
承
諾
し
て
く
れ
た
の

で
。
こ
の
始
祖
の
後こ

う
え
い裔

の
一
人
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ニ
ヒ
ェ
ン
は
─
─
古
記
録
に
よ
れ
ば
─
─
剣
に
も
槍
に
も
〔
神

聖
ロ
ー
マ
皇
帝
の
〕
追
放
令
に
も
〔
教
会
か
ら
の
〕
破
門
宣
告
に
も
び
く
と
も
し
な
か
っ
た
が
、「
そ
の
父パ

ト

リ

ブ

ス

親
た
ち
な
り
し
ロ
イ
ブ
ス

城
お
よ
び
グ
リ
ュ
ッ
サ
ウ
城
の
酒
蔵
主
任
に
の
み（

（20
（

こ
れ
が
し
ば
し
ば
成
功
せ
り
。
彼
ら
の
至
高
至
上
の
力
を
根
気
よ
く
行
使
す
る
こ
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と
に
よ
り
て
」。
け
だ
し
酒さ

か
だ
る樽
の
中
に
憩
う
て
い
る
力
で
あ
る
。
更
に
後
世
の
子
孫
の
一
人
ブ
ル
ク
マ
ン
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ニ

ヒ
ェ
ン
─
─
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ン
ハ
ウ
ス
、
コ
ル
プ
ニ
ッ
ツ
、
ホ
ー
エ
ン
ド
ル
フ
、
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
ス
ド
ル
フ
、
リ
ー
ベ
ナ
ウ
、
ホ
ー
エ
ン

フ
リ
ー
ト
ベ
ル
ク
の
殿
─
─
は
愛
用
の
酒
杯
を
持
っ
て
い
て
、
こ
れ
に
は
丁
度
一
カ
ン
ネ（

（20
（

入
っ
た
が
、
こ
ん
な
乾
杯
の
辞
が
記
さ
れ
て

い
た
。

ひ
た
す
ら
に
名
誉
を
恃た

の

め
我
が
族

う
か
ら

（
（20
（

彼
自
身
名
誉
を
、
剣け

ん
げ
き戟

を
、
そ
し
て
酒
道
を
恃
み
と
し
、
百
十
歳
ま
で
生
き
た
。
ハ
ン
ス
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ニ
ヒ
ェ
ン
は
自

身
が
綴
っ
た
自
伝
で
、
自
分
は
「
古ア

レ
ン
・
ゾ
イ
ホ
イ
ゼ
ル

い
豚
館
」（

（20
（

─
─
一
族
の
根
城
た
る
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ン
ハ
ウ
ス
を
民
衆
は
こ
う
称
し
た
─
─
な
る
幹

か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
に
落
ち
た
真
正
の
林り

ん
ご檎
で
あ
る
〔
＝
紛
う
か
た
な
き
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ン
ハ
ウ
ス
家
の
血
筋
で
あ
る
〕、
と
宣
言

し
て
い
る
。
ヴ
ォ
ー
ラ
ウ（

（20
（

近
郊
の
ヘ
レ
ン
＝
モ
ッ
チ
ェ
ル
ミ
ッ
ツ
城
に
蟠ば

ん
き
ょ踞

し
た
─
─
そ
し
て
ど
う
や
ら
し
ば
し
ば
酔
っ
て
寝
っ
転
が

り
も
し
た
─
─
ゲ
オ
ル
ク
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ニ
ヒ
ェ
ン
殿
は
伝
統
あ
る
ド
イ
ツ
酒
豪
道
に
お
け
る
手て

だ練
れ
の

傑
物
だ
っ
た
。
あ
る
時
こ
の
貴
族
は
大
勢
の
酒
飲
み
仲
間
と
共
に
宴
席
に
就
い
て
い
た
。
お
客
の
中
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が
一
人
い
た
。

こ
の
御
仁
、
見
事
な
太
刀
捌さ

ば

き
〔
＝
飲
み
っ
ぷ
り
〕
を
見
せ
た
が
、
あ
の
民
族
特
有
の
大
言
壮
語
を
も
こ
と
と
し
た
。
で
、
傲ご

う
ま
ん
ふ
そ
ん

慢
不
遜

な
口
調
で
「
そ
れ
が
し
、
い
か
な
る
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
人
た
り
と
も
飲
み
潰つ

ぶ

し
て
み
せ
ま
し
ょ
う
ぞ
」
と
言
い
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
衆
っ
て
の
は
、
ド
イ
ツ
人
を
十じ

っ
ぱ把

一ひ
と
か
ら絡

げ
に
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
人
と
片
付
け
て
、
心
底
軽
ん
じ
て
い
た
わ
け
。

こ
の
宴
会
は
も
う
四
時
間
も
続
い
て
お
り
、
一
同
、
頭
が
か
っ
か
と
火
照
っ
て
い
た
。
館
の
主
人
は
、
ド
イ
ツ
国
民
の
栄
誉
を
擁
護
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
感
じ
、
こ
う
言
っ
た
。「
伯
爵
殿
は
賭
け
を
な
さ
ろ
う
と
な
。
し
か
ら
ば
ド
イ
ツ
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
飲
み
較く

ら

べ
と
参
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ろ
う
。
貴
殿
の
六
頭
立
て
豪エ

キ
パ
ー
ジ
ュ

華
馬
車
に
対
し
ド
ゥ
カ
ー
テ
ン
金
貨
一
千
枚
じ
ゃ
」。「
決ト

ッ

プ

ま
り
だ
」
と
ポ
ラ
ッ
ク208

。「
ト
カ
イ（

（20
（

を
四
十
本

卓
上
へ
運
べ
」
と
ゲ
オ
ル
ク
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ニ
ヒ
ェ
ン
は
叫
ん
だ
。
酒さ

か
び
ん壜

が
林
立
す
る
と
、
朴
直
な
ド
イ

ツ
人
は
飲
み
始
め
た
。
ト
カ
イ
を
一
本
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
健
康
を
祝
し
て
飲
み
乾ほ

す
─
─
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が
楽
し
げ
に
そ
れ
に
応
え

る
。
二
本
目
、
三
本
目
、
四
本
目
、
五
本
目
─
─
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が
乾
杯
を
返
す
。
も
う
一
度
五
本
、
そ
れ
か
ら
再
び
五
本
、
ま
た
ま

た
五
本
─
─
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
は
落
ち
着
き
払
っ
て
献
酬
。
闘
士
は
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
二
十
本
の
壜
を
平
ら
げ
て
し
ま
っ
た
。
ポ
ー
ラ

ン
ド
人
は
剛ご

う
き毅

に
返
杯
を
果
た
し
、
負
け
る
気
配
は
露
ほ
ど
も
。
敵
な
が
ら
天
晴
れ
、
と
誉
め
讃た

た

え
ざ
る
を
得
ぬ
。「
年
代
物
の
ラ
イ

ン
葡ワ

イ

ン

萄
酒
を
こ
れ
へ
」
と
ゲ
オ
ル
ク
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ニ
ヒ
ェ
ン
殿
が
叫
ん
だ
。「
壜
で
は
あ
ま
り
に
ま
だ

る
っ
こ
い
。
馬
の
水み

ず
お
け桶

に
な
み
な
み
と
持
て
」。
ラ
イ
ン
葡ワ

イ

ン

萄
酒
が
満
杯
の
樽た

る

か
ら
桶
の
縁
ま
で
注
が
れ
た
。
ゲ
オ
ル
ク
・
ヴ
ィ
ル
ヘ

ル
ム
殿
は
桶
を
力
強
い
手
で
し
っ
か
と
摑つ

か

み
、
口く

ち
も
と許
ま
で
持
ち
上
げ
る
と
、
息
も
つ
か
せ
ず
ぐ
う
っ
と
飲
み
乾
し
、
ラ
イ
ン
の
美
酒
を

ハ
ン
ガ
リ
ア
生
ま
れ
の
益ま

す
ら
お

荒
男
と
女め

お
と夫
に
し
た
。

並
み
居
る
貴
顕
の
男
女
ら
は 

仰
天
す
る
や
ら
震
え
る
や
ら
。 

し
か
し
て
殿
は
悠
悠
と
桶
を
元
に
ぞ
戻
し
け
る
。

改
め
て
ラ
イ
ン
葡ワ

イ

ン

萄
酒
が
滔と

う
と
う滔

と
桶
の
中
へ
迸

ほ
と
ば
しり

、
ゲ
オ
ル
ク
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
殿
は
こ
れ
を
持
ち
、「
し
っ
か
と
し
た
る
足
取
り

に
て
」、
一
滴
た
り
と
も
零こ

ぼ

す
こ
と
な
く
、
敵
手
に
向
か
っ
て
歩
み
寄
り
、
酒さ

け
い
く
さ戦
の
飲
み
物
を
差
し
出
し
た
。
ち
な
み
に
こ
の
愛
国
の

壮
挙
が
行
わ
れ
た
の
は
城
館
の
中
庭
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
顔
は
死
人
の
よ
う
に
蒼あ

お

く
な
り
、
つ
と
十
字
を
切
る
と
、
片
手
を
挙
げ
て
別



87

『ドイツ伝説集』（一八五三）試訳（その十三） 鈴木 滿 訳・注



武蔵大学人文学会雑誌　第48巻第 1号

88

れ
を
告
げ
、
ひ
っ
そ
り
と
徒
歩
で
城
門
か
ら
出
て
行
っ
た
。
ゲ
オ
ル
ク
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ニ
ヒ
ェ
ン
殿
は
桶

を
腕
に
抱
え
た
ま
ま
礼
儀
正
し
く
貴き

ひ
ん賓

を
送
っ
て
行
き
、
賭
け
で
嬴か

ち
え
た
素
晴
ら
し
い
六
頭
立
て
四カ

ロ

ッ

ス

輪
馬
車
を
、
愛
す
る
祖
国
ド
イ

ツ
の
酒
豪
の
誉
れ
の
救
済
者
と
し
て
心
楽
し
く
う
ち
眺
め
た
。

後
に
こ
の
名
勝
負
は
そ
の
全
て
の
景
物
も
ろ
と
も
見
事
な
彫
刻
と
な
り
、
ヘ
レ
ン
＝
モ
ッ
チ
ェ
ル
ミ
ッ
ツ
城
の
厩き

ゅ
う
し
ゃ舎

上
に
飾
ら
れ
、

シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ニ
ヒ
ェ
ン
家
の
一
員
が
成
し
遂
げ
た
偉
業
の
証あ

か
し

と
し
て
今
日
ま
で
残
っ
て
い
る
。

六
四
六　
黄

デ
ア
・
ギ
ュ
ル
ド
ネ
・
エ
ー
ゼ
ル

金
の
驢
馬

小
さ
い
町
町
は
小
さ
い
な
り
に
そ
れ
ぞ
れ
、
諸
民
族
は
大
き
い
な
り
に
そ
れ
ぞ
れ
、
お
互
い
を
綽あ

だ
な名
で
呼
ん
で
誉
め
た
り
貶け

な

し
た
り

す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
ス
イ
ス
人
を
乳ち

ち
し
ぼ搾
り
と
か
な
ん
と
か
と
い
う
具
合
。
シ
レ
ジ
ア
人
も
ご
多
分
に
漏も

れ
な
か
っ
た
が
、

こ
れ
が
あ
ま
り
結
構
と
は
申
し
兼
ね
る
。
昔
彼
ら
は
驢ろ

ば

く

馬
喰
い
と
言
わ
れ
た（

（21
（

。
彼
ら
は
邦く

に

に
初
め
て
入
っ
て
来
た
驢
馬
を
で
っ
か
い

兎う
さ
ぎ

と（
（21
（

思
い
込
み
、
潰つ

ぶ

し
て
、
焙や

い
て
、
平
ら
げ
ち
ゃ
っ
た
と
か
が
そ
の
理
由
。
け
れ
ど
も
こ
の
ち
ょ
い
と
粗
野
な
揶や

ゆ揄
に
は
ま
る
き

り
別
の
由
来
・
起
源
も
あ
る
そ
う
な
。
オ
ー
ダ
ー
河
畔
の
ブ
リ
ー
ク（

（21
（

近
く
に
豊
か
な
金
鉱
を
持
つ
山
並
み
が
あ
り
、
黄

デ
ア
・
ギ
ュ
ル
ド
ネ
・
エ
ー
ゼ
ル

金
の
驢
馬
と
呼

ば
れ
る
。
ひ
と
え
に
こ
の
金
鉱
の
お
蔭か

げ

で
た
っ
ぷ
り
飲
み
食
い
で
き
た
連
中
な
ら
、
驢
馬
喰
い
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
あ
る
ま
い
。
こ
の

山
に
は
─
─
伝
説
に
よ
れ
ば
だ
が
─
─
本
当
に
黄
金
で
で
き
た
驢
馬
が
埋
ま
っ
て
い
る
由
。
テテ

ュ
ー
リ
ン
ガ
ー
・
ヴ
ァ
ル
ト

ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
山
地
の
ゴ
ル
ト
ラ
ウ

タ
ー
近
く
な
る
黄
金
の
牡ヒ

ル
シ
ュ

角
鹿
伝
承
と
同
じ
で
あ
る
。
大
勢
が
こ
の
驢
馬
っ
子
を
発
掘
し
よ
う
と
試
み
た
が
、
皆
目
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
。
三
十
年
戦
争
時
代
、
ブ
リ
ー
ク
に
宿
営
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
軍
の
一
連
隊
長（

（21
（

〔
＝
陸
軍
大
佐
〕
が
こ
の
財
宝
の
こ
と
を
聞
き
付

け
、
せ
っ
せ
と
掘
ら
せ
た
。
シ
レ
ジ
ア
か
ら
黄
金
の
驢
馬
っ
子
を
連
れ
出
し
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
乗
っ
て
帰
り
た
か
っ
た
わ
け
。
す
ん
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で
の
と
こ
ろ
で
こ
の
黄
金
、
連
隊
長
殿
の
指
に
触
れ
そ
う
に
な
っ
た
。
人に

ん
そ
く足
た
ち
が
あ
る
穴
蔵
の
深
い
通
路
で
実
際
驢
馬
の
皮
を
発
見

し
た
の
だ
。
そ
し
て
こ
の
皮
に
ド
ゥ
カ
ー
テ
ン
金
貨
が
何
百
枚
も
包
ま
れ
て
い
た
。
し
か
も
こ
ん
な
文
句
が
記
さ
れ
て
。
い
わ
く
。

金
貨
が
お
い
ら
の
餌え

さ

な
の
さ
。 

近
く
に
い
る
ぞ
よ
、
母
ち
ゃ
ん
は
。

そ
こ
で
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
驢
馬
っ
子
の
傍
に
そ
の
母
驢
馬
を
見
つ
け
よ
う
と
更
に
し
ゃ
か
り
き
と
な
り
、
一
同
い
や
も
う
掘
り
に

掘
っ
た
。
す
る
と
突
然
壁
が
が
ら
が
ら
っ
と
崩
れ
、
穴
掘
り
人
夫
た
ち
と
財
宝
を
埋
め
て
し
ま
っ
た
。
─
─
フ
ィ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ハ
村
の

傍
に
キ
ッ
ト
ナ
ー
山ベ

ル
ク

が
あ
る
が
、
こ
の
山
中
に
も
黄
金
の
驢
馬
が
埋
も
れ
て
い
る
。
だ
れ
か
が
見
つ
け
れ
ば
、
フ
ィ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ハ
は

都
市
に
な
り
、
驢
馬
の
発
見
者
は
初
代
市
長
に
な
る
。
黄
金
の
驢
馬
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
残
念
だ（

（21
（

。

六
四
七　
子
ど
も
た
ち
の
信
心

既
に
中
世
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
で
子
ど
も
十
字
軍
─
─
こ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
回
顧
し
て
み
た
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
八
八
）
─
─
が
、
訳
の
分

か
ら
な
い
衝
動
─
─
こ
れ
は
突
然
目
覚
め
、
子
ど
も
ら
を
大
挙
し
て
異
常
か
つ
奇
妙
な
行
動
に
走
ら
せ
た
─
─
に
駈か

ら
れ
て
立
ち
上

が
っ
た
よ
う
に
、
ず
っ
と
近
世
で
は
あ
る
が
シ
レ
ジ
ア
で
も
こ
れ
が
起
こ
っ
た
。
信
心
に
燃
え
群
れ
を
成
し
て
礼
拝
し
よ
う
と
い
う
熱

病
・
衝
動
が
一
七
〇
八
年
突
然
子
ど
も
た
ち
を
襲
っ
た
。
こ
の
邦く

に

の
さ
ま
ざ
ま
な
諸
侯
領
、
伯
爵
領
、
貴
族
領
で
、
同
一
の
日
、
し
か

も
ま
だ
気
候
厳
し
い
季
節
で
あ
る
二
月
の
十
四
日
に
発
生
し
た
の
だ
。
子
ど
も
た
ち
は
朝
ま
だ
き
町
町
村
村
か
ら
ど
っ
と
野
外
へ
繰
り
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出
し
た
。
だ
れ
に
誘
わ
れ
た
わ
け
で
も
な
い
。
六
歳
か
ら
十
四
歳
ま
で
の
男
の
子
・
女
の
子
で
、
幾
つ
も
幾
つ
も
仲
間
の
集
団
を
作

り
、
集
団
ご
と
に
聖
歌
指
導
者
を
選
ん
だ
。
こ
れ
が
終
わ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
聖
歌
指
導
者
の
合
図
で
子
ど
も
た
ち
は
地
面
に
伏
し
、

顔
を
下
に
向
け
た
ま
ま
、
静
か
に
主フ

ァ
ー
タ
ー
・
ウ
ン
ザ
ー

の
祈
り
を
唱
え
た
。
そ
れ
か
ら
再
び
立
ち
上
が
り
、
聖
歌
の
内
で
も
最
も
美
し
い
唄
を
歌
い
始
め

た
。「
最
愛
の
イ
エ
ス
よ
、
我
ら
こ
こ
に
集
い
て（

（21
（

」
と
か
「
時
は
確
か
に
至
れ
り（

（21
（

」
と
か
「
悲
し
む
な
か
れ
、
イ
エ
ス
が
そ
な
た
を
愛

す
る
限
り（

（21
（

」
な
ど
。
そ
れ
か
ら
小
さ
な
聖
歌
指
導
者
は
詩
篇
や
祈き

と
う禱

書
か
ら
世
相
に
ぴ
っ
た
り
合
っ
た
説
教
を
し
、
祈
禱
を
捧
げ
も
し

た
─
─
し
か
も
跪

ひ
ざ
ま
ずい

て
。
そ
れ
か
ら
祝
福
が
行
わ
れ
、
閉
式
の
聖
歌
が
歌
わ
れ
た
。
解
散
に
当
た
り
、
翌
日
の
午
前
十
一
時
お
よ
び
午

後
三
時
と
次
回
の
集
会
が
決
め
ら
れ
、
全
員
に
告
げ
ら
れ
た
。
こ
の
熱
烈
な
信
心
熱
は
子
ど
も
た
ち
の
心
を
し
っ
か
り
縛
っ
た
の
で
、

彼
ら
は
大
人
の
言
い
付
け
・
意
向
に
逆
ら
っ
て
さ
え
礼
拝
を
行
い
に
家
か
ら
逃
げ
出
し
た
。
そ
こ
で
こ
の
な
ん
と
も
奇
妙
な
野
外
集

会
を
禁
じ
、
子
ど
も
狂
信
者
た
ち
を
そ
れ
ぞ
れ
の
家
、
学
校
、
教
会
で
の
礼
拝
に
引
き
戻
す
と
い
う
強
制
措
置
を
執
ら
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
。
─
─
こ
の
事
件
で
思
い
出
す
の
は
一
四
四
八
年
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
・
ハ
ル
の
少
年
た
ち
が
巡
礼
熱
に
罹か

か

っ
た
こ
と
（
Ｄ

Ｓ
Ｂ
八
七
九
）
で
あ
る
。

六
四
八　
ツ
ォ
プ
テ
ン
山ベ

ル
ク

の
話

都
市
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ド
ニ
ッ
ツ（

（21
（

近
郊
に
突と

っ
こ
つ兀
た
る
一
山
塊
が
あ
る
。
こ
れ
は
恐
ろ
し
く
も
絵
の
よ
う
に
美
し
い
自
然
の
景
観
に
溢
れ

て
お
り
、
も
ろ
も
ろ
の
口
碑
に
満
ち
て
い
る
。
こ
の
ツ
ォ
ッ
テ
ン
山ベ

ル
ク

、
あ
る
い
は
ツ
ォ
プ
テ
ン
山

ベ
ル
ク

に（
（21
（

は
シ
レ
ジ
ア
の
風か

ざ
み
ど
り

見
鶏
の
名
が
あ

る
。
山
の
胎
内
は
途
方
も
な
い
財
宝
で
一
杯
だ
そ
う
な
。
か
つ
て
盗
賊
城
が
山
頂
に
築
か
れ
て
い
た
。
居
を
構
え
て
い
た
の
は
鉄ハ

ン
マ
ー
シ
ュ
ラ
ー
ク

鎚
打
ち

と
し
か
呼
ば
れ
ぬ
騎
士
だ
っ
た
。
こ
の
男
、
剣
は
用
い
ず
、
鉄て

つ
つ
い鎚
を
揮ふ

る

っ
て
人
人
を
打
ち
殺
し
た
の
で
あ
る
。
最
初
の
一
撃
を
免
れ
て
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も
、
三
度
目
で
生
き
残
れ
る
者
は
つ
い
ぞ
無
か
っ
た
。
と
う
と
う
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ド
ニ
ッ
ツ
の
市
民
た
ち
が
身
を
守
ろ
う
と
敢
然
と
立
ち

上
が
り
、
城
は
攻
略
さ
れ
、
城
主
と
一
味
徒
党
の
頭
分
ど
も
は
瓦が

れ
き礫
の
下
に
埋
も
れ
た
。
以
後
彼
ら
は
城
の
奥
底
で
己お

の
れ

の
非
道
な
所
業

を
悔
悟
し
て
い
る
。
一
五
七
〇
年
の
昔
、
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
あ
る
日
曜
日
、
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
ベ
ー
ア
な
る
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ド
ニ
ッ
ツ

の
市
民
が
、
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
し
て
い
た
よ
う
に
、
ツ
ォ
プ
テ
ン
山
頂
へ
散
策
を
し
た
。
す
る
と
偶
然
以
前
に
は
目
に
し
た
憶お

ぼ

え
の

な
い
洞ど

う
く
つ窟
に
行
き
当
た
っ
た
。
中
か
ら
風
が
吹
き
出
し
て
い
た
。
彼
は
訝い

ぶ
か

し
く
て
な
ら
な
か
っ
た
が
、
中
に
は
入
ら
ず
、
帰
途
に
就
い

た
。
し
か
し
こ
の
穴
の
こ
と
は
日
夜
脳の

う
り裡
か
ら
去
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
次
の
日
曜
日
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
ベ
ー
ア
は
ま
た
ツ
ォ
プ
テ
ン
に

登
り
、
例
の
洞
穴
を
見
つ
け
、
勇
気
を
出
し
て
中
に
踏
み
込
ん
だ
。
巖い

わ

の
通
路
を
歩
い
て
行
く
と
、
巖が

ん
く
つ窟
部
屋
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ

た
。
硝ガ

ラ
ス子

窓
を
通
し
て
中
か
ら
明
る
い
光
が
射
し
て
来
る
扉
を
三
度
叩
い
て
歩
み
入
っ
た
。
巖
窟
部
屋
に
は
鍵
盤
が
金
銀
の
小ポ

ー
ジ
テ
ィ
ー
フ

型
風
琴
が（

（22
（

あ
っ
た
。
ベ
ー
ア
が
弾
い
て
み
る
と
、
ま
こ
と
に
素
晴
ら
し
い
荘
重
な
音
色
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
巖
窟
の
中
央
に
丸
卓テ

ー
ブ
ル子
が
あ
る
の
に
気

付
い
た
。
卓テ

ー
ブ
ル子
に
は
丈
高
く
、
色
蒼あ

お
ざ褪
め
、
極
め
て
痩
せ
衰
え
た
三
人
の
老
人
─
─
騎
士
の
普
段
着
を
纏ま

と

い
、
平バ

レ

ッ

ト

底
縁
無
し
帽
を
被
っ

て
い
る
─
─
が
懊お

う
の
う悩

の
態て

い

で
体
を
震
わ
せ
な
が
ら
坐
っ
て
い
た
。
三
人
の
前
の
卓
上
に
は
黄
金
の
補
強
金
具
が
付
い
た
黒
天ビ

ロ
ー
ド

鵞
絨
装そ

う
て
い幀

の
大
判
の
書
物
が
置
か
れ
て
い
た
。
ヨ
ー
ハ
ン
・
ベ
ー
ア
は
男
た
ち
に
「
アパ

ク

ス

・

ヴ

ォ

ー

ビ

ス

ナ
タ
ガ
タ
ニ
平
安
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
」（

（22
（

と
声
を
掛
け
た
。
男
た

ち
は
そ
れ
に
対
し
ぞ
っ
と
す
る
よ
う
な
声
音
で
異い

く口
同ど

う
お
ん音
に
「
コヒ

ッ

ク

・

ヌ

ラ

・

パ

ク

ス

コ
ニ
全
ク
平
安
無
シ
」（

（22
（

と
応
じ
た
。
ベ
ー
ア
は
男
た
ち
に
近
づ
き
な

が
ら
も
う
一
度
「
主パ

ク

ス

・

ヴ

ォ

ー

ビ

ス

・

イ

ン

・

ノ

ミ

ネ

・

ド

ミ

ニ

ノ
御
名
ニ
オ
イ
テ
ア
ナ
タ
ガ
タ
ニ
平
安
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
」（

（22
（

と
言
っ
た
。
し
か
し
老
人
ら
は
疲
れ
た
声
で
震
え
な
が
ら

「
コヒ

ッ
ク
・
ノ
ン
・
パ
ク
ス

コ
ニ
平
安
無
シ
」（

（22
（

と
囁さ

さ
や

い
た
。
そ
こ
で
ベ
ー
ア
は
丸
卓テ

ー
ブ
ル子

の
間
近
に
寄
り
、
も
う
一
度
「
主パ

ク

ス

・

ヴ

ォ

ー

ビ

ス

・

イ

ン

・

ノ

ミ

ネ

・

ナ
ル
我
ラ
ガ
い
え
ず
す
・
く
り
す
と
ぅ
す

ノド

ミ

ニ

・

ノ

ス

ト

リ

・

イ

エ

ズ

ー

・

ク

リ

ス

テ

ィ

御
名
ニ
オ
イ
テ
ア
ナ
タ
ガ
タ
ニ
平
安
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
」（

（22
（

と
言
っ
た
。
老
人
た
ち
は
そ
れ
に
全
く
応
答
せ
ず
、
黒
い
書
物
を
指
し
示
し
、

そ
れ
を
開
き
、
そ
の
書
名
を
指
差
し
た
。
そ
れ
に
は
『
服

リ
ベ
ル
・
オ
ベ
デ
ィ
ア
ン
テ
ィ
ア
エ

従
ノ
書
』（『
贖し

ょ
く
ざ
い罪
の
書
』）
と
記
さ
れ
て
い
た
。「
あ
な
た
が
た
は
だ
れ

な
の
で
す
」
と
ベ
ー
ア
が
問
う
と
、「
我
ら
は
自
ら
を
知
ら
ぬ
」
と
相
手
は
答
え
た
。「
あ
な
た
が
た
は
こ
こ
で
何
を
し
て
い
る
の
で
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す
」
と
更
に
問
う
と
、「
我
ら
は
最
後
の
審
判
と
我
ら
の
所
業
の
報
い
を
こ
こ
で
怖お

じ
懼お

そ

れ
な
が
ら
待
っ
て
お
る
の
だ
」
と
の
返
辞
。

「
ど
ん
な
所
業
な
の
で
す
」
と
訊き

き
返
す
と
、
彼
ら
は
脇
の
巖
窟
部
屋
を
指
し
た
。
ヨ
ー
ハ
ン
が
帳と

ば
り

を
引
き
退
け
る
と
、
中
に
は
殺
人

の
武
器
、
頭ず

が
い
こ
つ

蓋
骨
、
ば
ら
ば
ら
の
骨
、
丸
ご
と
の
骸
骨
が
累る

い
る
い累

と
床
に
積
ま
れ
た
り
、
壁
に
下
が
っ
た
り
し
て
い
た
。「
あ
な
た
が
た

は
こ
う
し
た
殺
人
を
犯
し
た
と
認
め
る
の
で
す
か
」。
─
─
「
そ
う
だ
」。「
そ
れ
は
良
い
こ
と
で
す
か
、
悪
い
こ
と
で
す
か
」。
─
─

「
お
お
、
悪
い
、
悪
い
」。「
あ
な
た
が
た
は
そ
れ
を
心
か
ら
悔
い
て
い
る
の
で
す
か
」。
─
─
「
我
ら
に
は
分
か
ら
ぬ
。
も
う
訊き

く
な
」。

老
人
た
ち
は
そ
れ
だ
け
言
う
と
、
前
に
も
増
し
て
激
し
く
体
を
震
わ
せ
た
。
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
ベ
ー
ア
は
心
底
ぞ
っ
と
し
て
、
急
い
で

ツ
ォ
プ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
洞
穴
か
ら
立
ち
戻
っ
た
。
彼
に
は
二
度
と
洞
窟
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

六
四
九　
市
参
事
会
員
の
頭

シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ド
ニ
ッ
ツ
の
市
庁
舎
に
石
像
の
頭
部
が
長
い
こ
と
あ
っ
た
。
も
し
か
す
る
と
い
ま
だ
に
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ

れ
は
あ
る
恐
ろ
し
い
処
罰
を
偲し

の

ぶ
徴し

る
し

で
あ
る
。
昔
同
市
に
強
欲
の
悪
魔
に
取
り
憑つ

か
れ
た
年
寄
り
の
市
参
事
会
員
が
い
た
。
鴉

か
ら
す

を（
（22
（

一
羽

飼
っ
て
い
た
が
、
老
人
は
、
こ
れ
が
自
宅
の
窓
か
ら
翔と

ん
で
行
っ
て
、
壊
れ
た
硝ガ

ラ
ス子
窓
か
ら
市
庁
の
計
理
室
へ
入
り
込
み
、
金か

ね

─
─
部

屋
が
厳
重
に
守
ら
れ
て
い
る
の
で
、
し
ば
し
ば
錠
の
下
り
る
金
庫
に
入
れ
ず
机
上
に
放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
─
─
を
く
わ
え

て
ま
た
戻
っ
て
来
る
よ
う
仕
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
泥
棒
は
長
い
間
気
付
か
れ
ず
に
い
た
が
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
帳
尻
が
合
わ
な
い
の

で
、
と
う
と
う
窃
盗
行
為
が
判
明
し
た
。
そ
こ
で
印
を
付
け
た
貨
幣
を
置
い
て
お
く
と
、
鴉
は
や
は
り
こ
れ
を
次
次
に
運
ん
で
行
っ

た
。
こ
れ
が
証
拠
と
な
っ
て
市
参
事
会
員
の
犯
行
が
あ
っ
さ
り
明
る
み
に
出
た
。
そ
こ
で
彼
は
─
─
も
う
高
齢
で
は
あ
っ
た
が
─
─
驚

く
べ
き
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
。
市
庁
舎
塔
の
高
い
塔
冠
へ
登
ら
さ
れ
、
自
力
で
そ
こ
か
ら
下
り
て
来
る
か
、
そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
、
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高
み
で
そ
の
ま
ま
飢
え
死
に
せ
よ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
参
事
会
員
は
怯お

び

え
震
え
な
が
ら
よ
じ
登
り
、
そ
れ
か
ら
危
険
な
下
降
に
掛

か
っ
た
。
ほ
ん
の
僅
か
な
距
離
は
な
ん
と
か
な
っ
た
が
、
あ
る
石
の
手て

す摺
り
ま
で
来
る
と
、
そ
れ
以
上
は
前
に
も
後
ろ
に
も
進
め
な
く

な
り
、
そ
こ
で
立
ち
す
く
ん
で
し
ま
っ
た
。
雨
露
も
凌し

の

げ
ず
、
飲
み
物
も
食
べ
物
も
な
く
、
遂
に
は
狂
お
し
い
飢
え
に
駈か

ら
れ
て
我
と

我
が
肉
を
嚙
み
割
き
、
死
が
彼
を
憐あ

わ

れ
ん
で
く
れ
る
ま
で
─
─
と
い
う
の
も
人
人
は
憐
れ
ん
で
く
れ
な
か
っ
た
か
ら
だ
が
─
─
十
日
十

夜
立
ち
尽
く
し
た
。
そ
の
後
老
人
が
死
ん
だ
そ
の
場
所
に
そ
の
像
が
鴉
付
き
で
据
え
ら
れ
た
が
、
や
が
て
嵐
が
こ
の
前
代
未
聞
の
残
酷

さ
の
記
念
碑
を
塔
か
ら
吹
き
飛
ば
し
、
そ
の
頭
部
だ
け
が
そ
っ
く
り
残
っ
て
保
存
さ
れ
た
。

六
五
〇　
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
の
起
源

オ
イ
レ
ン
山ゲ

ビ
ル
ゲ地
と
ツ
ォ
プ
テ
ン
山ベ

ル
ク

の
間
に
位
置
す
る
都
市
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
バ
ッ
ハ（

（22
（

の
起
源
は
ご
く
昔
で
あ
る
。
既
に
我
ら
が
主し

ゅ

の
ご
生

誕
後
三
〇
〇
年
に
ル
カ
（
も
し
か
す
る
と
マ
イ
セ
ン
地
方
の
ル
カ
の
創
設
者
か
）
な
る
ロ
ー
マ
の
將
軍
が
フ
ラ
ン
ク
族
と
ヴ
ェ
ン
ド

人
を
従
え
て
こ
の
シ
レ
ジ
ア
の
地
に
入
っ
て
こ
こ
に
陣
営
を
張
り
、
古
き
ス
ラ
ヴ
の
神
ス
ヴ
ァ
ン
テ
ヴ
ィ
ト（

（22
（

の
像
が
立
っ
て
い
た
あ
る

森
に
神
殿
を
建
立
し
た
。
ド
イ
ツ
に
侵
入
し
て
掠
奪
を
恣

ほ
し
い
ま
まに
し
た
フ
ン
族
の
徒
党（

（22
（

が
、
九
二
五
年
メ
ル
ゼ
ブ
ル
ク
の
勝
利
の
会
戦（

（23
（

後
、

ア
ス
カ
ニ
ア
の
ド
ゥ
ー
ノ（

（23
（

と
リ
ン
ゲ
ル
ハ
イ
ム
の
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト（

（23
（

に
よ
っ
て
こ
こ
ま
で
追
跡
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
完
全
に
殲せ

ん
め
つ滅
さ
れ
た

の
も
こ
の
平
野
で
あ
る
。
フ
ン
族
ど
も
は
逃
れ
ら
れ
な
い
と
看
て
取
る
や
、
所
持
の
財
宝
を
ク
リ
ン
ケ
ン
川バ

ッ
ハ

に
沈
め
た
。
し
か
し
皇
帝

ハ
イ
ン
リ
ヒ
一
世（

（23
（

の
將
軍
の
一
人
─
─
そ
の
名
は
フ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
─
─
は
こ
れ
を
知
り
、
主
君
に
命
じ
ら
れ
て
川
を
浚さ

ら

い
、
そ

こ
に
町
を
建
設
し
た
。
川バ

ッ
ハ

で
豊ラ

イ

ヒ

か
な
財
宝
が
発
見
さ
れ
た
の
に
ち
な
ん
で
、
こ
の
町
は
豊ラ

イ
ヒ
ェ
ン
バ
ッ
ハ

か
な
川
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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六
五
一　
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
の
舞
踏
狂
た
ち

舞
踏
狂
と
か
跳
躍
狂
と
い
っ
た
民
衆
病
は
、
中
世
に
は
聖

ザ
ン
ク
トフ

ァ
イ
ト
の
踊
り
と
か
聖

ザ
ン
ク
トヨ

ハ
ン
ニ
ス
の
踊
り（

（23
（

と
か
名
付
け
ら
れ
、
そ

の
後
も
異
な
る
時
代
、
異
な
る
地
域
に
し
ば
し
ば
出
現
し
て
人
人
を
愕が

く
ぜ
ん然

と
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
一
〇
二
一
年
コ
ル
ベ
ッ
ク
（
コ

ル
ビ
ッ
ヒ
）
で
の
踊
り
手
た
ち
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
一
四
）、
一
二
三
七
年
エ
ア
フ
ル
ト
の
子
ど
も
た
ち
が
ア
ル
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
へ
踊
り
な
が

ら
行
っ
た
事
件
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
八
八
）、
一
二
七
八
年
ユ
ト
レ
ヒ
ト
で
の
踊
り
─
─
こ
れ
は
橋
の
上
で
の
こ
と
で
、
橋
は
崩
壊
し
、
踊
っ

て
い
た
者
た
ち
は
全
て
溺
死
し
た
。
一
三
七
四
年
ア
ー
ヘ
ン
で
踊
り
な
が
ら
の
行
進
が
発
生
、
低
地
地
方
全
体
に
蔓ま

ん
え
ん延

し
た
。
同
時
期

の
ケ
ル
ン
お
よ
び
メ
ッ
ツ
─
─
両
市
は
ご
た
ま
ぜ
に
な
っ
た
狂
気
と
熱
情
に
恥
も
外
聞
も
な
く
支
配
さ
れ
た
─
─
に
お
け
る
舞
踏
狂
者

ら
。
そ
の
他
一
四
一
八
年
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
そ
の
他
で
の
舞
踏
病
、
ボ
ヘ
ミ
ア
に
お
け
る
ア
ダ
ム
派
の
踊
り
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
八
〇
）

等
等
。
こ
の
民
衆
病
が
十
六
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
も
起
こ
っ
た
。
そ
れ
も
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ド
ニ
ッ
ツ
か
ら
二
哩マ

イ
ルの
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
バ
ッ
ハ

で
。
フ
ィ
ア
シ
ェ
リ
ヒ
と
い
う
男
に
子
ど
も
が
五
人
い
た
。
こ
の
内
年と

し
か
さ嵩

の
子
ど
も
た
ち
、
バ
ル
バ
ラ
と
い
う
十
三
歳
の
女
の
子
、
九

歳
の
男
の
子
、
そ
れ
か
ら
も
う
一
人
七
歳
の
女
の
子
が
、
一
五
五
一
年
の
棕パ

ル
ム
ゾ
ン
タ
ー
ク

櫚
の
日
曜
日
、
三
人
同
時
に
舞
踏
狂
に
取
り
憑つ

か
れ
、
見

た
こ
と
も
聞
い
た
こ
と
も
な
い
奇
妙
奇き

て
れ
つ

天
烈
な
様
子
で
踊
っ
た
り
跳
び
は
ね
た
り
し
始
め
た
。
そ
し
て
連
日
七
時
間
か
八
時
間
、
な
ん

と
も
合が

て
ん点
の
行
か
な
い
こ
と
だ
っ
た
が
、
あ
ち
こ
ち
そ
こ
い
ら
じ
ゅ
う
、
部
屋
か
ら
家
へ
、
家
か
ら
部
屋
へ
絶
え
ず
跳
び
は
ね
、
旋
回

し
な
が
ら
踊
っ
て
歩
き
、
疲
労
困こ

ん
ぱ
い憊

し
、
ヒ
イ
ヒ
イ
喘あ

え

ぎ
、
そ
の
場
で
ぱ
っ
た
り
倒
れ
て
死
ん
で
も
何
の
不
思
議
も
な
い
状
態
だ
っ

た
。
疲
れ
切
っ
て
立
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
も
、
踊
り
続
け
た
い
、
と
い
っ
た
具
合
に
地
面
で
頭
を
回
し
た
り
う
ご
め
か

せ
た
り
し
た
。
そ
し
て
と
う
と
う
暫し

ば
ら

く
横
に
な
っ
て
死
ん
だ
よ
う
に
眠
っ
た
。
そ
れ
か
ら
た
び
た
び
、
何
か
食
べ
さ
せ
て
、
と
頼
み
、
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次
い
で
ま
た
跳
び
は
ね
た
り
踊
っ
た
り
し
始
め
た
。
昼
も
夜
も
子
ど
も
ら
は
ろ
く
す
っ
ぽ
喋し

ゃ
べ

ら
ず
、
時
時
皆
一
緒
に
げ
ら
げ
ら
笑
い
声

を
立
て
た
。
あ
る
牧
師（

（23
（

が
聖
句
の
助
け
を
借
り
て
癒い

や
そ
う
と
し
、
九
日
間
自
宅
に
引
き
取
っ
た
が
、
全
く
徒
労
に
終
わ
っ
た
。

六
五
二　

悪
ト
イ
フ
ェ
ル
ス
グ
ラ
ー
ベ
ン

魔
の
溝

 

シ
レ
ジ
ア
な
る
シ
ュ
ト
レ
ー
レ
ン（

（23
（

と
ヴ
ァ
ン
ゼ
ン（

（23
（

の
間
に
位
置
す
る
ラ
ッ
パ
ー
ス
村ド

ル
フ

の
近
く
に
深
い
溝
が
あ
る
。
オ
ー
ラ
ウ
川（

（23
（

に

流
れ
込
む
ク
ル
ー
ン
川
へ
と
延
び
て
い
る
。
人
呼
ん
で
悪

ト
イ
フ
ェ
ル
ス
グ
ラ
ー
ベ
ン

魔
の
溝
。
あ
る
農
夫
だ
が
、
畑
が
あ
ま
り
に
も
し
げ
し
げ
溢い

っ
す
い水
の
被
害
を
蒙

こ
う
む

り
、
水
が
あ
ま
り
に
も
長
く
畑
に
滞
留
し
て
い
る
の
で
、
あ
る
宵
の
こ
と
、
な
ん
と
も
や
り
き
れ
ず
絶
望
し
て
所
有
地
の
際き

わ

に
佇た

た
ず

み
、

こ
の
苦
難
を
ど
う
し
た
ら
凌し

の

げ
よ
う
か
と
考
え
あ
ぐ
ん
で
い
た
。
す
る
と
薄
明
か
り
の
中
を
黒
装
束
の
余よ

そ
も
の

所
者
が
近
づ
い
て
来
て
、

「
な
ん
で
溜
息
つ
い
て
る
ん
だ
ね
。
水
が
多
過
ぎ
る
っ
て
わ
け
だ
な
。
あ
ん
た
に
ゃ
あ
多
過
ぎ
て
も
、
貰も

ら

え
り
ゃ
あ
嬉
し
が
る
者
も
い

る
さ
ね
。
あ
ん
た
と
こ
の
下
男
を
七
人
、
お
い
ら
に
委
せ
り
ゃ
、
そ
の
加
勢
で
白し

ら
じ
ら白

明あ

け
ま
で
に
ゃ
あ
排
水
し
て
や
る
ぞ
」
と
言
っ

た
。
こ
れ
は
農
夫
に
は
願
っ
た
り
叶か

な

っ
た
り
。
早
速
七
人
の
下
男
を
呼
び
出
し
て
、
余
所
者
の
配
下
に
就
く
よ
う
言
い
付
け
た
。
選
ん

だ
七
人
は
性
分
の
知
れ
て
い
る
連
中
ば
か
り
で
、
ひ
ど
い
悪
態
屋
、
手
の
つ
け
ら
れ
な
い
博ば

く
ち打
好
き
、
底
抜
け
の
大お

お
ぐ喰
ら
い
と
い
っ
た

面
面
。
下
男
た
ち
は
ぶ
つ
く
さ
文
句
を
並
べ
、
夜
だ
か
ら
働
き
た
く
な
い
、
と
逆
ら
っ
た
。
そ
こ
で
農
夫
は
「
お
ま
え
ら
、
わ
し
の
言

う
こ
と
が
聴
け
ね
え
な
ら
、
悪
魔
の
と
こ
へ
行
く
が
え
え
」
と
怒
鳴
っ
た
。
─
─
す
る
と
彼
ら
は
出
て
行
っ
た
。
翌
朝
大
き
く
、
幅
広

で
、
長
い
排
水
溝
が
完
成
し
て
お
り
、
畑
か
ら
は
す
っ
か
り
水
が
引
い
て
い
た
。
け
れ
ど
も
工
事
を
し
た
者
た
ち
は
戻
っ
て
来
な
か
っ

た
。
ケ
ッ
ヒ
ェ
ン
村ド

ル
フ

か
ら
バ
ン
カ
ウ
ま
で
の
幾
つ
も
の
畑
に
五
体
ば
ら
ば
ら
の
彼
ら
が
見
つ
か
っ
た
。
彼
ら
は
悪
魔
の
許も

と

へ
行
っ
た
の

で
あ
る
。



武蔵大学人文学会雑誌　第48巻第 1号

96

六
五
三　
ブ
レ
ス
ラ
ウ
の
鐘
の
鋳
造

シ
レ
ジ
ア
の
目
の
一
つ
─
─
往
古
こ
の
都
市
は
そ
う
謳う

た

わ
れ
た
（
も
う
一
つ
の
目
は
リ
ー
グ
ニ
ッ
ツ（

（23
（

）
─
─
で
あ
る
ブ
レ
ス
ラ
ウ（

（24
（

で
、
聖

ザ
ン
ク
トマ

グ
ダ
レ
ー
ナ
教
会
の
鐘
楼
の
鐘
が
鋳
造
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
鋳
造
の
準
備
が
万
端
調
っ
た
が
、
親
方
は
暫
時
そ
の
場

を
離
れ
る
時
、
徒
弟
に
、
何
か
に
触
る
な
、
ま
し
て
溶
け
て
い
る
金
属
を
断
じ
て
鋳
型
に
流
し
込
む
な
、
と
厳
命
し
た
。
し
か
し
若
者

は
怪
し
か
ら
ぬ
好
奇
心
に
衝つ

き
動
か
さ
れ
て
栓（

（24
（

を
い
じ
く
り
回
し
た
。
す
る
と
思
い
掛
け
な
く
溶
融
し
た
金
属
が
流
れ
出
し
、
鋳
型
に

入
っ
て
、
そ
れ
を
す
っ
か
り
満
た
し
た
。
死
ぬ
ほ
ど
仰
天
し
た
若
者
は
震
え
な
が
ら
親
方
の
許も

と

に
飛
ん
で
行
き
、
一
部
始
終
を
白
状
し

た
。
親
方
は
か
っ
と
逆
上
し
、
剣
を
引
き
抜
く
な
り
、
若
者
を
刺
し
て
斃た

お

し
た
。
─
─
ア
ッ
テ
ン
ド
ル
ン
の
鋳い

も

じ

物
師
が
自
分
の
職
人
を

撃
ち
殺
し
た
よ
う
に
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
八
八
）。
そ
れ
か
ら
急
い
で
鋳
造
小
屋
に
行
き
、
鋳
造
は
台
無
し
に
な
っ
た
に
決
ま
っ
て
い
る
、
と

思
い
な
が
ら
仔し

さ
い細
に
検
分
し
た
。
け
れ
ど
も
、
な
ん
と
ま
あ
、
素
晴
ら
し
い
仕
上
が
り
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
怒
り
の
あ
ま
り
早
ま
っ
た

所
業
に
及
ん
だ
こ
と
を
つ
く
づ
く
後
悔
し
た
。
と
は
言
え
、
今
と
な
っ
て
は
隠
し
果お

お

せ
ぬ
。
そ
の
後
す
ぐ
に
彼
は
入
牢
し
、
判
決
が
下

さ
れ
た
。
死
刑
執
行
人
の
剣
に
よ
る
死
だ
っ
た
。
彼
が
拘
禁
さ
れ
て
い
る
間
に
鐘
は
鐘
楼
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
哀
れ
な
罪つ

み
び
と人
は

刑
場
へ
引
か
れ
て
行
く
時
、
ど
う
か
お
慈
悲
で
す
か
ら
、
末ま

つ
ご期
に
わ
し
の
鐘
の
音
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
れ
、
と
懇
願
し
た
。
そ
こ
で
そ

う
い
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
鐘
は
あ
の
ク
レ
ン
ペ
ン
の
鐘
の
よ
う
に
「
哀シ

ャ
ー
ド
・
ウ
ム
・
ユ
ン
ゲ
ン

れ
や
若
者
、
哀シ

ャ
ー
ド
・
ウ
ム
・
ユ
ン
ゲ
ン

れ
や
若
者
」（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
九
九
）
と
響

い
た
か
も
知
れ
な
い
。
以
来
だ
れ
か
哀
れ
な
罪
人
が
市
庁
舎
か
ら
刑
場
へ
連
れ
て
行
か
れ
る
た
び
、
い
つ
も
鳴
ら
さ
れ
る
慣
例
に
な
っ

た
。
こ
れ
は
大
き
く
重
た
い
鐘
で
、
五
十
回
綱
を
引
い
て
打
た
れ
る
と
、
更
に
お
の
ず
か
ら
五
十
回
揺
れ
て
鳴
る
の
で
あ
る
。

ブ
レ
ス
ラ
ウ
の
大
聖
堂
に
は
、
司カ

ノ

ニ

ク

ス

教
座
聖
堂
参
事
会
員
の
一
員
が
死
ぬ
こ
と
に
な
る
と
、
常
に
ひ
と
り
で
に
鳴
る
鐘
が
あ
っ
た
。
そ
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の
折
に
は
聖
堂
内
陣
に
置
か
れ
た
椅
子
の
内
そ
の
参
事
の
席
に
白
薔ば

ら薇
が
一
輪
見
つ
か
る
の
だ
っ
た
。

六
五
四　
忝ハ

ー
ベ
ダ
ン
ク

な
い

皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
五
世（

（24
（

が
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
ボ
レ
ス
ラ
ウ
ス（

（24
（

と
交
戦
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
を
そ
の
笏し

ゃ
く

の
下
に
屈
従
さ
せ
よ
う
と
し

た
時
の
こ
と
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
は
錚そ

う
そ
う錚
た
る
人
士
か
ら
成
る
使
節
団
を
皇
帝
に
派
遣
、
講
和
を
求
め
た
。
皇
帝
は
使
者
た
ち
を

手
厚
く
も
て
な
し
、
と
り
わ
け
所
有
の
宝
物
ま
で
見
せ
た
。
し
か
し
そ
の
際
い
く
ら
か
尊
大
さ
を
ち
ら
つ
か
せ
、「
こ
れ
な
る
は

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
衆
を
抑
え
る
た
め
の
貯
え
で
な
」
と
言
っ
た
。
こ
う
し
た
広
言
は
誇
り
高
き
サ
ル
マ
テ
ィ
ア
人
〔
＝
ポ
ー
ラ
ン

ド
人
〕
を
立
腹
さ
せ
、
耐
え
難
い
思
い
を
さ
せ
た
。
そ
こ
で
使
節
団
筆
頭
の
ス
カ
ル
ビ
ク
伯（

（24
（

は
指
か
ら
高
価
な
指ゆ

び
わ環
を
抜
く
と
、

「
黄ア

ウ

ル

ム

・

ア

ド

イ

キ

ア

ト

ゥ

ル

・

ア

ウ

ロ

金
ハ
黄
金
ノ
許
ニ
置
カ
レ
テ
コ
ソ
」（

（24
（

と
言
い
な
が
ら
、
そ
れ
を
皇
帝
の
宝
物
箱
に
投
げ
入
れ
た
。
こ
う
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
も

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
王
も
戦
を
行
う
黄
金
は
何
不
自
由
無
く
持
っ
て
い
る
が
、
恃た

の

む
の
は
黄
金
で
は
な
く
剣つ

る
ぎ

で
あ
る
、
と
仄ほ

の

め
か
し
た
の

で
あ
る
。
皇
帝
に
も
伯
爵
の
言
葉
の
意
味
が
よ
く
分
か
り
、
い
か
に
も
従し

ょ
う
よ
う容
と
し
て
「
忝ハ

ー
ベ
ダ
ン
ク

な
い
、
忝ハ

ー
ベ
ダ
ン
ク

な
い
」
と
応
じ
、
宝
物
箱
の
蓋ふ

た

に

錠
を
下
ろ
し
た
。
こ
れ
が
由
来
で
以
降
こ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
伯
爵
は
そ
の
後こ

う
え
い裔
と
も
ど
も
ハ
ー
ベ
ダ
ン
ク
な
る
添
え
名
で
通
っ
た
。

六
五
五　
ザ
ガ
ン
な
る
名
前

シ
レ
ジ
ア
の
西
の
外
れ
の
国
境
沿
い
、
ボ
ー
バ
ー（

（24
（

河
畔
居
住
の
あ
る
男
が
こ
の
地
方
を
支
配
、
ボ
ー
バ
ー
川
の
渡
し
場
を
監
視
し
、

旅
人
た
ち
か
ら
税
を
取
り
立
て
た
。
シ
エ
ル
デ
河
畔
の
か
の
巨
人
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
三
七
）
の
ご
と
く
ま
ず
は
不
当
な
行
為
だ
っ
た
。
旅
人
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が
や
っ
て
来
る
と
、
男
は
必
ず
こ
う
叫
ん
だ
。「
申

ザ
ー
ク
・
ア
ン

せ
、
い
ず
れ
か
ら
参
っ
た
。
申

ザ
ー
ク
・
ア
ン

せ
、
い
ず
れ
へ
参
る
。
申

ザ
ー
ク
・
ア
ン

せ
、
荷
物
は
何
か
」。
─

─
そ
こ
で
男
は
周
辺
地
域
の
人
人
か
ら
ザ
ー
ク
・
ア
ン
殿
と
呼
ば
れ
た
。
こ
の
場
所
は
見
事
で
稔
り
豊
か
だ
っ
た
し
、
他
に
も
開
拓
者

が
移
住
、
皆
ザ
ガ
ン
殿
の
良
き
隣
人
と
な
り
、
段
段
に
村
が
で
き
、
村
は
都
市
に
成
長
、
そ
し
て
こ
の
都
市
は
今
日
に
至
る
ま
で
ザ
ガ

ン（
（24
（

な
る
名
前
を
冠
し
て
い
る
。
こ
の
都
市
が
ザ
ガ
ン
公
爵
家（

（24
（

を
戴い

た
だ

く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
グ
ロ
ガ
ウ（

（24
（

の
司ド

ー

ム

ヘ

ア

教
座
聖
堂
卿
た
ち
が
公
爵

の
一
人
を
破
門
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
公
爵
に
従
い
た
く
な
か
っ
た
の
で
。
す
る
と
公
爵
は
聖
堂
卿
た
ち
に
和
解
を
申
し
入
れ
た
。

参
事
会
員
諸
卿
に
お
か
れ
て
は
破
門
さ
れ
た
者
の
城
へ
行
く
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
よ
し
、
許
さ
れ
た
に
し
て
も
来
よ
う
と
は
な
さ
る
ま

い
、
と
の
理
由
で
、
公
爵
は
彼
ら
を
、〔
ザ
ガ
ン
市
の
〕
ボ
ー
バ
ー
橋
上
で
話
し
合
い
を
い
た
そ
う
で
は
ご
ざ
ら
ぬ
か
、
と
招
い
た
。

聖
堂
卿
ら
が
橋
上
に
出
る
や
い
な
や
、
そ
の
背
後
で
橋
板
が
水
中
に
落
ち
た
。
公
爵
の
命
令
で
橋
の
下
に
何
人
か
の
漁
師
が
隠
れ
て
い

て
、
準
備
万
端
調
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
公
爵
は
司

カ

ノ

ニ

キ

教
座
聖
堂
参
事
会
員
に
向
か
っ
て
厳
か
に
口
を
切
り
、
こ
う
問
い
掛
け

た
。「
さ
て
、
諸
卿
、
手
短
に
仰
せ
ら
れ
よ
。
示
談
を
受
け
入
れ
る
や
い
な
や
。
歌
い
た
い
か
、
跳
び
た
い
か
」。「
歌
い
た
い
、
殿
、

歌
い
た
い
」。
う
ろ
た
え
た
聖
堂
卿
ら
は
そ
う
返
辞
し
て
、
和
議
を
受
け
入
れ
、
己お

の

が
身
を
解
き
放
つ
た
め
に
公
爵
を
破
門
か
ら
解
き

放
ち
、
聖
堂
内
陣
で
時じ

と
う禱

、
徹て

っ
し
ょ
う宵

の
祈
り
、
晩
禱
、
弥ミ

サ撒
を
歌
い
上
げ
る
暮
ら
し
に
戻
っ
た
。

六
五
六　
グ
ラ
ー
ツ
の
異
教
の
姫
君

異
教
時
代
の
こ
と
、
グ
ラ
ー
ツ（

（25
（

の
町
と
地
域
の
女
領
主
と
し
て
一
人
の
姫
君
が
君
臨
し
て
い
た
。
彼
女
は
奢し

ゃ
し侈

な
生
活
を
送
り
、
女

魔
法
使
い
だ
っ
た
。
加
え
て
力
が
強
く
、
し
ば
し
ば
退
屈
凌し

の

ぎ
に
頑
丈
な
蹄て

い
て
つ鉄
を
両
手
で
ぐ
い
と
折
っ
て
の
け
た
。
ま
た
練
達
の
射
手

で
も
あ
り
、
背
に
負
う
た
弓
を
引
き
絞
れ
ば
グ
ラ
ー
ツ
の
城
か
ら
国
境
の
ア
イ
フ
ァ
ー
ス
村

ド
ル
フ

近
傍
の
大
き
な
科リ

ン

デ

の
木
を
射
当
て
る
こ
と
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が
で
き
た
。
あ
る
時
彼
女
は
、
ど
ち
ら
が
よ
り
遠と

お
や矢
を
射
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
弟
と
競き

そ

っ
て
高
額
の
品
を
賭
け
た
。
姫
が
射
通
し
た

距
離
は
弟
の
倍
で
、
矢
が
落
ち
た
場
所
に
は
記
念
と
し
て
先
の
尖
っ
た
二
つ
の
石
が
置
か
れ
、
こ
れ
は
そ
の
後
長
い
こ
と
立
っ
て
い

た
。
も
っ
と
も
姫
の
生
活
ぶ
り
は
悪
評
芬ふ

ん
ぷ
ん芬

だ
っ
た
の
で
、
命
を
狙ね

ら

わ
れ
た
が
、
そ
の
魔
力
に
よ
っ
て
仕
掛
け
ら
れ
た
罠わ

な

か
ら
逃
れ
た

も
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
と
う
と
う
捕
ら
え
ら
れ
、
下

ニ
ー
ダ
ー
シ
ュ
ロ
ス

城
か
ら
上

オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ロ
ス

城
に
通
じ
る
城
門
脇
の
大
広
間
に
壁
で
囲
ま
れ
て
閉
じ
込
め
ら

れ
た
。
彼
女
の
像
が
石
に
彫
ら
れ
、
そ
の
壁
に
嵌は

め
込
ま
れ
た
が
、
こ
れ
は
い
ま
だ
に
あ
る
。
か
つ
て
は
城
の
緑
の
広
間
に
も
姫
君

の
肖
像
画
が
描
か
れ
て
い
た
し
、
異
教
時
代
か
ら
あ
る
古
い
小
さ
な
礼
拝
堂
に
は
そ
の
髪
が
収
め
ら
れ
て
い
た
。
髪
は
美
し
く
、
黄
色

で
、
床
に
立
っ
た
長
身
の
男
が
や
っ
と
届
く
ほ
ど
の
高
さ
の
釘
に
吊
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
異
教
の
姫
君
は
城
中
を
亡
霊
と
な
っ
て
徘は

い
か
い徊

し
、
し
ば
し
ば
そ
の
姿
を
見
ら
れ
た
。
し
か
し
嘲

あ
ざ
け

っ
た
り
侮
辱
し
た
り
、
是
非
と
も
髪
の
毛
を
引
き
抜
い
て
や
ろ
う
な
ど
と
思
わ
な
け

れ
ば
、
何
も
害
は
加
え
ら
れ
な
い
。
こ
ん
な
こ
と
を
企
て
た
あ
る
兵
士
は
冷
た
い
手
で
彼
女
か
ら
横
っ
面つ

ら

に
平
手
打
ち
を
喰く

わ
さ
れ
、

片
頰
が
〔
痣あ

ざ

に
な
っ
て
〕
生
涯
真
っ
青
な
ま
ま
だ
っ
た
。
本
当
に
毛
を
引
き
抜
い
た
も
う
一
人
の
兵
士
は
姫
の
亡
霊
に
搔か

き
む
し
ら
れ

た
り
し
て
散
散
ひ
ど
い
目
に
遭
わ
さ
れ
た
。
こ
れ
は
こ
の
兵
士
に
懇
願
さ
れ
た
朋
輩
が
髪
の
毛
を
前
述
の
場
所
に
持
っ
て
行
っ
て
吊
る

す
ま
で
続
い
た
。
こ
の
お
姫
様
が
そ
も
そ
も
ど
う
い
う
身
分
の
人
だ
っ
た
の
か
、
名
は
何
だ
っ
た
の
か
、
研
究
者
た
ち
は
大
層
頭
を
悩

ま
し
た
が
、
ボ
ヘ
ミ
ア
の
女
王
リ
ブ
ッ
サ
で
は
な
く
、
ま
た
そ
の
姉
カ
ー
シ
ャ
あ
る
い
は
テ
ト
カ（

（25
（

で
も
な
い
こ
と
は
幸
い
分
か
っ
た
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
女
性
支
配
者
ヴ
ァ
ン
ダ（

（25
（

─
─
キ
リ
ス
ト
紀
元
七
二
八
年
等
等
に
支
配
し
た
─
─
で
も
な
い
そ
う
な
。
ボ
ヘ
ミ
ア
の
乙
女

戦
争（

（25
（

の
発ほ

っ
と
う
に
ん

頭
人
で
あ
る
魔
法
使
い
の
ヴ
ラ
ス
カ（

（25
（

だ
っ
た
か
ど
う
か
は
な
ん
と
も
決
し
か
ね
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
か
の
姫
君
が
だ
れ

だ
っ
た
か
な
ん
て
こ
と
は
、
シ
ナ
イ
山
の
高
さ
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
と
同
様（

（25
（

、
土
台
分
か
り
っ
こ
な
い
の
で
あ
る
。
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六
五
七　
巫シ

ビ
ュ
ラ女

の
科リ

ン

デ

の
木

ア
イ
フ
ァ
ー
ス
村

ド
ル
フ

─
─
グ
ラ
ー
ツ
の
城
な
る
異
教
の
姫
君
が
矢
を
放
っ
て
こ
こ
ま
で
届
か
せ
た
─
─
は
グ
ラ
ー
ツ
か
ら
た
っ
ぷ
り

一
ボ
ヘ
ミ
ア
哩

マ
イ
ル

離
れ
て
小
さ
な
ビ
ー
レ
川
河
畔
に
あ
る
。
こ
の
村
に
は
か
つ
て
至
極
古
い
科リ

ン

デ

の
木
の
巨
樹
が
あ
り
、
辺
り
一
帯
で
有

名
だ
っ
た
。
こ
の
樹
は
グ
ラ
ー
ツ
の
城
の
異ハ

イ
デ
ン
ト
ゥ
ル
ム

教
の
塔
と
同
じ
く
ら
い
歳
経
て
い
る
由
。
あ
ま
り
に
も
樹
齢
が
古
い
の
で
時
時
枯
れ
る

の
だ
が
、
そ
れ
で
も
再
三
新
た
に
芽
吹
い
た
の
だ
。
こ
の
科リ

ン

デ

の
木
の
樹
上
に
巫シ

ビ
ュ
ラ女

が（
（25
（

住
ん
で
い
て（

（25
（

、
グ
ラ
ー
ツ
市
の
未
来
の
こ
と
ど
も

を
た
く
さ
ん
予
言
し
た
。
い
わ
く
。
グ
ラ
ー
ツ
目
指
し
て
ト
ル
コ
軍
が
襲
来
す
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
石
橋
を
通
り
、
環

リ
ン
グ

に（
（25
（

兵
を
進
め
る

が
、
大
敗
北
を
喫
す
る
だ
ろ
う
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
軍
が
城
か
ら
打
っ
て
出
て
、
市マ

ル

ク

ト

の
立
つ
広
場
で
彼
ら
を
斃た

お

す
か
ら
だ
。
し
か
し
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
前
に
、
鶴つ

る

が
一
群
れ
、
麵パ

ン麭
屋
の
麵パ

ン麭
置
き
台
を
翔と

び
抜
け
る
だ
ろ
う
、
と
。
─
─
グ
ラ
ー
ツ
の
異
教
の
姫
君

が
こ
の
巫シ

ビ
ュ
ラ女
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
、
と
姫
の
出
自
や
ら
名
前
や
ら
を
穿せ

ん
さ
く鑿
し
た
人
人
に
は
思
い
付
か
な
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
に
し

て
も
、
巫シ

ビ
ュ
ラ女

と
ト
ル
コ
軍
に
つ
い
て
の
そ
の
予
言
と
い
う
話
や
伝
承
が
ド
イ
ツ
の
民
衆
の
中
で
結
び
付
い
て
い
る
の
は
奇
妙
な
こ
と
で

あ
る
。
な
に
し
ろ
巫シ

ビ
ュ
ラ女
が
、
こ
こ
で
最
後
の
ト
ル
コ
兵
が
打
ち
倒
さ
れ
る
だ
ろ
う
、
と
予
言
し
た
、
と
い
う
市
町
村
が
幾
つ
も
あ
る
の

だ
。
と
り
わ
け
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
近
郊
の
ア
イ
バ
で
は
、
最
後
の
ト
ル
コ
兵
が
麵パ

ン麭
焼
き
竈か

ま
ど

で
焼
き
殺
さ
れ
る

だ
ろ
う
、
と
な
っ
て
い
る
し
、
ヴ
ェ
ラ
谷タ

ー
ル

で
は
ボ
ル
ヒ
フ
ェ
ル
ト
橋
の
上
で
最
後
の
トス

ル

タ

ン

ル
コ
王
が
死
ぬ
だ
ろ
う
、
で
あ
る
。
フ
ォ
イ
ク

ト
ラ
ン
ト
や
ラ
イ
ン
河
畔
等
等
で
も
こ
う
し
た
伝
説
は
生
き
て
い
る
。
バ
ン
ベ
ル
ク
に
は
、
ト
ル
コ
兵
ど
も
が
ラ
イ
ン
河
で
駒
に
水
飼

う
だ
ろ
う
、
神
よ
、
守
り
た
ま
え
、
と
い
う
伝
説
が
行
わ
れ
て
い
る
。
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
に
も
巫シ

ビ
ュ
ラ女
の
洞ど

う
く
つ窟
な
る
も
の
が
あ
る
。
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六
五
八　
ロ
ム
ニ
ッ
ツ
の
奇き

せ
き蹟
の
泉

グ
ラ
ー
ツ
か
ら
さ
ほ
ど
遠
か
ら
ぬ
ハ
ー
ベ
ル
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ア
ト
山ゲ

ビ
ル
ゲ地

の
麓
、
小
エ
ル
ベ
の
諸
泉
か
ら
僅
か
二
哩マ

イ
ルの

と
こ
ろ
に
グ
ロ
ム

ツ
ィ（

（25
（

と
い
う
奇
蹟
の
泉
が
あ
る
。
異
教
時
代
既
に
夥

お
び
た
だし
い
人
人
が
巡
礼
し
に
や
っ
て
来
た
。
こ
の
泉
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
奇
蹟
の
徴

し
る
し

を
顕あ

ら
わ

し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
邦く

に

が
平
和
に
恵
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
か
、
豊
作
と
な
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
時
に
は
、
水み

な
も面
に
は
小

麦
、
燕え

ん
ば
く麦
、
柏

ア
イ
ヒ
ェの
実
が
一
杯
浮
か
び
、
巡
礼
た
ち
の
目
と
心
を
喜
ば
せ
た
。
し
か
し
、
戦
と
死
が
到
来
す
る
場
合
に
は
、
戦
と
死
の
恐

ろ
し
い
象
徴
で
あ
る
血
と
灰
が
泉
に
浮
か
ぶ
の
だ
っ
た
。
そ
こ
で
奇
蹟
の
泉
の
周
囲
に
は
次
第
に
村
が
で
き
た
。
こ
の
村
が
古ア

ル
ト

ロ
ム

ニ
ッ
ツ（

（26
（

で
、
お
馴な

じ染
み
の
語
源
穿せ

ん
さ
く鑿
学
に
よ
れ
ば
、
村
名
は
グ
ロ
ム
ツ
ィ
か
ら
来
て
い
る
の
だ
そ
う
な
。
グ
ロ
ム
ツ
ィ
、
ロ
ム
ツ
ィ
、

ロ
ミ
チ
、
ロ
ム
ニ
ッ
ツ
と
ね
。
し
か
し
む
し
ろ
エ
ル
ベ
＝
タ
イ
ニ
ッ
ツ（

（26
（

か
ら
二
哩マ

イ
ルの
、
ブ
デ
ィ
ン
郡
に
あ
る
フ
ル
メ
ッ
ツ
市（

（26
（

の
方
が
こ

の
泉
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
古
文
献
は
、
水
量
豊
か
な
奇
蹟
の
泉
グ
ロ
ム
ツ
ィ
は
グ
ラ
ー
ツ
近

郊
に
湧わ

い
て
い
た
、
と
は
っ
き
り
語
っ
て
い
る
。

六
五
九　
ト
ロ
ス
キ
イ
城
の
姉
妹

フ
ル
メ
ッ
ツ
に
は
ベ
ル
カ
・
フ
ォ
ン
・
ド
ゥ
ク
ス
お
よ
び
ラ
イ
パ（

（26
（

一
族
の
殿
た
ち
が
居
を
構
え
て
い
た
が
、
彼
ら
の
一
人
が
フ
ル

メ
ッ
ツ
の
オ
ッ
ト
ー
・
ベ
ル
カ
・
フ
ォ
ン
・
ト
ロ
ス
キ
イ（

（26
（

の
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
。
ト
ロ
ス
キ
イ（

（26
（

は
巖い

わ
じ
ろ城
で
あ
っ
て
、
そ
の
巨
大
な

巖い
わ
か
ど角

は
城
壁
に
よ
っ
て
互
い
に
結
ば
れ
て
い
た
し
、
現
在
も
そ
う
で
あ
る
。
二
つ
の
巌
角
の
内
、
よ
り
高
い
の
は
バ
ー
バ
（
母
さ
ん
）、
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も
う
片
方
は
パ
ン
ナ
（
嬢
ち
ゃ
ん
）
と
呼
ば
れ
て
い
る（

（26
（

。
昔
こ
れ
ら
の
巌
角
上
に
二
人
の
姉
妹
が
住
ん
で
い
た
。
彼
女
た
ち
が
い
と
も

優
し
く
愛
し
合
う
こ
と
さ
な
が
ら
犬
と
猫
の
ご
と
し
で
、
宗
教
も
仲
を
割
い
て
い
た
か
ら
な
お
さ
ら
だ
っ
た
。
二
人
は
毎
朝
塔
の
窓
か

ら
顔
を
出
し
て
ド
イ
ツ
語
と
ボ
ヘ
ミ
ア
語
で
罵ば

り
ぞ
う
ご
ん

詈
雑
言
を
ぶ
つ
け
合
い
、
舌
を
突
き
出
し
、
拳こ

ぶ
し

を
振
り
立
て
た
。
彼
女
ら
は
ト
ロ
ス
コ

ヴ
ィ
ッ
ツ（

（26
（

の
村
に
そ
れ
ぞ
れ
別
別
に
教
会
を
建
立
し
た
。
顔
を
合
わ
せ
ず
に
済
む
よ
う
に
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
教
会
な
い
し
礼
拝
堂
は

山
上
の
巌
角
─
─
現
在
は
塔
の
廃は

い
き
ょ墟

が
あ
る
─
─
と
全
く
同
じ
距
離
離
れ
て
い
る
。
姉
妹
た
ち
は
死
後
も
安
息
を
得
ら
れ
ず
、
深
沈
と

静
ま
り
か
え
っ
た
夜
、
山
上
の
塔
の
窓
穴
か
ら
が
み
が
み
声
が
巌
角
の
間
を
越
え
、
ま
た
山
下
へ
と
、
い
ま
だ
に
響
き
渡
る
の
だ
。

訳
注

（1）	

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ　

Leipzig.　

現
ザ
ク
セ
ン
州
の
大
都
市
。
現
地
で
は
ラ
イ
プ
ツ
シ
ュ
と
呼
ぶ
。
州
都
ド
レ
ー
ス
デ
ン
よ
り
人
口
が
多
い
（
現
人
口
約

五
十
四
万
五
千
）。
九
〇
〇
年
頃
パ
ル
テ
川
と
エ
ル
ス
タ
ー
川
の
合
流
点
近
く
に
作
ら
れ
た
ソ
ル
ブ
人
の
居
住
地
が
元
。
一
〇
一
五
年
に
「
ウ
ル
ブ
ス
・
リ

プ
ツ
ィ
」urbs Lipzi 

（「
科リ

ン

デ
の
木
の
町
」。
ソ
ル
ブ
語 ,lipsa‘ 

＝
科リ

ン

デ
の
木
）
と
し
た
文
献
が
あ
る
。
一
一
六
五
年
マ
イ
セ
ン
辺

マ
ル
ク
グ
ラ
ー
ー
フ

境
伯
オ
ッ
ト
ー
富デ

ア
・
ラ
イ
ヒ
ェ

裕
伯
が
都

市
権
と
市
開
催
権
を
与
え
た
の
が
都
市
の
起
源
。
こ
れ
と
共
に
二
つ
の
大
教
会
─
─
聖ザ

ン
ク
トト
ー
マ
ス
教
会
と
聖

ザ
ン
ク
トニ
コ
ラ
イ
教
会
─
─
が
建
立
さ
れ
、
ド
イ
ツ

人
東
方
進
出
の
重
要
拠
点
と
し
て
発
展
す
る
。
ま
た
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
二
つ
の
大
街
道
「
王ヴ

ィ
ア
・
レ
ギ
ア

の
道
」V

ia Regia

─
─
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ

イ
ン
か
ら
シ
レ
ジ
ア
の
ブ
レ
ス
ラ
ウ
（
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
）
に
至
る
─
─
と
「
帝ヴ

ィ
ア
・
イ
ム
ペ
リ
イ

国
の
道
」V

ia Im
perii

─
─
ロ
ー
マ
か
ら
オ
ー
ダ
ー
川

河
口
シ
ュ
テ
テ
ィ
ー
ン
（
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
シ
ュ
チ
ェ
チ
ン
）
に
至
る
─
─
と
の
交
叉
点
に
位
置
す
る
地
の
利
に
も
恵
ま
れ
た
。
一
四
〇
九
年
末
、
ド
イ

ツ
最
古
の
五
大
学
の
一
つ
（
他
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
、
ケ
ル
ン
、
エ
ア
フ
ル
ト
、
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
。
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
に

次
い
で
古
い
。）
で
あ
る
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
─
─
ゲ
ー
テ
は
十
六
歳
の
時
同
大
学
で
法
学
を
学
び
、
約
三
年
で
病
気
退
学
し
て
い
る
─
─
が
創
立
さ
れ

る
。
一
四
三
九
年
マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
領
は
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
領
（
一
三
五
六
年
以
降
）、
次
い
で
ザ
ク
セ
ン
公
国
に
所
属
、
同
公
国
は
更
に
ザ
ク
セ
ン
王
国

（
一
八
〇
六
─
一
九
一
八
）
と
な
っ
た
。
一
五
三
九
年
ル
タ
ー
と
ユ
ー
ス
ト
ゥ
ス
・
ヨ
ー
ナ
ス
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
二
六
注
参
照
）
に
よ
っ
て
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
に
究

極
的
に
新
教
が
導
入
さ
れ
た
。
一
五
四
六
年
、
四
七
年
シ
ュ
マ
ル
カ
ル
デ
ン
戦
争
に
襲
わ
れ
る
。
三
十
年
戦
争
の
災
禍
は
極
め
て
大
き
く
、
人
口
は
大
幅
に

減
少
、
一
六
三
一
年
か
ら
四
二
年
に
掛
け
て
五
回
も
攻
囲
さ
れ
、
一
六
四
二
年
か
ら
五
〇
年
ま
で
同
じ
新
教
徒
で
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
軍
に
占
領
さ
れ
た
。

（2）	

フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
の
呪
文
書　

D
oktor Fausts H

öllenzw
ang.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
〇
八
注
参
照
。
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（3）	

占ヴ
ュ
ン
シ
ェ
ル
ル
ー
テ

い
棒　

W
ünschelruthe.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
八
八
注
参
照
。

（4）	
二
枚
の
二
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ン
貨
幣　

zw
ei Zw

eigroschenstücke.　

銅
貨
で
あ
り
、
価
値
は
低
い
。
徒
弟
が
満
足
し
た
の
は
、
こ
れ
が
「
子
孵
し
銭ぜ

に

」

H
eck(e)groschen

（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
八
六
本
文
、
Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
〇
八
注
参
照
）
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

（5）	
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク　

Brandenburg.　

ホ
ー
エ
ン
ツ
ォ
レ
ル
ン
家
の
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
辺
境
伯
領
＝
選
帝
侯
領
は
一
六
一
八
年
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国

の
域
外
に
あ
っ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
公
国
（
一
七
〇
一
年
王
国
）
と
同
君
連
合
領
と
な
る
。
一
七
〇
一
年
以
降
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
の
一
部
の
よ
う
に
扱
わ
れ
、

一
八
〇
六
年
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
が
解
散
す
る
と
、
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
。

（6）	

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
十
六
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ン
貨
幣
を
一
枚　

ein brandenburgisches Sechzehngroschenstück.　

銀
貨
。
タ
ー
ラ
ー
（
＝
グ
ル
デ
ン
）

銀
貨
一
枚
は
三
十
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ン
。

（7）	

〔
尖
端
を
〕
逆
に
削そ

が
れ
た
黒
い
羽
根
洋ペ

ン筆
と
共
に　

nebst einer schw
arzen Feder, verkehrt geschnitten.　

紙
片
は
悪
魔
と
の
盟
約
書
で
、
こ

れ
に
自
分
の
血
─
─
こ
の
伝
説
で
は
そ
う
で
は
な
い
よ
う
で
些
か
疑
問
─
─
で
署
名
す
る
と
、
盟
約
が
成
立
す
る
。
そ
こ
で
筆
記
用
具
も
禍
禍
し
い
。
悪

魔
は
な
ん
で
も
逆
さ
ま
事
や
左
が
好
き
な
の
で
、
こ
の
場
合
も
「
逆
に
削
が
れ
た
」
ペ
ン
先
。
鵞
鳥
な
ど
の
左
の
翼
か
ら
切
り
取
っ
た
羽
根
は
、
羽
根
の

カ
ー
ヴ
が
右
利
き
の
書
き
手
に
使
い
易
い
が
、
こ
れ
を
わ
ざ
わ
ざ
逆
に
削
っ
て
左
利
き
用
に
仕
立
て
た
も
の
か
。

（8）	

聴
罪
師　

Beichtvater.　

聴
罪
司
祭
。
懺
悔
聴
聞
僧
。「
聖
体
拝
領
」
と
い
い
、「
聴
罪
師
」
と
い
う
か
ら
に
は
、
こ
の
徒
弟
も
親
方
も
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒

な
の
で
あ
る
。
新
教
都
市
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
は
珍
し
い
。
本
来
魂
を
担
保
に
し
て
悪
魔
と
盟
約
が
で
き
る
の
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
に
限
ら
れ
る
よ
う
だ
か

ら
、
こ
れ
は
こ
れ
で
自
然
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
尤
も
Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
一
八
で
は
新
教
徒
が
精ガ

イ
ス
ト霊
＝
魔デ

ー
モ
ン物
召
喚
を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
が
…
…
。
こ
う
し
た
こ

と
ど
も
に
つ
い
て
識
者
の
ご
高
教
を
戴
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（9）	

ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク　

W
ittenberg.　

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
の
都
市
で
一
九
三
八
年
以
来
正
式
に
は
ル
タ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
・
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル

ク
（
現
人
口
四
万
七
千
弱
）
と
呼
ば
れ
る
。
一
五
〇
二
年
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
大
学
創
立
。
ル
タ
ー
は
こ
こ
で
神
学
教
授
と
な
っ
た
。
一
八
一
七
年
ハ
レ

大
学
と
合
併
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
大
学
ハ
レ
・
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
クM

artin-Luther-U
niversität H

alle-W
ittenberg 

と
な
り
、
現
在
に
至
る
。

（10）	

大メ
ッ
セ市　

M
esse.　

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
大メ

ッ
セ市Leipziger M

esse 

（
大
定
期
市
）
は
極
め
て
有
名
で
、
そ
の
起
源
は
遠
く
十
二
世
紀
中
葉
に
遡
る
。
た
め
に
ラ

イ
プ
ツ
ィ
ヒ
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
と
並
び
交
易
都
市
と
し
て
栄
え
た
。

（11）	

こ
の
馬
車
旅
に
は
ほ
ん
の
数
時
間
し
か
掛
か
ら
な
か
っ
た　

und brauchten zu dieser Fahrt nur w
enige Stunden.　

ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
・
ラ
イ

プ
ツ
ィ
ヒ
両
市
間
の
現
在
の
距
離
は
約
六
十
六
キ
ロ
、
自
動
車
で
約
一
時
間
。
近
世
初
頭
の
ド
イ
ツ
の
街
道
（
概
ね
悪
路
）
を
数
時
間
馬
車
で
揺
ら
れ
る

だ
け
で
済
ん
だ
の
で
あ
れ
ば
、
極
め
て
速
か
っ
た
と
言
え
る
。

（12）	

八は
ち
お
け
だ
る

桶
樽　

A
chteim

erfaß.　

八
ア
イ
マ
ー
＝
約
四
八
〇
リ
ッ
ト
ル
入
り
の
ワ
イ
ン
樽
。
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（13）	

ア
ウ
ア
ー
バ
ッ
ハ
の
酒
蔵　

A
uerbachskeller.　

普
通 ,A

uerbachs K
eller‘ 

と
表
記
す
る
。
天
井
が
穹
窿
に
な
っ
て
い
る
地
下
ワ
イ
ン
酒
場
で
、
ラ

イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
最
も
著
名
か
つ
二
番
目
に
古
い
店
（
一
五
二
五
年
創
業
）。
旧
市
街
中
心
部
、
現
在
は
ア
ー
ケ
ー
ド
街
メ
ー
ド
ラ
ー
・
パ
ッ
サ
ー
ジ
ュ

M
ädlerpassage

の
下
に
あ
る
。
ゲ
ー
テ
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
第
一
部
で
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
を
連
れ
た
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
が
現
れ
、
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
い

た
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
の
学
生
た
ち
を
か
ら
か
う
場
の
舞
台
。
メ
フ
ィ
ス
ト
と
フ
ァ
ウ
ス
ト
が
消
え
失
せ
た
後
、
ワ
イ
ン
樽
に
乗
っ
て
戸
口
か
ら
出
て
行

く
の
を
見
た
、
と
学
生
の
一
人
が
言
う
。
現
在
酒
場
の
入
り
口
に
は
老
フ
ァ
ウ
ス
ト
と
メ
フ
ィ
ス
ト
の
銅
像
が
立
っ
て
い
る
。「
ア
ウ
ア
ー
バ
ッ
ハ
の
酒

蔵
」
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
四
一
で
名
称
の
み
初
出
。

（14）	

エ
ル
ス
タ
ー　

Elster.　

こ
こ
で
は
チ
ェ
コ
に
源
を
発
し
、
現
ザ
ク
セ
ン
州
と
現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
を
流
れ
る
白

ヴ
ァ
イ
セエ

ル
ス
タ
ー
川
の
こ
と
。
全
長

二
五
七
キ
ロ
。
ザ
ー
レ
川
の
右
（
東
）
の
支
流
。
ハ
レ
で
合
流
。

（15）	

プ
ラ
イ
セ　

Pleiße.　

白
ヴ
ァ
イ
セエ
ル
ス
タ
ー
川
の
右
（
東
）
の
支
流
。
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
合
流
。

（16）	

洗ヨ

ハ

ン

ニ

ス

タ

ー

ク

礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
の
祝
日　

Johannistag.　

六
月
二
十
四
日
。
こ
れ
ま
で
に
も
今
後
も
Ｄ
Ｓ
Ｂ
に
再
再
出
る
。

（17）	

ア
イ
レ
ン
ブ
ル
ク　

Eilenburg.　

現
ザ
ク
セ
ン
州
ノ
ル
ト
ザ
ク
セ
ン
郡
の
都
市
。
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
北
東
約
二
十
キ
ロ
、
ム
ル
デ
河
畔
に
位
置
す
る
。
山
城

の
ア
イ
レ
ン
ブ
ル
ク
（
オ
イ
レ
ン
ブ
ル
クEulenburg

と
も
）
城
（
九
世
紀
か
ら
十
世
紀
に
掛
け
て
築
城
。
本
質
的
部
分
は
保
存
さ
れ
て
い
る
）
が
あ
る
。

貴
族
ア
イ
レ
ン
ブ
ル
ク
（
オ
イ
レ
ン
ブ
ル
ク
）
家
発
祥
の
城
。 

ラ
ウ
ジ
ッ
ツ
辺マ

ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
（
一
〇
八
一
年
以
降
）、
マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
（
一
〇
八
九
年
以
降
）
と

な
っ
た
ハ
イ
ン
リ
ヒ
一
世
（
大
ハ
イ
ン
リ
ヒH

einrich der Ä
ltere

。
一
〇
七
〇
頃
─
一
一
〇
三
）
は
元
来
ア
イ
レ
ン
ブ
ル
ク
伯
。
出
身
は
ヴ
ェ
ッ
テ
ィ

ン
家W

ettiner

。
ア
イ
レ
ン
ブ
ル
ク
は
一
八
一
六
年
ウ
ィ
ー
ン
会
議
の
決
定
に
よ
り
ザ
ク
セ
ン
王
国
─
─
ナ
ポ
レ
オ
ン
支
配
下
の
フ
ラ
ン
ス
と
同
盟
し
た

お
蔭
で
一
八
〇
六
年
公
国
か
ら
王
国
に
昇
格
し
て
い
た
─
─
が
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
に
割
譲
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
北
半
部
（
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
ザ
ク

セ
ン
州
と
な
る
。
南
半
分
、
約
五
分
の
二
が
ほ
ぼ
現
ザ
ク
セ
ン
州
）
に
属
し
た
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
が
「
現
在
は
プ
ロ
イ
セ
ン
領
」
と
わ
ざ
わ
ざ
断
っ
て

い
る
の
は
、
彼
が
Ｄ
Ｓ
Ｂ
を
執
筆
し
た
当
時
は
ザ
ク
セ
ン
王
国
領
で
な
く
な
っ
て
か
ら
さ
し
て
歳
月
が
経
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

（18）	

伝
令
官　

H
arold.　

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
封
建
君
主
の
公
式
使
者
。
外
交
官
の
前
身
。
王
侯
家
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
特
殊
な
装
い
を
凝
ら
し
た
。

（19）	

小
都
市
ロ
イ
エ
ン
ブ
ル
ク　

Städtlein Leuenburg.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
七
三
三
で
は
明
ら
か
に
同
じ
町
を
指
し
な
が
ら
「
ラ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
」Lauenburg 

と
し

て
い
る
。「
ロ
イ
エ
ン
ブ
ル
ク
」
は
未
詳
だ
が
、「
ラ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
」
は
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
レ
ン
ボ
ル
クLębork

で
、
Ｄ
Ｓ
Ｂ
が
執
筆
さ
れ
た
当
時
は
プ

ロ
イ
セ
ン
王
国
ポ
ン
メ
ル
ン
州
ラ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
郡
郡
庁
所
在
地
ラ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
・
イ
ン
・
ポ
ン
メ
ル
ン
。
た
だ
し
「
小
都
市
」
な
ど
で
は
な
い
。

（20）	

ア0

〔
傍
点
訳
者
〕
イ
レ
ン
ブ
ル
ク
男
爵　

Freiherr von Eilenburg.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
七
三
で
は
「
オ0

イ
レ
ン
ブ
ル
ク
男
爵
」Freiherr von Eulenburg 

で

あ
る
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
自
身
も
こ
の
話
の
結
び
で
「
オ0

イ
レ
ン
ブ
ル
ク
」
と
し
て
い
る
。
ど
う
も
迂
闊
な
人
で
す
な
。

（21）	

老お
い
ぼ耄
れ　

das alte Fell.　

俗
語 ,die alte H

aut‘ （
年
寄
り
）
の
更
に
粗
野
な
表
現
。
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（22）	

そ
の
祝
婚
歌
─
─
「
我
ら
是
非
に
か
の
伯
爵
の
事
ど
も
を
歌
い
か
つ
語
ら
ん
」　seinem

 H
ochzeitlied: „W

ir singen und sagen vom
 Grafen so 

gern“.　

こ
の
物バ

ラ
ー
デ

語
詩
は
い
か
に
も
以
下
の
詩
句
で
始
ま
る
。

	
„W

ir singen und sagen vom
 Grafen so gern, / D

er hier in dem
 Schlosse gehauset, / D

a, w
o ihr den Enkel des seligen H

errn, / D
en 

heute verm
ählten, beschm

auset. “

（23）	

オ
ー
シ
ャ
ッ
ツ　

O
schatz.　

現
ザ
ク
セ
ン
州
ノ
ル
ト
ザ
ク
セ
ン
郡
の
都
市
。「
ザ
ク
セ
ン
心
臓
部
の
都
市
」die Stadt im

 H
erzen von Sachsen

と
い

わ
れ
る
。 

（24）	

マ
イ
セ
ン
辺マ

ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯　

M
arkgraf von M

eißen.　

マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
領
の
成
立
は
一
四
二
三
年
。

（25）	

…
…
頰ほ

ほ

に
嚙か

ま
れ
傷
の
あ
る
、
ま
た
楽

デ
ア
・
フ
ロ
イ
デ
ィ
ゲ

天
家
と
も
添
え
名
さ
れ
た
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ　

Friedrich ...... m
it dem

 W
angenbiß, auch der Freudige 

genannt.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
六
八
参
照
。
ま
た
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
六
九
、
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
七
〇
注
に
も
記
し
た
が
、「
向デ

ア
・
フ
ラ
イ
デ
ィ
ゲ

こ
う
見
ず
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
」Friedrich der 

Freidige 

で
あ
っ
て
、「
楽

デ
ア
・
フ
ロ
イ
デ
ィ
ゲ

天
家
」
で
は
な
い
。
マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
（
在
位
一
二
九
二
─
一
三
二
三
）、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
（
在
位
一
二
九
八
─

一
三
二
三
）
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
。

（26）	

〔
ド
イ
ツ
〕
王
ア
ー
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ナ
ッ
サ
ウ　

K
önig A

dolf von N
assau.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
六
九
注
参
照
。
ル
ッ
カ
の
会
戦
の
一
方
の
当
事
者
は
彼
で

は
な
く
、
彼
を
殺
し
た
対
抗
王
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
一
世
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
ア
ー
ド
ル
フ
も
ド
イ
ツ
王
に
選
ば
れ
て
か
ら
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
や
マ
イ
セ
ン

に
干
渉
し
よ
う
と
し
た
が
…
…
。

（27）	

方
伯
の
父
、
ろデ

ア
・
エ
ン
ト
ア
ル
テ
テ

く
で
な
し
の
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト　

des Landgrafen Vater, A
lbrecht der Entartete.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
六
八
注
参
照
。

（28）	

二に
そ
く
さ
ん
も
ん

束
三
文
で　

um
 einen Pappenstiel.　

二
万
銀
マ
ル
ク
で
売
っ
た
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
六
九
参
照
）
と
か
。
一
重
量
マ
ル
ク
は
「
ケ
ル
ン
マ
ル
ク
」K

ölner 
M

ark 

で
あ
れ
ば
ほ
ぼ
二
三
四
グ
ラ
ム
。
現
代
の
銀
価
格
な
ら
二
万
円
余
。
こ
れ
で
計
算
す
る
と
、
二
万
銀
マ
ル
ク
で
も
四
億
円
余
に
過
ぎ
な
い
。

（29）	

弟
で
あ
る
善
良
な
辺
境
伯
デ
ィ
ー
ツ
マ
ン　

seinem
 Bruder, dem

 guten M
arkgrafen D

iezm
ann.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
六
八
に
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
弟
と
し

て
名
が
出
る
。 

デ
ィ
ー
ツ
マ
ン
と
も
呼
ば
れ
る
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
は
ラ
ウ
ジ
ッ
ツ
辺
境
伯
（
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
四
世
。
在
位
一
二
九
一
─
一
三
〇
三
）、
オ
ス
ト

ラ
ン
ト
辺
境
伯
（
在
位
一
二
九
一
─
一
三
〇
三
）、
一
二
九
八
年
以
降
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
（
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
一
世
）。
ド
イ
ツ
王
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
一
世

（
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
出
身
で
ア
ー
ド
ル
フ
の
対
抗
王
。
一
二
九
八
年
ゲ
ル
ハ
イ
ム
の
会
戦
で
ア
ー
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ナ
ッ
サ
ウ
を
敗
死
さ
せ
た
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ

六
注
参
照
）
が
大
軍
を
率
い
て
オ
ス
ト
ラ
ン
ト
に
侵
攻
し
た
時
、
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
と
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
武
装
し
た
市
民
、
農
民
お
よ
び
ブ
ラ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ

イ
ク
騎
兵
集
団
の
先
頭
に
立
ち
、
一
三
〇
七
年
五
月
三
十
一
日
、
ル
ッ
カLucka
─
─
現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ガ
ー
・
ラ
ン
ト
郡
の
小
都

市
─
─
近
郊
の
会
戦
で
完
膚
無
き
ま
で
に
打
ち
破
っ
た
。
か
く
し
て
中
部
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ヴ
ェ
ッ
テ
ィ
ン
家
の
支
配
権
が
確
立
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が

ら
デ
ィ
ー
ツ
マ
ン
＝
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
は
同
じ
一
三
〇
七
年
十
二
月
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
死
ん
だ
。
後
世
の
─
─
不
確
実
な
─
─
伝
承
に
よ
れ
ば
、
一
三
〇
七
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年
十
二
月
二
十
四
日
な
い
し
二
十
五
日
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ォ
ン
・
ナ
ッ
サ
ウ
な
る
人
物
に
よ
り
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
聖

ザ
ン
ク
トト
ー
マ
ス
教
会
で
暗
殺
さ
れ
た
、

と
い
う
が
、
死
去
は
お
そ
ら
く
一
三
〇
七
年
十
二
月
十
日
。

（30）	
プ
ラ
イ
セ
ン
邦　

Pleißnerland.　

プ
ラ
イ
セ
川
両
岸
の
、
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
地
域
に
属
す
る
一
帯
に
対
す
る
中
世
の
呼
称
。
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
東
部
で
、

現
在
の
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ガ
ー
・
ラ
ン
ト
郡
に
含
ま
れ
る
。
首
邑
は
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
。

（31）	

メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
梨　

M
elanchthons-Birnen.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
二
七
お
よ
び
同
注
参
照
。

（32）	

Ｍ
・
ア
ン
ド
レ
ー
ア
ス
・
ゲ
ヒ　

M
. A

ndreas Göch.　

未
詳
。

（33）	

ツ
ェ
ッ
セ
ン
（
ツ
ェ
ッ
シ
ェ
ン
） Zessen (Zöschen).　

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
ザ
ー
レ
郡
ロ
イ
ナ
市
の
一
部
ツ
ェ
ッ
シ
ェ
ン
。
現
人
口
千
人
ほ

ど
。
ま
し
て
十
六
世
紀
半
ば
に
は
寒
村
に
過
ぎ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
の
牧
師
さ
ん
（
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
司
祭
に
相
当
）
が
君
侯
の
眷
顧
を
得
て
、

一
躍
、
ま
ず
ま
ず
由
緒
あ
る
都
市
ペ
ガ
ウ
の
教
区
監
督
（
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
司
教
に
相
当
）
に
な
れ
た
の
だ
か
ら
、
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
に
深
謝
し
続
け
た

の
も
当
然
で
あ
る
。

（34）	

ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
ア
ウ
グ
ス
ト　

K
urfürst A

ugust von Sachsen.　

兄
モ
ー
リ
ッ
ツ
の
死
去
に
伴
い
、
後
を
継
ぐ
。
在
位
一
五
四
三
─
八
六
年
。

（35）	

一
シ
ョ
ッ
ク　

ein Schock.　

六
〇
。

（36）	

君フ
ュ
ル
ス
テ
ン
シ
ュ
ー
レ

侯
立
学
校　

Fürtenschule.　

君
侯
＝
領
邦
領
主
が
設
立
し
た
学
校
。
特
に
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
の
そ
れ
。
君フ

ュ
ル
ス
テ
ン
シ
ュ
ー
レ

侯
立
学
校
の
嚆
矢
は
、
ザ
ク
セ
ン
公
に
し

て
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
モ
ー
リ
ッ
ツ
（
在
位
一
五
四
一
─
五
三
）
に
よ
り
、
一
五
四
三
年
、
宗
教
改
革
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
諸
所
の
修
道
院
を
転
用
し
て
創

立
さ
れ
た
「
児
童
の
た
め
の
邦
立
学
校
」Landesschule für K

inder 

で
あ
る
。
こ
れ
に
倣
い
新
教
諸
邦
に
同
種
の
学
校
が
で
き
た
。

（37）	

ラ
イ
ス
ニ
ヒ　

Leisnig.　

現
ザ
ク
セ
ン
州
ミ
ッ
テ
ル
ザ
ク
セ
ン
郡
の
都
市
。
フ
ラ
イ
ベ
ル
ガ
ー
・
ム
ル
デ
川
の
深
く
切
れ
込
ん
だ
河
谷
お
よ
び
こ
れ
を
見

下
ろ
す
位
地
に
あ
る
。
現
人
口
八
千
余
。 

（38）	

脂
シ
ュ
マ
ル
ツ
グ
ル
ー
ベ

穴　

Schm
alzgrube.　

意
味
不
通
。
識
者
の
ご
高
教
を
俟
つ
。
固
有
名
詞
な
ら
現
ザ
ク
セ
ン
州
エ
ル
ツ
ゲ
ビ
ル
ク
ス
郡
イ
ェ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
一

部
。
僅
か
な
住
民
し
か
い
な
い
。
か
つ
て
稼
動
し
て
い
た
石
造
り
の
溶
鉱
炉
が
残
っ
て
い
る
。

（39）	

子
ど
も
に
笞む

ち

を
惜
し
ま
ぬ
人
は
、
神
の
お
手
数
省
き
ま
す　

w
er seinen K

indern die Ruthe giebt, spart dem
 lieben Gott eine M

ühe.　

原
文
は

上
記
の
通
り
。

（40）	

フ
ラ
イ
ベ
ル
ク　

Freiberg.　

現
ザ
ク
セ
ン
州
ミ
ッ
テ
ル
ザ
ク
セ
ン
郡
の
郡
庁
所
在
地
。
大
学
都
市
（
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
鉱
山
学
校
か
ら
発
展
し
た
フ
ラ
イ

ベ
ル
ク
工
科
大
学Technische U

niversität Bergakadem
ie Freiberg

は
有
名
）
に
し
て
鉱
山
都
市
。

（41）	

煖シ
ュ
ト
ゥ
ー
ベ

房
部
屋　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
六
八
参
照
。

（42）	

イ
エ
ナ
の
降ク

リ
ス
ト
ナ
ハ
ト

誕
祭
の
夜
の・

ト
ラ
ゲ
ー
デ
ィ
エ

悲
劇　

die Jenaische Christnachttragödie.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
〇
八
参
照
。
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（43）	

ザ
ク
セ
ン
領
エ
ル
ツ
山ゲ

ビ
ル
ゲ地　

Sächsischer Erzgebirge.　

エ
ル
ツ
山ゲ

ビ
ル
ゲ地
は
現
ザ
ク
セ
ン
州
と
ボ
ヘ
ミ
ア
─
─
現
チ
ェ
コČechy

─
─
の
国
境
と
な
っ
て
い

る
中
級
山
地
。
チ
ェ
コ
語
ク
ル
シ
ュ
ネ
ー
・
ホ
リK

rušné hory

。
ザ
ク
セ
ン
側
の
最
高
峰
は
フ
ィ
ヒ
テ
ル
ベ
ル
クFichtelberg

（
一
二
一
四
・
七
九
メ
ー

ト
ル
）。
チ
ェ
コ
側
の
最
高
峰
は
ク
リ
ー
ノ
ベ
ッ
ツK

línovec

（
一
二
四
三
・
七
メ
ー
ト
ル
）。

（44）	
シ
ュ
ネ
ー
ベ
ル
ク　

Schneeberg.　

現
ザ
ク
セ
ン
州
エ
ル
ツ
ゲ
ビ
ル
ク
ス
郡
の
鉱
山
都
市
。

（45）	

大パ
ラ
シ
ュ刀　

Pallasch.　

一
般
に
は
胸
甲
騎
兵
の
持
つ
重
い
直
刀
。
こ
こ
で
は
警
吏
の
帯
剣
。

（46）	

己お
の

が
幸
運
の
鍛
冶
屋
に
な
ろ
う　

seines Glückes Schm
ied w

erden.　
「
自
分
自
身
で
幸
運
を
摑
み
取
ろ
う
」
の
意
。「
て
ん
で
が
て
ん
で
の
幸
運
の
鍛

冶
屋
」Jeder ist seines Glückes Schm

ied. （
運
を
切
り
拓
く
の
は
自
分
し
だ
い
）
と
い
う
諺
が
あ
る
。

（47）	

すデ
ア
・
エ
ン
ト
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー

っ
跳
び
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
話　

die Geschichte Ludw
ig des Ent-Springers.　

「
跳

デ
ア
・
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー

躍
伯
」der Springer 

と
添
え
名
さ
れ
た
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ

ン
方

ラ
ン
ト
グ
ラ
ー
フ
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
話
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
二
五
、
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
二
六
、
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
二
七
に
あ
る
。
ザ
ン
ガ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
は
彼
が
逃
亡
し
た
先
の
町
。

（48）	

いデ
ア
・
ハ
イ
ミ
ッ
シ
ェ
・
ブ
ッ
シ
ュ

け
ず
の
藪　

der heim
ische Busch.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
し
ば
し
ば ,heim

isch‘ 

（
普
通
「
そ
の
土
地
の
」「
気
の
置
け
な
い
」の
意
）を ,häm

isch‘ 

（「
悪
意
あ
る
」「
意
地
悪
な
」）
の
意
で
用
い
て
い
る
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
「
い
け
ず
の（
＝
意
地
悪
な
）
藪
」
と
訳
語
を
当
て
た
。

（49）	

帽ヒ
ュ
ー
ト
ヒ
ェ
ン

子
小
人　

H
ütchen.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
一
〇
参
照
。

（50）	

悪コ
ー
ボ
ル
ト

戯
妖
精　

K
obold.　

「
コ
ー
ボ
ル
ト
」K

obold 

と
い
え
ば
、
鉱
物
コ
バ
ル
トK

obalt

の
語
源
で
あ
り
、
鉱
夫
に
意
地
悪
を
働
く
一
面
、
恩
恵
を
施
し
て

く
れ
る
こ
と
も
あ
る
山ベ

ル
ク
ガ
イ
ス
ト

の
精
、
人
家
に
棲
み
着
い
て
、
悪
戯
も
す
る
が
、
あ
ら
ゆ
る
家
事
に
手
を
貸
し
て
ぱ
っ
ぱ
と
手
際
良
く
片
づ
け
、
お
家
の
繁
盛
・

安
泰
を
図
っ
て
く
れ
る
家

ハ
ウ
ス
ガ
イ
ス
ト
精
、
以
上
二
種
が
一
般
的
だ
が
、
こ
の
伝
説
に
登
場
す
る
の
は
そ
の
ど
ち
ら
で
も
な
い
。

（51）	

隠ネ
ー
ベ
ル
カ
ッ
ペ

れ
頭
巾　

N
ebelkappe.　

「
霧
頭
巾
」。
妖
精
や
小
人
の
呪
具
で
あ
る
。
被
っ
て
い
る
内
は
人
間
の
目
に
見
え
な
い
。

（52）	

聖ザ
ン
ク
トベ

ン
ノ　

Sankt Benno.　

一
〇
一
〇
年
頃
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
近
郊
に
生
ま
れ
、
一
一
〇
六
年
六
月
十
六
日
（
？
）
ザ
ク
セ
ン
の
マ
イ
セ
ン
で
死
去
。

エ
ル
ベ
河
畔
お
よ
び
バ
ル
ト
海
沿
岸
に
住
む
ヴ
ェ
ン
ド
人
の
改
宗
に
献
身
し
た
の
で
、
ヴ
ェ
ン
ド
人
の
使
徒
と
添
え
名
さ
れ
た
。
一
〇
四
〇
年
司
祭
に
叙

品
さ
れ
、
一
〇
六
六
年
マ
イ
セ
ン
司
教
と
な
る
。
一
〇
八
五
年
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
四
世
に
よ
り
罷
免
さ
れ
る
が
、
一
〇
八
八
年
復
帰
す
る
。

こ
の
中
断
を
無
視
す
れ
ば
確
か
に
彼
は
四
十
年
間
マ
イ
セ
ン
司
教
だ
っ
た
。

（53）	

マ
イ
セ
ン　

M
eißen.　

現
ザ
ク
セ
ン
州
マ
イ
セ
ン
郡
郡
庁
所
在
地
。
現
人
口
二
万
七
千
。
マ
イ
セ
ン
陶
磁
器
製
造
─
─
一
七
〇
八
年
以
降
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

最
初
の
陶
磁
器
製
造
─
─
で
国
際
的
に
名
高
い
。
ド
レ
ー
ス
デ
ン
の
北
西
二
五
キ
ロ
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
東
方
七
五
キ
ロ
、
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
の
北
方
三
〇

キ
ロ
、
エ
ル
ベ
河
畔
に
位
置
す
る
。
九
六
八
年
マ
イ
セ
ン
司
教
座
が
置
か
れ
、
以
後
代
代
司
教
が
君
臨
し
た
の
で
、
ザ
ク
セ
ン
の
文
化
的
発
展
の
た
め
格

別
な
意
義
を
持
つ
都
市
と
な
っ
た
。
大
聖
堂
と
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ツ
城ブ

ル
ク
が
と
り
わ
け
美
し
い
。

（54）	

マ
イ
セ
ン
辺マ

ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
オ
ッ
ト
ー　

M
arkgraf O

tto zu M
eißen.　

在
位
一
一
五
六
─
九
〇
年
。
こ
の
伝
説
で
は
一
一
〇
七
年
死
去
し
た
と
さ
れ
て
い
る
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よ
う
だ
が
、
前
掲
注
の
よ
う
に
こ
の
年
の
前
年
一
一
〇
六
年
に
死
去
し
た
の
は
聖

ザ
ン
ク
トベ
ン
ノ
で
あ
る
。
在
世
期
も
ま
る
で
ず
れ
て
い
る
が
、
オ
ッ
ト
ー
は

一
一
九
〇
年
一
月
十
八
日
に
死
ん
で
い
る
。
享
年
六
十
四
、五
歳
な
の
で
、
当
時
と
し
て
は
亡
く
な
っ
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。
後
世
富デ

ア
・
ラ
イ
ヒ
ェ

裕
伯
と
添
え
名
さ

れ
る
。
銀
を
産
出
す
る
鉱
山
都
市
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
を
創
設
し
た
の
は
こ
の
人
。
オ
ッ
ト
ー
は
ま
た
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
市
教
会
聖ザ

ン
ク
トニ
コ
ラ
イ
教
会
を
建
立
し

た
り
、
修
道
院
を
創
設
し
た
り
、
修
道
院
に
土
地
を
寄
進
し
た
り
し
て
お
り
、
な
か
な
か
信
心
深
く
、
反
教
権
派
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
…
…
。

（55）	

あ
の
予
言
は
壺
の
中
へ
落
ち
た
の
だ　

Sie ist in den Topf gefallen.　

,in den Topf fallen‘

（「
壺
（
な
い
し
鍋
）
の
中
へ
落
ち
る
」）
と
い
う
慣
用
句

は
今
の
と
こ
ろ
見
当
た
ら
な
い
。
ご
存
じ
の
向
き
は
是
非
ご
高
教
を
。
尤
も
、
一
八
二
〇
年
の
文
献
（,A

llgem
eine Literatur-Zeitung‘

）
に
、
ド
イ
ツ

の
タ
ウ
バ
ー
川
河
畔
地
域
で
は
野
菜
畑
を
荒
ら
す
土も

ぐ
ら龍

を
捕
ら
え
る
た
め
、
釉
薬
を
掛
け
た
深
い
壺
を
縁
ま
で
地
中
に
埋
め
る
、
と
い
う
記
事
が
あ
っ
た
。

土
龍
や
蝲ざ

り
が
に蛄
が
暗
く
な
る
と
や
っ
て
来
て
、
こ
れ
に
落
ち
、
壺
の
内
側
が
つ
る
つ
る
滑
る
の
で
出
ら
れ
な
く
な
り
、
捕
ま
る
由
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
頭

に
こ
う
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
辺
境
伯
に
「
あ
の
坊
主
の
予
言
は
う
ろ
つ
い
て
い
る
内
に
壺
の
罠
に
落
ち
て
、
こ
ち
ら
へ
や
っ
て
来
ら
れ
な
く

な
っ
た
の
だ
」
と
言
わ
せ
た
つ
も
り
と
な
ろ
う
。

（56）	

洗
礼
済
ん
だ
ら
、
溺
ら
せ
ち
ま
え　

erst getäuft, dann ersäuft.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

（57）	

ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト
＝
ヴ
ィ
ー
ゼ
ン
タ
ー
ル　

N
eustadt-W

iesenthal.　

現
ザ
ク
セ
ン
州
エ
ル
ツ
ゲ
ビ
ル
ク
ス
郡
の
町
オ
ー
バ
ー
ヴ
ィ
ー
ゼ
ン
タ
ー
ル
か
。

フ
ィ
ヒ
テ
ル
ベ
ル
ク
山
麓
の
保
養
地
。 

（58）	

ボ
ヘ
ミ
ア
の
ル
ー
テ
ィ
ツ
か
ら
来
た
亡
命
者　

ein Exul aus Lutitz in Böhm
en.　

「
エ
ク
ス
ー
ル
」Exul

（
被
追
放
者
・
亡
命
者
）
と
は
、
十
七
・
八

世
紀
、
信
仰
の
た
め
ボ
ヘ
ミ
ア
や
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
か
ら
追
放
さ
れ
た
、
な
い
し
亡
命
し
て
来
た
新
教
徒
の
こ
と
。
ル
ー
テ
ィ
ッ
ツ
は
ル
ー
ツ
ィ
ツLucicz 

か
。

（59）	

甘カ
プ
ザ
ー
メ
ン

藍
の
種　

K
apsam

en.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は ,K

appus, K
ohl‘ 

（
カ
ッ
プ
ス
は
甘キ

ャ
ベ
ツ藍

）
と
注
記
し
て
い
る
。「
カ
プ
ザ
ー
メ
ン
」K

apsam
en

は
農
民

や
園
芸
家
の
使
う
言
葉
ら
し
い
。

（60）	

花
が
咲
き
、
熟
し
た　

blühten und reiften.　

キ
ャ
ベ
ツ
を
育
て
て
も
、
収
穫
せ
ず
放
置
し
て
お
く
と
、
結
球
が
割
れ
始
め
、
薹と

う

が
立
っ
て
、
や
が
て

小
さ
く
黄
色
い
花
が
咲
く
。
花
が
終
わ
る
と
莢
が
で
き
、
莢
が
熟
し
終
わ
る
（
＝
枯
れ
る
）
と
種
が
中
に
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
す
ぐ
に
採
取
せ
ず
、
莢

の
ま
ま
風
通
し
の
良
い
と
こ
ろ
に
一
─
二
週
間
吊
し
て
お
き
、
そ
れ
か
ら
莢
を
叩
い
て
種
を
集
め
る
。
種
は
黒
み
が
か
っ
た
褐
色
。

（61）	

き
れ
え
な
お
ね
ん
ず

0

0

0

0

（
＝
念ね

ん
じ
ゅ珠
）
よ
う　

Schöne Patterlein! (Paternosterküglein)!　

主パ
ー
テ
ル
ノ
ス
テ
ル

の
祈
り
な
ど
祈
禱
を
捧
げ
る
時
つ
ま
ぐ
る
数ロ

ザ
リ
オ珠
（
ド
イ
ツ
語

「
ロ
ー
ゼ
ン
ク
ラ
ン
ツ
」Rosenkranz

）
の
玉
。

（62）	

ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン　

H
auenstein.　

今
は
廃
墟
と
な
っ
て
い
る
が
第
二
次
大
戦
後
ま
で
存
続
し
た
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
（
チ
ェ
コ
語
ハ
ウ
エ
ン

シ
ュ
テ
イ
ン
）
城
城
主
の
奥
方
か
。
城
は
エ
ル
ツ
山ゲ

ビ
ル
ゲ地
の
南
側
、
現
チ
ェ
コ
領
内
の
自
治
体
ク
ラ
ー
ス
ニ
ー
・
レ
スK

rásný Les 

に
あ
る
。
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（63）	

ア
ン
ナ
ベ
ル
ク　

A
nnaberg.　

現
ザ
ク
セ
ン
州
エ
ル
ツ
ゲ
ビ
ル
ク
ス
郡
の
都
市
ア
ン
ナ
ベ
ル
ク
＝
ブ
ー
フ
ホ
ル
ツA

nnaberg-Buchholz 

（
一
九
四
九

年
両
市
が
合
併
）。
中
世
ア
ン
ナ
ベ
ル
ク
は
銀
鉱
山
業
の
中
心
と
し
て
繁
栄
し
、
十
六
世
紀
初
頭
八
千
の
住
民
を
擁
し
て
ド
イ
ツ
最
大
の
都
市
の
一
つ

だ
っ
た
。
一
四
九
一
年
近
く
の
シ
ュ
レ
ッ
ケ
ン
山

ベ
ル
クSchreckenberg

（
標
高
六
四
八
・
八
メ
ー
ト
ル
）
に
豊
か
な
銀
鉱
脈
が
発
見
さ
れ
、
こ
れ
が
知
れ
渡
る

と
ど
っ
と
人
が
押
し
寄
せ
、
一
四
九
六
年
町
が
で
き
、
一
四
九
七
年
都
市
の
権
利
を
得
た
。
そ
の
翌
年
に
は
ア
ン
ナ
ベ
ル
ク
貨
幣
鋳
造
所
が
設
立
さ
れ
、

一
五
五
八
年
ま
で
銀
貨
ア
ン
ナ
ベ
ル
ガ
ー
・
シ
ュ
レ
ッ
ケ
ン
ベ
ル
ガ
ー
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
二
四
参
照
）
─
─
シ
ュ
レ
ッ
ケ
ン
ベ
ル
ガ
ー
は
他
の
諸
都
市
で
も
鋳

造
さ
れ
た
─
─
を
発
行
し
た
。

（64）	

ザ
ク
セ
ン
の
紋
章
を　

den sächsischen W
appen.　

こ
の
場
合
「
ザ
ク
セ
ン
の
紋
章
」
と
は
盾
型
の
中
に
交
叉
し
た
両
刃
の
大
刀
。

（65）	

狐
が
死
ね
ば
、
皮
残
す　

stirbt der Fuchs, so gilt der Balg!　

原
文
は
上
記
の
通
り
。
因
み
に
疾

シ
ュ
ト
ゥ
ル
ム
・
ウ
ン
ト
・
ド
ラ
ン
グ

風
怒
濤
時
代
の
ゲ
ー
テ
に
こ
の
題
の
詩
が
あ

る
。

（66）	

親マ
イ
ス
タ
ー方ヘ
ン
マ
ー
リ
ン
グ　

M
eister H

äm
m

erling.　
「
ヘ
ン
マ
ー
リ
ン
グ
」H

äm
m

erling 

の
本
来
の
意
味
は
「
鎚

ハ
ン
マ
ーを
持
つ
者
、
職
権
の
徴
と
し
て
鎚

ハ
ン
マ
ーを

携
え
て
い
る
者
」。「
マ
イ
ス
タ
ー
・
ヘ
ン
マ
ー
リ
ン
グ
」
は
、
悪
魔
、
死
刑
執
行
人
、
道
化
師
、
そ
し
て
こ
こ
に
あ
る
よ
う
に
山
の
精
の
綽
名
で
あ
る
。 

（67）	

年
老
い
た
司
祭　

ein alter Priester.　

こ
れ
だ
け
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
司
祭
か
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
牧
師
か
分
か
ら
な
い
。
時
代
が
宗
教
改
革
後
な
ら

こ
の
辺
り
は
新
教
地
域
な
の
だ
が
、
時
代
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
馭
者
の
呼
び
掛
け
が
原
文
で
は ,H

ochw
ürdiger Vater‘ 

な
の
で
、「
神
父
様
」
と

訳
し
、
こ
れ
に
合
う
よ
う ,Priseter‘ 

も
「
司
祭
」
と
し
た
。

（68）	

勢せ

こ子　

H
olzleute.　

こ
う
訳
語
を
当
て
た
が
毛
頭
自
信
が
な
い
。,H

olzleute‘ 

と
は
木
材
を
扱
う
業
種
の
人
人
（
大
工
、
指
物
師
、
木
樵
）
や
森
の
精
た

ち
の
こ
と
で
、
狩
猟
と
は
関
係
な
い
は
ず
。

（69）	

ク
ロ
イ
ツ
ブ
ル
ク
の
ト
レ
フ
フ
ル
ト
近
く
で
の
ヘ
ラ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン
騎
士
ヘ
ル
マ
ン
み
た
い
に　

w
ie die Ritter H

erm
ann von H

ellerstein bei 
Treffurt in Creuzburg.　

二
つ
の
固
有
名
詞
「
ヘ
ラ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン
」
と
「
ト
レ
フ
フ
ル
ト
」
は
入
れ
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン

の
誤
り
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
四
八
で
、
ト
レ
フ
フ
ル
ト
騎
士
ヘ
ル
マ
ン
は
酩
酊
し
た
た
め
巨
大
な
ヘ
ラ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン
の
巖
上
か
ら
乗
馬
も
ろ
と
も
顚
落
し
た
、

と
あ
る
。

（70）	

シ
ュ
レ
ッ
タ
ウ　

Schlettau.　

現
ザ
ク
セ
ン
州
エ
ル
ツ
ゲ
ビ
ル
ク
ス
郡
の
小
都
市
。
東
で
ア
ン
ナ
ベ
ル
ク
＝
ブ
ー
フ
ホ
ル
ツ
に
接
し
て
い
る
。

（71）	

分フ
ォ
ア
ヴ
ェ
ル
ク

農
場　

Vorw
erk.　

荘
園
の
大
農
場
か
ら
離
れ
た
場
所
に
あ
る
農
場
。
こ
の
語
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
九
八
に
初
め
て
出
る
。 

（72）	

チ
ョ
パ
ウ
の
せ
せ
ら
ぎ　

Flüßchen Zschopau.　
「
せ
せ
ら
ぎ
」Flüßchen 
と
あ
る
が
、
水
源
近
く
で
は
と
も
か
く
、
全
体
と
し
て
は
決
し
て
小
川

で
は
な
い
。
エ
ル
ツ
山ゲ

ビ
ル
ゲ地
中
央
部
フ
ィ
ヒ
テ
ル
ベ
ル
ク
の
北
斜
面
に
発
し
て
、
ザ
ク
セ
ン
の
フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
盆
地
に
注
ぐ
全
長
一
三
〇
キ
ロ
、
流
域
面
積

一
八
四
七
平
方
キ
ロ
に
及
ぶ
河
川
で
あ
る
。
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（73）	

ヴ
ォ
ル
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン　

W
olkenstein.　

現
ザ
ク
セ
ン
州
エ
ル
ツ
ゲ
ビ
ル
ク
ス
郡
の
都
市
。
こ
の
町
を
見
下
ろ
す
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
時
代
に
造
営
さ
れ

た
ヴ
ォ
ル
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
館
は
現
在
も
あ
り
、
こ
れ
の
前
身
は
中
世
盛
期
こ
こ
に
居
を
構
え
た
ヴ
ァ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
の
殿
た
ち
の
城
塞
だ
っ
た
。

（74）	
ア
ウ
ス
ィ
ヒ
近
郊
で
の
フ
ス
派
と
の
会
戦　

die H
ussiten–Schlacht bei A

ussig.　

ボ
ヘ
ミ
ア
王
国
に
お
け
る
フ
ス
戦
争
（
一
四
一
九
─
三
九
。
フ
ス

派
と
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
お
よ
び
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
の
戦
い
）
中
重
要
な
会
戦
。
一
四
二
六
年
六
月
十
六
日
ザ
ク
セ
ン
・
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
軍
と
フ
ス
派

（
の
ち
焚
刑
に
処
さ
れ
た
ボ
ヘ
ミ
ア
人
司
祭
ヤ
ン
・
フ
ス
の
首
唱
し
た
教
会
改
革
運
動
の
支
持
者
）
が
、
当
時
マ
イ
セ
ン
辺
境
伯
領
だ
っ
た
ア
ウ
ス
ィ
ヒ
・

ア
ン
・
デ
ア
・
エ
ル
ベ
（
現
チ
ェ
コ
・
ウ
ー
ス
チ
ー
州
の
都
市
ウ
ー
ス
チ
ー
・
ナ
ト
・
ラ
ベ
ムÚ

stí nad Labem

）
郊
外
で
行
わ
れ
た
。
フ
ス
派
の
部
隊

二
万
五
千
が
こ
の
町
を
攻
囲
し
た
の
を
救
出
し
よ
う
と
来
援
し
た
マ
イ
セ
ン
、
ザ
ク
セ
ン
、
オ
ー
バ
ー
ラ
ウ
ジ
ッ
ツ
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
諸
邦
の
兵
か
ら

な
る
公
称
三
万
六
千
の
軍
隊
が
フ
ス
派
と
衝
突
、
連
合
軍
中
一
万
二
千
が
斃
れ
、
壊
滅
的
打
撃
を
蒙
っ
た
。

（75）	

聖
杯
の
兄
弟
た
ち　

die Brüder des K
elchs.　

フ
ス
派
の
こ
と
。
聖
杯
は
フ
ス
派
の
象
徴
と
な
っ
た
。
聖
杯
は
ミ
サ
と
聖
体
拝
領
の
際
全
て
の
信
者
が

（
パ
ン
だ
け
で
な
く
）
パ
ン
と
ワ
イ
ン
双
方
の
秘
蹟
に
与
る
べ
き
だ
─
─
ヤ
ン
・
フ
ス
が
主
張
し
た
「
二
重
聖
餐
」
─
─
と
い
う
こ
と
を
支
持
す
る
徴
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

（76）	

シ
ャ
ル
フ
ェ
ン
ベ
ル
ク
城　

Burg Scharfenberg.　

現
ザ
ク
セ
ン
州
マ
イ
セ
ン
郡
の
自
治
体
ク
リ
ッ
プ
ハ
ウ
ゼ
ン
に
属
す
る
シ
ャ
ル
フ
ェ
ン
ベ
ル
ク
に

あ
る
。
城
か
ら
は
エ
ル
ベ
河
谷
の
素
晴
ら
し
い
眺
望
を
楽
し
め
る
。
九
三
八
年
ザ
ク
セ
ン
朝
ド
イ
ツ
王
国
初
代
国
王
─
─
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
が
記
し
て

い
る
よ
う
に
「（
神
聖
ロ
ー
マ
）
皇
帝
」
で
は
な
い
─
─
ハ
イ
ン
リ
ヒ
一
世
（
捕

デ
ア
・
フ
ォ
ー
グ
ラ
ー

鳥
王
）
が
築
城
し
た
、
と
い
う
の
は
十
九
世
紀
の
衒
学
的
捏
造
に
過
ぎ

ず
、
築
城
は
ド
イ
ツ
人
東
方
殖
民
時
代
の
一
二
〇
〇
年
頃
、
文
書
に
初
め
て
記
さ
れ
た
の
は
一
二
二
七
年
で
あ
る
。
さ
し
あ
た
っ
て
は
代
代
の
マ
イ
セ

ン
司
教
が
所
有
し
た
が
、
十
五
世
紀
初
頭
か
ら
二
十
世
紀
半
ば
近
く
ま
で
フ
ォ
ン
・
ミ
リ
テ
ィ
ッ
ツ
家
が
城
主
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
こ
こ
で
「
廃
墟
」

Trüm
m

er 

と
記
し
て
い
る
─
─
な
る
ほ
ど
三
十
年
戦
争
の
際
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
軍
に
占
領
さ
れ
、
部
分
的
に
破
壊
さ
れ
、
更
に
一
七
八
三
年
居パ

ラ
ス館

は
火
災

の
た
め
廃
墟
と
な
っ
た
─
─
が
、
三
十
年
戦
争
後
ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
で
改
築
さ
れ
、
現
在
は
も
と
よ
り
十
九
世
紀
に
も
人
が
居
住
し
て
い
る
。

（77）	

フ
ィ
ッ
ツ
ト
ゥ
ー
ム　

V
itzthum

.　

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
古
い
、
か
つ
幾
つ
に
も
分
か
れ
た
貴
族
の
家
系
。
フ
ィ
ッ
ツ
ト
ゥ
ー
ム
・
フ
ォ
ン
・
エ
ッ
ク

シ
ュ
テ
ッ
ト
は
そ
の
一
つ
。

（78）	

フ
ォ
ン
・
ミ
リ
テ
ィ
ッ
ツ　

von M
ilititz.　

ザ
ク
セ
ン
＝
マ
イ
セ
ン
の
古
い
貴
族
の
家
柄
。
分
家
の
一
つ
ミ
リ
テ
ィ
ッ
ツ
男
爵
家Baron von M

ilititz 

は
現
代
ま
で
存
続
し
て
い
る
。
一
四
〇
三
年
か
ら
一
九
四
一
年
ま
で
こ
の
一
族
が
シ
ャ
ル
フ
ェ
ン
ベ
ル
ク
城
を
所
有
し
た
。

（79）	

ミ
リ
テ
ィ
ッ
ツ
家
の
一
員
ハ
ウ
ボ
ル
ト　

deren einer, H
aubold.　

ハ
ウ
ボ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ミ
リ
テ
ィ
ッ
ツ
（
一
六
一
三
─
九
〇
）。
ザ
ク
セ
ン
選
帝

侯
国
徴
税
監
督
官
。

（80）	

ド
レ
ー
ス
デ
ン　

D
resden.　

現
ザ
ク
セ
ン
州
州
都
。
人
口
約
五
十
三
万
六
千
。
十
六
世
紀
半
ば
ま
で
は
ま
だ
ま
こ
と
に
ぱ
っ
と
し
な
い
都
市
だ
っ
た
が
、
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ザ
ク
セ
ン
公
国
、
次
い
で
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
国
、
次
い
で
ザ
ク
セ
ン
王
国
の
首
都
と
な
る
と
、
数
世
紀
に
亘
り
文
化
的
経
済
的
に
繁
栄
す
る
よ
う
に
な
る
。

三
十
年
戦
争
最
中
で
も
ド
レ
ー
ス
デ
ン
は
一
度
も
掠
奪
・
破
壊
の
憂
き
目
に
遭
わ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
ペ
ス
ト
と
飢
餓
お
よ
び
当
時
一
般
的
だ
っ
た
経
済

的
不
況
に
よ
っ
て
発
展
は
阻
害
さ
れ
た
。
三
十
年
戦
争
後
の
歷
史
は
極
め
て
変
転
が
激
し
い
。

（81）	
森ハ

イ
デ　H

eide.　
「
曠ハ

イ
デ野

」
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
「
ド
レ
ー
ス
ナ
ー
・
ハ
イ
デ
」D

resdner H
eide

、
す
な
わ
ち
ド
レ
ー
ス
デ
ン
管
轄
下
に
あ
る
大
き
な
森

林
地
帯
（
現
在
約
六
一
三
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
））
の
こ
と
。
現
ド
イ
ツ
に
お
け
る
最
大
の
市
有
林
の
一
つ
。
中
世
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
は
ザ
ク
セ
ン
宮

廷
の
狩
猟
場
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
一
四
八
四
年
以
降
ド
レ
ー
ス
デ
ン
山
林
局
が
管
理
。
民
衆
が
こ
こ
へ
立
ち
入
っ
て
燃
料
用
の
木
の
枝
な
ど
森
林
資
源

を
勝
手
に
取
る
と
、
市
の
森
番
（
山
林
官
）
に
そ
れ
を
没
収
さ
れ
た
あ
げ
く
犯
罪
と
し
て
処
罰
さ
れ
た
。

（82）	

柏ア
イ
ヒ
ェの

実　

Eicheln.　

柏
の
実
（
団
栗
）
は
、
と
り
わ
け
秋
と
春
に
は
飼
葉
の
結
構
な
補
い
に
な
っ
た
。
馬
糧
と
も
し
た
が
、
こ
の
貧
し
い
女
の
場
合
は
、

僅
か
に
養
っ
て
い
る
豚
や
山
羊
（
都
市
で
も
飼
わ
れ
て
い
た
）
の
餌
だ
ろ
う
。

（83）	

ララ
ー
デ
ベ
ル
ギ
ッ
シ
ェ
・
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ

ー
デ
ベ
ル
ク
街
道　

die Radebergische Straße.　

ド
レ
ー
ス
デ
ン
か
ら
ラ
ー
デ
ベ
ル
ク
（
現
ザ
ク
セ
ン
州
バ
ウ
ツ
ェ
ン
郡
の
都
市
。
ド
レ
ー
ス

ナ
ー
・
ハ
イ
デ
の
縁
に
あ
る
）
へ
通
じ
る
街
道
。

（84）	

水
ダ
ス
・
フ
ェ
ア
ロ
ー
ル
ネ
・
ヴ
ァ
ッ
サ
ー

無
し
川　

das verlorne W
asser.　
「
ダ
ス
・
フ
ェ
ア
ロ
ー
レ
ネ
・
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
」das verlorene W

asser 

な
い
し
「
フ
ェ
ア
ロ
ー
レ
ネ
ス
・

ヴ
ァ
ッ
サ
ー
」Verlorenes W

asser 
は
一
部
で
は
固
有
名
詞
だ
が
、
現
ザ
ク
セ
ン
州
の
エ
ル
ベ
河
谷
盆
地
右
端
に
見
ら
れ
る
幾
つ
か
の
小
川
を
纏
め
て

い
う
俗
称
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
ド
レ
ー
ス
ド
ナ
ー
・
ハ
イ
デ
か
ら
ヘ
ラ
ー
を
経
て
レ
ス
ニ
ッ
ツ
に
至
り
、
更
に
そ
こ
か
ら
フ
リ
ー
デ
ヴ
ァ
ル
ト
ま
で
延

び
る
エ
ル
ベ
河
谷
盆
地
北
縁
の
ほ
ぼ
二
〇
キ
ロ
に
亘
る
弓
形
地
に
存
在
。
深
さ
三
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
数
百
メ
ー
ト
ル
の
溝
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、

形
状
は
ま
さ
に
水
の
無
い
小
川
で
あ
る
。
豪
雨
の
際
に
は
水
が
流
れ
る
。

（85）	

ハ
ン
ス
・
ヤ
ー
ゲ
ン
ト
イ
フ
ェ
ル　

H
ans Jagenteufel.　

「
ヤ
ー
ゲ
ン
ト
イ
フ
ェ
ル
」
＝
「
ヤ
ー
ゲ
ン
」jagen

（
狩
る
）
＋
「
ト
イ
フ
ェ
ル
」Teufel 

（
悪
魔
）。「
悪
魔
を
狩
り
立
て
る
」
の
意
か
。
な
に
や
ら
恐
ろ
し
い
感
じ
の
姓
だ
が
、
か
つ
て
実
在
─
─
た
と
え
ば
ル
タ
ー
派
の
神
学
者
に
し
て
教
育
者
ニ

コ
ラ
ウ
ス
・
ヤ
ー
ゲ
ン
ト
イ
フ
ェ
ル
（
一
五
二
六
─
八
三
）
─
─
し
た
し
、
現
代
で
も
あ
る
。
な
お
「
悪
魔
の
許
へ
追
い
立
て
る
」zum

 Teufel jagen 

は
「
根
絶
す
る
」「
追
放
す
る
」
の
意
。

（86）	

跣せ
ん
そ
く足
修
道
士　

Barfüßer.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
七
〇
注
参
照
。

（87）	

マ
イ
セ
ン
辺マ

ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
ハ
イ
ン
リ
ヒ
高

デ
ア
・
エ
ア
ラ
オ
ホ
テ

貴
伯　

H
einrich der Erlauchte, M

arkgraf zu M
eißen.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
六
七
注
参
照
。

（88）	

〔
革
〕
涼サ

ン
ダ
ル鞋　

Sandalen.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。
た
だ
し
昔
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
サ
ン
ダ
ル
は
皮
革
製
だ
っ
た
の
で
、〔
革
〕
を
補
っ
た
。
こ
れ
な
ら
植
物

製
と
は
違
っ
て
カ
タ
カ
タ
パ
タ
パ
タ
鳴
る
。
木
靴
は
も
と
よ
り
石
畳
や
敷
石
の
上
で
は
大
層
賑
や
か
な
音
を
立
て
る
。

（89）	

タ
ッ
シ
ェ
ン
ベ
ル
ク　

Taschenberg.　

ド
レ
ー
ス
デ
ン
中
心
部
に
位
置
し
、
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
在
世
時
に
は
ザ
ク
セ
ン
王
国
王
城
の
隣
の
地
区
。
当
時
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は
タ
ッ
シ
ェ
ン
ベ
ル
ク
宮パ

レ
ー殿Taschenbergpalais 

（
現
在
は
跡
地
に
大
ホ
テ
ル
「
タ
ッ
シ
ェ
ン
ベ
ル
ク
宮パ

レ
ー殿
ケ
ン
ピ
ン
ス
キ
ー
」
が
建
っ
て
い
る
）
が

あ
っ
た
。

（90）	
ピ
ル
ナ
ー
イ
ッ
シ
ェ
ス
門ト

ー
ア
に　

Pirnaischen.　

ピ
ル
ナ
ー
イ
ッ
シ
ェ
ス
門ト

ー
ア
（
ピ
ル
ナ
門
）
は
ド
レ
ー
ス
デ
ン
の
防
禦
市
壁
に
配
置
さ
れ
た
六
つ
の
市
門
の

一
つ
。
ド
レ
ー
ス
デ
ン
旧
市
街
の
南
側
に
あ
り
、
ピ
ル
ナ
市
の
方
角
に
向
い
て
い
た
。
一
八
二
〇
年
市
壁
撤
去
の
際
取
り
壊
さ
れ
た
。

（91）	

ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
ヨ
ー
ハ
ン
・
ゲ
オ
ル
ク
四
世　

K
urfürst Johann Georg IV. zu D

resden.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。「
ド
レ
ー
ス
デ
ン
選
帝
侯
」

K
urfürst zu D

resden 

と
い
う
呼
称
は
な
い
の
で
訳
語
の
ご
と
く
に
し
た
。
在
世
一
六
六
八
─
九
四
年
。
一
六
九
一
年
以
降
選
帝
侯
。

（92）	

雨
暴
風
と
雪
嵐　

Regensturm
 und Schneegeplödere.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
資
料
と
し
た
年
代
記
か
ら
こ
れ
ら
の
語
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
。

古
語
か
つ
方
言
で
あ
ろ
う
。
二
語
の
内
後
者
の
合
成
後
半
部
は ,Geplödere‘ 

で
は
な
く ,Geprügel‘ 

（「
鞭
打
つ
」prügeln 

か
ら
の
造
語
）
か
も
知
れ
な

い
（l 

と r 

が
転
訛
で
変
わ
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
、
と
は
思
う
が
）。,Geprügel‘ 

お
よ
び,Schneegeprügel‘ 

は,Schneegestöber‘ 

の
こ
と
で
、「
ぴ
し

ぴ
し
と
鞭
打
つ
よ
う
な
雪
嵐
、
吹
雪
」
を
指
す
戯
言
で
あ
る
。

（93）	

ザ
ク
セ
ン
＝
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
公
ヨ
ー
ハ
ン
・
ゲ
オ
ル
ク　

H
erzog Johann Georg zu Sachsen-Eisenach.　

ヨ
ー
ハ
ン
・
ゲ
オ
ル
ク
一
世
（
一
六
三
四
─

八
六
）
が
死
ん
だ
の
は
一
六
八
六
年
九
月
十
九
日
で
、
場
所
は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ス
タ
ー
ル
近
傍
の
狩
猟
館
で
あ
る
。

（94）	

エ
ル
ベ
河
畔
の
ピ
ル
ナ　

Pirna an der Elbe.　

現
ザ
ク
セ
ン
州
ゼ
ク
ス
ィ
ッ
シ
ェ
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
・
オ
ス
ト
エ
ル
ツ
ゲ
ビ
ル
ゲ
郡
の
都
市
。
北
で
州

都
ド
レ
ー
ス
デ
ン
に
接
し
て
い
る
。
さ
て
、
こ
の
伝
説
の
内
容
自
体
に
は
ほ
っ
と
さ
せ
ら
れ
る
が
、
遺
憾
な
が
ら
、
こ
の
僅
か
五
年
後
の
一
六
三
九
年
四

月
末
、
市
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
軍
に
襲
わ
れ
、
五
箇
月
に
及
ん
だ
抗
戦
も
結
局
無
益
で
、
ひ
ど
い
掠
奪
を
蒙
り
、
荒
廃
し
た
。

（95）	

免
罪
符
売
り
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
テ
ッ
ツ
ェ
ル　

der A
blaßprediger Johannes Tezel.　

,Tezel‘ 

は ,Tetzel‘ 

の
誤
記
な
い
し
誤
植
な
の
で
、
片
仮
名
表

記
は
「
テ
ッ
ツ
ェ
ル
」
と
し
た
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
三
二
注
参
照
。

（96）	

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
温デ

ア
・
ミ
ル
デ

良
方
伯　

Ludw
ig der M

ilde.　

第
三
代
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
方
伯
。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
赤デ

ア
・
ロ
ー
ト
バ
ル
ト

髭
王
・
帝
（
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
）
を
総
司
令
官

と
す
る
第
三
次
十
字
軍
に
参
加
し
た
が
、
病
に
冒
さ
れ
帰
国
す
る
際
、
キ
プ
ロ
ス
島
へ
の
航
海
中
死
ん
だ
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
五
六
注
参
照
。

（97）	

配
下
の
皇
帝
の
封
臣　

sein kaiserlicher Lehensherr.　

訳
者
に
は
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
が
だ
れ
を
指
し
て
い
る
か
類
推
で
き
な
い
。

（98）	

ブ
ー
フ
ホ
ル
ツ　

Buchholz.　

現
ザ
ク
セ
ン
州
エ
ル
ツ
ゲ
ビ
ル
ク
ス
郡
の
都
市
ア
ン
ナ
ベ
ル
ク
＝
ブ
ー
フ
ホ
ル
ツA

nnaberg-Buchholz 

（
一
九
四
九
年

両
市
が
合
併
）。
ア
ン
ナ
ベ
ル
ク
に
つ
い
て
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
二
三
注
参
照
。

（99）	

ラ
ウ
ジ
ッ
ツ
地
方　

現
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
南
部
か
ら
現
ザ
ク
セ
ン
州
東
部
に
掛
け
て
の
歷
史
的
名
称
。

（100）	

ラ
ウ
バ
ン　

Lauban.　

現
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ド
ル
ヌ
ィ
（
ド
ル
ノ
）
シ
ロ
ン
ス
ク
県
（
か
つ
て
の
下

ニ
ー
ダ
ーシ

ュ
レ
ー
ジ
エ
ン
）
の
都
市
ル
バ
ンLubań

。

（101）	

ゲ
ル
リ
ッ
ツ　

Görlitz.　

現
ザ
ク
セ
ン
州
ゲ
ル
リ
ッ
ツ
郡
郡
庁
所
在
地
。
上

オ
ー
バ
ーラ
ウ
ジ
ッ
ツ
最
大
の
都
市
。
ラ
ウ
バ
ン
（
ル
バ
ン
）
の
西
方
二
十
四
キ
ロ
に



113

『ドイツ伝説集』（一八五三）試訳（その十三） 鈴木　滿　訳・注

あ
る
。

（102）	
バ
ト
ラ
ー
指
揮
下
の
龍
騎
兵
一
個
連
隊　

ein Regim
ent Butlerischer D

ragoner.　

バ
ト
ラ
ー
と
は
多
分
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
バ
ト
ラ
ー

Richard W
alter Butler （

一
六
〇
〇
頃
─
三
四
）。
来
歴
は
一
六
三
〇
年
代
初
め
ま
で
不
明
。
親
戚
の
縁
故
で
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
軍
団die 

Irische Legion

の
将
校
と
な
っ
た
の
を
振
り
出
し
に
、
軍
総
司
令
官
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
（
一
五
八
三
─
一
六
三
四
）
に

よ
り
龍
騎
兵
連
隊
長
（
＝
大オ

ー
バ
ー
ス
ト

佐
）
に
任
じ
ら
れ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
。
し
か
し
ま
た
、
皇
帝
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
二
世
の
密
命
に
よ
り
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
を
暗
殺
し
た
（
一
六
三
四
年
二
月
二
十
五
日
）
将
校
の
一
人
で
も
あ
る
。
皇
帝
か
ら
ボ
ヘ
ミ
ア
の
伯
爵
位
を
受
け
た
が
、
暗
殺
遂
行
の
十
箇
月
後
の

十
二
月
二
十
五
日
に
戦
死
。
な
お
、
三
十
年
戦
争
当
時
の
龍
騎
兵
は
騎

カ
ラ
ビ
ー
ナ
ー

銃
な
い
し
小
型
マ
ス
ケ
ッ
ト
（
銃
）
と
長
剣
で
武
装
し
た
乗
馬
歩
兵
だ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
も
と
よ
り
全
員
す
れ
っ
か
ら
し
の
傭
兵
ど
も
で
掠
奪
に
慣
れ
た
乱
暴
者
揃
い
。

（103）	

筒カ
ノ
ー
ネ
ン

長
靴　

K
anonen.　

胴
の
部
分
が
長
い
、
大
抵
は
上
部
に
折
り
返
し
の
付
い
た
乗
馬
用
長
靴
。「
カ
ノ
ー
ネ
ン
シ
ュ
テ
ィ
ー
フ
ェ
ル
」K

anonenstiefel

。

（104）	

斬ハ
ウ
デ
ー
ゲ
ン

擊
剣　

H
audegen.　

十
六
世
紀
イ
ス
パ
ニ
ア
と
イ
タ
リ
ア
で
考
案
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
広
ま
っ
た
重
い
直
剣
。
歷
史
的
な
剣

デ
ー
ゲ
ンは
両
刃
だ
が
、
こ
れ

は
片
刃
。
た
だ
し
先
端
二
十
セ
ン
チ
ほ
ど
は
両
刃
で
、
剣
先
ま
で
左
右
対
称
に
な
っ
て
い
た
。
騎
馬
部
隊
の
武
器
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
部
隊

の
兵
員
に
は
巧
み
な
剣
術
よ
り
も
単
純
な
刺
衝
・
斬
擊
の
方
が
重
要
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

（105）	

シ
ュ
レ
ッ
ケ
ン
ベ
ル
ガ
ー
銀
貨　

Schreckenberger.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
二
四
注
参
照
。

（106）	

リ
ュ
ッ
ツ
ェ
ン
の
会
戦　

die Schlacht bei Lützen.　

一
六
三
二
年
十
一
月
六
日
お
よ
び
十
一
日
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
南
西
リ
ュ
ッ
ツ
ェ
ン
近
郊
で
行
わ
れ
た

戦
い
。
三
十
年
戦
争
の
際
新
教
徒
派
の
大
立
て
者
だ
っ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
グ
ス
タ
ヴ
（
ド
イ
ツ
語
読
み
で
は
グ
ス
タ
フ
）
二
世
ア
ド
ル
フ
（
一
五
九
四

─
一
六
三
二
）
と
大

ゲ
ネ
ラ
リ
ッ
シ
ム
ス

元
帥
（「
將ゲ

ネ
ラ
ル軍

中
の
將
軍
」
の
意
）
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
率
い
る
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
軍
と
の
戦
い
。
前
者
は
こ
の
時
戦
死
。
た
だ
し

指
揮
を
引
き
継
い
だ
極
め
て
有
能
な
傭
兵
隊
長
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ザ
ク
セ
ン
＝
ヴ
ァ
イ
マ
ル
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
八
本
文
お
よ
び
Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
〇
五
注
参

照
）
の
お
蔭
で
新
教
徒
側
が
勝
利
を
収
め
た
。
王
の
死
後
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
軍
は
幾
つ
も
の
兵
団
に
分
か
れ
、
ド
イ
ツ
各
地
を
転
戦
、
掠
奪
を
働
い
た
。 

（107）	

そ
の
名
も
高
き
不
滅
の
ハ
ン
ス
・
フ
ォ
ン
・
リ
ッ
パ
ッ
ハ
殿　

der bekannte unsterbliche H
err H

ans von dort.　

,dort‘ 

は
直
前
の ,Rippach‘ 

を

受
け
る
。
こ
の
部
分
は
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
が
挿
入
し
た
お
ふ
ざ
け
で
あ
ろ
う
。「
ハ
ン
ス
・
フ
ォ
ン
・
リ
ッ
パ
ッ
ハ
」
と
は
か
つ
て
ザ
ク
セ
ン
で
武
骨
な

田
舎
地
主
を
指
し
た
呼
称
で
あ
る
。
リ
ッ
パ
ッ
ハ
は
ナ
ウ
ム
ブ
ル
ク
か
ら
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
に
至
る
昔
の
郵
便
馬
車
街
道
の
最
後
の
宿
駅
で
、
滑
稽
な
田
紳

が
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
十
九
世
紀
の
九
十
年
代
で
も
ま
だ
こ
の
表
現
は
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
使
わ
れ
て
い
た
。
ゲ
ー
テ
は
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
第
一
部

二
一
八
九
─
─
二
一
九
四
行
で
こ
れ
を
踏
ま
え
、
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
と
フ
ァ
ウ
ス
ト
を
か
ら
か
お
う
と
し
た
大
学
生
と
う
ま
く
や
り
返
し
た
メ
フ
ィ

ス
ト
の
問
答
と
し
て
い
る
。 

（108）	

シ
ュ
タ
イ
ン
ベ
ル
ク Steinberg.　

ラ
ウ
バ
ン
（
ル
バ
ン
）
の
町
の
傍
に
聳
え
る
山
。
現
在
そ
の
麓
は
公
園
。 
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（109）	

ツ
ィ
ッ
タ
ウ　

Zittau.　

現
ザ
ク
セ
ン
州
ゲ
ル
リ
ッ
ツ
郡
の
都
市
。
人
口
は
ゲ
ル
リ
ッ
ツ
に
次
ぐ
。
ザ
ク
セ
ン
州
の
最
東
南
端
に
あ
り
、
チ
ェ
コ
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
と
国
境
を
接
し
て
い
る
。

（110）	
静
か
な
人
た
ち　

das stille Volk.　

民
衆
は
小
人
族
を
憚
っ
て
こ
の
よ
う
に
婉
曲
に
呼
ぶ
こ
と
が
あ
っ
た
。「
小
さ
な
人
た
ち
」das kleine Volk 

と
も
。

（111）	
田た

ご
さ
く

吾
作
ど
ん　

Peterbauer.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。
直
訳
「
農
夫
ペ
ー
タ
ー
」。

（112）	

拳げ
ん
こ
つ骨
羹ス

ー
プ汁　

Prügelsuppe.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。
ひ
ど
い
打
擲
を
指
す
戯
語
。

（113）	

リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル　

Rübezahl.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
四
〇
注
参
照
。

（114）	

オ
ル
バ
ー
ス
ド
ル
フ　

O
lbersdorf.　

現
ザ
ク
セ
ン
州
ゲ
ル
リ
ッ
ツ
郡
の
自
治
体
。
ツ
ィ
ッ
タ
ウ
南
方
ツ
ィ
ッ
タ
ウ
山
地
の
麓
に
あ
る
。

（115）	

ハ
イ
ネ
ヴ
ァ
ル
デ　

H
ainew

alde.　

現
ザ
ク
セ
ン
州
ゲ
ル
リ
ッ
ツ
郡
の
自
治
体
。
ド
イ
ツ
と
チ
ェ
コ
国
境
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
。

（116）	

オ
イ
ビ
ン　

O
ybin.　

ツ
ィ
ッ
タ
ウ
の
上
手
、
ツ
ィ
ッ
タ
ウ
山
地
の
こ
ご
し
い
巖
山
（
標
高
五
一
四
メ
ー
ト
ル
）。
山
上
に
は
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
カ
ー
ル
四

世
（
在
位
一
三
五
五
─
七
八
）・
ボ
ヘ
ミ
ア
王
カ
レ
ル
一
世
（
在
位
一
三
四
六
─
七
八
）
が
隠
居
所
と
し
て
築
い
た
城
郭
と
一
三
六
九
年
創
建
の
ケ
レ
ス

テ
ィ
ン
会
派
修
道
院
の
廃
墟
が
あ
る
。
山
麓
に
は
小
さ
な
自
治
体
オ
イ
ビ
ン
が
あ
り
、
こ
の
村
の
歷
史
は
山
上
の
城
と
密
接
に
結
び
付
い
て
い
る
。

（117）	

そ
れ
か
ら
こ
れ
を
測
っ
た
狐き

つ
ね

が
更
に
付
け
加
え
た
分　

und w
as der Fuchs, der sie gem

essen, noch drein gegeben.　

は
て
、
な
ん
の
こ
と
や
ら
。

（118）	

皇カ
イ
ザ
ー
ベ
ッ
テ

帝
の
寝
台
、
皇カ

イ
ザ
ー
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ル

帝
の
椅
子　

den K
aiserbette und den K

aiserstuhl.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

（119）	

仔こ
ひ
つ
じ羊
胴　

Lam
m

sbäuche.　
「
ラ
ム
ス
バ
オ
ホ
」Lam

m
sbauch

は
永
代
借
地
料
と
し
て
の
貢
租
の
一
つ
で
あ
る
内
蔵
を
抜
い
た
仔
羊
。
た
と
え
ば
、
ヘ

ン
ネ
ベ
ル
ク
＝
レ
ー
ム
ヒ
ル
ト
伯
爵
家
記
録
集
時
代
別
文
書
目
録Regesten des A

rchivs der Grafen von H
enneberg-Röm

hild N
r.323 (1375. 

Juni 9.) 

に
は
チ
ー
ズ
の
塊
な
ど
と
共
に
再
再
貢
納
の
記
述
が
あ
る
。

（120）	

ミ
カ
エ
ル
鶏

に
わ
と
り

　

M
ichelshühner.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。 ,M

ichaelishühner‘

の
こ
と
。「
ミ
ヒ
ャ
エ
リ
ス
フ
ー
ン
」M

ichaelishuhn 

は
四ク

ヴ

ァ

テ

ン

バ

ー

半
期
開
始
日

Q
uatem

ber

の
一
つ
で
あ
る
大ザ

ン
ク
ト
・
ミ
ヒ
ャ
エ
リ
ス
タ
ー
ク

天
使
ミ
カ
エ
ル
の
祝
日St. M

ichaelistag （
九
月
二
十
九
日
）
に
貢
租
と
し
て
支
払
う
鶏
。

（121）	

ア
ル
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
近
郊
の
乙

ユ
ン
グ
フ
ァ
ー
ン
シ
ュ
プ
ル
ン
グ

女
の
跳
躍　

Jungfernsprung bei A
rnstadt.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
八
六
参
照
。

（122）	

ヘ
ル
ム
ス
ド
ル
フ　

H
erm

sdorf.　

現
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ド
ル
ヌ
ィ
（
ド
ル
ノ
）
シ
ロ
ン
ス
ク
県
の
都
市
イ
ェ
レ
ニ
ャ
・
グ
ラJelenia Góra

（
ド
イ
ツ
名
ヒ

ル
シ
ュ
ベ
ル
クH

irschberg

）
の
一
部
ソ
ビ
ェ
ス
ズ
フSobieszów
。

（123）	

ヴ
ァ
ル
ム
ブ
ル
ン　

W
arm

brunn.　

バ
ー
ト
・
ヴ
ァ
ル
ム
ブ
ル
ンBad W

arm
brunn

。
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ド
ル
ヌ
ィ
（
ド
ル
ノ
）
シ
ロ
ン
ス
ク
県
の
都

市
イ
ェ
レ
ニ
ャ
・
グ
ラ
の
一
部
チ
ェ
プ
リ
ツ
ェ
・
シ
ロ
ン
ス
キ
エ
＝
ズ
ド
ル
イCieplice Śląskie-Zdrój

。
リ
ー
ゼ
ン
ゲ
ビ
ル
ゲ
の
麓
に
あ
り
、
十
三
世
紀

以
来
温
泉
療
養
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
熱
い
硫
黄
温
泉
。

（124）	

キ
ュ
ナ
ス
ト
城　

der Burg Kynast.　

ポ
ー
ラ
ン
ド
語
ザ
メ
ク
・
ホ
イ
ニ
クZam

ek Chojnik

。
十
三
世
紀
後
半
に
ピ
ャ
ス
ト
家
の
ボ
レ
ス
ワ
フ
二
世
公
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が
築
城
し
た
山
城
。
一
三
六
〇
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
シ
ャ
ッ
フ
ゴ
ッ
チ
ュ
家
（
後
掲
注
参
照
）
の
所
有
。
改
築
、
再
建
な
ど
を
経
た
が
、
一
六
七
五

年
落
雷
に
よ
り
完
全
に
焼
失
し
て
廃
墟
（
主

ベ
ル
ク
フ
リ
ー
ト
塔
や
城
壁
は
残
っ
て
い
る
）
と
な
っ
た
。
一
九
六
〇
年
以
降
北
稜
堡
が
改
築
さ
れ
、
山
荘
と
な
っ
た
。
ホ
イ

ニ
ク
（
キ
ュ
ナ
ス
ト
）
山
（
標
高
六
二
七
メ
ー
ト
ル
）
─
─
南
東
部
は
い
わ
ゆ
る
奈ヘ

レ
ン
タ
ー
ル

落
谷
を
見
下
ろ
す
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
切
り
立
っ
た
絶
壁
─
─
山
頂

に
あ
る
。
美
姫
ク
ニ
グ
ン
デ
の
物
語
は
極
め
て
有
名
。

（125）	

ア
ル
バ
ー
ト　

A
lbert.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。
し
か
し
な
が
ら
向デ

ア

・

フ

ラ

イ

デ

ィ

ゲ

こ
う
見
ず
方
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒFriedrich der Freidige 

（「
楽デ

ア
・
フ
ロ
イ
デ
ィ
ゲ

天
方
伯
」

der Freidige
で
は
な
い
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
一
貫
し
て
間
違
え
て
い
る
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
六
九
注
参
照
）
の
父
親
な
ら
、
ア
ル
バ
ー
ト
で
は
な
く
、

ろデ
ア
・
エ
ン
ト
ア
ル
テ
テ

く
で
な
し
方
伯
ア
ル
ブ
レ
ヒ
トA

lbrecht der Entartete （
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
六
八
本
文
お
よ
び
注
参
照
）
で
あ
る
。

（126）	

テ
オ
ド
ー
ア
・
ケ
ル
ナ
ー　

T
heodor K

örner.　

一
七
九
一
─
一
八
一
三
年
。
文
人
、
劇
作
家
。
リ
ュ
ッ
ツ
ォ
ウ
少
佐
の
指
揮
す
る
リ
ュ
ッ
ツ
ォ
ウ

義フ
ラ
イ
コ
ー
ル

勇
兵
団Lützow

sches Freikorps （
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
支
配
に
抗
す
る
解
放
戦
争
の
一
翼
を
担
っ
た
）
の
副
官
と
し
て
戦
傷
死
。

（127）	

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
リ
ュ
ッ
カ
ー
ト　

Friedrich Rückert.　

一
七
八
八
─
一
八
六
六
年
。
文
人
、
言
語
学
者
、
ド
イ
ツ
東
洋
学
の
創
始
者
。

（128）	

シ
ャ
ー
フ
ゴ
ッ
チ
ュ
伯
ヨ
ー
ハ
ン
・
ウ
ル
リ
ヒ　

Johann U
lrich Graf von Schaafgotsch.　

シ
ャ
ッ
フ

0

0

0

0

ゴ
ッ
チ
ュSchaffgotsch 

家
は
シ
レ
ジ
ア

と
ボ
ヘ
ミ
ア
の
古
い
貴
族
一
門
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）。
男
爵
（
一
五
九
二
年
以
降
）。
伯
爵
（
一
六
五
四
年
以
降
）。
帝ラ

イ
ヒ
ス
グ
ラ
ー
フ

国
直
属
伯
爵
（
一
七
〇
八
年
以
降
）。

一
三
六
〇
年
騎
士
ゴ
ッ
チ
ュ
（
ゴ
ッ
ト
ハ
ル
トGotthard

）・
シ
ャ
ッ
フ
─
─
シ
ャ
ッ
フ
ゴ
ッ
チ
ュ
家
の
創
始
者
─
─
が
キ
ュ
ナ
ス
ト
城
を
与
え
ら
れ
、

シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ド
ニ
ッ
ツ
公
領
の
封
臣
と
な
っ
た
。
以
降
一
九
四
五
年
ま
で
こ
の
家
系
が
城
主
。
な
お
一
六
三
五
年
に
処
刑
さ
れ
た
の
は
ト
ラ
ッ
ヘ
ン
ベ

ル
ク
男
爵
ハ
ン
ス
・
ウ
ル
リ
ヒ
・
シ
ャ
ッ
フ
ゴ
ッ
チ
ュ
（
一
五
九
五
─
一
六
三
五
）。
誕
生
日
は
八
月
二
十
八
日
。
彼
は
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
軍
の
將
軍
で

皇
帝
軍
総
司
令
官
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
側
近
だ
っ
た
。
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
個
人
的
に
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
皇
帝
フ
ェ
ル
デ
ィ

ナ
ン
ト
二
世
の
不
興
と
疑
惑
を
買
い
、
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
皇
帝
の
密
命
に
よ
り
暗
殺
さ
れ
る
一
日
前
─
─
一
六
三
四
年
二
月
二
十
四
日
逮
捕
さ

れ
、
一
六
三
五
年
七
月
二
十
三
日
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
（
現
バ
イ
エ
ル
ン
州
。
帝
国
議
会
が
こ
こ
で
何
度
も
開
催
さ
れ
て
い
る
）
の
中
央
広
場
ハ
イ
ド
プ

ラ
ッ
ツ
で
斬
首
さ
れ
た
。
因
み
に
「
シ
ャ
ッ
フ
」
は
ド
イ
ツ
語
「
シ
ャ
ー
フ
」Schaf 

（
羊
）
に
由
来
す
る
。
こ
の
伝
説
で
は
、
狼
が
羊
を
喰
っ
た
こ
と
も

シ
ャ
ッ
フ
ゴ
ッ
チ
ュ
將
軍
横
死
の
駄
目
押
し
の
予
兆
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
。

（129）	

ヨ
ー
ハ
ン
・
ア
ン
ド
レ
ー
ア
ス
・
テ
ィ
ー
メ　

Johann A
ndreas T

hiem
e.　

十
七
世
紀
前
半
キ
ュ
ナ
ス
ト
城
支
配
下
の
上

オ
ー
バ
ーギ
ー
ア
ス
村ド

ル
フ
で
聖
職
に
就
い

て
い
た
由
。
彼
は
、
誕
生
時
さ
え
示
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
時
の
星
辰
の
位
地
か
ら
人
の
運
命
を
予
言
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
か
。

（130）	

イ
ザ
ヤ
書
が
主し

ゅ

の
来
た
れ
る
日
を
こ
う
予
言
し
て
い
る
よ
う
に
。
す
な
わ
ち
、
天
の
諸

も
ろ
も
ろの
星
と
ほ
し
の
宿や

ど
り
は
光
を
は
な
た
ず
日
は
い
で
て
く
ら
く
月
は
そ

の
光
を
か
が
や
か
さ
ざ
る
べ
し
、
と　

w
ie Jesaias w

eissaget vom
 kom

m
enden Tage des H

errn: die Sterne am
 H

im
m

el und sein O
rion 

scheinen nicht helle, die Sonne gehet finster auf und der M
ond scheinet dunkel.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。
現
行
ル
タ
ー
訳
ド
イ
ツ
語
聖
書
と
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は
僅
か
な
が
ら
綴
り
の
違
い
が
あ
る
。「
視み

よ
ヱ
ホ
バ
の
日
（
中
略
）
来き

た

り
（
中
略
）
天
の
諸

も
ろ
も
ろの
星
と
ほ
し
の
宿や

ど
り
は
光
を
は
な
た
ず
日
は
い
で
て
く
ら
く
月

は
そ
の
光
を
か
が
や
か
さ
ざ
る
べ
し
」（
旧
約
聖
書
イ
ザ
ヤ
書
十
三
章
九
─
十
節
）。

（131）	
例
の
慣
れ
た
狼
の
前
脚
に
串
の
回
転
を
委
せ　

gab ...... dem
 zahm

en W
olf den Spieß zum

 D
rehen in die Pfote.　

料
理
用
炉
前
面
の
切
り
込
み
に

横
た
え
ら
れ
た
焙
き
串
（
先
の
尖
っ
た
金
属
の
棒
）
に
刺
さ
っ
た
大
き
な
肉
塊
は
絶
え
ず
串
を
回
転
さ
せ
て
均
一
に
火
に
当
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

串
の
一
端
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
把
手
な
い
し
回
転
輪
を
下
働
き
の
男
の
子
な
ど
（「
焙
き
肉
回
し
」
と
呼
ば
れ
た
）
が
回
す
の
が
普
通
だ
っ
た
が
、
串

を
軸
と
し
た
、
あ
る
い
は
何
ら
か
の
工
夫
で
回
転
を
串
に
連
繋
さ
せ
た
大
き
な
中
空
の
車
輪
状
の
も
の
に
犬
を
入
れ
、
犬
が
輪
の
内
側
の
段
に
前
脚
を
掛

け
て
歩
き
続
け
る
こ
と
に
よ
り
輪
が
回
り
、
焙
き
串
が
回
る
と
い
う
仕
掛
け
も
あ
っ
た
。
因
み
に
、
焙
き
串
を
回
す
よ
う
に
仕
込
ま
れ
た
犬
は
、
ド
イ
ツ

語
で
は ,Bratenw

enderhund‘

、
英
語
で
は ‘turnspit dog’ 

と
い
い
、
し
ば
し
ば
火
か
ら
そ
う
遠
く
な
い
と
こ
ろ
で
長
い
間
歩
き
続
け
る
難
行
苦
行
を

強
い
ら
れ
た
。
歩
き
く
た
び
れ
て
脚
を
留
め
る
と
ひ
っ
ぱ
た
か
れ
も
し
た
。

（132）	

で
な
く
と
も
長
い
こ
と
新
鮮
な
肉
を
賞
味
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た　

der w
ohl ohnehin lange kein frisches Fleisch geschm

eckt hatte.　

中
近
世

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
長
い
冬
の
間
、
秋
に
拵
え
た
塩
漬
け
肉
や
燻
製
肉
で
凌
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
物
語
の
よ
う
に
三
月
初
め
な
ら
こ
う

し
た
加
工
肉
は
既
に
か
な
り
臭
く
、
か
つ
堅
く
な
っ
て
、
不
味
だ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

（133）	

焙
き
肉
回
し　

Bratenw
ender.　

焙
き
串
を
回
す
者
、
あ
る
い
は
そ
の
た
め
の
器
具
（
ぜ
ん
ま
い
仕
掛
け
な
ど
）。
英
語
で
は ‘roasting jack’

と
い
う
。

（134）	

リ
ー
ゼ
ン
ゲ
ビ
ル
ゲ　

Riesengebirge.　

現
ポ
ー
ラ
ン
ド
南
西
部
か
ら
現
チ
ェ
コ
北
東
部
に
拡
が
る
シ
レ
ジ
ア
地
方
（
ド
イ
ツ
語
シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン

Schlesien

、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
シ
ロ
ン
ス
クŚląsk
、
チ
ェ
コ
語
ス
レ
ス
コSlezsko

）
─
─
詳
し
く
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
四
五
注
参
照
─
─
と
チ
ェ
コ
の
ボ
ヘ
ミ
ア

地
方
に
ま
た
が
る
中
級
山
地
ズ
デ
ー
テ
ンSudeten （
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
・
チ
ェ
コ
語
ス
デ
ー
テ
ィSudety

）
─
─
長
さ
三
一
〇
キ
ロ
、
幅
三
〇
─
五
〇
キ
ロ

─
─
の
最
高
部
分
。
長
さ
四
〇
キ
ロ
に
及
ぶ
。
直
訳
す
れ
ば
「
巨
人
山
地
」。
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
カ
ル
コ
ノ
シ
ェK

arkonosze

、
チ
ェ
コ
語
ク
ル
コ
ノ
シ
ェ

K
rkonoše 

も
「
巨
大
な
山
」
の
意
。
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
現
チ
ェ
コ
の
国
境
地
帯
で
最
も
高
い
山
山
の
連
な
り
。
と
は
申
せ
最
高
峰
ド
イ
ツ
語
シ
ュ
ネ
ー

コ
ッ
ペ
（
後
掲
）Schneekoppe

＝
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
シ
ュ
ニ
ェ
ジ
ュ
カŚnieżka

＝
チ
ェ
コ
語
ス
ニ
ェ
シ
ュ
カSněžka

は
標
高
一
六
〇
三
メ
ー
ト
ル
に
過

ぎ
な
い
。
古
い
文
献
で
は
「
山ゲ

ビ
ル
ゲ地
」Gebirge

、「
雪シ

ュ
ネ
ー
ゲ
ビ
ル
ゲ

の
山
地
」Schneegebirge

、
あ
る
い
は
「
ボベ

ー
ミ
ッ
シ
ェ
ス
・
ゲ
ビ
ル
ゲ

ヘ
ミ
ア
山
地
」Böhm

isches Gebirge

と
記
さ
れ
て

い
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
こ
の
名
が
「
リ
ー
ゼ
ン
ゲ
ビ
ル
ク
ス
協フ

ェ
ラ
イ
ン会
」Riesengebirgsverein

に
よ
っ
て
十
九
世
紀
末
に
広
ま
っ
た
。「
ゲ
ビ
ル
ゲ
」
は
「
山

脈
」
と
も
訳
せ
る
が
、
日
本
の
巍
峨
た
る
山
脈
の
語
感
と
異
な
り
、
か
な
り
低
い
な
だ
ら
か
な
山
並
み
で
あ
る
。

（135）	

神
よ
、
御み

こ
こ
ろ心
の
ま
ま
に　

Gott w
alt’s!　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

（136）	

御
心
の
ま
ま
に
、
神
よ　

W
alt’s Gott!　

原
文
は
上
記
の
通
り
。
こ
の
唱
え
詞
で
も
前
掲
の
詞
と
意
味
は
同
じ
は
ず
だ
が
…
…
。

（137）	

リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル　

Rübezahl.　

名
の
み
Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
三
五
に
初
出
。
ズ
デ
ー
テ
ン
山
地
の
最
高
部
分
リ
ー
ゼ
ン
ゲ
ビ
ル
ゲ
を
し
ろ
し
め
し
て
い
た
山
の
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精
。
シ
レ
ジ
ア
に
た
く
さ
ん
の
ド
イ
ツ
人
が
定
住
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
ド
イ
ツ
語
圏
の
山
の
精
と
し
て
大
い
に
人
気
を
博
し
た
。
こ
の
山
の
精
、

実
は
太
古
か
ら
リ
ー
ゼ
ン
ゲ
ビ
ル
ゲ
に
棲
み
着
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
既
に
一
二
五
〇
年
頃
、
ヘ
ッ
セ
ン
地
方
の
町
フ
ル
ダ
や
、
フ
ラ
ン
ケ
ン
地
方

の
町
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
の
辺
り
に
こ
の
名
の
コ
ー
ボ
ル
ト
（
家
の
精
の
コ
ー
ボ
ル
ト
で
は
な
く
、
高
山
の
頂
き
や
鉱
山
の
坑
道
に
出
没
す
る
山
の
精
）
が

存
在
、
テ
ィ
ロ
ル
地
方
（
元
来
全
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
。
第
一
次
大
戦
後
南
テ
ィ
ロ
ル
は
イ
タ
リ
ア
領
と
な
る
）
の
一
六
一
九
年
の
年
代
記
に
も
リ
ュ
ー

ブ
ツ
ァ
ー
ゲ
ルRuebzagel

と
い
う
名
称
が
出
て
来
る
。
リ
ー
ゼ
ン
ゲ
ビ
ル
ゲ
に
は
中
世
、
ハ
ル
ツ
や
ヘ
ッ
セ
ン
か
ら
金
や
錫
の
鉱
床
を
求
め
て
多
く
の

鉱
夫
が
移
り
住
み
、
こ
の
傾
向
は
十
六
─
十
七
世
紀
の
テ
ィ
ロ
ル
、
特
に
ツ
ィ
ラ
ー
谷タ

ー
ル

か
ら
の
殖
民
に
よ
っ
て
強
め
ら
れ
た
の
で
、
リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル

は
ド
イ
ツ
系
の
人
人
が
自
分
た
ち
の
新
た
な
定
住
地
に
持
ち
込
ん
だ
鉱
山
の
精
と
思
わ
れ
る
。
と
は
言
う
も
の
の
、
一
度
土
着
す
る
と
、
そ
の
性
格
は
変

転
す
る
。
昔
日
の
金
や
錫
の
鉱
石
層
が
涸
渇
し
て
鉱
山
業
が
振
る
わ
な
く
な
り
、
代
わ
り
に
木
材
伐
採
と
牧
畜
が
広
ま
り
出
す
と
、
空
模
様
を
気
に
し
な

が
ら
山
仕
事
を
す
る
者
た
ち
は
、
リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
を
、
天
候
の
精
だ
、
と
考
え
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
一
攫
千
金
を
夢
見
て
こ
の
地
方
に
入
り
込

む
山
師
ど
も
に
と
っ
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
自
然
の
目
眩
ま
し
─
─
鬼
火
、
濃
霧
、
大
雷
雨
な
ど
─
─
を
用
い
て
山
に
隠
さ
れ
た
宝
を
守
護
す
る
精
霊
と
な
り
、

一
方
、
家
畜
の
餌
に
す
る
木
の
葉
、
燃
料
に
す
る
柴
、
薬
用
の
草
根
木
皮
な
ど
を
求
め
て
彼
の
縄
張
り
内
を
彷
徨
う
慎
ま
し
い
庶
民
に
は
、
な
る
ほ
ど
時

折
荒
っ
ぽ
く
か
ら
か
い
は
す
る
が
、
親
切
に
山
案
内
を
し
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
る
人
間
の
形
を
し
た
存
在
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
な
っ
た
。

（138）	

シ
ュ
ラ
イ
バ
ー
ス
ア
ウ　

Schreibersau.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
在
世
当
時
は
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン
州
。
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
南
部
オ
ポ
ー
レ
県

ウ
チ
ェ
ハU

ciecha

。
オ
ポ
ー
レ
県
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
十
六
県
の
中
最
も
ド
イ
ツ
系
住
民
の
数
が
多
い
。

（139）	

大
ダ
ス
・
グ
ロ
ー
セラ
ー
ト
山  das große Rad.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。
し
か
し
「
高

ダ
ス
・
ホ
ー
エラ
ー
ト
山
」das hohe Rad

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
リ
ー
ゼ
ン
ゲ
ビ
ル
ゲ
で

四
番
目
に
高
い
山
（
標
高
一
五
〇
九
メ
ー
ト
ル
）。

（140）	

コ
ッ
ペ
山　

K
oppe.　

「
シ
ュ
ネ
ー
コ
ッ
ペ
」Schneekoppe 

（
標
高
一
六
〇
三
メ
ー
ト
ル
。
リ
ー
ゼ
ン
ゲ
ビ
ル
ゲ
最
高
峰
）
か
、「
小

ク
ラ
イ
ネコ

ッ
ペ
」K

leine 
K

oppe （
シ
ュ
ネ
ー
コ
ッ
ペ
の
北
の
側
峰
）
か
。

（141）	

そ
の
球バ

ル　

sein Ball.　

十
七
世
紀
、
リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
伝
説
を
集
め
て
出
版
し
た
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
プ
レ
ト
リ
ウ
ス
編
著
『
し
れ
じ
あ
ナ
ル
り
ゅ
う
べ

つ
ぁ
あ
る
ノ
魔
物
譚
』
─
─Johannes Praetorius: D

aem
onologia R

ubinzalii Silesii. Leipzig, A
rnstadt, Rudolfstadt. 1662–73. 

こ
れ

は
タ
イ
ト
ル
は
ラ
テ
ン
語
だ
が
、
ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ
、
タ
イ
ト
ル
に
は
更
に
極
め
て
長
い
ド
イ
ツ
語
の
副
題
が
付
い
て
い
る
─
─
を
基
に
し
て
、
後

世
、
幾
つ
か
の
リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
話
を
加
え
て
編
集
さ
れ
た
『
怪
奇
に
し
て
世
に
も
名
高
き
精
霊
リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
の
既
知
お
よ
び
未
知
の
物
語
』

Bekannte und unbekannte H
istorien von dem

 abenteuerlichen und w
eltberufenen G

espenste dem
 R

übezahl. 

─
─
刊
本
と
し
て
は

Insel-Verlag. Leipzig 1920. 

お
よ
び
こ
れ
を
基
に
し
た W

issenschaftliche Buchgesellschaft. D
arm

stadt 1983. 

版
が
あ
る
─
─
中
に
「
リ
ュ
ー

ベ
ツ
ァ
ー
ル
が
球
戯
を
す
る
」71. Rübezahl schläget den Ball. 

が
見
え
る
。
な
お
、
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
プ
レ
ト
リ
ウ
ス
修

マ
ギ
ス
タ
ー士

─
─
本
名
ハ
ン
ス
・
シ
ュ
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ル
ツ
ェH

ans Schultze

─
─
（
一
六
三
〇
─
八
〇
）
は
幼
少
時
三
十
年
戦
争
を
体
験
し
た
ド
イ
ツ
（
現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
ア
ル
ト
マ
ル
ク
郡
ザ

ル
ツ
ヴ
ェ
ー
デ
ル
の
都
市
カ
ル
ベ
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
ツ
ェ
ト
リ
ン
ゲ
ンZethlingen

生
ま
れ
）
の
文
人
・
博
識
家
・
編
纂
者
。
伝
説
、
民
話
を
収
集
、

編
纂
、
出
版
し
た
。
そ
れ
ら
は
時
代
好
尚
を
反
映
し
て
、
荒
削
り
、
武
骨
、
粗
野
で
、
今
日
の
嗜
好
に
は
概
し
て
適
合
し
な
い
が
、
当
時
の
ド
イ
ツ
の
民

衆
の
感
覚
、
習
俗
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

（142）	

プ
ロ
テ
ウ
ス
的
存
在　

ein Proteus.　

ギ
リ
シ
ア
神
話
に
登
場
す
る
海
神
。
変
幻
自
在
。

（143）	

コ
ー
ボ
ル
ト
的
性
格　

K
oboldnatur.　

コ
ー
ボ
ル
ト
に
は
鉱
山
の
坑
道
な
ど
に
出
没
す
る
山ベ

ル
ク
ガ
イ
ス
ト

の
精
と
人
家
に
棲
み
着
い
て
い
る
家ハ

ウ
ス
ガ
イ
ス
ト

の
精
が
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
前
者
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

（144）	

こ
の
精
は
リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
な
る
名
を
我
慢
で
き
ず　

dieser Geist den N
am

en Rübezahl nicht leiden könne.　

リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
の
原
型
は

リ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ゲ
ルRiebezagel

で
、riebe

は
古
高
ド
イ
ツ
語
の hriob 

＝ rauh

（
荒
荒
し
い
）、zagel 

は
中
高
ド
イ
ツ
語
で
「
尻
尾
」「
端
っ
こ
」
を

指
す
、
と
い
う
説
が
あ
る
が
、
要
す
る
に
よ
く
分
か
ら
な
い
。「
蕪

リ
ュ
ー
ベ」Rübe 

＋
「
数ツ

ェ
ー
レ
ン

え
る
」zählen

、
す
な
わ
ち
「
蕪

か
ぶ
ら

数
え
」
で
あ
る
、
と
こ
じ
つ
け
た

の
は
民
間
語
源
学
で
、
こ
の
解
釈
が
更
に
物
語
を
創
造
し
た
。
そ
の
話
で
は
さ
し
も
偉
大
な
山
の
精
が
、
片
想
い
し
た
上
誘
拐
し
て
来
た
シ
レ
ジ
ア
王
の

お
姫
様
エ
ン
マ
に
、
物
の
見
事
に
瞞
く
ら
か
さ
れ
て
逃
げ
ら
れ
た
の
で
、
付
け
ら
れ
た
綽
名
と
な
っ
て
い
る
。
エ
ン
マ
は
女
の
武
器
で
あ
る
手
練
手
管
を

巧
み
に
使
い
、
山
の
精
に
栽
培
し
て
い
る
蕪
を
正
確
に
数
え
る
こ
と
を
要
求
、
惚
れ
た
弱
み
で
精
が
何
度
も
何
度
も
数
え
直
し
て
い
る
間
に
、
リ
ー
ゼ
ン

ゲ
ビ
ル
ゲ
の
域
外
に
逃
げ
延
び
て
、
無
事
恋
人
に
保
護
さ
れ
た
。
由
来
が
由
来
だ
か
ら
、
以
来
こ
う
呼
ば
れ
る
と
─
─
尤
も
至
極
だ
が
─
─
誇
り
高
き
山

の
精
は
激
怒
す
る
わ
け
。
綽
名
が
付
い
た
詳
し
い
経
緯
、
綽
名
で
呼
ん
で
莫
迦
に
し
た
人
間
へ
の
仕
返
し
、
ま
た
気
に
入
っ
た
人
間
に
施
し
た
親
切
に
つ

い
て
は
、
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
が
私
淑
し
た
郷
土
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
大
先
輩
Ｊ
・
Ｋ
・
Ａ
・
ム
ゼ
ー
ウ
ス
が
「
リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
の
伝
説
」Legenden 

von Rübezahl 

と
題
し
て
頗
る
面
白
い
話
を
書
き
、『
ド
イ
ツ
人
の
民
話
』D

ie Volksm
ärchen der D

eutschen

全
三
巻
の
一
冊
『
リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー

ル
の
物
語 

ド
イ
ツ
人
の
民
話
』（
国
書
刊
行
会
、
平
成
十
五
年
）
と
し
て
鈴
木
が
訳
出
し
て
い
る
。

（145）	

ヨド

ミ

ヌ

ス

・

ヨ

ハ

ン

ネ

ス

ハ
ン
ネ
ス
の
ご
主
人
様　

D
om

inus Johannes.　

薬
草
類
は
洗ヨ

ハ

ン

ニ

ス

礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
の
祝
日
（
六
月
二
十
四
日
）
当
日
や
そ
の
前
後
に
採
取
す
る
と
最
も
薬

効
が
あ
る
、
と
民
間
伝
承
で
言
わ
れ
る
。
薬
草
探
し
た
ち
が
標
記
の
よ
う
に
唱
え
て
崇
め
た
と
す
れ
ば
、「
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
」
は
祝
日
名
か
ら
来
て
い
る
の
か

も
知
れ
な
い
。

（146）	

ス
イ
ス
の
ピ
ラ
ト
ゥ
ス
湖ゼ

ー　

der Pilatus-See in der Schw
eiz.　

ス
イ
ス
の
ピ
ラ
ト
ゥ
ス
山
と
そ
の
山
麓
に
あ
る
湖
に
纏
わ
る
伝
説
に
つ
い
て
は
Ｄ
Ｓ

Ｂ
一
〇
参
照
。

（147）	

植
物
採
集
を
し
て
い
た
医
学
生
の
頸く

び

根
っ
こ
を
へ
し
折
っ
た　

einem
 botanisirenden M

ediziner brach er Genick;　

こ
の
話
は
前
掲
書
（
前
掲
注

１４１
参
照
）
中
の
「
リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
が
男
の
頸
を
捻
る
」21. Rübezahl drehet einem

 das Genicke um
b. 

で
あ
る
。
な
お
、
以
下
「
前
掲
書
」
と
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『ドイツ伝説集』（一八五三）試訳（その十三） 鈴木　滿　訳・注

記
す
場
合
は
、
Ｊ
・
プ
レ
ト
リ
ウ
ス
編
著
『
リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
の
既
知
お
よ
び
未
知
の
物
語
』Johannes Praetorius: Bekannte und unbekannte 

H
istorien von R

übezahl. Insel-Verlag. Leipzig 1920. 

を
基
に
し
たW

issenschaftliche Buchgesellschaft. D
arm

stadt 1983. 

版
を
指
す
。

（148）	
か
の
黄お

う
ご
ん金
の
驢ろ

ば馬
の　

des güldenen Esels.　
「
黄
金
の
驢
馬
」
と
は
ロ
ー
マ
文
学
中
唯
一
完
全
な
形
で
伝
わ
る
二
世
紀
の
人
ア
プ
レ
イ
ウ
ス
作
『
変
身

譚
』、
あ
る
い
は
別
名
『
黄
金
の
驢
馬
』A

puleius: M
etam

orphoses. / A
sinus aureus. 

の
主
人
公
、
梟
に
化
け
よ
う
と
し
て
哀
れ
や
驢
馬
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
青
年
ル
キ
ウ
ス
の
こ
と
。
驢
馬
の
耳
は
長
い
。
こ
の
話
は
前
掲
書
中
の
「
リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
が
男
を
驢
馬
の
耳
に
す
る
」26. Rübezahl 

bildet einem
 Eselsohren ein. 

で
あ
る
。

（149）	

天ナ
ー
ゼ
ン
ケ
ー
ニ
ヒ

狗
鼻　

N
asenkönig.　

「
鼻ナ

ー
ゼ
ン
ケ
ー
ニ
ヒ

の
王
様
」
と
い
え
ば
、
長
い
鉤
鼻
を
し
た
王
様
の
絵
（
一
六
六
〇
）
も
あ
る
し
、
と
て
つ
も
な
く
鼻
の
長
い
少
年
を
主
人

公
と
し
た
現
代
の
絵
本
の
タ
イ
ト
ル
で
も
あ
る
が
、
こ
の
語
自
体
は
リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
譚
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
話
は
前
掲
書
中
の
「
リ
ュ
ー
ベ

ツ
ァ
ー
ル
が
男
に
長
い
鼻
を
く
っ
つ
け
る
」24. Rübezahl setzt einem

 eine lange N
ase an. 

で
あ
る
。

（150）	

手フ
ァ
ツ
ィ
ネ
ッ
ト
巾　

Fazinettlein.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。
直
訳
す
れ
ば
「
ち
い
ち
ゃ
な
手

フ
ァ
ツ
ィ
ネ
ッ
ト
巾
」。

（151）	

草
刈
り
娘　

Grasem
agd.　

民
間
で
は
こ
の
よ
う
に
「
グ
ラ
ー
ゼ
マ
ー
ク
ト
」
と
呼
ば
れ
た
。「
グ
ラ
ー
ス
マ
ー
ク
ト
（
草
＋
娘
・
女
中
）Grasm

agd 

の
こ
と
。
厩
の
牝
牛
ら
の
た
め
に
牧
草
を
鎌
で
刈
り
、
運
び
帰
る
娘
・
女
中
。
こ
の
話
は
前
掲
書
中
の
「
リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
が
娘
に
山
羊
の
髯
を
生
や

す
」25. Rübezahl m

acht einer M
agd einen Ziegenbart. 

で
あ
る
。

（152）	

殻か
ら
さ
お棹
を
穀
物
に
で
は
な
く
お
互
い
の
頭
や
背
中
に
打
ち
下
ろ
し
て
し
ま
い　

unw
illkührlich die Flegel nicht aufs Getraide, sondern auf ihre 

K
öpfe und Buckel.　

こ
の
話
は
前
掲
書
中
の
「
リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
が
何
本
か
の
殻
棹
に
化
け
る
」27. Rübezahl nim

m
t eine Gestalt etlicher 

Flegel. 

で
あ
る
。

（153）	

山や
ま
り
ん
ご

林
檎　

H
olzapfel.　

小
さ
く
て
、
酸
っ
ぱ
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
産
野
生
種
林
檎
。
秋
に
果
実
を
付
け
る
。

（154）	

自
分
の
庭
園
へ　

in seinen Garten.　

つ
ま
り
「
リリ

ュ

ー

ベ

ツ

ァ

ー

ル

ス

ガ

ル

テ

ン

ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
の
庭
園
」Rübezahlsgarten 

で
あ
る
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
四
〇
参
照
）。

（155）	

…
…
女
は
走
り
戻
り
、
捨
て
て
し
ま
っ
た
葉
を
探
そ
う
と
し
た
が
無
駄
だ
っ
た
。 Vergebens rannte sie zurück, die w

eggew
orfenen Blätter 

zu suchen.　

こ
の
話
は
前
掲
書
中
の
「
リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
が
葉
っ
ぱ
を
ド
ゥ
カ
ー
テ
ン
金
貨
に
変
え
る
」56. Rübezahl verw

andelt Blätter in 
D

ukaten. 

で
あ
る
。

（156）	

ハ
ー
ネ
ブ
ッ
テ　

H
anebutte.　

「
ハ
ー
ゲ0

ブ
ッ
テ
」H

agebutte 

の
こ
と
。
他
に
も
名
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
英
語
「
ロ
ー
ズ
・
ヒ
ッ
プ
」rose hip

。
さ

ま
ざ
ま
の
薔
薇
科
の
植
物
（
犬
薔
薇H

unds-Rose

、
玫は

ま
な
す瑰Japan-Rose, K

artoffel-Rose

も
こ
れ
に
数
え
ら
れ
る
）
の
実
の
総
称
。
小
さ
い
種
─
─
こ
れ

は
一
緒
に
食
べ
な
い
方
が
よ
い
─
─
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
る
が
、
果
肉
は
甘
酸
っ
ぱ
く
、
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
類
、
特
に
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
Ｃ
に
富
む
。
シ
ロ
ッ
プ

あ
る
い
は
ジ
ャ
ム
に
用
い
ら
れ
る
。
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（157）	

葡ヴ
ァ
イ
ン
ズ
ッ
ペ

萄
酒
羹
汁　

W
einsuppe.　

酸す
ぐ
り塊
や
木
苺
な
ど
漿
果
を
使
う
場
合
、
ワ
イ
ン
ス
ー
プ
の
レ
シ
ピ
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
か
。
漿
果
を
擂
り
潰
す
。
砂
糖
、
サ

ワ
ー
ク
リ
ー
ム
、
辛
口
赤
ワ
イ
ン
、
水
と
混
ぜ
、
弱
火
で
三
、四
十
分
煮
る
。
熱
く
し
て
あ
る
い
は
冷
や
し
て
、
前
菜
な
い
し
デ
ザ
ー
ト
と
し
て
供
す
る
。

（158）	
接
骨
木
の
実　

H
ollunderbeeren.　

西
洋
接
骨
木
（
ド
イ
ツ
語
ホ
ル
ン
ダ
ーH

ollunder

、
英
語
エ
ル
ダ
ーelder

、
フ
ラ
ン
ス
語
ス
ュ
ロ
ーsureau

）
の

実
は
初
め
は
赤
く
、
完
熟
す
る
と
黒
く
な
り
、
シ
ロ
ッ
プ
あ
る
い
は
ジ
ャ
ム
に
用
い
ら
れ
る
。
果
肉
は
甘
酸
っ
ぱ
く
、
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
含
む
。

（159）	

三
プ
フ
エ
ニ
ヒ
銀
貨　

D
reier.　

一
般
に
「
ド
ラ
イ
ア
ー
」
は
低
価
値
の
銅
貨
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
場
合
は
三
ヘ
ラ
ー
に
過
ぎ
な
い
が
、
こ
れ

は
プ
フ
エ
ニ
ヒ
貨
が
ま
だ
銀
貨
だ
っ
た
時
代
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

（160）	

お
伽
話
の
ル
ン
ペ
ル
シ
ュ
テ
ィ
ル
ツ
ヒ
ェ
ン　

Rum
pelstilzchen im

 K
inderm

ärchen.　

Ｋ
Ｈ
Ｍ
五
五
「
ル
ン
ペ
ル
シ
ュ
テ
ィ
ル
ツ
ヒ
ェ
ン
」
に
登
場

す
る
小
妖
魔
は
、
あ
る
娘
を
援
助
し
て
王
妃
に
し
て
や
る
が
、
そ
の
報
酬
は
王
妃
の
初う

い
ご子
。
た
だ
し
、
お
れ
様
の
名
─
─
す
な
わ
ち
ル
ン
ペ
ル
シ
ュ
テ
ィ

ル
ツ
ヒ
ェ
ン
─
─
を
言
い
当
て
た
ら
、
子
ど
も
は
よ
こ
さ
な
い
で
い
い
、
と
言
う
。
王
妃
は
偶
然
妖
魔
の
名
を
聞
き
知
り
、
面
と
向
か
っ
て
告
げ
る
。
当

て
が
外
れ
た
妖
魔
は
か
ん
か
ん
に
怒
り
狂
っ
て
、
自
分
の
左
足
を
両
手
で
持
ち
、
体
を
真
っ
二
つ
に
引
き
裂
い
て
し
ま
う
。

（161）	

…
…
で
き
て
み
る
と
、
乾チ

ー
ズ酪
は
純
金
だ
っ
た
。aber als dieß endlich geschah, w

aren die K
äse pures Gold.　

こ
の
話
は
前
掲
書
中
の
「
リ
ュ
ー

ベ
ツ
ァ
ー
ル
は
凝
乳
を
黄
金
に
仕
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
」57. Rübezahl kann aus Q

uark Gold künstln. 

で
あ
る
。 

（162）	

古
い
ボ
ヘ
ミ
ア
・
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ン
銀
貨
が
二
枚　

zw
ei alte böm

ische Groschen.　
「
プ
ラ
ハ
・
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ン
」Prager Groschen 

の
こ
と
。
初
め

て
鋳
造
さ
れ
た
の
は
ボ
ヘ
ミ
ア
王
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
二
世
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
と
し
て
は
ヴ
ァ
ツ
ワ
フ
二
世
）
治
世
下
の
一
三
〇
〇
年
頃
、
銀
を
豊
富
に
産
出

し
た
ク
ト
ナ
ー
・
ホ
ラK

utná H
ora

（
ド
イ
ツ
名
ク
ッ
テ
ン
ベ
ル
クK

uttenberg

。
Ｄ
Ｓ
一
に
登
場
）
に
お
い
て
。
極
め
て
高
品
位
の
銀
貨
。

（163）	

雪せ
ん
ち隠

黄こ

が

ね
金
虫　

M
istkäfer.　

馬
糞
黄こ

が
ね
む
し

金
虫
。
牛
糞
・
馬
糞
、
便
所
、
堆
肥
な
ど
に
見
ら
れ
る
、
糞
や
腐
肉
を
餌
に
す
る
甲
虫
類
の
一
種
。

（164）	

…
…
け
れ
ど
も
こ
の
僅
か
な
や
つ
が
、
家
に
戻
っ
て
み
る
と
、
金
貨
に
変
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 A

ber diese w
enige w

aren, als der M
ann nach 

H
ause kam

, in Gold verw
andelt.　

こ
の
話
は
前
掲
書
中
の
「
リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
が
雪
隠
黄
金
虫
を
ド
ゥ
カ
ー
テ
ン
金
貨
に
す
る
」58. Rübezahl 

m
achet D

ukaten aus M
istkäfer. 

で
あ
る
。

（165）	

失サ

ル

ヴ

ァ

ー

・

ヴ

ェ

ニ

ア

ー

礼
ノ
ホ
ド
オ
許
シ
ア
レ　

s. v.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。,s. v. ‘ 
は
ラ
テ
ン
語 ,salva venia‘ 

の
略
語
。
心
な
ら
ず
も
卑
語
を
言
っ
た
り
、
記
し
た
り
す

る
場
合
に
添
え
る
。

（166）	

脚
部
痛
風
患
者　

Podagrist.　
「
脚
部
痛
風
」Podagra 

（
足
痛
風
）
の
症
状
が
出
て
い
る
人
。
血
液
中
の
尿
酸
値
が
高
く
な
る
と
、
四
肢
の
関
節
部
、
た

と
え
ば
手
首
足
首
、
あ
る
い
は
足
指
（
と
り
わ
け
親
指
）
な
ど
に
尿
酸
が
結
晶
と
な
っ
て
析
出
、
神
経
を
刺
激
、
劇
痛
を
与
え
る
。
痛
風
、
す
な
わ
ち
尿

酸
性
関
節
炎Gicht 

で
あ
る
。
足
首
や
足
指
に
こ
の
症
状
が
ひ
ど
く
出
た
ら
、
痛
く
て
痛
く
て
、
松
葉
杖
で
も
使
わ
な
い
こ
と
に
は
到
底
歩
け
な
い
。

（167）	

ちツ

ィ

ッ

パ

ー

ラ

イ

ン

ょ
こ
ち
ょ
こ
ど
ん　

Zipperlein.　

最
初
は
足
痛
風
を
指
し
た
中
世
以
来
の
ド
イ
ツ
語
俗
語
。
足
痛
風
を
患
う
者
の
お
ぼ
つ
か
な
い
歩
き
振
り
を
揶
揄
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し
た
の
だ
が
、
後
に
は
痛
風
一
般
を
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。

（168）	
根
っ
こ　

W
urzeln.　

こ
の
植
物
は
岩
三
つ
葉Giersch （
学
名A

egopodium
 podagraria

）
で
あ
ろ
う
。
中
近
世
、
数
世
紀
に
亘
り
、
リ
ュ
ー
マ
チ
や

痛
風
の
痛
み
を
和
ら
げ
る
た
め
の
民
間
薬
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
若
い
葉
は
カ
リ
ウ
ム
、
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
カ
ロ
チ
ン
、
鉄
分
を
含
み
、
ほ
う
れ
ん
草
に

似
た
食
感
で
、
生
食
・
煮
食
い
ず
れ
に
も
適
し
た
味
の
良
い
野
草
で
あ
る
。

（169）	

…
…
患
者
は
そ
れ
っ
き
り
ちツ

ィ

ッ

パ

ー

ラ

イ

ン

ょ
こ
ち
ょ
こ
ど
ん
と
縁
が
切
れ
た
。 Er w

ar vom
 Zipperlein befreit auf im

m
erdar.　

こ
の
話
は
前
掲
書
中
の

「
リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
が
根
っ
こ
の
代
わ
り
に
蛇
を
与
え
る
」19. Rübezahl gibt Schlangen für W

urzeln. 

で
あ
る
。

（170）	

リ
ー
ベ
タ
ー
ル　

Liebethal.　
「
リ
ー
ベ
ン
タ
ー
ル
」Liebenthal

の
誤
り
。
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ド
ル
ヌ
ィ
（
ド
ル
ノ
）
シ
ロ
ン
ス
ク
県
の
小
さ
な
町
ル

ボ
ミ
ェ
ル
ズLubom

ierz

。

（171）	

田
紳　

Landjunker.　

田
舎
住
ま
い
の
下
級
貴
族
。
田
舎
郷
士
。

（172）	

〔
裁た

ち
台
の
下
の
〕
端

ヘ

レ

切
れ
入
れ　

H
ölle.　

仕
立
屋
は
服
地
を
裁
断
し
な
が
ら
端
切
れ
を
こ
こ
に
落
と
し
た
。
こ
う
し
た
端
切
れ
を
役
得
と
し
て
、
客
に

返
却
す
る
こ
と
な
く
く
す
ね
て
し
ま
う
の
が
─
─
他
の
稼
業
の
や
っ
か
み
に
よ
る
誹
謗
も
あ
ろ
う
が
─
─
仕
立
屋
の
常
習
で
あ
る
、
と
さ
れ
た
。

（173）	

…
…
「
親マ

イ
ス
タ
ー方
、
親マ

イ
ス
タ
ー方
」
と
詰
問
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。 A

ls riefe ihn da eine Stim
m

e w
arnend zu: M

eister! M
eister!　

こ
の
話
は
前
掲
書
中
の
「
リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
が
服
を
一
着
作
ら
せ
る
」96. Rübezahl läßt ein K

leid m
achen. 

で
あ
る
。

（174）	

田
舎
郷
士　

K
rautjunker.　

英
国
の ‘country squire’

（
田
舎
住
ま
い
の
紳ジ

ェ
ン
ト
リ
イ

士
階
級
）
に
当
た
る
。 

（175）	

ラ
イ
ヒ
ス
タ
ー
ラ
ー
銀
貨　

Reichstaler.　

十
六
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
ま
で
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
に
流
布
し
た
大
き
く
重
い
銀
貨
。 

（176）	

…
…
け
れ
ど
も
翌
日
陶
片
は
ラ
イ
ヒ
ス
タ
ー
ラ
ー
に
変
わ
っ
て
い
た
。 A

m
 andern Tage aber w

aren die Scherben w
ieder in Reichsthaler 

verw
andelt.　

こ
の
話
は
前
掲
書
中
の
「
リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
が
何
人
か
の
織
物
商
人
を
誑
か
す
」95. Rübezahl verblendet etliche Tuchhändler. 

で
あ
る
。

（177）	

火
フ
ォ
イ
ア
ー
ク
レ
ー
テ

蛙　

Feuerkröte.　
「
火
蛙
」
と
い
う
和
名
は
な
い
。
ド
イ
ツ
語
を
直
訳
し
た
だ
け
で
あ
る
。「
赤
腹
蟇
蛙
」Rotbauchunke 

＝
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
鈴

蛙
」（
学
名Bom

bina bom
bina

）
の
こ
と
。
外
敵
に
襲
わ
れ
る
と
引
っ
繰
り
返
っ
て
不
規
則
な
真
っ
赤
な
斑
点
（
警
戒
色
）
の
出
た
腹
を
見
せ
る
。
皮
膚

か
ら
毒
液
を
分
泌
す
る
。
触
れ
た
ら
よ
く
手
を
洗
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
。

（178）	

好
い
や
つ　

eine gute H
aut.　

,H
aut‘ 

は
「
皮
膚
」
だ
が
、
こ
う
い
う
言
い
回
し
に
も
使
わ
れ
る
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
掛
詞
を
使
っ
て
ふ
ざ
け
て
い

る
の
だ
が
、
訳
者
と
し
て
は
好
い
迷
惑
で
あ
る
。

（179）	

…
…
材
料
の
布
と
革
は
山
の
牧
場
で
集
め
ら
れ
た
代
物
、
革
の
製
造
元
は
牝め

う
し牛
ど
も
だ
っ
た
ん
で
。 U

nd das Tuch und Leder dazu auf den 
Bergw

iesen gesam
m

elt w
ar, und die K

ühe die Fabrikanten forthanen Leders w
aren.　

牧
草
と
牛
糞
が
素
材
だ
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
話
は
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前
掲
書
中
の
「
リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
が
短
靴
と
長
靴
を
売
る
」105. Rübezahl hat Schuhe und Stiefel feil. 

で
あ
る
。

（180）	

こ
の
原
料
、
昔
薬
局
で
白し

ろ
り
ん
ど
う

龍
胆
の
名
で
取
り
引
き
さ
れ
た
が
、
こ
の
名
の
薬
草
の
根
と
は
全
く
の
別
物
の
あ
れ
だ
っ
た　

der sonst in den A
potheken 

unter dem
 N

am
en w

eißer Enzian gehalten und geführt w
urde, aber nichts w

eniger w
ar, als die W

urzel der unter diesem
 N

am
en 

offi
cinellen Pflanze.　

訳
者
に
は
な
ん
だ
か
訳
が
分
か
り
ま
せ
ん
。
識
者
の
ご
高
教
を
俟
つ
し
だ
い
で
す
。
花
が
咲
い
て
い
な
い
状
態
で
は
「
エ
ン
ツ
ィ

ア
ン
」
と
取
り
違
え
ら
れ
る
強
毒
の
「
梅ば

い
け
い
そ
う

蕙
草
」w

eißer Germ
er

、
学
名Veratrum

 album

の
こ
と
か
。
こ
れ
は
古
代
に
は
毒
殺
に
も
矢
毒
に
も
使
わ

れ
た
し
、
近
世
に
は
虱
駆
除
剤
と
も
な
っ
た
。
な
お
、「
エ
ン
ツ
ィ
ア
ン
」Enzian 

は
ラ
テ
ン
語
「
ゲ
ン
ツ
ィ
ア
ナ
」gentiana 

─
─
龍
胆
属
の
植
物
─

─
で
あ
り
、
ア
ル
プ
ス
な
ど
の
山
地
に
生
育
す
る
こ
の
種
の
根
は
極
め
て
苦
く
、
健
胃
作
用
が
あ
り
、
こ
れ
を
混
入
し
た
火

シ
ュ
ナ
ッ
プ
ス

酒
「
エ
ン
ツ
ィ
ア
ン
」「
ゲ
ビ

ル
ク
ス
エ
ン
ツ
ィ
ア
ン
」
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。 

（181）	

ヴ
ァ
ル
ム
ブ
ル
ン　

W
arm

brunn. 

Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
三
七
に
既
出
。

（182）	

理
髪
師　

H
aarkräusler.　

直
訳
す
れ
ば
「
髪
を
縮
ら
す
人
」。
整
髪
の
一
つ
と
し
て
熱
し
た
鏝こ

て

を
使
っ
て
綺
麗
な
巻
き
毛
に
す
る
技
術
が
あ
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
で
も
自
然
の
巻
き
毛
は
多
く
な
い
。

（183）	

鬘
台　

Perückenstock.　

寝
台
の
脇
に
置
き
、
就
寝
前
に
脱
い
だ
鬘
を
載
せ
る
台
。

（184）	

…
…
そ
の
他
い
ろ
ん
な
動
物
の
巣
を
見
つ
け
た
。 oder von sonstigem

 Geniste.　

こ
の
話
は
前
掲
書
中
の
「
リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
が
色
色
な
鬘
を
売

る
」106. Rübezahl hat Barücken feil. 
で
あ
る

（185）	

紅
苔　

Purpurflechte.　
「
紅
苔
」
と
い
う
和
名
は
な
い
。
リ
ト
マ
ス
苔
。
英
語
「
オ
ル
シ
ン
」orcein

、
フ
ラ
ン
ス
語
「
オ
ル
セ
イ
ユ
」orseille

。
地

中
海
沿
岸
地
方
、
西
ア
フ
リ
カ
の
海
岸
の
岩
石
上
に
生
え
る
地
衣
類
。
古
代
ロ
ー
マ
で
は
悪あ

っ
き
が
い

鬼
貝
の
一
種
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
チ
ヂ
ミ
ボ
ラ
な
ど
と
共
に
深
紅
色

の
染
料
を
得
る
原
料
と
さ
れ
た
。

（186）	

菫す
み
れ

巖い
わ　

Veilchenstein.　

リ
ー
ゼ
ン
ゲ
ビ
ル
ゲ
主
要
尾
根
の
西
側
部
分
。
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
チ
ェ
コ
の
国
境
に
あ
る
。
巖
が
香
り
を
付
け
る
わ
け
は
な
い
。

（187）	

ヒ
ル
シ
ュ
ベ
ル
ク　

H
irschberg.　

現
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ド
ル
ヌ
ィ
（
ド
ル
ノ
）
シ
ロ
ン
ス
ク
県
の
歷
史
あ
る
都
市
イ
ェ
レ
ニ
ャ
・
グ
ラJelenia Góra （
現

人
口
八
万
五
千
弱
）。
ド
イ
ツ
名
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
名
も
「
鹿
の
山
」
の
意
。
リ
ー
ゼ
ン
ゲ
ビ
ル
ゲ
の
麓
、
チ
ェ
コ
と
の
国
境
に
位
置
す
る
。

（188）	

棚　

K
lafter.　

薪
の
量
と
し
て
は
三
立
方
メ
ー
ト
ル
。

（189）	

ク
ル
ム
ヒ
ュ
ー
ベ
ル　

K
rum

m
hübel.　

現
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ド
ル
ヌ
ィ
（
ド
ル
ノ
）
シ
ロ
ン
ス
ク
県
の
都
市
カ
ル
パ
チK

arpacz

。

（190）	

豚
を
潰つ

ぶ

し
た
か
っ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た　

schlachten w
ollte.　

中
近
世
の
ド
イ
ツ
で
は
、
秋
が
深
ま
る
と
飼
っ
て
い
る
豚
を
処
分
し
て
、
ベ
ー
コ
ン
、
ハ

ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
─
─
こ
れ
ら
は
冬
中
の
食
糧
と
し
て
極
め
て
大
切
─
─
な
ど
に
加
工
す
る
の
が
習
わ
し
だ
っ
た
。
豚
を
殺
し
て
、
血
を
抜
き
、
解
体
─

─
以
上
に
は
専
門
の
技
術
者
を
頼
む
─
─
し
、
一
家
総
出
で
加
工
作
業
を
す
る
わ
け
だ
が
、
た
だ
茹
で
た
だ
け
の
肉
や
出
来
立
て
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
ソ
ー
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セ
ー
ジ
な
ど
を
当
日
食
べ
る
の
は
こ
れ
に
参
加
し
た
人
た
ち
の
大
い
な
る
愉
し
み
だ
っ
た
。

（191）	
腸ソ

ー
セ
ー
ジ

詰
め　

W
urst.　

こ
れ
は
細
い
、
小
さ
な
ソ
ー
セ
ー
ジ
で
あ
る
ヴ
ュ
ル
ス
ト
ヒ
ェ
ンW

ürstchen

で
は
な
い
。
大
人
の
二
の
腕
ほ
ど
の
太
さ
、
長
さ
の

も
の
か
。
な
お
ソ
ー
セ
ー
ジ
は
ほ
と
ん
ど
全
種
類
燻
製
室
に
入
れ
て
燻
煙
し
、
保
存
が
利
く
よ
う
に
処
置
す
る
。

（192）	
穀
物
を
碾こ

な

す
牛
に
口く

つ
ご籠

を
か
く
可べ

か

ら
ず　

du sollt dem
 O

chsen der da drischet das M
aul nicht verbinden.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。
現
行
ル

タ
ー
訳
で
は „du sollst dem

 O
chsen, der da drischt, nicht das M

aul verbinden.“ 

で
あ
る
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
誤
記
、
あ
る
い
は
誤
植
か
。
旧

約
聖
書
申
命
記
二
十
五
章
四
節
。
つ
ま
り
、
好
き
な
だ
け
喰
わ
し
て
や
っ
て
も
、
ど
う
っ
て
量
じ
ゃ
あ
る
ま
い
か
ら
、
鷹
揚
に
喰
わ
し
て
や
ろ
う
、
と
お

百
姓
は
考
え
た
わ
け
。

（193）	

あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
副
連
隊
長　

einem
 schw

edischen O
brsitleutnant.　

三
十
年
戦
争
に
お
け
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
軍
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
Ｄ

Ｓ
Ｂ
六
三
四
注
「
リ
ュ
ッ
ツ
ェ
ン
の
会
戦
」
参
照
。

（194）	

響き
ょ
う
が
ん岩　

K
lingstein.　

緻
密
な
火
山
岩
の
一
種
で
、
叩
く
と
独
特
な
音
響
を
発
す
る
。

（195）	

周
知
の
「
蕪

リ
ュ
ー
ベ
ン
ツ
ェ
ー
レ
ン

数
え
」
に
関
す
る
言
い
伝
え　

D
ie allbekannte Sage vom

 Rübenzählen.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
四
〇
本
文
お
よ
び
注
参
照
。

（196）	

シ
レ
ジ
ア　

Schlesien.　

現
ポ
ー
ラ
ン
ド
南
西
部
か
ら
チ
ェ
コ
北
東
部
に
及
ぶ
地
域
の
歷
史
的
名
称
。
ド
イ
ツ
語
シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
シ

ロ
ン
ス
クŚląsk

。
チ
ェ
コ
名
ス
レ
ス
コSlezsko

。
一
一
三
八
年
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
の
五
主
要
地
域
の
一
つ
と
し
て
シ
ロ
ン
ス
ク
公
国
が
創
設
さ
れ
た
。

し
か
し
す
ぐ
に
小
公
国
群
に
分
裂
す
る
。
十
四
世
紀
初
め
ボ
ヘ
ミ
ア
王
国
に
帰
属
。
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
領
邦
と
な
る
。
し
か
し
ポ
ー
ラ
ン
ド
古
王
家
の

末
裔
シ
ロ
ン
ス
ク
・
ピ
ャ
ス
ト
家
が
分
裂
し
な
が
ら
も
連
綿
と
し
て
領
主
だ
っ
た
が
、
十
五
─
十
六
世
紀
の
間
に
こ
の
家
系
は
消
え
て
行
き
、
一
六
七
五

年
レ
グ
ニ
ツ
ァ
（
ド
イ
ツ
語
リ
ー
グ
ニ
ッ
ツ
）
公
・
ブ
ジ
ェ
ク
（
ド
イ
ツ
語
ブ
リ
ー
ク
）
公
イ
ェ
ジ
（
ゲ
オ
ル
ク
）・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
が
嗣
子
を
残
さ
ず

に
亡
く
な
る
と
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
正
嫡
は
終
わ
り
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
が
結
婚
に
よ
り
相
続
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
と
な
る
。
後
オ
ー
ス
ト
リ
ア
継
承
戦

争
（
一
七
四
〇
─
四
八
）・
七
年
戦
争
（
一
七
五
六
─
六
三
）
に
よ
り
大
半
が
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
に
併
合
さ
れ
、
同
王
国
シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン
州
と
な
り
、

一
九
四
五
年
ま
で
ド
イ
ツ
領
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン
は
一
九
一
八
年
ま
で
継
続
。

（197）	

彼
ら
は
や
は
り
長
靴
片
っ
ぽ
丸
丸
で
も
へ
い
ち
ゃ
ら
だ
っ
た　

die einen guten Stiefel vertragen konnten.　

,einen guten Stiefel vertragen 
können‘ 

は
「
大
量
の
ア
ル
コ
ー
ル
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
の
意
の
慣
用
句
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
八
〇
本
文
お
よ
び
注
参
照
。

（198）	

シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ン
ハ
ウ
ス　

Schw
einhaus.　

「
豚
・
猪
の
家
」
の
意
。
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ド
ル
ヌ
ィ
（
ド
ル
ノ
）
シ
ロ
ン
ス
ク
県
の
小
さ
な
町
ボ
ル
ク
フ
の

外
れ
に
あ
り
、
シ
ュ
ヴ
ィ
ニ
イ
村
を
見
下
ろ
す
シ
ュ
ヴ
ィ
ニ
イŚw

iny

城
。
現
在
一
部
は
修
理
さ
れ
て
い
る
が
廃
墟
。
貴
族
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ニ
ヒ
ェ
ン
一
族

の
根
城
だ
っ
た
。

（199）	

シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ニ
ヒ
ェ
ン
の
殿
た
ち　

H
erren von Schw

einichen.　
「
豚
」Schw

ein 
・「
猪
」W

ildschw
ein 

か
ら
出
た
名
称
。
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ド
ル
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ヌ
ィ
（
ド
ル
ノ
）
シ
ロ
ン
ス
ク
地
方
、
す
な
わ
ち
か
つ
て
の
下

ニ
ー
ダ
ーシ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン
地
方
の
極
め
て
古
い
貴
族
一
門
の
一
つ
。
お
そ
ら
く
ス
ラ
ヴ
系
。
家
系

の
分
か
れ
は
現
存
。
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ニ
ヒ
ェ
ン
一
族
の
家
門
伝
承
に
よ
れ
ば
、
ボ
ヘ
ミ
ア
の
騎
士
ビ
ヴ
ォ
イBiw

oy 

は
兇
暴
な
牡
猪
を
素
手
で
殺
し
（
あ
る

い
は
、
生
き
た
ま
ま
捕
ら
え
）、
伝
説
的
な
ボ
ヘ
ミ
ア
の
女
君
主
リ
ブ
ッ
サLibussa

（
チ
ェ
コ
語
リ
ブ
シ
ェLibuše

）
の
足
許
に
投
げ
落
と
し
た
。
そ
の

報
償
と
し
て
彼
は
女
君
主
の
姉Schw

ester 

─
─ ,Schw

ester‘ 

は
姉
妹
い
ず
れ
で
も
よ
い
わ
け
だ
が
、
こ
と
さ
ら
「
姉
」
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
Ｄ

Ｓ
Ｂ
六
五
六
の
後
掲
注
参
照
─
─
カ
ー
シ
ャ
の
手
と
所
領
と
今
日
の
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ン
ハ
ウ
ス
城
を
授
か
っ
た
。
こ
れ
は
七
六
〇
年
頃
の
こ
と
だ
そ
う
な
。

（200）	

ア
ナ
ク
の
子　

Enackssohn.　

カ
ナ
ン
の
地
の
住
民
で
巨
人
。
旧
約
聖
書
民
数
紀
略
十
三
章
二
十
八
節
、
三
十
三
節
。
荒
野
を
彷
徨
う
貧
し
い
遊
牧
民

だ
っ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
か
ら
見
れ
ば
、
豊
か
な
カ
ナ
ン
の
地
に
定
住
し
て
農
牧
畜
業
や
商
業
を
行
っ
て
い
た
そ
こ
の
住
民
は
素
晴
ら
し
い
体
格
と
思
え

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（201）	

ニ
ム
ロ
ド　

N
im

rod.　

ノ
ア
の
曾
孫
。
勇
敢
な
猟
人
。
旧
約
聖
書
創
世
記
十
章
八
─
九
節
。

（202）	

ボ
ヘ
ミ
ア
の
女
王
リ
ブ
ッ
サ　

Böhm
enkönigin Libussa.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
七
二
で
詳
し
く
扱
わ
れ
る
の
で
注
は
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（203）	

そ
の
父パ

ト

リ

ブ

ス

親
た
ち
な
り
し
ロ
イ
ブ
ス
城
お
よ
び
グ
リ
ュ
ッ
サ
ウ
城
の
酒
蔵
主
任
に
の
み　

nur denen patribus K
ellerm

eistern zu Leubus und 
Grüssau.　

「
父
親
た
ち
」
と
は
実
父
と
舅
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

（204）	

カ
ン
ネ　

K
anne.　

約
一
リ
ッ
ト
ル
。

（205）	

ひ
た
す
ら
に
名
誉
を
恃た

の

め
我
が
族う

か
ら　

ich w
ill daz die m

inen / vf ere sich bienen.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。
直
訳
「
我
は
我
が
一
族
が
名
誉
を
恃
み

に
せ
ん
こ
と
を
欲
す
る
」。

（206）	

古ア
レ
ン
・
ゾ
イ
ホ
イ
ゼ
ル

い
豚
館　

alen Säuhäusel.　
「
ザ
ウ
」Sau 
は
「
牝
豚
」、
ま
た
方
言
で
「
豚
」
の
意
。

（207）	

ヴ
ォ
ー
ラ
ウ　

W
ohlau.　

現
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ド
ル
ヌ
ィ
（
ド
ル
ノ
）
シ
ロ
ン
ス
ク
県
の
都
市
ヴ
ォ
ヴ
フW

ołów

。

（208）	

ポ
ラ
ッ
ク　

Polack.　

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
を
指
す
俗
称
、
蔑
称
。

（209）	

ト
カ
イ　

Tokayer.　

普
通 ,Tokajer‘ 

と
綴
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ア
北
東
部
ト
カ
イTokaj

と
そ
の
周
辺
地
域
か
ら
成
る
ト
カ
イ
・
ワ
イ
ン
地
区
で
作
ら
れ
る

極
上
の
貴
腐
ワ
イ
ン
。
大
層
甘
く
芳
醇
で
黄
金
色
に
輝
く
白
ワ
イ
ン
で
あ
る
。

（210）	

昔
彼
ら
は
驢ろ

ば

く
馬
喰
い
と
言
わ
れ
た　

sie hießen sonst Eselsfresser.　

こ
の
綽
名
は
人
文
主
義
時
代
に
初
め
て
現
れ
る
─
─
た
と
え
ば
カ
ス
パ
ー
ル
・

ゾ
ン
マ
ー
の
論
文
「
し
れ
じ
あ
ノ
驢
馬
喰
イ
ニ
ツ
イ
テ
」Caspar Som

m
ers D

issertation: D
e O

nophagia Silesiorum
. 1677. 

が
挙
げ
ら
れ
る
─
─

が
、
と
に
か
く
事
実
で
あ
る
。
た
だ
し
い
ま
だ
に
な
ぜ
そ
う
呼
ば
れ
た
の
か
は
っ
き
り
し
た
説
明
は
付
か
な
い
。
異
教
時
代
の
ド
イ
ツ
人
が
馬
や
驢
馬
を

喰
っ
た
こ
と
と
関
係
は
な
い
し
、
鉱
山
の
坑
道
に
「
黄
金
の
驢
馬
」
と
い
う
名
が
あ
っ
た
な
ど
と
い
う
こ
と
も
同
様
無
関
係
で
あ
る
。
─
─
以
上
は
Ｌ
・

レ
ー
リ
ヒ
『
諺
風
慣
用
句
事
典
』Lutz Röhrich: L

exikon der sprichw
örtlichen R

edensarten. 

に
拠
る
。
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（211）	

で
っ
か
い
兎う

さ
ぎ
と　

für einen großen H
asen.　

驢
馬
に
は
日
本
で
も
兎

う
さ
ぎ

馬う
ま

と
い
う
異
名
が
あ
っ
た
。
耳
が
長
く
大
き
い
か
ら
。

（212）	
オ
ー
ダ
ー
河
畔
の
ブ
リ
ー
ク　

Brieg an der O
der.　

現
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
オ
ポ
ー
レ
県
の
都
市
ブ
ゼ
ー
クBrzeg

。

（213）	
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
軍
の
一
連
隊
長　

ein schw
edischer Feldobrist.　

三
十
年
戦
争
に
お
け
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
軍
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
Ｄ
Ｓ
Ｂ

六
三
四
注
「
リ
ュ
ッ
ツ
ェ
ン
の
会
戦
」
参
照
。

（214）	

黄
金
の
驢
馬
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
残
念
だ　

Schade, daß es ein goldner Esel sein m
uß.　

訳
者
に
は
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
が
何
を
言
い
た
い

の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
識
者
の
ご
高
教
を
俟
つ
し
だ
い
で
す
。

（215）	

最
愛
の
イ
エ
ス
よ
、
我
ら
こ
こ
に
集
い
て　

liebster Jesu w
ir sind hier.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

（216）	

時
は
確
か
に
至
れ
り　

Es ist gew
ißlich an der Zeit.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

（217）	

悲
し
む
な
か
れ
、
イ
エ
ス
が
そ
な
た
を
愛
す
る
限
り　

N
ur nicht betrübt, so lang dich Jesus liebt.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

（218）	

シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ド
ニ
ッ
ツ　

Schw
eidnitz.　

現
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ド
ル
ヌ
ィ
（
ド
ル
ノ
）
シ
ロ
ン
ス
ク
県
の
歷
史
あ
る
都
市
シ
ュ
フ
ィ
ド
ニ
ツ
ァŚw

idnica

。

（219）	

ツ
ォ
プ
テ
ン
山ベ

ル
ク　

Zoptenberg.　

ポ
ー
ラ
ン
ド
語
シ
ュ
レ
ン
ジ
ャŚlęża

、
あ
る
い
は
ソ
ブ
ト
カSobótka

。
標
高
七
一
八
メ
ー
ト
ル
で
ツ
ォ
プ
テ
ン
山

塊
の
最
高
峰
。
な
だ
ら
か
な
が
ら
孤
立
峰
で
あ
る
。
山
頂
に
は
先
史
時
代
─
─
お
そ
ら
く
青
銅
器
時
代
─
─
か
ら
の
祭
祀
場
が
あ
っ
た
し
、
五
世
紀
以
降

ケ
ル
ト
人
や
ゲ
ル
マ
ン
人
の
聖
地
と
し
て
「
シ
レ
ジ
ア
の
聖
な
る
山
」
だ
っ
た
。
山
頂
の
周
り
に
は
謎
め
い
た
異
教
の
彫
刻
が
あ
る
。
魚
を
持
っ
た
乙
女
、

熊
、
牡
猪
で
、
い
ず
れ
も
太
陽
光
の
象
徴
で
あ
る
逆ス

ワ
ス
チ
カ卍
を
帯
び
て
い
る
。
十
三
世
紀
中
頃
山
頂
に
は
山
城
が
あ
っ
た
が
、
一
二
九
六
年
以
降
盗
賊
の
巣
窟

と
し
て
取
り
壊
さ
れ
た
。
一
三
五
〇
年
頃
同
じ
場
所
に
小
さ
な
防
塞
が
築
か
れ
た
が
、
一
四
七
一
年
同
じ
理
由
で
ブ
レ
ス
ラ
ウ
市
に
よ
っ
て
破
却
さ
れ
た
。

（220）	

小ポ
ー
ジ
テ
ィ
ー
フ

型
風
琴　

Positiv.　

小
さ
い
、
持
ち
運
び
の
容
易
な
オ
ル
ガ
ン
。
音
栓
は
僅
か
で
、
通
常
鍵
盤
は
一
組
で
あ
り
、
ペ
ダ
ル
は
な
い
。
中
世
の
携
帯
用
小

オ
ル
ガ
ン
「
ポ
ル
タ
テ
ィ
ー
フ
」Portativ 

の
後
身
。

（221）	

アパ

ク

ス

・

ヴ

ォ

ー

ビ

ス

ナ
タ
ガ
タ
ニ
平
安
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ　

pax vobis!　

原
文
は
上
記
の
通
り
。
ラ
テ
ン
語
。

（222）	

コヒ

ッ

ク

・

ヌ

ラ

・

パ

ク

ス

コ
ニ
全
ク
平
安
無
シ　

hic nulla pax.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。
ラ
テ
ン
語
。

（223）	

主パ

ク

ス

・

ヴ

ォ

ー

ビ

ス

・

イ

ン

・

ノ

ミ

ネ

・

ド

ミ

ニ

ノ
御
名
ニ
オ
イ
テ
ア
ナ
タ
ガ
タ
ニ
平
安
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ　

pax vobis in nom
ine dom

ini!　

原
文
は
上
記
の
通
り
。
ラ
テ
ン
語
。

（224）	

コヒ
ッ
ク
・
ノ
ン
・
パ
ク
ス

コ
ニ
平
安
無
シ　

hic non pax.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。
ラ
テ
ン
語
。

（225）	

主パ

ク

ス

・

ヴ

ォ

ー

ビ

ス

・

イ

ン

・

ノ

ミ

ネ

・

ナ
ル
我
ラ
ガ
い
え
ず
す
・
く
り
す
と
ぅ
す
ノド

ミ

ニ

・

ノ

ス

ト

リ

・

イ

エ

ズ

ー

・

ク

リ

ス

テ

ィ

御
名
ニ
オ
イ
テ
ア
ナ
タ
ガ
タ
ニ
平
安
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ　

pax vobis in nom
ine dom

ini nostri Jesu 
Christi!　

原
文
は
上
記
の
通
り
。
ラ
テ
ン
語
。

（226）	

鴉か
ら
す　D

ohle.　

正
確
に
は
西に

し
こ
く
ま
る
か
ら
す

黒
丸
鴉
。
学
名Corvus m

onedula

。
鴉
属
で
は
最
小
の
種
の
一
つ
。

（227）	

都
市
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
バ
ッ
ハ　

die Stadt Reichenbach.　

現
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ド
ル
ヌ
ィ
（
ド
ル
ノ
）
シ
ロ
ン
ス
ク
県
の
古
い
都
市
ジ
ェ
ル
ジ
ョ
ヌ
フ
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D
zierżoniów

。

（228）	

ス
ヴ
ァ
ン
テ
ヴ
ィ
ト　

Sw
antew

it.　
「
ス
ヴ
ァ
ン
ト
ヴ
ィ
ト
」Svantovit 

と
も
。
そ
の
他
幾
つ
も
の
呼
称
が
あ
る
。
戦
神
。
リ
ュ
ー
ゲ
ン
島
の
ラ
ー
ネ

ン
族
や
エ
ル
ベ
河
畔
、
北
海
沿
岸
居
住
の
ス
ラ
ヴ
人
の
最
高
神
。
そ
の
石
像
は
四
つ
の
頭
を
持
ち
、
頭
の
そ
れ
ぞ
れ
が
東
西
南
北
を
見
て
い
る
。

（229）	
フ
ン
族
の
徒
党　

H
unnenholde.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
ハ
ン
ガ
リ
ア
（
マ
ジ
ャ
ル
）
人
を
指
し
て
い
る
。

（230）	

メ
ル
ゼ
ブ
ル
ク
の
勝
利
の
会
戦　

die M
erseburger Siegesschlacht.　

九
三
三
年
三
月
十
五
日
メ
ル
ゼ
ブ
ル
ク
（
リ
ア
ー
デRiade 

と
も
）
近
郊
に
お

け
る
東
フ
ラ
ン
ク
王
ハ
イ
ン
リ
ヒ
一
世
に
召
集
さ
れ
た
軍
勢
と
よ
り
大
軍
の
ハ
ン
ガ
リ
ア
（
マ
ジ
ャ
ル
）
人
と
の
戦
い
。
王
の
優
れ
た
戦
術
に
よ
っ
て
後

者
は
打
ち
破
ら
れ
た
。

（231）	

ア
ス
カ
ニ
ア
の
ド
ゥ
ー
ノ　

D
uno von A

skanien.　

こ
の
話
で
そ
の
名
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

（232）	

リ
ン
ゲ
ル
ハ
イ
ム
の
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト　

Siegfried von Ringelheim
.　

初
代
ブ
レ
ン
ネ
ン
ブ
ル
ク
（
今
日
の
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
）
辺マ

ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
（
在
位

九
二
七
？
九
二
八
？
─
三
七
）。
東
フ
ラ
ン
ク
王
ハ
イ
ン
リ
ヒ
一
世
に
任
命
さ
れ
た
。
ヴ
ェ
ン
ド
人
と
の
戦
い
の
後
、
嗣
子
の
な
い
ま
ま
死
ん
だ
。

（233）	

皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
一
世　

K
aiser H

einrich I.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
に
こ
れ
ま
で
再
再
登
場
。
ザ
ク
セ
ン
公
、
東
フ
ラ
ン
ク
王
。
添
え
名
は
捕

デ
ア
・
フ
ィ
ン
ク
ラ
ー

鳥
王der Finkler

。

歷
史
的
に
は
ザ
ク
セ
ン
朝
ド
イ
ツ
王
国
初
代
国
王
。
し
か
し
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
で
は
な
い
。

（234）	

聖ザ
ン
ク
トフ
ァ
イ
ト
の
踊
り
と
か
聖

ザ
ン
ク
トヨ
ハ
ン
ニ
ス
の
踊
り　

St. Veits- und St. Johannis-Tanz.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

（235）	

あ
る
牧
師　

ein Pfarrer.　

聖
職
者
。
新
教
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
の
牧
師
と
も
旧
教
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
の
司
祭
と
も
取
れ
る
。
シ
レ
ジ
ア
で
は
十
六
世

紀
か
ら
住
民
の
約
九
割
が
新
教
を
信
仰
し
て
い
た
か
ら
、
こ
の
聖
職
者
も
牧
師
で
あ
ろ
う
と
考
え
、
そ
う
訳
し
た
。

（236）	

シ
ュ
ト
レ
ー
レ
ン　

Strehlen.　

現
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ド
ル
ヌ
ィ
（
ド
ル
ノ
）
シ
ロ
ン
ス
ク
県
の
都
市
ス
チ
ェ
リ
ンStrzelin

。

（237）	

ヴ
ァ
ン
ゼ
ン　

W
ansen.　

現
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ド
ル
ヌ
ィ
（
ド
ル
ノ
）
シ
ロ
ン
ス
ク
県
の
町
ウ
ィ
オ
ン
ズ
フW

iązów

。

（238）	

オ
ー
ラ
ウ
川　

O
hlau.　

現
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ド
ル
ヌ
ィ
（
ド
ル
ノ
）
シ
ロ
ン
ス
ク
県
の
川
オ
ワ
ヴ
ァO

ław
a

。
オ
ド
ラ
（
ド
イ
ツ
語
オ
ー
ダ
ー
）
川
の
支

流
の
一
つ
。
同
名
の
都
市
が
オ
ド
ラ
川
と
こ
の
川
の
間
に
あ
る
。

（239）	

リ
ー
グ
ニ
ッ
ツ　

Liegnitz.　

現
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ド
ル
ヌ
ィ
（
ド
ル
ノ
）
シ
ロ
ン
ス
ク
県
の
都
市
レ
グ
ニ
ツ
ァLegnica

。

（240）	

ブ
レ
ス
ラ
ウ　

Breslau.　

現
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ド
ル
ヌ
ィ
（
ド
ル
ノ
）
シ
ロ
ン
ス
ク
県
の
大
都
市
（
現
人
口
六
十
三
万
余
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
第
四
位
）
ヴ
ロ
ツ

ワ
フW

rocław

。

（241）	

栓　

Zapfen.　

溶
け
た
金
属
が
入
っ
て
い
る
炉
の
底
の
栓
。
中
世
の
鋳
造
過
程
で
は
、
鉄
の
棒
で
こ
れ
を
抜
く
と
、
ど
ろ
ど
ろ
の
金
属
が
粘
土
を
塗
っ
た

木
製
の
樋
を
通
っ
て
粘
土
で
作
ら
れ
た
鋳
型
に
流
れ
込
む
。

（242）	

皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
五
世　

K
aiser H

einrich V.　

ザ
ー
リ
ア
ー
朝
最
後
の
ド
イ
ツ
王
（
在
位
一
一
〇
六
─
一
一
二
五
）、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
（
在
位
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一
一
一
一
─
一
一
二
五
）。

（243）	
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
ボ
レ
ス
ラ
ウ
ス　

Polenkönig Boleslaus.　

ポ
ー
ラ
ン
ド
大
公
ボ
レ
ス
ワ
フBolesław

三
世
（
在
位
一
一
〇
二
─
三
八
）。

（244）	
ス
カ
ル
ビ
ク
伯　

Graf Skarbik.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
が
、
現
在
は
普
通
「
ス
カ
ル
ベ0

ク
」Skarbek

。
同
家
は
ポ
ー
ラ

ン
ド
の
ご
く
古
い
貴
族
の
一
つ
。
既
に
十
一
世
紀
に
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（245）	

黄ア

ウ

ル

ム

・

ア

ド

イ

キ

ア

ト

ゥ

ル

・

ア

ウ

ロ

金
ハ
黄
金
ノ
許
ニ
置
カ
レ
テ
コ
ソ　

aurum
 adjiciatur auro!　

原
文
は
上
記
の
通
り
。
ラ
テ
ン
語
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
は
か
つ
て
そ
の
か
な
り
が
ラ
テ

ン
語
に
堪
能
だ
っ
た
。
今
で
も
ラ
テ
ン
語
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
第
二
の
国
語
と
も
言
わ
れ
る
そ
う
な
。

（246）	

ボ
ー
バ
ー　

Bober.　

オ
ド
ラ
川
の
左
の
支
流
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
南
西
部
を
流
れ
る
ブ
ブ
ルBóbr 

川
。

（247）	

ザ
ガ
ン　

Sagan.　

現
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ル
ブ
シ
ュ
県
の
都
市
ザ
ガ
ンŻagań

。

（248）	

ザ
ガ
ン
公
爵
家　

eigne H
erzoge.　

直
訳
『
自
己
の
公
爵
家
』。
ザ
ガ
ン
公
爵
領
は
一
二
七
四
年
グ
ロ
ガ
ウ
公
爵
領
（
一
二
五
一
年
シ
レ
ジ
ア
公
国
が
分

割
さ
れ
て
成
立
）
か
ら
分
か
れ
た
。

（249）	

グ
ロ
ガ
ウ　

Glogau.　

現
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ド
ル
ヌ
ィ
（
ド
ル
ノ
）
シ
ロ
ン
ス
ク
県
の
都
市
グ
ウ
ォ
グ
フG

łogów

。

（250）	

グ
ラ
ー
ツ　

Glatz.　

現
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ド
ル
ヌ
ィ
（
ド
ル
ノ
）
シ
ロ
ン
ス
ク
県
の
都
市
ク
ウ
ォ
ツ
コK

łodzko （
現
人
口
約
二
万
八
千
）。
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
の

南
西
約
八
〇
キ
ロ
。
十
六
世
紀
半
ば
か
ら
十
九
世
紀
に
至
る
ま
で
グ
ラ
ー
ツ
伯
爵
領
の
首
邑
だ
っ
た
。
な
お
ク
ウ
ォ
ツ
コ
の
ド
イ
ツ
語
名
グ
ラ
ー
ツ
（
グ

ラ
ッ
ツ
と
発
音
表
記
で
き
そ
う
だ
が
そ
う
で
は
な
い
）
は
現
オ
ー
ス
ト
リ
ア
第
二
の
都
市
（
現
人
口
約
二
十
五
万
）
グ
ラ
ー
ツGraz 

と
片
仮
名
表
記
が
同

じ
に
な
る
。

（251）	

そ
の
姉
カ
ー
シ
ャ
あ
る
い
は
テ
ト
カ　

deren Schw
ester K

asha oder Tetka.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
七
一
「
ク
ロ
ク
と
そ
の
娘
た
ち
」
で
も
カ
ー
シ
ャ
、
テ

ト
カ
、
リ
ブ
ッ
サ
（
リ
ブ
シ
ャ
）
の
順
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｊ
・
Ｋ
・
Ａ
・
ム
ゼ
ー
ウ
ス
の
『
ド
イ
ツ
人
の
民
話
』Johann K

arl A
ugust M

usäus: 
Volksm

ärchen der D
eutschen. 

（
一
七
八
二
─
八
六
）
の
第
三
部
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
リ
ブ
ッ
サ
」
─
─
鈴
木
滿
訳
『
沈
黙
の
恋　

ド
イ
ツ
人
の
民

話
』（
国
書
刊
行
会
、
平
成
十
九
年
）
所
収
─
─
で
も
や
は
り
、
リ
ブ
ッ
サ
は
三
姉
妹
の
末
娘
、
と
あ
る
。
た
だ
し
ム
ゼ
ー
ウ
ス
は
こ
の
姉
た
ち
の
名
を

「
ベ
ラ
」Bela

お
よ
び
「
テ
ル
バ
」T

herba

と
表
記
し
て
い
る
。
尤
も
「
カ
ジ
」K

aji 

お
よ
び
「
テ
タ
」Teta 

と
し
て
い
る
チ
ェ
コ
人
の
記
事
も
あ
る
。

リ
ブ
ッ
サ
（
チ
ェ
コ
語
片
仮
名
表
記
で
は
「
リ
ブ
シ
ェ
」
が
近
似
値
）
に
つ
い
て
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
七
一
─
Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
七
六
を
参
照
。

（252）	

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
女
性
支
配
者
ヴ
ァ
ン
ダ　

W
anda, die Polenregentin.　

伝
説
に
よ
れ
ば
ク
ラ
ク
フ
公
に
し
て
ク
ラ
ク
フ
の
建
設
者
ク
ラ
ク
ス
の
娘

な
い
し
孫
で
、
七
〇
〇
年
頃
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
を
支
配
し
た
。
ク
ラ
ク
フ
司
教
に
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
年
代
記
を
著
し
た
ヴ
ィ
ン
セ
ン
テ
ィ
・
カ
ド
ウ
ベ
ク

W
incenty K

adłubek

（
一
一
五
〇
頃
─
一
二
二
三
）
が
初
め
て
記
し
て
い
る
。
歴
史
家
た
ち
は
、
カ
ド
ウ
ベ
ク
が
こ
の
伝
説
を
捏
造
し
た
、
と
考
え
て

い
る
。



武蔵大学人文学会雑誌　第48巻第 1号

128

（253）	

ボ
ヘ
ミ
ア
の
乙
女
戦
争　

der böhm
ische M

ägdekrieg.　
「
ア
マ
ゾ
ネ
ス
戦
争
」
と
も
。
チ
ェ
コ
語
「
デ
ィ
ー
ヴ
チ
ー
・
ヴ
ァ
ー
ル
カ
（
乙
女
の
戦

争
）」D

ívčí válka

。
ボ
ヘ
ミ
ア
の
支
配
権
を
巡
る
伝
説
上
の
女
性
と
男
性
の
戦
争
。
最
古
の
文
献
は
十
二
世
紀
初
頭
プ
ラ
ハ
の
コ
ス
マ
ス
が
ラ
テ
ン
語
で

著
し
た
『
ボ
ヘ
ミ
ア
年
代
記
』K

osm
as z Prahy: Chronica Bohem

orum
. 

で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
ボ
ヘ
ミ
ア
の
乙
女
た
ち
は
女
君
主
リ
ブ
シ
ェ
の

死
後
、
さ
な
が
ら
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
登
場
す
る
戦ア

マ

ゾ

ネ

ス

闘
女
人
族
の
よ
う
に
暮
ら
し
、
女
統
率
者
を
選
び
、
男
の
よ
う
な
装
い
を
し
て
、
森
で
狩
り
を
し
、
自

分
の
夫
は
自
分
で
探
そ
う
と
し
た
。
自
分
た
ち
自
身
の
城
「
城フ

ラ
ト

デ
ヴ
ィ
ー
ン
（
乙
女
城
）」hrad D

ěvín

す
ら
築
い
た
。
男
た
ち
は
そ
の
近
く
─
─
後
に

ヴ
ィ
シ
ェ
フ
ラ
トVyšehrad

（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
七
五
注
参
照
）
が
築
城
さ
れ
た
場
所
─
─
に
フ
ラ
ス
テ
ンChrasten

な
る
名
の
第
二
の
城
を
築
き
、
両
性
間
に

戦
争
が
勃
発
し
た
。
や
が
て
和
議
の
た
め
に
三
日
間
の
祝
宴
が
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
も
う
そ
の
最
初
の
夜
に
男
ど
も
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
妻
と

す
る
乙
女
を
誘
拐
し
た
。
以
来
女
性
は
男
性
の
優
越
に
甘
ん
じ
て
い
る
の
だ
、
と
。

（254）	

ヴ
ラ
ス
カ　

W
laska.　

,V
lasca‘ 

と
も
綴
ら
れ
る
。「
ヴ
ラ
ス
タ
」W

lasta 

と
記
し
た
文
学
作
品
も
あ
る
。

（255）	

シ
ナ
イ
山
の
高
さ
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
の
類
例
と
同
様　

w
ie m

it der H
öhe des Berges Sinai und vielen andern D

ingen der gleiche Fall.　

教

員
資
格
認
定
試
験
で
受
験
生
に
旧
約
に
あ
る
シ
ナ
イ
山
の
高
さ
を
問
う
た
教
育
界
の
さ
る
お
偉
方
が
す
ぐ
、
わ
し
に
も
分
か
ら
な
い
が
ね
、
と
率
直
に
認

め
た
、
と
い
う
笑
い
話
を
踏
ま
え
て
い
る
。

（256）	

巫シ
ビ
ュ
ラ女　

Sibylle.　

本
来
は
古
代
地
中
海
世
界
に
お
い
て
神
託
を
伝
え
る
巫
女
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
「
予
言
を
す
る
女
性
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。

（257）	

こ
の
科リ

ン

デ
の
木
の
樹
上
に
巫シ

ビ
ュ
ラ女

が
住
ん
で
い
て　

auf dieser Linde saß die Sibylle.　

実
際
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
科リ

ン

デ
の
木
や
柏

ア
イ
ヒ
ェは

大
層
な
巨
木
に
な
る
の
で
、

樹
上
に
ま
あ
ま
あ
人
が
寝
ら
れ
る
小
さ
な
家
が
造
れ
る
の
で
あ
る
。

（258）	

環リ
ン
グ　Rink.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る
が
「
リ
ン
グ
」Ring

。
現
グ
ラ
ー
ツ
旧
市
街
に
あ
る
歷
史
的
広
場
。

（259）	

グ
ロ
ム
ツ
ィ　

Glom
uzi.　

未
詳
。
た
だ
し
現
ザ
ク
セ
ン
州
マ
イ
セ
ン
郡
の
小
都
市
ロ
マ
ッ
チ
ュLom

m
atzsch 

北
方
２
キ
ロ
余
の
と
こ
ろ
に
西
ス
ラ
ヴ

系
民
族
の
聖
地
だ
っ
た
グ
ロ
ム
チGlom

uci 

な
る
泉
が
あ
る
。

（260）	

古ア
ル
トロ
ム
ニ
ッ
ツ　

Lom
nitz.　

ボ
ヘ
ミ
ア
王
国
（
現
チ
ェ
コ
の
西
部
・
中
部
）
の
村
ス
タ
ラ
ー
・
ロ
ム
ニ
チ
ェStará Lom

nisze

。
現
チ
ェ
コ
に
お
け
る

名
称
は
未
詳
。

（261）	

エ
ル
ベ
＝
タ
イ
ニ
ッ
ツ　

Elbe-Teinitz.　

ボ
ヘ
ミ
ア
王
国
の
村
。
現
チ
ェ
コ
に
お
け
る
名
称
は
不
明
。

（262）	

フ
ル
メ
ッ
ツ
市　

die Stadt Chlum
ecz.　

現
チ
ェ
コ
・
フ
ラ
デ
ツ
・
ク
ラ
ー
ロ
ヴ
ェ
ー
州
フ
ラ
デ
ツ
・
ク
ラ
ー
ロ
ヴ
ェ
ー
郡
の
都
市
（
十
八
世
紀
に
都

市
権
を
獲
得
）
フ
ル
メ
ッ
ツ
・
ナ
ト
・
チ
ド
リ
ノ
ウChlum

ec nad Cidlinou
。
ド
イ
ツ
語
フ
ル
メ
ッ
ツ
・
ア
ン
・
デ
ア
・
チ
ド
リ
ナ
（
チ
ド
リ
ナ
河
畔

の
フ
ル
メ
ッ
ツ
）Chlum

etz an der Cidlina

。
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（263）	

ベ
ル
カ
・
フ
ォ
ン
・
ド
ゥ
ク
ス
お
よ
び
ラ
イ
パ　

Berka von D
ux und Leipa.　

ベ
ル
カ
・
フ
ォ
ン
・
ド
ゥ
バ
お
よ
び
リ
パBerka von D

uba und 
Lipa 

で
あ
ろ
う
。
ボ
ヘ
ミ
ア
貴
族
。

（264）	
フ
ル
メ
ッ
ツ
の
オ
ッ
ト
ー
・
ベ
ル
カ
・
フ
ォ
ン
・
ト
ロ
ス
キ
イ　

O
tto Berka von Troßky auf Chlum

ecz.　

ボ
ヘ
ミ
ア
の
貴
族
だ
が
未
詳
。
ボ
ヘ
ミ

ア
王
（
在
位
一
三
七
八
─
一
四
一
九
）
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
四
世Václav IV.

─
─
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
（
在
位
一
三
七
六
─
一
四
〇
〇
）
と
し
て
は
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ

ルW
enzel

─
─
か
ら
ト
ロ
ス
キ
イ
城
を
買
い
取
っ
た
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
ゴ
ウ
（
大
）O

tto von Bergow
 (der Ä

ltere) 

か
。

（265）	

ト
ロ
ス
キ
イ　

Troßky.　

現
チ
ェ
コ
・
リ
ベ
レ
ツ
州
セ
ミ
リ
郡
の
都
市
ロ
ヴ
ェ
ン
ス
コ
・
ポ
ト
・
ト
ロ
ス
カ
ミRovensko pod Troskam

i 

近
郊
に

あ
る
城フ

ラ
ト

ト
ロ
ス
キhrad Trosky 

（
現
在
は
廃
墟
）。
二
つ
の
ま
こ
と
に
こ
ご
し
い
巖
角
の
上
に
そ
れ
ぞ
れ
塔
が
建
て
ら
れ
、
間
は
城
壁
で
結
ば
れ
て
い

る
。
十
四
世
紀
後
半
に
築
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
は
ト
ロ
ス
キ
イ
城
を
「
世
界
の
八
番
目
の
奇
蹟
」A

chtes 
W

eltw
under

と
言
っ
て
い
る
。

（266）	

よ
り
高
い
の
は
バ
ー
バ
（
母
さ
ん
）、
も
う
片
方
は
パ
ン
ナ
（
嬢
ち
ゃ
ん
）
と
呼
ば
れ
て
い
る　

die höhere, heißt Baba (M
utter), und die andere 

Panna (Jungfrau).　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
括
弧
し
て
ド
イ
ツ
語
の
注
を
付
け
て
い
る
が
、
ロ
シ
ア
語 , баба‘ 

を
始
め
と
す
る
ス
ラ
ヴ
系

の
言
語
に
お
け
る
「
バ
ー
バ
」
は
「
老
婆
」「
お
っ
か
あ
」「
お
ば
ち
ゃ
ん
」
等
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
は
「
バ
ー
バ
（
婆
さ
ん
）」Baba (altes W

eib) 

と

で
も
す
べ
き
だ
っ
た
か
…
…
。

（267）	

ト
ロ
ス
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ　

Troßkow
itz.　

現
チ
ェ
コ
・
リ
ベ
レ
ツ
州
セ
ミ
リ
郡
の
小
村
ト
ロ
ス
コ
ヴ
ィ
ツ
ェTroskovice

。

結
び
に
一
言
。

Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
四
五
「
シ
レ
ジ
ア
の
酒
豪
」
に
出
て
来
る
酒
杯
の
銘
（
中ミ

ッ
テ
ル
ホ
ッ
ホ
ド
イ
チ
ュ

世
高
地
ド
イ
ツ
語
）
の
一
部 daz 

が
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、

こ
う
い
う
時
の
救
い
の
神
新
田
春
夫
東
京
大
学
・
武
蔵
大
学
名
誉
教
授
に
ま
た
ま
た
伺
っ
た
。
新
田
教
授
は
た
だ
ち
に
メ
イ
ル
で
、
従

属
接
続
詞 daß 

で
あ
る
、
と
の
明
確
な
回
答
を
く
だ
さ
っ
た
。
新
田
さ
ん
、
い
つ
も
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
蔭
様

で
拙
訳
な
が
ら
な
ん
と
か
つ
じ
つ
ま
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。


